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はじめに

この度、このささやかな小冊子が大阪外国語大学学術研究双書第2号として刊行

の運びに至った。この類の参考書は筆者が知るところではわが国においてこれまで

刊行されることはなかった。本書出版の機会を与えてくださった学術出版委員会及

び関係各位に紙面を借りて深甚なる謝意を表すものである。

ロシア語の語（特に名詞、形容詞、動詞）が文法的に多くの形を持ち、従って英

独仏等に比してロシア文法の中で形態論が占める位置がきわめて大きいことは周知

のごとくである。それに加えて、個々の語が語形変化する際に同一パラダイムの中

でしばしば強勢位置がある音節から別な音節へ移動するという現象が起こる。比較

的初歩のロシア語学習者はこの形態論の豊富さとそれに伴うアクセント移動という

二つの関門をくぐらねばならない。筆者の数少ない経験に照らすとその第一の関門

突破はさして困難ではないようだが、第二の関門、即ちアクセントの関門を首尾良

く突破できる学生はほんのひとにぎりである。これは、このアクセント移動の現象

自体が煩雑で修得困難であるためというよりもむしろ、教授法の欠陥に負うところ

が大きく、適切な教室での指導と適切な辞書・ハンドブックが与えられれば、ロシ

ア語学習者は必ず遠からずこの第2の関門をクリアできると確信している。ところ

が現実には教室での適当な指導は行われているとしたところで、適当なハンドブッ

クどころか適当な辞書さえないのである。多くのロシア語学習者が使用しているわ

が国を代表する露和辞典である『岩波ロシャ語辞典』と『コンサイス露和辞典』は

古くなってしまったということもあり、少なからぬアクセントの語謬・不備が散見

されるし、初学者の便を考えた『博友社ロシア語辞典』には頻繁に用いられる新し

いバリアントが記されていない場合がある。網羅的記述を信条として一昨年ついに

出版された画期的なロシア語辞典である『研究社露和辞典』にはアクセントのゆれ

を持つ語について色々なバリアントが記されているが、学習者にとって無秩序にこ

れらのバリアントをすべて記憶するのは非現実的である。できればこれらの辞書の
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アクセント記載法にパターン化を求めたいが、これは現時点では欲張りな要求であ

ろう。一見すると全くのカオスにさえ感じられるロシア語のアクセントの根底にあ

る潜在的秩序を顕在化し、学習者の便を図ってあげたい。まさにこのような意図か

ら筆者は本書執筆を思い立ったのである。

諸々の事情により本書の編集方針は二転三転し、本書の原稿脱稿は予定よりも大

幅に遅れることとなってしまった。本書の企画を思い立った当初は基礎的な五千語

程を対象としてパターン化と若干の例のみを記した入門者用のハンドブックを作ろ

うと考え、原稿の準備を始めた。その後本学学術出版委員会並びに関係諸兄の御好

意で学術研究双書の一冊として本書の出版が可能となり、学術研究双書の名に恥じ

ぬようできるだけ網羅的な内容にしようと作業方針を変更した。ところが不本意な

がら物理的事情により結局はこれらの折衷とでも言うべき立場を取るに至り、対象

語を上記『博友社ロシア語辞典』に収録されている 5万語程度に改めた。本来なら

ば頻度辞典を基にして綿密な収録語彙の選択を行わねばならないところだが、本書

執筆にはこの作業のための充分な時間的余裕がなく、使用頻度の高い語彙が厳選さ

れて記載されている同書を便宜的頻度調査手段に用いたのである。但し同書に記さ

れていない若干の語を補った場合もある。

対象語を約五万語に限ったとはいえ、この規模の調査を公務の傍ら半年足らずで

全くのゼロから行うことは非常に困難である。幸いなことに筆者はこれまでにある

限られた品詞についてのかなり網羅的なアクセント研究を行ってきた。参考文献に

記す神山 (1985a,b,86, 87)を参照されたい。そこで形容詞短語尾、動詞過去形、

被動形動詞過去短語尾等の項目については筆者自身のこれまでの調査を原則として

踏襲・改訂し、名詞、動詞人称形態等についてのみ今回新たに調査を実施した。

本書の執筆、刊行に関し多くの方々に多大な御迷惑をかけてしまった。筆者は公

務以外のほとんどの時間をこの作業に傾けたのだが、年頭に健康を害し作業を中断

せざるを得なかったこともあって、力及ばず当初予想していた脱稿時期を 1カ月余

りも超過する結果となり、関係各位にいろいろと御迷惑と御心配をおかけした。本

書刊行の便宜をはかって下さった学術出版委員会の諸先生、原稿提出の期限を過ぎ

ても筆者を励まして下さった図書館の岸本晴広氏並びに石井幹ー氏、語彙選択の面

倒な作業を手伝って下さったロシア語学科3年生の小林真理さん、脱稿直前に厄介



3
 

な収録語彙の索引作成を手伝って下さった同じくロシア語学科3年生でコンピュー

ターに詳しい平道人君、校正をお願いした大学院の北岡千夏さんとロシア語学科3

年生の二宮功一君、事情を御理解戴き、筆者が寄稿予定の『外国語教育・研究史』

の原稿を快く待って下さったロシア語学科教授山口慶四郎先生、締切直前になって

原稿完成を危ぶむ筆者の公務の一部を引き受けて下さった同僚林田理恵先生他関係

各位に紙面を借りて再度お詫びとお礼の言葉を申し添えたい。

一応は脱稿したものの、やはり「やっつけ仕事」という印象をぬぐい去ることは

できず、筆者は本書の内容に決して満足してはいない。特に収録語彙及び訳語の選

定には不満な箇所が散見される。この他にも不測の不備・語謬が恐らくあるかと思

う。大方各位の御叱正をお願いする次第である。本書がハンドブックとして学習者

に便宜をもたらすとともに、今後の研究をいくぶんなりとも触発できるならば、筆

者としてこれに過ぎる喜びはない。

1 8 8 0年 3月14日

著者
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凡例

本書では以下のような表記方法、並びに記号を用いる。これらはほとんど一般的

に用いられているものと同じであるが、若干慣用に反するものがある。

1. 使用文字

現代ロシア語を記す際にはもちろん現用のロシア文字を用いるが、子音交替の説

明などではロシア文字の範囲では適当な表記法がない一jー を用いることがある。

これは短い音節を成さない iを表し、ドイツ語読みで「ヨット」と呼ぶ。

'b b は現代ロシア語では音価を持たないが、古代（教会）スラブ語や古代ロシア

語について用いている場合はそれぞれ短い母音 uiである。

tは古代（教会）スラブ語あるいは古代ロシア語について用いる母音である。本

来の音価は [ie]だったと想像されているが、その真偽は不明である。ロシア語で

は eと同じ音になってしまった。

e Pはスラブ祖語あるいは古代（教会）スラブ語について用い、それぞれ e o 

の鼻母音を示す。

再構された形を示す際には慣用に従ってローマ字を用いる。 tに対してはる と

記す。

2. 記号

＞ ．．．に転じる／転じた ~ 出没母音となる e

＜ ．．．に遡る

゜
出没母音となる。

～ 両形が許される 1)任意の音節の代用

→ 前から後ろが派生する 2)形態素の切れ目を示す

← 後ろから前が派生する V 任意の母音

再構された形を示す V 母音以外

第 1アクセント C 任意の子音

第2アクセント T 任意の子音

0 ゼロ語尾／ゼロ形態素 先行子音の軟化

（口蓋化、イ音化）
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序章 ロシア語のアクセント概観

1. 記載方針

以下に於いて明らかになるように、ロシア語のアクセントは韻律的ひとまとまり

である語を作っている音節のうち、ある音節を際だたせる機能を持っているという

よりも、むしろ語を構成している形態素のうちの一つの形態素を際だたせるという

機能を持っており、従ってその修得・研究のためには現代ロシア語の音声学・音韻

論のみならず形態論の知識が前提となる。また、特に動詞については基本的な動詞

に接頭辞が付加されて複数の新たな派生動詞が構成され、特定の接尾辞を加えるこ

とによって 2次的な派生動詞が作られるというきれいなシステムが観察され、派生

動詞の曲用及びアクセントは原則として基本的な動詞のそれに等しくなるので、語

形成の基礎的知識が必要になる。場合によっては語幹の設定をしたり、現代ロシア

語の諸形態を導くために現代ロシア語の知識だけでは不十分な場合があり、通時的

あるいは生成音韻論的な説明を施した箇所もある。

このようにロシア語のアクセントを論じ、把握するためには、アクセント学以外

にも実に多くの分野に通じていなければならず、これら必要な知識全てをシステマ

ティックにここで記載することには相当な困難が予想される。そこで関係諸分野の

説明は省略あるいはできるだけ簡略に留め、不可欠と思われる箇所にだけ場当り的

にやや詳しい説明を記すことにせざるを得なかった。やや専門的と判断した他分野

の事項は脚注に記した。

またバルト・スラブ語の通時アクセント論にかかわる事項は意図的に避けた。こ

の学問ではバルト・スラブ語が本来持っていた長母音は 2種類の異なる音調（伝統

的には intonationと呼ばれるが、 Gardeのように toneと呼びかえた方がいいと

思う） acute(:..) と circumflex(~) を持っていたとの仮定から出発し、例えば ~:.. 

のような構造を持つ語が元々第 1音節に強勢を有するとき、その強勢は第2音節に

移る（いわゆる Saussureの法則）というような強勢位置移動等のルールを帰納す

る。この分野の研究はかの構造主義言語学の祖 F.de Saussureが Memoireの中

で存在を示唆し、彼の死後になってヒッタイト語の発見によりその存在が確認され

た印欧祖語のある種の喉音に関係している。この分野の研究を概観することは相当

な比較言語学の知識を必要とするため筆者には荷が重すぎ、割愛することにした。
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2. ロシア語のアクセントの煩雑さ

アクセントとは韻律的なまとまりを成す複数の音節のうちある一つの音節を際だ

たせることであって、そのためにロシア語では英語等と同様にいわゆる強さアクセ

ントを用いている。日本語のアクセントはいわゆる高さアクセントであって、おの

おのの音節（より正確にはモーラ）は高音域あるいは低音域に属し、面ku(僕）、

竪声（私）のように高音域に属す音節（モーラ）は一つとは限らない。ロシア語

ではアクセントを獲得するのは当該の音節の音節核である母音だけである。逆に言

えばこれがロシア語に於ける音節主音的（つまり音節核になる）子音の存在に対す

る否定的な根拠となる。アクセントのある母音は一つの語（より正確には韻律的語

）に対し原則として一つしかない。 xospacq白（独立採算制）には第 1音節に第 2

アクセントがあるが、これは正書法上1語なのであって、韻律的には 2語となる。

ロシア語はいわゆる自由アクセントの言語であり、フランス語の単語は常に最終

音節にアクセントを持つとか、チェコ語では第 1音節、ポーランド語では語末から

2番目の音節にいつもアクセントがあるといったように、一連の言語に見られるよ

うな定まった音節にアクセントが必ず来る（固定アクセント）ということはない。

自由アクセントという観点からは英語やドイツ語も同様なのだが、ロシア語ではそ

れに加えて語が語形変化するに従いアクセントの位置を変えてしまうということが

頻発する。

アクセントの移動は全く恣意的に行われているかのような印象さえ与える場合が

ある。例として非常に頻度の高い名詞と動詞が語形変化に伴っていかにアクセント

を移動させるかを見てみる。

(CTOpOHa》という名詞を例に取ると、辞書の見出しとなっている単数主格である

この形と同じアクセントがこの語の全ての形態に適応されるわけではなく、単数対

格、複数主格、複数対格の3つの形態では第 1音節にアクセントが移動し、複数生

格では第2音節が強勢を獲得している。

主格 生格 与格 対格

単数：

複数：

ヽ

CTOPOHa 

ヽ

CTOPOHbl 

ヽ

CTOPO皿

， 
CTOPOH 

ヽ

CTOPOHe 
ヽ

CTOPOHY 

CTOPOHaM CTOPOHbl 

造格
ヽ

CTOPOHOH 

前置格
ヽ

CTOPOH8 

CTOPOHaMH CTOPOHaX 
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次に {IlOllH缶mという動詞について同様の観察をしてみると、 この動詞は未来

形（人称形態）で不規則な変化をするし、過去形では 2種類のアクセントが許され

ていて、上記の名詞よりもより一層煩雑に思えるかもしれない。記号{-----)はその

前後の形態両者が許容されることを示す。

不定形
， 

OOlIHHTb 

未来形 1人称単数
ヽ

IlOlIHHIIIY 

（人称形態） 2人称単数
ヽ

IlO}lHUMelllb 

3人称単数 IlO,']HlfMeT 

3人称複数
ヽ

IlO,llHH町 T

過去形 男性
ヽ ヽ

IlO}:lH51JI ～ IIO血 HJI

女性
ヽ

IlOllH兄Jia

中性
ヽ

IlOlIHHJIO .-... II a IlH flJI a 

複数
ヽ

IlO)lHS'IJIH """ IIOllHSlJIH 

能動形動詞過去 （斜格略） IlO}lHflヽBilIHH 

被動形動詞過去 長語尾（斜格略） llOヽlIHflTbIH 

短語尾 男性
ヽ

no皿汀r

女性
ヽ

no血只Ta~ no血 SITa

中性
ヽ

no血 HTO

複数
ヽ

IlO)lH只Thi

副動詞
， 

no血 HB

何のパターン化もなしに、ロシア語全体のアクセントのシステムを知らずに、こ

れらの個々の語のアクセントを記憶するのは非常な精神的徒労を伴うであろう。実

はロシア語のアクセント全体を司る大きなルールが背後にあって、これらの語もそ

のルールに従って強勢の位置を変えているのである。その大きなルールは音声学や

音韻論の分野ではなく形態論の分野にある。
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3 . アクセントと形態論

ロシア語のアクセント法は形態論と密接に結び付いている。結果から先に述べる

と、ロシア語のアクセントは語を構成している部分（形態素）のどれかにあるので

あって、アクセントが移動する場合にもアクセントは任意の音節から任意の音節へ

と移動するのではなくて、ある形態素から別な形態素へと移動するのである。初め

にロシア語の語の成立ちを概略する。

語は意味を有する最小単位である形態素 (Mop4)eMa) からできている。 ロシア語

の語いは一般的に変化しない部分すなわち語幹 (OCHOBa) と、変化する部分すなわ

ち語尾 (OKOH'I狙 He) から成っている。語幹は当該の語の語彙的意味を担い、 語尾

は文法的意味を担う。語尾はこれ以上分析できないが、語幹はより小さい形態素に

分かたれることもある。語幹は必ず一つの語根 (KopeHb) を含み、その語根の前後

に他の形態素が接合して語幹を構成することもある。語根の後ろに付いて語幹を構

成するのを助ける形態素を接尾辞 (cy4)~HKC) 、語根の前に付いて語幹を構成するの

を助ける形態素を接頭辞 (npe4)HKC あるいは IlPHCTaBKa) と呼ぶ。例えば KHHra 

という語は KHHr-a KHHr-H KHHr-e KHHr-y…のような曲用を持つので、語幹は

KHHr-、語尾は—a であり、なおかつその語幹はこれ以上分析できないため語根に

等しい。同様に暉TaIO という語は咄Ta-IO'IHTa-eIIlb暉Ta-eT ...'IHTa -Jl 'IHTa -JI-a 

．．．のように活用するので、無変化の部分（すなわち語幹） 'IHTaー と変化する部分

（すなわち語尾）ーI0 に分けられるが、この語幹はさらに qeCTb (<•'l~TTb) , 可 Y,

町 eIIlb,•• 団Te暉e 等との比較によってさらに語根暉r-2> と接尾辞—aー に分けら

れる。 IlPO'IHTaIO という語は上記の暉TaIOの前に接頭辞 npo— が付き、結果的に

npo呵 HT-a-IO と分析されることになる。

複数の語根を含む語幹も存在する。 napoxon (汽船）という語は nap (蒸気）と

XO)l (進むこと）という 2 つの語根を持ち、それらを結び付けているのは—oーとい

1)語はさらに文の成分 ('IJI8Hbl npe }lJI 0双8HH5I) になりうる独立語 (caMOCTO町 8JlbHbl8

CJIOBa, 3HaMettaT8.,'IbHbl8 C.,'IOBa)と文の要素にならない補助語(CJl'f%86Hbl8CJIOBa)に

分かたれる。

2)'IHT-/'leT-/'IT—のように母音交替が起こっている。詳細については触れない。
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う形態素である。このように 2つ以上の語根を結び付けて一つの語幹を構成するの

を助ける形態素のことを接中辞 (HHTep$HKC) と呼ぶ。

Y'IHTCfl という語は Y'IYChY'IaT⑬ のような同じパラダイムの成員との比較によ

って Y'I-HT-⑬ と分析されるが、その最後の形態素—Cfl はこの語の語彙的意味を

決定するのを助ける役割を演じているため語幹に属す接尾辞の一種であるが、語尾

-HTのさらに後に置かれている点が特異である。そのためこの種の接尾辞のことを

後接辞 (IlOCT$HKC) と呼んで区別している。

正書法上の語は韻律的語と一致しない場合がある。前置詞や否定辞 Heは次に来

る語といっしょに読まれ（後接語 proclitic) 、逆に JICe-Toのようにその前にあ

る語といっしょに読まれ（前接語 enclitic) たりするので、これらの要素は韻律

的にはその前後の語の一部となる。しかし現行の正書法ではこれらは分かち書きさ

れることが多い。

このような成立ちをしている語の中で最も基本的と考えられるのは語幹の中の語

根にアクセントを持つ場合である。

ところがしばしば語の一部を成す他の要素が語根からアクセントを奪い取る。

語尾： CTOPOH-a 

ヽ

MOJIOl{-a 

B3-51―JI-a 

Ha 6eper-y 

接頭辞（もしくは後接語）
ヽ

npn-H-51-JJ-u 

ヽ

He 6bLJIO 

ヽ

3a ropon-oM 

ヽ

JKl]aTb y Mop-5'1 noro,llbI 

接尾辞
ヽ

npo-qHT-a-Tb 

ヽ

o-JK1-111-a-JO 

後接辞

ヽ

Ha-¥la-JI-CH 

ヽ

IlpH-H-51-JI-C51 

Cf. CTOPOH-y 

Cf • MOヽJIO[l-O 

Cf. B3-SI-JI-H 

Cf. 6eper-y （単数与格）

Cf. ap附 H-Sl-Tb

Cf . 6b， JJIO 

Cf. ropo町 OM

Cf. Mop-e 

Cf. npo-<IHT-a -H-a npo-<IHT-bJBa-Tb 

Cf. He,..o-ヰn-a-H-H-O

Cf. tta-qa-Tb-c只

Cf. npu-H-~-Tb-C5I 



10 

このようにロシア語のアクセントは本来語根にあったと考えられるが、韻律的ひ

とまとまりを構成する語根のまわりの色々な諸要素（語尾、接頭辞、接尾辞、接中

辞、後接辞、前接語、後接語）が場合によって語根からアクセントを奪い取ると考

えられる。例えば npHHHTb(np附 H-H-Tb) という語は不定形では本来の語根アクセ

ントを保持しているが、過去形になると女性形以外では npHHHJIH (npH-H-H-JI-0) 

のように接頭辞が語根からアクセントを奪い取り、同じ過去形でも女性形では np0-

HH店 (np附H-H-JI—め のように語尾が接頭辞よりも強い牽引力でアクセントを引き

付ける。見かけの上では語が変化するに伴ってあたかもアクセントが移動している

かのように思えるが、実はその根底には上記のような語（より正確には韻律的語）

の構成部分どうしのアクセント獲得競争があるわけである。

4. 仮アクセント

上記の CTOPOH-a の複数生格 CTOP如はこのような方法では説明できない。これ

を説明するためには仮アクセント (yCJIOBHOeynapeHHe) の概念を導入する必要が

ある。例えば、 CTOJI という語は単数主格（及びそれに等しい対格）で語幹にアク

セントを持っているけれども、他の形を見てみると CTOJia, CTOJIY, Ha CTOJie' 

CTOJ!bl, CTOJIOB, ••• のように常に語尾にアクセントがある。たまたまこの語の単数

主格とそれに等しい単数対格では語尾がゼロであり、語尾にアクセントを置くにし

ても肝心の語尾が無いのでは語尾アクセントを実現できない。かといつて無アクセ

ント語にするわけにもいかない。そこで、このような場合に語尾アクセントと語幹

アクセントの対立が中和し、語尾の無い語の語尾アクセントは結果的に語幹アクセ

ントとして実現することになる。このような結果的にやむを得ない、不可抗力の語

幹アクセントの事を仮アクセントと呼ぶ。この概念を用いると CTOJI は常に語尾に

アクセントを持つとみなされる。同様に前述の CTOP曲は本当は語尾アクセントを

持っていて CTOPOH-りの具現と考えられる。仮アクセントは男性名詞の単数主格ば

かりでなく、語尾ゼロの名詞複数生格、形容詞短語尾の男性形、動詞過去形の男性

形、被動形動詞過去短語尾の男性形にも用いられる重要な概念である。この概念に

よってアクセントのパターンが格段に簡素化される。
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第 I章名詞

ロシア語の名詞は曲用に際しそのアクセントをある音節から別な音節に変えてし

まうことがあるが、そのアクセジトの移動には一定のパターンがある。

名詞のアクセントのパターン表示のために次の 3つの記号を用いる。この記号の

基本的意味は本書で扱う全ての品詞に共通である。

A: 語幹に固定したアクセント

B: 語尾に固定したアクセント

C: 語幹アクセントと語尾アクセントが交替（移動アクセント）

名詞の特徴として、単数形と複数形が異なるアクセントパターンに属すことがし

ばしばある。従って、ある名詞のアクセントパターンを示すには上記の記号を二つ

重ね、前の記号は単数形のアクセントパターンを、後の記号は複数形のアクセント

パターンを示すことにする。例えばAAはその名詞が単数でも複数でも語幹に固定

したアクセントを持つことを示し、 BAはその名詞が単数形では常に語尾にアクセ

ントを持つが、複数形では常に語幹にアクセントを持つことを示す。

語尾にアクセントがある場合こ語尾がゼロであるならば前述の仮アクセントが語

幹に落ちることになる。男性名詞では単数主格（及びそれに等しい対格）と希に語

尾ゼロの複数生格に、女性名詞と中性名詞ではやはり語尾ゼロの複数生格に仮アク

セントが生じる可能性がある。仮アクセントは原則として語幹の最終音節に落ちる

が、希に次末音節よりももっと語頭に向かって後退することがある。

名詞の移動アクセントのパターンには以下のように単複各々に下位分類がある。

名詞単数形に出現する移動アクセントのパターンは以下の 2種類である。
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C 1 : 対格のみで語幹アクセント、その他の形で語尾アクセント

例： PY註 PY訊 pyKe PYKY PYKoii pyKe 

C2: 造格のみで語幹アクセント、その他の形で語尾アクセント

例： J1106aab J1106s0 J1106s0 JII06ash J1106aab10 J1106s0 

単数形のパラダイムで移動アクセントを持つのは女性名詞のみである。単数形で

上記Cl型移動アクセントを持つのは単数主格が -a/噴 に終わる女性名詞のみで

あり、 C2型アクセントを持つのは単数主格が一b に終わる女性名詞である。前者

のアクセントを持つ語は本書に記載した範囲では僅か 23語であり、後者について

はさらに少ない 5語である。両者の曲用の形式が全く異なるため、これらの両者に

別個の命名を施す必要はなくなってしまい、 Cl型と C2型を一緒にして単にC型

と呼んで溝わないことが解る。 C2型の詳細については p.59を参照。

名詞複数形に現れる移動アクセントのパターンも 2種類である。

Cl: 主格（及びそれに等しい対格）で語幹アクセント、その他の形で語尾ア

クセント

例‘: CTOPOHbl CTOPOH CTOPOHaM CTOPOHbl CTOPOHaMH CTOPOHax 

C 2: 生格（及びそれに等しい対格）と造格で語尾アクセント、その他の形で

語幹アクセント (2語のみ）

[l8TH [l8T80 [l8TIIM [l8T80 [l8ThMH l{8T叙

複数形のCl型移動アクセントは名詞一般に、 C2型は男性の複数形しかない名

詞 (pluraliatantum) JIIO皿と廂TH 2語にのみ現れる。従って単数形の場合と同

様に両者を同じ名称C型アクセントと呼んで構わない。

名詞の曲用全般についての説明は省略するが、出没母音の表記法については一言

添えておく。以下では出没母音を生ずる単位を Q~ のように表す。 Q~ の後には

必ず何等かの子音(C)が後続するが、さらにその後にゼロを含む母音以外の要素CV)

が続くときには Q!zが出現 (2CV>oCV,2CV>eCV)し、母音(V)が加わればこれら

の母音は現れない (QCV>CV,§.CV>CV)。従って名詞の出没母音は語尾ゼロの形態

及び語尾ーjyーを持つ形態、すなわち男性名詞の単数主格 (c.QH ctta) 、-a/噴に

終わる女性名詞と中性名詞では複数生格（加BYIDKa爬symgK;OKHO OK,QH)、-bに

終わる女性名詞では単数主格と造格 (pQJKbPJKH P如JKbIO) に関与する。複数生格で語

尾ゼロとなる男性名詞についても同様である。
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1 . 男性名詞

単複両形を持つ男性名詞は単数形で移動アク

セントを持つことはない。従って存在するのは

右表に示す 6つのアクセント型、すなわち AA、

AB、AC、BA、BB、BCのみである。単

数形を欠く男性名詞 2語はC型アクセントに属

す。但し、複数形の移動アクセント（即ちC型）

には 2つの下位パターンがある。

単＼複 A B C 

A ＋ ＋ ＋ 

B ＋ ＋ ＋ 

C 

り ＋ 

1. 1 AA型アクセント

表中、{--》とあるのは、初めのぐ→が語幹を示し、後ろの{-》は語尾を示す。

単数A 複数A 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ

主格
ヽ ヽ

aapK naprn 

生格
ヽ ヽ

生格
ヽ ヽ

napKa napKOB 

与格
ヽ ヽ

与格
ヽ

napKy napKaM 

対格 主／生 主／生 対格
ヽ

napK naprn 

造格
ヽ ヽ

造格
ヽ

napKOM napKa1rn 

前置格
ヽ ヽ

前置格
ヽ ， 

napKe napKax 

j 
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AA型は男性名詞全体の中で約85%を占める最も有力なアクセント型である。多

少とも注意を要するのは以下の 2点である。

若干の語は例外的に語幹内でアクセントの移動を生じる。 IlOBO,ll 「理由；手綱」

の複数形は前者の意で IlOBO,llbl、後者では接尾辞ーjーと語尾 -a を持ち IlOBO,llb只

となる。類例： KOJIOC (穂）複 KOJI0Cb5I、060,u (枠）複 060,u訊、 Il0Jl03(滑り木）

複 no血3訊 H T. ,ll. その他にも rp誼血H血（市民）複 rp拉邸He、rOCilO,llb (主、

神）単生 rocno,ua、nep紐（前部）単生 nepe,ua等がある。

BB型アクセントの項目に記載した咬X JI~,ll JIQ6 PQB PQT CQH はAA型アクセ

ントとしても事実上構わない。 MOX には出没母音でない完全な語根の母音を持つヴ

アリアントがあり、その場合の曲用は面xaMaxy ••• であって、これは紛れもなく

AA型である。出没母音を伴う MQX 並びに他の語は語尾を持つと語幹が音節を持

たなくなり、語幹に常にアクセントがあるのだが斜格ではそれが不可能なため仮ア

クセントが語尾に落ちるとも言えよう。

1. 2 BB型アクセント

単数B 複数B 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ

主格
ヽ

CTOJI CTOJlbI 

生格
， ヽ

生格
ヽ ヽ

CTOJia CTOJIOB 

与格
ヽ ヽ

与格
ヽ ヽ

CTOJlY CTOJiaM 

対格 主／生 主／生 対格
ヽ ヽ

CTOJI CTOJ!bl 

造格
ヽ ヽ

造格
ヽ ヽ

CTOJIOM CTOJiaMH 

前置格
ヽ ， 

前置格
ヽ

CTOJI8 CTOJiax 
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BB型もまた非常に多くの対象語を有する生産的アクセントパターンである。

<l>en51HHHaの計算によるとこのパターンに属す男性名詞の数は1700語にも達する。

しかしこれらの語をすべて記憶する必要があるというわけではない。後述するよう

にこのパターンにはいくつかの接尾辞を持つ派生名詞が属すので、非派生名詞は記

憶せざるを得ないとしても派生名詞については記憶は容易である。

男性名詞単数主格及びそれに等しい単数対格では語尾がゼロであるため上記のよ

うに語幹に仮アクセントが置かれる。

1. 2. 1 非派生名詞

1. 2. 1. 1 単音節語幹語

a3 

aJibT 

6JIHH 

6HHT 

606 

60JIT 

6op皿

6bl1C 

BUHT 

BO:JICLlh 

BOJI 

spar 

apaq 

rpaq 

rep6 

rop6 

rpex 

rpu6 

rpom 

naop 

neHh 
一

血”

aの古称

ァルト

パンケーキ

包帯

豆

ボルト（ねじ）

ボルシチ（スープの名）

雄牛

ねじ、らせん

リーダー

去勢した牛

敵

医者

みやまがらす

紋章

こぶ

罪

きのこ

昔の小銭

中庭

日、昼間

Cf. p. 85 

Cf. p. 91 
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llOJKllh 雨

11P0311 つぐみ（鳥の名）

eJK はりねずみ

epm 淡水魚の名

JKpeu 祭司

X'/K かぶとむし

30HT 傘

KHA ビリヤードのキュー

KHT 鯨

KJie田 だに

KJIOK 1 J 小枝

ICJIOTI なんきんむし

KJlbIK 犬歯

KJIIO'I 鍵

KHYT むち

ICOJI 成績の最低点、 1、不可、 D

KOT 猫

KPOT もぐら

KP8MJ!b 城塞

KpecT 十字架

KPIOK 2' 掛け釘 Cf. p. 85 

1)複数形では接尾辞ーjーを介して語尾—a, -es ••• を取り、—jー の前にあった前

舌母音 b の影響で K/tf の子音交替を起こして KJIOtf碑 KJIOtfheB••• とする曲用も可

能である。その場合のアクセントはもちろんBA型となる。 Cf. p. 39. K/tf は後

述する第11I章 1. 1 . 2 (p. 139)に記す第 1バラタリゼーションである。名詞の

曲用では子音交替は例外的なので系統だった説明は省略する。

2)「鈎、先の曲がった金具」の意味では上記 KJIOK と同様に接尾辞ーjー と Kパ

を伴って BA型アクセントを持つ：複数 KPIOtfbH KPIOtfbes ••• p.39を参照。
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KYCT 低木

Jl~ll Jlbl{a 氷 Cf. p. 85 

JleH JlbHa あま（布の名）

JI＿ 06 JI6a 額 Cf. p. 85, 91 

JieB JlbBa ライオン

Jie皿 うぐい（魚の名）

JIHHb 魚の名

JIHCT 1) 枚

JIYHb 鳥の名

JIY'I 光線

Me'I 剣

MH'I ボール

MOPJK セイウチ

MOCT 橋 "" A B Cf. p. 86, 91 

MOX MXa 士ロ丈 Cf. p. 85 ----A A (出没母音なし）

HOJK ナイフ

HOJlb ゼロ

HY Jib ゼロ

nee nca 犬

IlJI暉 レインコート

nJIOll 実

IlJIOT いかだ Cf. p. 85 

nJIYT 詐欺師

DJIIO頂 きづた（蔦の名）

IlOJIK 連隊 Cf. p. 85 

non 司祭

IlOCT 精進、哨兵 Cf. p. 85 

IlPYJl 池 Cf. p. 85 

1)「葉」の意では KJlOK と同様にBA型となる：複 JIHCTbflJIHCTbeB. • • Cf. p. 39. 
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npb皿 吹出物

IlYTb 道

pa6 奴隷

PQB pBa 堀 Cf. p. 85 

PQT PTa 口 Cf. p. 85, 91 

py6Jib ルーブル（金銭単位）

PYJib 車のハンドル

cepn 鎌

CKOT 家畜

CJIOH 象

CHOil 束

COM なまず

C一OH CHa 眠り

CTBOJI 幹

CTUX 詩行

CTOJI 机 Cf. p. 91 

CTOJI6 柱

CTP瞑 いわつばめ（鳥の名）

CTbl,11 恥

CYll 裁判

CYK 1 l 大枝 Cf. p. 85 

TKatf 織り手

TPYll 労働

TY3 トランプのエース

TIOK 包み

YlC アオダイショウ

YM 知性

XBOCT しっぽ

1) KJIOK等と同様に BA型も可能である：複数 CY'l訊 cy'lbeB••• Cf. p. 39. 
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XOJIM 丘

XO恥 T 麻布

'fH)K まひわ（鳥の名）

mecT 応千

mMeJJb まるはなばち

IDHYP 紐

IDTHtT ピン Cf. p. 85 

IIlTPHX 細い線

IDTblK 銃剣

頂YT 道化

IIIHT 楯

1. 2. 1. 2 二音節語幹語

1. 2. 1. 2. 1 第 1音節にアクセントを持つ語

次の 3語は単数主格及びそれに等しい対格で第 1音節にアクセントを持つ。これ

らはすべて出没母音を持つので、語尾のある形態の語幹は一音節である。これらは

単数主格で語尾ゼロになると仮アクセントを語幹の最終音節ではなくその前の音節

に持つようになる。
、 、
yroJI yrJia 
、 、
yropb 
一

yrpsi 
、 、
yseJI ysJia 
一

かど、隅

うなぎ

結び目

Cf. p. 85, 91 

1. 2. 1. 2. 2 第2音節にアクセントを持つ語

出没母音を持つ名詞では語尾のある形態（即ち単数主格と対格以外）で語幹が一

音節になる。

6ar2p 6arpa 

ヽ

6aJibllC 

ヽ

6apcyK 

ヽ

6HPIOK 

6o6~p 6o6pa 

鈎のついた竿

魚の塩潰け

穴熊

離れ

ビーバー 単数主格は 6o6pとも
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6ypaヽa 穴あけ機

6yp11紐 革の袋
ヽ ヽ

巻き毛BHXQP BHXpa 

rott'Iap 陶工

胆 ICa，6pb 1 2月
ヽ

花婿JKeHHX 

ヽ

お腹XHBOT 

ヽ

鶴'K.YPaBJib 

ヽ

七面鳥血 /llOK

Ka6狙ヽ いのしし

Ka6JI沈 ヒール
ヽ

喉ぽとけKalli叔

， 
カルムィク人!Ca.JI MbllC 

， 
葦KaMbllll 

， 
鮒（ふな）Kapacb 

KaPTY3 帽子の一種
ヽ

煉瓦KHPilHtf 

ヽ

ゼリーICHCeJlb 

KOB~P 
ヽ

ICOBpa じゅうたん
ヽ

はねがや（草の名）KOBbLJih 

KOF/X 羊の毛皮のコート

K03一虹
ヽ

K03Jla 山羊
ヽ

蚊KOMap 

ヽ

木でできた支え .......,_ BA KOilbLJI 

KOP祁Jib 船
ヽ

王様KOPOJlb 

KOCT~p 
ヽ

ICOCTpa 焚火
ヽ

松葉杖KOCTbUlb 

KOT一e．． JI 
ヽ

KOTJia 釜
ヽ

キャベツの玉KO'lfaH 



ヽ

KPeM~Hb KPeMH51 

ヽ

KYPlllOK 

ヽ

JieMex 

ヽ

JIHmau 

ヽ

JIOMOTb JIOMTSI 
一， 

Jionyx 

ヽ

JIOCICYT 

ヽ

Ma.JISIP 

ヽ

M血 lla.Jlb

ヽ

MOThLJlb 

ヽ

如 JlDITYK
ヽ

MSIT9lC 

ヽ

HOSI6pb 

ヽ

o6yx 

ヽ

06皿nar

oeec 
ヽ

oeca 

ヽ ヽ

orOHb orHH 
一ヽ

OKTII6pb 

op~ 
、

opJia 

oc紅
、

OCJ!a 
一

OCさrp

ヽ

otJ:ar 

， 
nane:lK 

， 
nacTYX 

ヽ

naTPYJib 
， 

aayK 

ヽ

neTYx 

ヽ

nHpor 

火打ち石

羊のお尻の脂肪

鍬の先端

ほう疹

スライス
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複主 JieMexa

ヽ

,...._, JieMex (AB) 

ヽ

---JIOMOTb (A C) 

ごぽう（木に扱われる）

布の切れ端 ......., BA  

ペンキ屋

アーモンド

ぽうふら

吸い口

暴動

1 1月

刃物の峰

袖口の折り返し

からす麦

火

1 0月

鷲

ろば

ちょうざめ

かまど

格

牧童

パトロール隊

くも

おんどり

パイ

複数： JIOCKYT訊 JIOCKYTbeB

,._, o6yx (A A) 
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ヽ

nJteTeHh nJteTH只

ヽ

nocoJt nocJta 
一

ヽ

ncaJtoM ncaJtMa 

ヽ

IlY3b1Pb 

ヽ

IlYCTbIPb 

ヽ

peBeHh 

ヽ

peMeHb 

一ヽ
peneR 

ヽ

py6eIC 

ヽ

pyKaB 

ヽ

pyq呼
ヽ

Pbl'l{ar 

ヽ

canor 

ヽ

ceH四 6pb

ヽ

peMHfl 

ヽ

penb51 

ヽ

PYllhSl 

CJieneHb CJlenHSI 

ヽ

CHerHpb 

ヽ

CTOJISIP 

ヽ

CYHTJ.YK 

ヽ

cypryH 

ヽ

cyxapb 

ヽ

CIOPTYK 

ヽ

TBOpor 

ヽ

TOilOP 

ヽ

yTIOr 

， 
~espaJJb 

ヽ

~llTllJlb 

ヽ ヽ

XOXOJI XOXJia 

一
xpycTaJib 

ヽ

'ieTaepr 

ヽ ヽ

qexoJt qexJia 

一

編み垣

大使

賛美歌

気泡、水泡

空き地

だいおう（植物名）

ベルト

ゴボウのイガ

境界（線）

袖

小）I[ 

てこ

長靴、ブーツ

9月

虻（あぶ）

うそ（鳥の名）

指物師

ながもち

封ろう、シーリングワックス

乾パン

フロックコート

カッテージチーズ

斧

アイロン

2月

導火線

とさか

クリスタルグラス

木曜日

ケース

-----TBopor (A A) 
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'Iy6y， K 長いきせる

maT~P maTpa 天幕

malDJlblK 串焼きバーベキュー
ヽ ヽ

かわらひわ（鳥の名）田er一oJI merJia 

H3blK 舌

刃HBapb 1月
ヽ

レッテル51PJiblK 

ヽ

大麦、ものもらいSittMeHb 

1. 2. 1. 3 三音節語幹語

出没母音を持つ名詞では語尾のある形態（すなわち単数主格とそれに等しい対格

以外）で語幹が二音節になる。

sopo6eヽii sopo6訊ヽ 雀

Mypaseヽ0 
ヽ

蟻MYPaBbSl 

COJl0B8, 1-1 -
ヽ

ナイチンゲールCOJIOBbSl 

6oraTbヽrpb 勇士
ヽ

修道院MOHaCTbij)b 

1. 2. 2 派生名詞

次の接尾辞を持つ派生名詞は少数の例外を除いて BB型のアクセントを持つ：

1 
、、

. -ax/一江

2 
、、

• -aK/-HK 

6arax (荷物） 6狙 n担（包帯）
ヽ

rap立（ガレ ‘‘‘ ーン）

MOHTll (モンタージュ） 3T紅（階） 等

例外： MHpax (しんきろう）はBB,..__,AA

6a皿紅（婦人・子供用編み上げ靴） 6e皿叙（貧乏人）

30MJISIK (同郷人）
ヽ

KOH訊 K (コニャック）

ICOJITT<l.lC (帽子の一種）

ICYJI紅（握り拳）
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MOP叙（船乗り） IlHll)KaK (ブレザー）

IlSITaK (5コペイカコイン） pb16aK (漁師）

PIOK3aK (リュックサック） CHH叙（青あざ）

CKB03H叙（すきま風） CMeJI訊aK(命知らず）

Ta6紅（タバコ） 'IYllaK (変人） qeps叙（うじ虫）

seceJI訊紅（陽気者） CH6Hp叙（シベリアっ子）

XOJIOCT叙（独身の男） 等

例外： A A 6apaK (バラック） M狙 bSIK(そう病患者）

nacTepHaK (草の名、アメリカボウフウ）

IlOJISIK (ポーランド人） CJIOBaK (スロバキア人）等

A A,.._, BB ICa3aK (コサック）等

3. —抑／一SIP

4. -apb 

ヽ

5. -aq 

6oqap (桶屋） rOH'l抑（陶工）

MaJISIP (ペンキ屋） CTOJISIP (指物師） 等

例外：外来語 6yJibB昨（並木道） CeMHH抑（セミナー）等はAA型

6yKBapb (アルファベットの本） CJlOBapb (辞書）

$OHclPb (明り） 叩 Tapb(琥珀） CeKpeTaPb (秘書）

K紅 eH雌Pb(カレンダー） HHBeHTa四（備品）等

例外：単数主格で後ろから 2番目の音節にアクセントを持つ語

紐6JIIIOT紅apb(司書）

p血apb(騎士）

n紐apb(パン屋）

TOKapb (旋盤工）等

6or紅（金持ち） KaJia q (パンの名） JIOBKcl'f (抜け目の無

い人） CHJI紐（力持ち） ye紐（口髭の男）等

例外： Kapar紐（木の名） ー語のみ

6. —血／―~m

nJieM畑（甥） Topr紐（商人） maJiam (ほったて小屋）等

例外： ryJIHm (ハンガリー風シチュー） w函m (チュバシ人）

はAA-BB
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7. -ex (単生は—exa)

rpa6虹（強奪） nJJaTexc (支払い） qepTeJK (図面）等

8. -eu1 (出没母音無し）

meu (刈る人） JJJKeu (嘘つき） JlbCTeu (おべっか使い）

'ITeu (朗読者） 6JJH3H8U (双子） KY3H釦（かじ屋）

MepTB印（死人） MYLIP血（賢人） no邸釦（悪党）

XHTPもu (ずるい人） xpa6peu (勇敢な人）等

9. —徊（出没母音あり）

10. -nK 

① 先行するのが母音の場合 生格—Rua:

6o~u (兵）等，

アクセントが最終音節になければAA:

KHTa~U (中国人） KOP8~U (朝鮮人）等

② 先行子音が軟音を保持する場合生格ーbUa

匹印（下宿人） 難aJJ~U (大胆な人）等

③ 先行子音が硬化する場合生格—ua:

6opiu (レスラー） B[IOB~U (男やもめ） L(BOP~U (宮殿）

KOH~U (終わり） KYTI~U (商人） OT~U (父親）

nea~u (歌手）

加豆u(まぐろ）

caM~U (オス） TBOP釦（創造者）

6y6eH~U (通例複数で鈴）

roJiy6釦（通例複数 Cf.p. 81. ロールキャベッ）

MOJIO)l~U1 l (健康な若者） oryp~u (きゅうり）

npoaas~u (店員） JKepe6釦（雄馬） 等

アクセントが最終音節になければAA:

CTap~U (御老体） TaH~U (ダンス） llilOH~U (日本人）等

CTap郎（老人） TYII郎（袋小路） MaTep郎（大陸）

epeT郎（異端者） 等

1) MOJl0ll8U (勇士）はAA型アクセントを有す。
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11. -加

12. -H郎

血 pn加（れんが） napaJI如（まひ） MOCKB如（モスクワっ子）

胆 b加（加b51 の父称）等

lIH8BH郎（日記） Jl8CH郎（森番）

POlIH郎（泉） TaHH郎（隠れ家）

畑 CH郎（肉屋）

UB8TH訳（花壇）

匹 TI1郎（ひょうきん者） BOPOTII郎（襟）

BbrrIYCKHHK (卒業生） 030PHHK (いたずらっ子）

IlPOBOllH郎（案内人） CKOPOCTII郎（仕事の速い労働者）

Y'ISH郎（生徒）等

例外：単数主格で最終音節にアクセントを持たない語

rp紅YCHHK (温度計） sa6叩皿（通信教育受講生）

npec向 HHK (犯人） CilYTHHK (同行者）等

13. -QB加／ーes加

60JibID8B郎（多数派の人） rpysos郎（トラック）

ll0lKll8B加（レインコート） MeHhmes郎（少数派の人）等

14. -如／一虹（出没母音無し）

e血K (食料配給の単位として一人） e3l!OK (乗り手）

3HaToK (専門家） urpoK (プレーヤー）

qecH紐（にんにく）等

15. -如/―軒（出没母音あり

6eJI正（卵白） BIICQK (こめかみ） BQJiqQK (こま）

rJIOT罫（一飲み） ropmQK (壺） )l(eJIT立K (卵黄）

3BOHQK (ベル） KPY'XQK (サークル） 灼 CQK (一片）

HOC欲（靴下） na且K(生 rrau点）（弁当） necQK (砂）

IIJlaTQK (スカーフ） CKa屯K (跳躍） UBeT笠（花）

叩笠（ストッキング） IIIHYPQK (編みひも） K血 SITQK (熱湯）

xop~K(生 XOPb点）（けながいたち） 齢 H迩（小犬 Cf.p. 40) 

JienecT紐（花弁） HOBB咬K (新米）
ヽ

IlOPOWQK (粉）

yroJI年 (yroJt の指小 Cf.p. 85) 呻呻K (舌）等



16. 
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例外：単数主格で最終音節にアクセントを持たない語

K紐em~K (石ころ） Kpaem~K (端っこ） opem~K (胡桃）等

以下の 3語に特に注意 (p. 39参照）

、、
ー四／ー10H

rJia3QK BBのぞき穴

BA (複生 rJia30K) rJia3 (目）の指小形

3Y6QK BB採掘機の歯

BA (複生 3y6oK) 3y6 (歯）の指小形

POXQK BBホルン

BA (複生 po瓦eK) par (つの）の指小形

6er如（ランナー） 60JI1加（おしゃべり）

BOP曲（口やかましい人） BP如（嘘つき）

Bb年（どじょう） .npa吋H (喧嘩っぱやい人）

KOJI函（魔法使い） KPHK如（甲高い声の人）

Jir加（嘘つき） Jl0TYH (飛ぶ人） naq対H (汚す人）

nee加（よく歌う人） IlPhlr如（ジャンパー） Ta6加（群れ）

xaacTYH (ほらふき） qyr如（銑鉄） maJI加（いたずらっ子）

roaop如（おしゃべり） XOXOTYH (笑い上戸）等

例外 1K狙加（前日、前夜） Ta8約H (台風）

TPH6炸（巨頭）等はAA

2単数主格で最終音節にアクセントを持たない語

KJIO四（ピエロ） 西p町 H (鳶）等AA
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1. 3 AB型アクセント

このタイプのアクセントを持つ名詞は出没母音を生じない。複数主格は通常の

-bJ/可に終わるものの他に—a/-H に終わるものが多数ある。

単数A 複数B 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ

主格
ヽ

can ca.Ubl 

生格
ヽ ヽ

生格
ヽ ヽ

cana canoe 

与格
ヽ ヽ

与格
ヽ ヽ

ca四 ca}laM 

対格 主／生 主／生 対格
ヽ ヽ

ca』 ca,!lbI 

造格
ヽ ， 

造格 Ca}]OM ca11aMH 

前置格
ヽ ヽ

前置格
ヽ ヽ

caDe canax 

1. 3. 1 単音節語幹語

1. 3. 1. 1 複数主格ー丘／一"

6a3 畜舎

6aJI 舞踏会 Cf. p. 85 

6ac バス（低い声）

600 戦い Cf. p. 85 

6op 針葉樹林 Cf. p. 85 

6y0 ブイ

BaJI 大波、回転軸 Cf. p. 85 

sepx1 上 Cf. p. 85 「幌」は複主—a

B03 荷車 Cf. p. 85, 92 

roJI ゴール
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rpo6 棺 Cf. p. 86 

fPYHT 土地、土壌 Cf. p. 86 

IIaP 贈物、才能

lIOJir 借金、義務 Cf. p. 86 

几y6 樫 Cf. p. 86 

llblM 煙 Cf. p. 86 

JICHP 脂肪 Cf. p. 86 

3all 背面 Cf. p. 86 

306 虫の胃袋 Cf. p. 86 

KBac ク,..ワス（飲物）

KJIY6 丸い塊 「クラブ」はAA

KOH 賭け金置き Cf. p. 86 

Kpyr 円 Cf. p. 86 

Ky6 立方体

Jlall やり方

M釦I 蜜 Cf. p. 86 

MHP 世界、世間 Cf.p. 86 「平和」はAA

M03r 脳 Cf. p. 86 

MOCT 橋 ......., BB Cf. p. 86 

HH3 下 Cf. p. 86 

HOC 鼻 Cf. p. 86, 93 

na3 隙間 Cf. p. 86 

na0 分担（金） Cf. p. 87 

naH 地主

nap 湯気 Cf. p. 87 

IlHP 宴会 Cf. p. 87 

myr 鍬

IlO}l （かまどの）火床 Cf. p. 87 

IlOJI 床 Cf. p. 87, 93 「自然性」はAC

IlOT 汗 Cf. p. 87 
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npH3 賞

nyn 重量単位

fiYK 束

pa3 回、倍

pan 家系、一族 Cf. p. 87, 94 「文法性」はAC

POH 虫の群れ Cf. p. 87 

P5I.1l 列 Cf. p. 87, 101 

can 庭 Cf. p. 87, 94 

CJl8ll 跡 Cf. p. 87, 101 単生 CJiel(a,..._, CJI紐y

CJIOH 層 Cf. p. 87 

CMOTP 閲兵式 Cf. p. 87 

CilHPT ァルコール Cf. p. 87 

CTPOH 隊列 Cf. p. 87 「体制」はAA

cyn スープ Cf. p. 87 

CblP チーズ Cf. p. 87 

Ta3 洗面器 Cf. p. 87 

四 背面 Cf. p. 87 

ye 口髭 Cf. p. 94 

xon 歩き ,...._, AC Cf. p. 87 

xop コーラス Cf. p. 88 

$OPT ほう塁（軍用語） Cf. p. 87 

t1aii お茶 Cf. p. 88 

'Ifill タンク Cf. p. 88 

'lac 時 Cf.. p. 88, 94, 101 

'iHH 階級

"IY6 男の前髪

mar 歩 Cf. p. 88, 101 

map 球 Cf. p. 101 

mKa$ 戸棚、タンス Cf. p. 88 

mpn(!>T 活字
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mTa6 指令部 ,.._, A A 

1. 3. 1. 2 複数主格ー匂—五

この語尾は生産力に富み、ますます多くの男性名詞がこの語尾を持つAB型アク

セントを獲得している。

6oK わき腹

6opT 舷

BeK 世紀、生涯

sepx2 幌 Cf. p. 85 

rJias 目 Cf. p. 85,92 

ron 年

l{OM 家、建物

KOPM 餌

KpaH 端、地方

Jiec 森

JIOM かなてこ

Jiyr 草原

Mex 毛皮 Cf. p. 86 

par つの

ctter 雪

COPT 種類

CTOr いなむら

C'IさT 計算

TOK 鳥の発情場所

TOK 脱穀場

TOM 巻

TOH 色調

釘POHT 前線

x.11e6 穀物

XJieB 家畜小屋

2

2

 

9

9

 

9

9

 

5

5

 

8

8

 

．． 

p

p

 

．． 

f

f

 

c
c
 
～「上」は複主屯

複 rJia3arJia3 

,.._, A C Cf. p. 86 

Cf. p. 92 

Cf. p. 86 

複 Kpa5IKpa細 Cf. p. 86 

Cf. p. 86, 92 

,.._, AC 

Cf. p. 86, 93 

「ふいご」は複主屯～—a

Cf. p. 87, 94 

Cf. p. 87 

「流れ」はAA Cf. p. 87 

,...__., AC 

「音調」はAA,......,AC

「パン」はAA

Cf. p. 87 
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UB8T 色 Cf. p. 88 

uex 作業場 ,...__, AA  Cf. p. 88 

「ギルド」はAA

m邑f!K 絹 Cf. p. 88 

1. 3. 1. 3 複数主格ー函

この語尾を持つ男性名詞複数形は常に語幹にアクセントを有する A型になるのが

普通だが、以下の 6語は例外的に複数形で常に語尾にアクセントを有する B型とな

る。以下の 6語は人を表すという意味でも共通している。

11pyr 友達 複 ,llpys揺 IIPY38ヽ0 llPY3bflM 

公、公爵 複 k畑 3bH KHH38ヽH 
ヽ

KH5I3b KH5I3bflM 

夫 複 MY双訊 MT,Keヽii 
ヽ

MYJK My)l(aM 

以下の 2 語には複数形で語尾の前に接尾辞 -QB—が入る。

KYM 

CblH 

名付親

息子

複 KYMOBb5I KYMOB8H KYMOBb5IM 

複 CbIHOBb51 CbIHOBeH CbIHOBb5IM 

以下の語は例外的に軟変化でも複数生格の語尾に一os/-es を取る。

3汀Tb 娘の夫 複 3町訊 3町碑B
ヽ

351Tb只M

1. 3. 1. 4 複数主格ー0,...__, -a 
以下の語は複数主格で—i とふのゆれを生ずる。

Mex ふしヽ ご 複 MexH-----t,Iexa

「毛皮」は複主 Mexa

1. 3. 2 多音節語幹語

このタイプに属す名詞の複数主格は—aたり に終わる。軟変化の複数生格は語尾

-ei-i を取る。多くの語がこのリストに加わってきている。特に語幹が流音 JI p Jlb 

Pb に終わる語についてその傾向が著しい。

l. 3. 2. 1 二音節語幹語

anpec 

ヽ

6eper 

住所

岸 Cf. p. 85, 92 



的ep

ヽ

6y1ep 

ヽ

seep 

ヽ

BeKCeJlb 

ヽ

seqep 

ヽ

Bopox 

ヽ

roJtoc 

ヽ

ropon 

ヽ

lIOKTOP 

JKeJio6 

＇ JKeMtiyr 

JKepHOB 

ヽ

ICaTep 

， 
KHTe.'lb 

ヽ

KJieBep 

， 
Kopo6 

ヽ

Kopayc 

ヽ

Kpeiicep 

ヽ

Kpett11e』b

ヽ

KY30B 

ヽ

KYilOJl 

ヽ

Kyqep 

＇ Jiarepb 

ヽ

MaCTep 

ヽ

HeBOll 

ヽ

HOM8P 

ヽ

06pa3 

ヽ

OBOll 

ヽ

OKpyr 

， 
OMYT 

氷上ヨット

バンパー

扇

手形

夕方、パーティー

山積み

声

町、市

医者

雨樋溝

真珠

石臼

小型艇、ランチ

詰襟の服

クローバー

樹皮で作った箱
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,..._, AA  

Cf. p. 92 

---AA 

Cf. p. 92 

"'AA 

建物の棟、軍隊 「胴体」の意でAA

巡洋艦、クルーザー ....... AA  

8形クッキー

車体

丸屋根、キューポラ

御者

キャンプ

名人

魚をとる網

番号、ホテルの部屋

聖像、イコン

アブ

管区

水中の深み

AC,...__, AA 

AA  

他の意味ではAA

....... AA  

,......, AA 
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ヽ

勲章 その他の意でAAop11eH 

ヽ

命令書opnep 

ヽ

島OCTPOB 

OTOYCK 有給休暇 Cf. p. 86 

ヽ

帆napyc 

ヽ

パスポートnacnopT 

ヽ

パン焼き職人 ,...__, AA neKapb 

nepe月 前部 Cf. p. 87単生以下語幹 nもpen-

ヽ

コックnosop 

no， rpe6 穴蔵
ヽ

列車noe3ll 

ヽ

火薬nopox 

nos:i:c ベルト Cf尋 p. 93 
ヽ

電線npOBOll 

fIPOITYCK 通行証 その他の意でAA

ny,neJih プードル AA 
ヽ

扇形、セクター AA ceKTOp 

ヽ

モーターボートCKYT8p 

ヽ

組立工 AA c.qecapb 

COヽO~ Ojlb クロテン AC 
ヽ

守衛、番人 複生 CTOpO:K蝉CTOPOJK 

藷68Jlb 一覧表 ~AA 
ダ

T81lOP テノール
ヽ

旋盤工 ,...... AA  TOKapb 

， 
ポプラT0!10Jlh 

ヽ

ブレーキ 「障害」の意でAATOPH03 

ヽ

トラクター -----A A TPaKTop 

qie， .lb』mep 医療助手

屯fllぷffCJlら 建物のウイング

<j," Jl氾＇fl','0 t 風見鳥 ----A A 
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ヽ

寒さ Cf. p. 88 XOJ!Oll 

ヽ

農場xyTOp 

ヽ

頭蓋骨qepen 

maヽ<t>ep 婚礼介添人

IllT祁8Jlb 煉瓦・材木の山 ,...,__ AA 
ヽ

スタンプ 発音は [DIT3••• ] 町 eMneJJh

nrrenceJih プラグ 発音は [IlIT3... ] 

ヽ

錨5IKOPb 

5IヽCTpe6 鷹

1. 3 • 2. 2 三音節語幹語
ヽ

黒雷鳥TeTepes 

OKOPOK 腿肉
ヽ

うずらnepeneJI 

ヽ

鐘KOJIOKOJI 

npo~eヽccop 教授

penaKTOP 編集者 AA  
ヽ

プロジェクター ,......, AA  npoxeKTOP 

ヽ

インスペクター AA  町 cneKTOP

ヽ

ディレクター、長)lHpeKTOP 

ヽ

校正者 ,-...., AA  KOPP8KTOP 

KOH}lYKTOP 車掌

HHCT])YKTO]) インストラクター ~~AA 

Y'IHT8Jlb 教師
ヽ

男性への敬称、 Mr. 複 rocno屈roCITOIIHH 
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1. 4 AC型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ

主格
ヽ

rocTb roCTH 

生格
ヽ ヽ

生格
ヽ

rocTe， il roCTSI 

与格
， ヽ

与格
ヽ ヽ

rocno roCT51M 

対格 主／生 主／生 対格
ヽ

rocTeヽ8 rocT只

造格
ヽ ヽ

造格
ヽ ヽ

rocTeM roCTS'IMH 

前置格
ヽ ヽ

前置格
ヽ ヽ

rocTe rocTHX 

AC型アクセントは生産力を持たず、より生産的なAA型あるいはBB型とのゆ

れを持つ場合が多い。

1. 4. 1 単音節語幹語

6or 神

BOJIK 狼

BOP 泥棒

ran 年 ......., AB Cf. p. 86, 88, 94 

roCTb お客

rpoM 雷

rycb がちょう "" BC 

}]OJI 谷 ------AA 

3B8Pb 獣

3y6 （動物の）歯 Cf. p. 94 

「物（鋸など）の歯」の複は 3y6訊 ay恥8B••• でAA型
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JIOM かなてこ ......, AB 

「＜ず物」は単数のみ

JIOCb ヘラジカ、オオジカ ----A A 

IlOJl 自然性 「床」の意ではAB

nopT 港 ~AB Cf. p. 88 

CJJOr 音節 「文体、表現力」はAA

TOK 脱穀場 Cf. p. 88 

......., AB 「流れ」はAA, 「鳥の発情場所」はAB

TOH 音、音調 ,.__, A A 「色調」はAB

如JIOT 艦隊 ---AB 

xon 歩き

'IepT 悪魔 複始PTHqepTeii qepT畑．．．

1. 4. 2 二音節語幹語
ヽ

BOJIOC 

ヽ

o6pyq 

ヽ

080皿

ヽ

roJiy6b 

ヽ

Jie6enb 

x虹Yllb

ヽ

Kpettne.'lh 

ヽ

OMYJ!h 

ヽ

OKYHb 

ヽ

JieKapb 

ヽ

K03b[pb 

出没母音を伴うもの

ヽ

aeTep -Tpa 

一ヽ
CTe6eJib -6JI5I 

髪の毛 Cf.p.82,94 通例複のみ；複数生格 BOJIOC

輪っか、たが

野菜

鳩

白鳥

どんぐり

8形クッキー

Cf. p. 82 通例複のみ

,......, AB,...__ AA 

バイカル湖にいる魚

魚の名、カワスズキ

医者

ダンディー、トランフ0 (J)切札

風

茎

AA 

AA 

KaMeHb -MH5I 石
ヽ

napettb -pH5I 
一

青年
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KOP~Hb -pH汀 根、根菜

yrQJib -rJJ5I ii 木炭 ------AA 
ヽ

（動物の）爪KOrOTb -rT汀

ヽ

（人間の）爪HOrOTb -rT51 

ヽ

肘JIOKOTh -KT5l 

ヽ

わらじ 通例複数形でJian一oTb -nT汀

1. 4. 3 三音節語幹語
ヽ

野戦病院 ,__, AA rocnHTaJib 

1. 5 BA型アクセント

この非生産的アクセント型に属すのは本書の記載範囲では下記の 13語のみであ

る。複数主格の形に—訊，渭，ー5ITa の 3 種がある。 cano:JKoK mett年を除く全語が

生産的な BB型アクセントとのゆれを持つ。

単数 複数 例 単数 複数

I 

主格
ヽ ヽ

主格
ヽ

JIHCT JIJ.ICTb51 

生格
ヽ ヽ

生格
ヽ ヽ

JlllCTa JIHCTbB 

与格
ヽ ヽ

与格
ヽ ヽ

J!HCTY JIHCTb汀M

対格 主／生 主／生 I 対格 JIHCT JJHCThH 

造格
ヽ ヽ

造格
ヽ ヽ

JIHCTOM Jll:ICTbflMl:I 

前置格 I 
ヽ ［ こ一 前置格＇I 

ヽ ヽ

JIIICTe JIHCTbf!X 

1)「石炭Jの意ではBC,.....,BA,...,__AA、但し BCは既に廃れつつある。
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1. 5. 1複数主格ーhH 複数生格—h8B

複数で接尾辞ーjーを介する変化形式である。 K に終わる語では K/'I の子音交替

が生じる。詳細については p.16 の註を参照。

KJIOK ひとふさ、一片

CYK 大きな枝

複 K.JIO%SI -beB -..., B B 

複 c加bSI -beB -..., B B 

KPIOK 先の曲がった金具 複 KPIO%H -heB 

KOJI 

JIHCT 

npyT 

Kon四

ヽ

JIOCKYT 

1. 5. 2複数主格ーH

杭

葉’

細い枝、むち

木でできた支え

布の切れ端

「掛け釘」の意ではBB

複 KOJibSI -beB Cf. p. 88 

「成績の不可」はBB

複揺CTbSI -beB 

「～枚」の意ではBB

複 npyTbSI -bes 

「細い軸」の意ではBB

複 KOIIb、LJibSI -bes ,..,.., B B 

複 JIOCK如'bSI -beB ,..,.., B B 

これに該当するのは以下の4語のみである。これらは全て接尾辞ーOKーを持つ指

小形であり、複数生格で語尾ゼロとなってその直前に出没母音を生ずる。単数主格

と複数生格を区別しているのがアクセントだけとなっている点も共通である。 p.27

を参照のこと。
ヽ

canoxoK 

， 
rJia3oK 

ヽ

3Y60K 

一

ヽ

POJKOK 
一

canor (長靴）の指小形

rJta3 (目）の指小形

3y6 (歯）の指小形

par (つの）の指小形

複 CaIIO:lKKHcanol!CeK 

複生 rJia30K

BB 「のぞき穴」

複生 3Y60K

BB 「採掘機の歯」

複生 po:lKeK

BB「ホルン」
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1. 5. 3 複数主格ー~Ta

Ubl[IJI eH OK (UblllJI毛H-OKひよこ）， MenseJKottoK(MenseJKーOH-OK熊の子） のように接

尾辞—OKーを持つ子どもを表す単語は、単数形では普通その前にアクセントを持つ

接尾辞ー6tt-/-ettー を持ち、複数形ではその両方の接尾辞を取り去って新たな接尾

辞—~Tーを加えるのを常則とする。複数生格では語尾ゼロとなる。従ってアクセン

トは常に語幹にあり、 AA型に分類されるが、下記 1 語に限って単数で—OH-/毛H

を持たず、アクセントはBA型となる。 BB型のヴァリアントもある。 Cf.p. 26. 

、 子犬齢 H笠 複齢HSITa皿e皿 T 皿e皿 TaM••• 

1. 6 BC型アクセント

単数

主格
ヽ

生格
ヽ

与格
ヽ

対格 主／生

造格
ヽ

前置格
ヽ

rB03Llh 

fPY3Llb 1 > 

複数

ヽ

ヽ

ヽ

主／生

ヽ

ヽ

釘

茸の名前

例 単数 複数

主格
ヽ

KOHb KOHH 

生格
ヽ

KOH8ヽH KOHSI 

与格
ヽ ヽ

KOHIO KOH只M

対格 KOHS'! KOHeヽH 

造格 KOHeM KOHHMH 

前置格
ヽ ヽ

KOHe KOH只X

1)但し諺の Ha3BaJIC只 2P如aeM, noJI翁 aaB KY30B. 「キノコと名乗ったからには籠

に入れ」 （乗りかかった船）に出て来る AC型アクセントは古い。



KOHb 

、 、
yrQJib yrJIH 

馬

石炭

qepBb うじ虫
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......., BA......., AA 

「木炭」はAC---AA

BC型アクセントを持つ男性名詞は上記の 5語だけである。 「石炭」の意味での

yroJJbは既に BC型を離れ、より多くの対象語を有し、生産性に富むBA型あるい

はAA型に移行しつつある。

1. 7 0C 

複数形しかない名詞廂TU (子供たち）と JI10皿（人々）にだけ現れるアクセント

型である。造格の特殊語尾ーb叩は後述の—b に終わる女性名詞にはかなり広くみ

られる (Cf. p.64) が、男性名詞ではこれだけである。実はこれら 2語が男性名詞

であるとする根拠は単数形の代用として男性名詞の pe6eHOK と tJeJIOB8K を用い

ることだけであって、語尾だけに着目するとこれらを—b に終わる女性名詞として

も矛盾は無かろうと思われる。 5.pluralia tantum (p. 77f.)を参照のこと。

複数 複数 複数

主格
ヽ

主格
ヽ ヽ

llBTU .IIIOllH 

生格
ヽ

生格 neTeヽ0 JIIOl(eヽH 

与格
ヽ

与格
ヽ ヽ

neTHM JIIO.llSIM 

対格 主／生 対格 neTeヽ8 JIIO.Ueヽ0 

造格
ヽ

造格
ヽ ヽ

,neTb!IIH JIIOl!bMH 

前置格
ヽ

前置格
ヽ ヽ

neT只X JII0/]51:X 
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2. -a/-51に終わる女性名詞

-a/項に終わる女性名詞は右表に記すアクセン

ト型を有す。これらのうち絶対的多数を占めるの

はAA型（語幹固定アクセント型）と BB型（語

尾固定アクセント型）．であって、その他の移動ア

クセント型は比較的少数である。しかし移動アク

セント型の中には非常に使用頻度の高い名詞も多

数含まれるため、この型に属す名詞を記憶する必

要がある。

単＼複

A 

B 

C 

A B C 

十 ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

都合により、単数形しかない名詞 (singularia tantum)は扱わず、複数形しか

ない名詞 (pluraliatantum)は5. に記す。

このタイプの名詞が持つ移動アクセント型 (C型）は単複 1種類ずつしかない。

すなわち単数では対格のみが語幹アクセントを持ち、それ以外が語尾アクセントを

持つパターン、複数では主格とそれに等しい対格が語幹アクセントを持ち、それ以

外が語尾アクセントを持つパターンである。 -a/項に終わる女性名詞の移動アクセ

ントは他の曲用タイプの名詞のそれに比べて安定性に乏しく、従ってゆれを有する

場合がかなり多くなり記憶するのも容易ではない。しかし移動アクセントが崩れる

方向もある程度判るので参考のために記しておくことにする。

単数に於ける移動アクセント型 (C型）は語尾固定アクセント型 (B型）に転じ

易い。これは単数の対格以外で用いられる語尾アクセントが対格のみに出て来る語

幹アクセントを駆逐したと考えられ、至極当然であろう。以下に記すCA型アクセ

ント、 CC型アクセントを持つ -a/-SIに終わる女性名詞はそれぞれBA型、 BC

型に転じる場合が散見される。若干の例を記す。

CA型>BA型： BepcTa H36cl peKa HOpa 
ヽ

Kaea HT. 且．

CC型>BC型：皿eKa 6opo3店 □OJIOCa H T.}l. 

複数に於ける移動アクセント型 (C型）は語幹固定アクセント型 (A型）に転じ
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る傾向を持つ。これは語幹アクセントを持つ複数主格及びそれに等しい対格が、使

用頻度に於いて語尾にアクセントを有す複数の他の形態を凌駕するため、前者に用

いられる語幹アクセントがアナロジーによって他の形態にまで拡張されたと考えら

れる。 B C型アクセント、 AC型アクセント、 CC型アクセントを持つ該当の名詞

がそれぞれBA型、 AA型、 CA型に転じることがある。

B C型>B A型： sapH CK06a fP5Illa CTPOKa BOJfHa CTPO蒻 6Jtoxa

KOCTHa cepbra JtYKa Tpona H T.ll・

AC型> A A型： PblCb (ACは古） 1) 

CC型>CA型： CTeHa~(CC は古）

例えば ()lOCKa》 は本来CC型アクセントを持っていたと考えられるが、上記の

CC型>BC型の変化を受け、さらに B C型>BA型のサーキュレーションに乗っ

たため、現在ではCC型と BA型のゆれを持つことになった。その他にも《BOJIHa》,

く6JIOX句~ なども本来はCC型に属していたらしいが、同様の経緯で上記のような現

状に至っている。 -a/-SIに終わる女性名詞のCC型アクセントが崩壊して行って、

結局はBA型アクセントに接近して行くことについての通時的アクセント研究につ

いては小生自身その詳細をつまびらかにしない。 2)

1) PbICbのAC型アクセントは「（馬の）だくあし、トロット」の意味でのフレー

ズ Hapblcstx (だくあし・速足で）にのみ保存されており、その他の形態、及び「お

おやまねこ」の意味では完全にAA型アクセント化している。

2)本来CC型及びBB型アクセントを持っていた—a/噴 に終わる女性名詞は上記

の過程の結果、だんだんに BA型アクセントヘと移って行くことになるらしい。こ

のようなロシア語の通時的アクセント研究の代表的なものには以下の 3点がある。

BopOHUOBa, B.JI. 1979. PyccKOe JlUTepaTYPHOe yaapeHUe XVIII-XX 88, <l>opMbl 

CJIOBOH3MeHeHH凡 MocKBa.

3aJIH3HHK, A.A. 1985. OT npacJ7a8JTHCKOU aKqeHTyaquu K P!JCCKOU, MOCKBa. 

KoJieCOB, B.B. 1972. JfCTOPUJf P!JCCK020 yaapeHUJf, HMeHHafl aKU8HTYau師 B

llP8BHepyccKOM 513碑 e.JleHHHrpan. 
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2. 1 AA型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ

KHUra KHHrH 

生格
ヽ ， 
-- -- 生格

ヽ ヽ

KHHrH KHHr 

与格
ヽ ヽ-- -- 与格

ヽ ヽ

KHUre KHHraM 

対格
ヽ

主／生 対格
， 

KHHry ICHHrH 

造格
ヽ ヽ-- -- 造格 KHHヽrOH KHHraMH 

前置格
ヽ ヽ-- -- 前置格

ヽ ヽ

KHHre KHHrax 

<l>e.ll只H皿a の統計によると、—a/-H に終わる女性名詞11292語のうち AA形に属す

のは全体の約95%を占める10700語である。例語は下記の出没母音に関するものの

みに留める。

原則として語幹末に子音連続を持つ語は複数生格で語尾がゼロになると語幹末の

子音連続の間に出没母音 o/e が挿入される。語幹の後ろから 2番目の子音が軟子

音 (hの付いた子音、恒常的軟子音 H'I111)や本来の軟子音 xm であれば eが挿

入されい、そうでなければ 0 が挿入されるのを原則とするが、歴史的発達の結果、

本来の軟子音が硬化してしまった場合などもあり、例外も若干存在する。

出没母音 e: 

ヽ

JIOJKKa スプーン 複生 JIOJK~K

1)ただし lKmの後に生じる出没母音がアクセントを獲得すれば 0 となり、それ以

外の場合でも軟子音にアクセントを持つ出没母音が後続し、さらに硬子音が後続す

れば、その出没母音はやはり 0 となり、 eと綴られる。
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ヽ

60'IKa 樽
ヽ

TO'IKa 点
ヽ

KO田Ka

ヽ

nymK:a 

ヽ

KOneRKa 

ヽ

6a皿団

ヽ

cnaJibHSI 

出没母音 0: 

猫

大砲

コペイカ

タワー

寝室

複生 6o'l~K

複生 T如~K

複生 Kom~K

複生 n加~K

複生 KOil0~K

複生 6am~H I l 

複生 cnaJI~H 等

ヽ

CKa3Ka 

ヽ

PIOMKa 

ヽ

rapeJIKa 

おとぎ話

ヮ’ィングラス

お皿
ヽ

COCHCKa 

ヽ

nep'laTKa 

ヽ

KPeBeTKa 

ヽ

KYKJia 

CBeKJia 

複生 CKa翌K

複生 p畑,QK

複生 TapeJI,QK

7切り7JIIトリーセーヅ 複生 COCHCQK

手袋 複生 nep'laTOK
一

小海老、シュリンプ複生 Kpea白笠

人形 複生灼KQJI

てんさい、ビーツ 複生 CBeKQJI 等

例外の例：

x祁pa

ヽ

KanJISI 

魚のえら

水滴

複生 JKa6~p

複生 K如~Jib 等

出没母音を伴わない例（外来語が多い）

6oM6a 爆弾
ヽ

6yKBa 

ヽ

JIIOCTpa 

ヽ

HOpMa 

ヽ

naJlbMa 

ヽ

IlJlaTtOpMa 

ヽ

IlO'IBa 

ヽ

ThlKBa 

文字

シャンデリア

ノルマ

しゅろ（植物名）

プラットホーム

土壌

かぽちゃ 等

1)複数生格で語尾がゼロの時、語幹末の子音 H が硬化してしまっている。 6皿 H出
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2. 2 BB型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ ヽ
CTaTb51 CTaTb0 

生格
ヽ ， 

生格
ヽ

CTaTeヽii CTaTbH 

与格
ヽ ヽ

与格
ヽ

CTaTbe cTaTbf!M 

対格
ヽ

主／生 対格
ヽ ヽ

CTaTblO CTaTbH 

造格
ヽ ヽ

造格 CTaTbe8 
ヽ

CTaTb日MH

前置格
ヽ ヽ

前置格
ヽ

CTaTbe CTaThSIX 

軟変化の名詞では複数生格に語尾—e0 があるが、硬変化に属す名詞の場合、複数

生格の語尾はゼロとなるから語尾アクセントは不可能となり、語幹に仮アクセント

が置かれる。原則として仮アクセントは語幹の最終音節に置かれる。

このアクセント型に属す名詞の数は <l>e邸 HHHa によれば41 0語と AA形につい

で2番目に多いが、それらの多くが東方諸民族の言語からの外来語であったり、教

会スラブ語からの借用語であったりして、その使用頻度はかなり小さい。教育的見

地からするとこのタイプの名詞では単数主格のアクセントが保持されることになり、

網羅的に記載する必要もないので、例は少数に留める。

cnaJib岡の他にも咄TaJlb岡（閲覧室 AA 複生 t{HTaJl~H) 、 ICYPHJlbH汀（アヘン窟

AA 複生 ICYPHJl~H) 、 cue郎（約2.13m AC 複生 CaJKBH細......,C担8H 3. 2参

照）などがある。ロシア語にはこれら以外にも時に子音の硬化が見受けられ、興味

深い研究テーマとなっている。
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ヽ

rocnoJKa 女性に対する敬称 (Ms., Mrs., Miss) 
ヽ

caTaHa サタン 男性名詞
ヽ

cTona 足のくるぶしから先 「～の山、束」はBA
， 

TaMana 宴会の幹事
ヽ

yxa 魚のスープ

複数生格で出没母音を伴う語の例：

6a11揺 桶

皿 m点腸

複生 6a}l~H

複生畑filQK

Koqepra 火かき棒 複生 Koqep~r

CTaT随 記事、論文 複生 CTaT紐

単複を通じての固定アクセント型である AA型と BB型のうちAA型はとても安

定しており、他のアクセント型に転じることはまず無いが、それに反して BB型は

かなり不安定で他のアクセント型（普通BA型）に移りやすい。
ヽ

rpata 欄 ----BA
ヽ

CKaM訊 ベンチ
ヽ

CYL1b6a 運命

ヽ

rJiy6HHa 深み

ヽ

BblCOTa 高度

,__,BA 複生 CKaM紐

→ BA (BBは古）

複生 cyn~6

→ BA (BBは古）

複 rJiy6RHbl

→ BA (BBは古）

複 BbICOTbl

後者3語の詳細については下記BA型の項目を参照のこと。上記 CTO面も BA

型化しつつあるとみなして差し支え無かろう。
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2. 3 BA型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格 :r:etta JKeHbl 

生格
， ヽ-- 生格

ヽ

xeH xeHbl 

与格
ヽ ヽ-- 与格

ヽ

JCeHaM xeHe 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ

IeH XeHY 

造格
ヽ ヽ

一蠣•• 造格 xeHOヽU xeHaMn 

前置格
ヽ ヽ-- 前置格 :JKeHe xettax 

-a/―”に終わる女性名詞についてのBA型アクセントはかなり生産的である。元

C々C型アクセントを持っていた-a/項に終わる女性名詞が、単数ではB型に、複

数ではA型に移行して行き、結果的にBA型アクセントを持つようになる事情につ

いては既に概略した。全く非生産的と言ってよいCC型アクセントは衰退の一途を

辿り、より生産的アクセントタイプヘと移行して行く。 -a/項に終わる女性名詞に

関してAA型あるいはBB型アクセントを用いると単数生格と複数主格（及びそれ

に等しい複数対格）がアクセントを含めて全く同一になってしまい、両者の弁別が

困難になることもあって、些か不都合であるが、 BA型アクセントを持ちいればそ

のような不都合も解消する。この点からすると CC型アクセントが崩壊する際にA

B型に転じる可能性もありそうなものだが、実際—a/噴に終わる女性名詞にはAB

型アクセントは存在しない。単数に於ける C型アクセントと B型アクセントとは対

格の強勢位置のみで異なるので、単数のC型が崩れる際にB型に転じるのも合点が

ゆく。一方複数に於ける C型アクセントは主格とそれに等しい対格でのみ語幹に、

それ以外で語尾に強勢を持っため、常に語幹にアクセントを有する A型アクセント
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とは大きく異なるが、 C型が崩れる際には、最も使用頻度の高い主格の語幹アクセ

ントを保持し、なおかつ単数生格と複数主格との弁別を可能にする A型アクセント

がその後がまとして選択されるのも無理からぬことである。

以下のような女性名詞がBA型アクセントを有す：

ap6a 荷馬車

6e11a ヽ 災い

6Jioxa ヽ 蚤 ""'BC 
ヽ

未亡人BlIOBa 

aepcTa 約1km Cf. p. 95 複 eepcn1eepcT 元cc
BHHa 罪

BO佃 aヽ 戦争

BOJIHa 波 ,..._,BC 
ヽ

章、頭（かしら）rJiaaa 

ヽ

雷rposa 

ヽ

長さ,llJIHHa 

ヽ

両面毛皮のコートnoxa 

.llPOta ヽ のがん（鳥の名）

四 ra アーク

‘ 
割れ目皿pa

xeHa 妻、女 複誌Hbl 誌H• •• 
ヽ

星、恒星3B03月a 複 3B蕊 }llil3B蕊 }l••• 
ヽ

へび3Me51 

ヽ

灰30Jia 

ヽ

遊びHrpa 

H36a 百姓小屋 ---CA 

0Kpa ふくらはぎ 「魚の卵」の意ではB0

K03a 山羊

KOJI6aca ヽ サラミソーセージ
ヽ

おさげ、大鎌KOCa ---CA 
ヽ

ひきわりKpyna 
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ヽ

釣り糸 ,,.._,AA 複 Jl8CblJiec ••• JJeca 

ヽ

きつねJIHCa 

ヽ

蔦JI03a 

JIYKa 湾曲部 ~BC 

JIYHa 月
ヽ

巣穴 ,...__,CA HOpa 

ヽ

必要HYlClla 

ヽ

はんのき（植物名）OJlbXa 

ヽ

汗国opna 

ヽ

すずめばちoca 

ヽ

フルーツケーキnacTHJia 

ヽ

鋸（のこぎり）IlUJia 

ヽ

レンジnJIHTa 
， 

すそnoJia 

ヽ

蜂 複 n蛯紅blntt紅．．．n'leJia 

ヽ

JI[ -CA peKa 

ヽ
石山cKaJia 

ヽ

（卵などの）殻CKOpJiyna 

ヽ

頬骨CKyJia 

ヽ

下撲c.wra 

ヽ

雲母CJIIOlla 

ヽ

タールCMOJia 

ヽ

息子の妻CHOXa 

ヽ

ふくろうCOBa 

coipa ヽ ソファー

coxa （エ具の）すき
ヽ

環境 「水曜日」はCC,.....,CAcpena 

ヽ

～の山、束 "foot"の意ではBBcTona 

ヽ

農繁期cTpana 
， 

国CTP狙 a
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ヽ

CTP8K03a 

ヽ

CTpeJia 

ヽ

CTPOKa 

ヽ

cTpo4>a 

ヽ

CTPYHa 

ヽ

CTPY5I 

ヽ

ToJina 

， 
TpaBa 

¥‘ 

ヽ

Tpona 

ヽ

Tpy6a 

ヽ

ysna 

ヽ

mKaJia 

とんぼ

矢

行

スタンザ、詩の節

弦

流れ

大群

草

小道

パイプ

くつわ

ダイヤル

.-.., BC 

.-.., BC 

,...__,BC 

次の 1語に関しては語幹の aが複数の諸形態で 0 に交替する：
ヽ

3apSI 朝焼け 複 30PH30Pb 

「合図」はCA

元cct) 

以下の語は複数生格で出没母音を生ずる：
ヽ

HrJta 

ヽ

ICHpICa 

ヽ

6Jiectta 

針

つるはし

ヽ

sectta 

ヽ

BeTJia 

ヽ

nectta 

ヽ

MeTJia 

ヽ

OBUa 

ルアー

春

白柳

歯茎

ほうき

羊

（魚釣りの）

複‘HrJihl 1-1r(o)J1 ••• 
一

複‘KHPKH KHPOK ••• 

複 6JieCHbl6JieCeH 6JiecHaM 

複 BeCHblBeceH BeCHaM 

複..BeTJibl BeTeJI BeTJiaM 
一

複胆CHhlneceH脱CHaM

複.. •• 
MeTJlbl MeTeJI MeTJlaM 

一

複 OBUbIoBeu oBuaM 

1)故佐々木秀夫教授、 ByJiaXOBCKHH等によるとロシア本来の形は単数主格が

であって、複数の諸形態には本来の語幹の母音。

の形ではアクセントが語尾にあったためアーカニエ

同様に発音する方言）によって、
ヽ

30P5lか｀ [3ap~] と発音され、 ついには

30Pl'I 

が保たれてはいるものの、単数

（アクセントの無い 0 を aと
ヽ

sap51 

と綴られるようになったようである。
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CBHHbSI 豚 複”CBHHbH CBHH8H CBHHb5IM 
一

複‘
ヽ

C8MbH C8M8H C8Mb5IM 
ヽ

家族ceMbSI 

一
複 cecTPbIcecTep cecTPaM 

一

ヽ

姉、妹cecTpa 

複‘COCHbl coceH COCHaM 
， 

松COCHa 

一
CYllb6a ヽ 運命 複 cy.l]b6bI cy n~6 cy .l]b6aM 

CYJlbSI 判事 複‘CYllhH CYlI~H CYllh暉

TIOPbMa 牢屋 複‘TIOPbMbl TIOpeM TIOPbMaM 
一

以下のような接尾辞を持つ派生名詞（例）も BA型アクセントを持つ：
ヽ

-HHa 

6blCTPHHa 早瀬
ヽ

ハムBeT'IHHa 

ヽ

高さBbllllHHa 

rJiy6nHa ヽ 深み
ヽ

白髪ceii血 a

ヽ

長老cTapmHHa 

-6a 

CTP8Jib6a ヽ 射撃
ヽ

-oTa 

ヽ

高度BblCOTa 

ヽ

物理的長さ}lJIHHHOTa 

ヽ

時間的長さ、経度バruroTa

KHCJIOTa 酸

KpacoTa 美、美人
ヽ

凍結M8P3JIOTa 

IlYCTOTa 空っぽなこと
ヽ

みなしごCHPOTa 

TOIDHOTa 吐き気

'-laCTOTa 頻度
ヽ

広さWHPOTa 
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2. 4 BC型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ

主格
ヽ

BOJIHa BOJIHbl 

生格
ヽ ヽ

生格 BOJIHbl BOJIH 

与格
， ヽ

与格
ヽ

BOJIHe BOJIHaM 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ

BOJIHY BOJIHbl 

造格
ヽ ヽ

造格 BOJIHOヽH 
ヽ

BOJIHaMH 

前置格
ヽ ヽ

前置格
ヽ ヽ

BOJIHe BOJIHax 

BC型アクセントはCC型あるいはBB型がBA型に転じる過程の途中で生じる

過渡的アクセント型と考えられている。

以下のような語がこのタイプに属す：

6Jioxa 蚤

6opoana ヽ （畑の）うね
ヽ

手綱Bona 

ヽ

波BOJIHa 

ヽ

指導者roJJoaa 

rpSl,[(a うね、列

ry6a 唇
ヽ

腺:xceJie3a 

ヽ

境Mexa 

H03LIPH 鼻の穴
ヽ

帯状の物、縞IlOJIOCa 

~BA 

~cc 
複生 BOU細

,,...., BA 

「頭」はCC

-----BA 

複瓦eJie3axe誌 3 xeJie3紐

......,cc 
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npocTb旧H シーツ 複 npoCThIHH npoCTb!Hb —畑

Il5'1Ta かかと
ヽ

蛾燭cae'la 

CKHPlla いなむら

CK06a 取っ手、かすがい -----BA 

CKOBOPOlla フライパン 複 CKO‘BOPOllbl CKOBOPO几 -aM

ヽ

涙 複主 c底 3blcJJe3a 

cJio6ona ヽ 昔の自由農民の村
， 

鼻水COilJIH 

CTPOKa 行 -BA 

CTPOりaヽ スタンザ、詩の節 ,.....,BA 

ヽ

頬 複 主 呻KH -cc 皿eKa

ヽ

木片mena 

以下の語は複数生格に於いて出没母音を生ずる：

ヽ

干し草の山 複生 KOil細 ,__,BA KOilHa 

ヽ

イヤリング 複生 ceper .-....BA cepbra 
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2. 5 CC型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ‘ 

主格
ヽ ヽ

pyKa PYKB 

生格
ヽ ヽ

生格
ヽ

PYKH PYK 

与格
， ヽ

与格 PYKe pyKaM 

対格
ヽ

主／生-- 対格
鼻

PYKY PYKH 

造格
ヽ ， 

造格 PYKOヽH 
ヽ

PYKaMH 

前置格
ヽ ヽ

前置格
ヽ ヽ

pyKe pyKax 

このタイプのアクセント型は全く非生産的であり、新しくロシア語に取り入れら

れた名詞がこのアクセント型を獲得することなど全く考えられない。以下に記すこ

のアクセント型の成員はどれも古くからの基礎的な語彙を成すと言ってよく、その

使用頻度も高い。本来このアクセント型に属していた名詞は相当数に上ったものと

想像されるが、残念ながら CC型は非常に不安定で、より簡略化されたアクセント

型へと移って行く。既に述べたように単数のC型はB型に、複数のC型はA型に転

じる傾向を持っていて、結局はBA型アクセント化すると考えられる。その途中の

段階でBC型、あるいはCA型が過渡的変異体として生ずるのである。

ropa 山 Cf.p. 96 

llOCKa 板 ....__BA 複生 llOC笠

Hora tt:. ロ Cf. p. 96 

Cf. p. 96 
ヽ

時期nopa 

Cf. p. 97 
ヽ

手PYKa 

cpena 水曜日 「環境」はBA
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， 
皿eKa 頬 Cf. p. 97, 102 

BC 単対齢灼複齢Kl-f齢K meK紐

語幹が2音節以上の語でCC型アクセントを持つのは以下の 6語のみである。こ

れらは語幹が母音重挿溝造である点でも共通している。単数対格、複数主格（及び

それに等しい複数対格）では語幹の中でも第 1音節にアクセントが移動する。

6opo旭 顎髭

6opo311a ヽ （畑の）うね -BC 

6opotta ヽ まぐわ、ハロー

nOJ1oca 帯状の物、縞 -BC 
ヽ

頭 Cf. p. 96 「指導者」はBCroJiosa 

ヽ

方向 Cf. p. 97, 102 CTOPOHa 

2. 6 CA型アクセント

単数 複数 例 単数 複数 ］ 

主格
ヽ ヽ

主格
ヽ

BOl]a BOJibl 

生格
ヽ ヽ-- 生格

ヽ

BO皿I B0/l 

与格
ヽ ； 

-- 与格
ヽ ‘ 

80118 aonau 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ ヽ

BOlIY BOllbl 

造格
， 

造格 BOllOヽH 
， 

BO几aMH

I 

前置格
ヽ

前置格 BO)le 

I 
BOL!aX 

三

CC型アクセントの項目で述べたように、このアクセント型はCC型がBA型へ

と転じる途中の過渡的変異体と考えられる。現在CA型アクセントを持つのは以下
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の語である：
ヽ

水 Cf. p. 95 sona 

ヽ

魂 Cf. p. 95 nyma 

ヽ

大地、地球 複生 3e咤:'lb Cf. p. 95 3eMJlSI 

ヽ

冬 Cf. p. 95 3HMa 

H36a ヽ 昔の百姓小屋 ----BA 
， 

お下げ ,.._,BA Cf. p. 95 KOCa 

ヽ

JI[ ....._BA Cf. p. 95 peKa 

ヽ

背中 Cf. p. 95 CilHHa 

ヽ

壁 ---cc CTeHa 

ヽ

値段uetta 

2. 7 AC型アクセント

単数 複数

例

単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

, ヽ

}10Jl5'1 lIOJIH 

生格
ヽ ヽ-- 生格

ヽ

llOJie， ii }lOJIH 

与格
ヽ ヽ-- 与格

ヽ

l{OJle ,110Jl51M 

対格
ヽ

主／生 対格
， ヽ

[lOJl!O llOJIH 

造格 ＇ ヽ-- 造格 lIOヽJieH 
ヽ

}lOJISlMH 

前置格
ヽ ヽ-- 前置格

， ヽ

}lOJte }lOJl5IX 

CC型アクセントの項目で述べたように、このアクセント型はCC型がBA型へ

と転じる途中の過渡的変異体と考えられる。単数主格が一a/-ffに終わる女性名詞で
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AC型に属すのは以下の 2語のみである。

胆 peBH51 田舎 複生胆peB~Hb

的⑬ 割り当て

胆 pes岡 は複数生格で語尾がゼロとなり、語幹末の子音連続の間に出没母音 e 

を生ずる。 ABattecoB(l983) によると、 nepemm の複数与格の形として l18P8BH暉

も載せられており、そこには「好ましくない」 (HeP8KOM8Hl!Y8TC5I)の文体表示が付

与されている。すなわちこの語はAA型アクセントに転じつつあると考えられる。



3. -b に終わる女性名詞

-b に終わる女性名詞は、 2. に記した—a/―”

に終わる女性名詞とは異なる曲用を持ち、その属

すアクセント型も大きく異なるので、別個に扱う

ことにする。

単＼複

-bに終わる女性名詞は右表のようなアクセント

型を持つ。

A 

B 

C 
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A B C 

＋ 十

＋ 

この曲用をする名詞の単数形に適応される移動アクセント (C型）のパターンは

前記の—a/-H に終わる女性名詞に見られるそれと大きく異なる。—a/噴に終わる女
性名詞の単数形に於ける移動アクセント型 (C型）は下記のように対格でのみ語幹

アクセントが実現し、その他の形態では語尾アクセントが適応されるというもので

あった。以下慣用に従って主格•生格・与格・対格·造格・前置格の順に記す。

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

PYKa PYKH pyKe PYKY PYKOH pyKe 

一方—b に終わる女性名詞では単数に於ける移動アクセントは以下の例語のよう

になる：

rJiymh r.'IYillH r .,Y血 rJIYDib r羽illh!O r .iymu 

このパターンに於いて生格・ 与格・前置格の形態では語尾に、造格では語幹にア

クセントがあることは明白であるが、主格と対格では語幹にアクセントがあるとも

言えるし、実はアクセントは語尾にあって、語尾が音節を成さないため、語幹アク

セントと語尾アクセントの対立が中和して、仮アクセントが語幹に落ちるとも考｝し

られる。どちらの解釈を行っても事実の説明に支障はないのだが、後者の解釈、す

なわち造格にのみ語幹アクセントが適応されて、そのほかの形態は語尾アクセント

を持つとする説明がかなり一般的である。筆者自身は両解釈のどちらがよいのか判

別できないので一般的解釈に従うことにする。

これによって—b に終わる女性名詞の単数に於ける移動アクセントのパターンは
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下記のように表示されることになる。

rJtYDih rJtymu rJtymu rJiymb rJIYIDhIO rJiymu 

(<rJiymり）ll (<  rJiym0) 

複数に於ける移動アクセントは他の曲用と共通で、主格及びそれに等しい対格で

語幹に、それ以外の形態で語尾にアクセントを持つ型である。

3. 1 AA型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
， ヽ

-- 主格
ヽ ヽ

Jia}lOHb JiallOHH 

生格
ヽ ヽ-- -- 生格

ヽ

Jia)lo， tteii JiaLIOHH 

与格
ヽ ， 
-- -- 与格

ヽ

Jla[lOHH Jla}IOH51M 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ ヽ

JiaHOHb JlallOHH 

造格
ヽ ヽ

—- -- 造格
ヽ ヽ

JiallOHbIO JlallOH51MH 

I 

前置格
ヽ ヽ-- -- 前置格

， ヽ

JiaJIOHH JiallOHSIX 

-b に終わる女性名詞についても単複にわたって語幹に固定したアクセントを有

する AA型が支配的であって、 <I>e郎 HHHa の調査によるとこのタイプの女性名詞全

語 (3180語）のうち98%近い3100語がこのアクセント型に属す。加えてこのアクセ

ントタイプに属す—b に終わる女性名詞は出没母音を持つこともない。従って例語

を記す必要もなかろう。特別なアクセントについては p.89以降を参照。

1) lK'l m皿の後に書かれた b は単なる性のマーカーで、発音には関与しない。
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3. 2 AC型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ

HO'lh HO'lli 

生格
ヽ ヽ-- 生格

ヽ

H0'18， H HO'IH 

与格
， ヽ-- 与格

ヽ ヽ

HO'IH HOtfaM 

対格
ヽ

主／生-- 対格 HO'Ib HO'-iH 

造格
ヽ ヽ-- 造格

ヽ ヽ

HO'fb!O HO'IaMH 

前置格
ヽ ヽ-- 前置格

ヽ ヽ

HO'IH HO'IaX 

このパターンには以下の語が属す。使用頻度の比較的低い語はより生産的なAA

型に転じる傾向を持つ。 CC型とのゆれを持つ語も散見され、不可思議だがどうも

これらは比較的安定している AC型から風前の灯火のような存在のCC型に転じる

傾向を持っているようである。

6pOBb 

ヽ

BelIOMOCTb 

BeCTb 

BeTBb 

semb 

BJiaCTb 

ヽ

BOJIOCTb 

ropCTb 

rpo3几b

rpyl{b 

眉毛

リスト

知らせ

枝

物、事

権力

領地

物を受け取る手の形

（ぶどうなどの）房

胸 → CC  

Cf. p. 89 

Cf. p. 97 

"'--AA (複 rp03)lbH -beB) 

Cf. p. 89 
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11sepb ドア Cf. p. 89 
ヽ

役職、ポスト』OJJJKHOCTb

1IP06b 分数、散弾

JK8Pllb 長い竿

3bI6b さざなみ

KJ18Tb 物置 Cf. p. 89 

KOCTb 骨 Cf. p. 89 
ヽ

要塞KP800CTb 

KPOBb 血 Cf. p. 89 
ヽ

JIOilaCTb シャベルの先端 "-AA 
， 

馬J!Oilla}lb 

MaCTb トランプのカードの種類

（すなわちハート、スペード、クラブ、ダイヤ）
ヽ

小銭M8JIO% 

Mbllllb ねずみ
ヽ

HOBOCTb ニュース

H0'1b 夜 Cf. p. 89, 97 

oヽ6JiaCTb 地方、州

OCb 軸 Cf. p. 89 ......,C C 

ne'!b ストーブ Cf. p. 89 -----C C 

OJleTb むち

ヽ

平面 「月並みな表現」はAAIlJlOCKOCTb 

ヽ

広場TTJIO皿a}lb

ヽ

中編小説noBeCTb 

ヽ

年貢 ....__,AA nonaTb 

nOJlOCTb 腔、膝がけ
， 

IlPHCTaHb 桟橋 -----AA 
ヽ

断崖nponacTb 

ill'l)]h 長さの単位、指尺 ,...__,AA 

pe'lb ことば、演説
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POJ!b 役割
ヽ

長さの単位、 2.13m 複 ca‘JKeHu caJKeH-c誼 eHe0caxeHb 

(-caJKe郎 AA)

CSJlbllb （魚の）にしん

C8Tb 網 Cf. p. 89 
ヽ

テーブルクロスCKaTKPTb 

CKOp6b 悲哀
ヽ

スピードCKOPOCTb 

CJlaCTb お菓子

CM8J)Tb 死 Cf. p. 97 

CHaCTb 用具ー式

COJ!b 塩

CTeneHb 程度

CTenb ステップ、草原 Cf. p. 89 ,,..._,C C 
ヽ

ちょうざめCT8PJI51llb 

CTpaCTb 情熱
ヽ

段階、クラス 「階段の段」の意ではA ACTY{leHb 

TeHb 影 Cf. p. 89 

TP8Tb 三分の一

TPOCTb ステッキ

uenb 鎖 Cf. p. 89 

qacTb 部分
ヽ

四分の一tteTB9J)Tb 

mepCTb ウール

mゑJIO'lb アルカリ

meJth 割れ目 Cf. p. 89 

次の 2語のみ斜格で語幹が交替する：

.ll0% 娘 単主・対以外の語幹 ,llO"<Iep-

MaTb 母親 単主・対以外の語幹 MaTep-
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出没母音を持つのは下記の 1語のみである：

ヽ

uepKOBb 
一

教会 I)

上記の語のうち複数造格で—h皿に加えて特別な語尾ー曲 を持つものが 5語だ

けある。すなわち llB8Pb llO'lb KOCTb Jlomanb IlJl8Tb であるが、これらのうち ―flMU 

と一b曲が併用されるのは llB8PbllO'lh Jl面a}lb のみで、 KOCTb と IlJl8Tb について

はアナロジーによって一般的な—5IMU が支配的になっており、 Jl8'1b KOCTb韮（屍を

さらす）、 60TbnJie祁 MH(鞭打つ）のようなイディオムにのみ古いー咄 が保存さ

れている。複数形しかない名詞の Jl!OllU lleTU にも複数造格で—b曲 が現れるが、

これらは使用頻度の差であろうか—SIMD に終わる異形態を持たない。

3. 3 CC型アクセント

単数 複数

例

単数 複数

主格
ヽ ， 

主格
ヽ

rpy,!lb rJ)YllH 

生格
ヽ ヽ

生格
ヽ

rpy11eヽ0 rpy}lH 

与格
ヽ ヽ

与格
ヽ ヽ

rpy}IH rPYIIHM 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ

rPY.llb rpyl{H 

造格
ヽ ヽ-- 造格

ヽ

rpy八bJO rpy}lSlMH 

前置格
ヽ ヽ

前置格
ヽ ヽ

fPYllH rJ)YllflX 

1)単数主格・対格・造格以外の語幹は uepKs'- であるが、複数与格・造格・前置

格では語幹末の子音が硬化するバリアントもある： uepKB油,..._,uepKBaM H T.l{. 
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3の冒頭に記したようにこのアクセント型の単数では造格のみに語幹アクセント

があり、それ以外の形態には語尾アクセントが用いられていて主格と対格が語幹に

持っているアクセントは仮アクセントであるというのが一般的見解である。

真の意味でCC型アクセントを持つのは以下の 3語である。これらはAC型から

徐々にCC型化してきている。 YmaKOB ではこれらは何れもAC型とされており、

AB狙 ecos,Oxeros(1960) では後者2語は相変わらずAC型とされているが、 rPYllh

についてはAC型と CC型が併記され、 ABattecos(1983) では後者2語はAC型～

AA型、 rPYllhをCC型として、 AC型は古いとみなされている。

rPYllh 胸 ←AC 

OCb 軸 ,..__,AC

CT9Ilb ステップ ,....,AC 

以下の4語は単数形でC型アクセントを持ち、複数形は用いられにくい。従って

これらは事実上 C0型アクセントを持っているとも言いうる。 JIO)Kb, JII060Bb, pan 

は単数主格・対格・造格以外で出没母音 0 を失う。

r羽皿 僻地

JIO潔b 嘘
一ヽ

JII060Bb 1 > 愛

単造 fJIYillblO

単造 JIOJKbIO

単造 JII060Bbl0

PQJKb ライ麦 単造 POJKblO

下記の 1語は上記4語と同様の変化をするが、複数形が多用される点が異なって

いる。複数形では出没母音 0 が失われるため語幹が音節を成さなくなって、仮ア

クセントの適応により、複数形のアクセント型はA、B、Cの何れとも呼ぶことが

できるが、ここではパターン数の削減のためCC型アクセントを持つとみなしてお

く。

BOillb しらみ 単造 BO!llb!O

1)固有名詞としての Jlio60Bb は出没母音を伴わず、アクセントはAA型となる。
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4. 中性名詞

現代ロシア語の中性名詞は右表に記すアクセン

ト型を有す。

複数形しかない名詞については後にまとめて記

すことにする。

中性名詞の移動アクセント型は単数形には存在

せず、複数形に限られる。複数形に現れる移動ア

クセントのパターンは男性名詞・女性名詞にも見

られるそれと同様で、複数主格とそれに等しい対

単＼複

A 

B 

C 

A B C 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ 

格で語幹にアクセントを持ち、複数のそれ以外の形態で語尾にアクセントを有する

型である。しかしながら中性名詞で移動アクセントを持つ語はAC型に 2語、 BC

型に 3語と極端に少なく、その存在は風前の灯火と言ってよい。

中性名詞でより注目すべきなのは、単数形と複数形のコントラストを生ぜしめる

AB型と BA型アクセントである。中性名詞については、ごく少数の例外を除き、

単数生格と複数主格（及びそれに等しい対格）の segmental なレベルでの音形が

一致しており、単複を通じての固定アクセント型である AA型、あるいはBB型を

持つ語については両者の音形は suprasegmentalなレベルに於いても同ーとなるの

で、両者の区別にはコンテクストを考慮しなければならなくなる。このような不都

合を解消するのが単複のどちらか一方で語幹固定アクセント (A型）を用い、残り

で語尾固定アクセント (B型）を用いる AB型及びBA型アクセントであって、こ

れらを用いることによって単数生格・複数主格（対格）両者の弁別が為されること

になる。

中性名詞には曲用型の観点から、単数主格が—o/-e に終わるものと、 一畑に終

わるものを区別できるが、アクセントの観点からは両者を区別する必要もない。
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4. 1 AA型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ ヽ

npaBUJIO npaauJia 

生格
ヽ ヽ-- -- 生格

ヽ ヽ

npaeuJia npaBHJI 

与格
ヽ ヽ-- -- 与格

ヽ ヽ

npaBHJIY npaBHJiaM 

対格
ヽ

主／生-- 対格 npaBRJIO npaauJia 

造格
， ヽ-- -- 造格

ヽ

npaBHJIOM npaBHJiaMH 

前置格
ヽ ヽ-- -- 前置格

ヽ

npaaHJie npaBHJiax 

他のタイプの名詞についてと同様に中性名詞についてのもAA型は最も生産的ア

クセントタイプである。 如呻HHHaの計算だと中性名詞全語5138語のうちAA型ア

クセントを持つのは4900語であって、そのシェアは実に95%強を占める。その他ほ

ぽ無限に作られる渭e に終わる動作名詞などの派生名詞もほとんど例外なくこの

アクセント型に属す。 AA型アクセントを有する中性名詞の曲用及びアクセント上

の特異性について注意すべきことは以下の 2点のみである。

ほとんどの中性名詞は複数生格で語尾がゼロとなるため、語幹末に子音結合を持

つ語については語幹末の子音結合の間に出没母音 0 あるいは eを生ずることがあ

る。他の場合と同様に、語幹末の子音結合の後ろから 2番目の子音が軟子音、もし

くは本来の軟子音であれば、出没母音には eが選択され、硬子音であれば 0 が選

択されるのを一般則とするが、歴史的発達の結果元来の軟子音が硬化してしまった

場合などもあり、例外も存在する。若干の例のみを記す：
ヽ

6JIIO皿e

ヽ

KP0CJIO 

ソーサー

安楽椅子

複生 6JI血~u

複生 Kpec~JI
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IlOJIOTeHue タオル 複生 IlOJIOTeH~U

CYLIHO おまる 複生 CYLl~H 「船」はAB

以下の 3語については例外的に語幹の中でアクセントの移動がある。語幹の内部

でアクセントの移動のある名詞は男性・女性・中性を通じて筆者の知る限り以下の

3語のみである。
ヽ

]lepeso 

ヽ

3HaMSI 

木

旗

ヽ

03epo 湖

複胆pes訊胆peBb8B••• 

複 3Ha簸 Ha sHa簸H• • • 

AB参照

複 osepaosep osepaM ••• 

原則としてAA型アクセントを有する中性名詞 YTPO は前置詞との結合等に於い

て、以下のような語尾アクセントを持つ： lIO yTpa, OT YTPa, C YTPa, K YTPY, no 

YTPaM; BOCeMb qacoa yTpa H T.,ll. 

4. 2 BB型アクセント

単数 複数

主格
ヽ ヽ--

―― 

生格
ヽ ヽ-- --

与格
ヽ ヽ-- --

対格
ヽ

主／生--

造格
ヽ ヽ-- --

前置格
ヽ ヽ--

例 単数 複数

主格
， ヽ

OtfKO O'IKU 

生格
ヽ

O'IKa O'IKOB 

与格
ヽ ヽ

O'IKY O'IKaM 

対格
ヽ ヽ

OlJKO OtfKJI 

造格
ヽ ヽ

OlfKOM O¥fKaMH 

前置格
ヽ ヽ

OtfK8 oqKax 
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<l>ellflHHHa の統計だと 13 0語がこのアクセント型を有すことになっており、従

って BB型はAA型に次いで多くの対象語を有するアクセント型ということになる

が、実際にはその中で非派生名詞は上記のパラダイムに記した 1語のみであって、

その他は接尾辞を持つ派生名詞である。尚且つそれらの派生名詞の中でも使用頻度

の高いのは接尾辞—CTBO を持つものぐらいで、 BB型アクセントに属すその他の

接尾辞を持った中性名詞が基本語の中に見いだされることは希である。複数生格で

語尾がゼロとなる語については同形態に於いて仮アクセントが語幹に落ちることに

なる。

非派生語：
ヽ

O'IKO 

派生語（例）
ヽ

-cTBO 

ヽ

60JiblDHHCTBO 

ヽ

BOJime6CTBO 

ヽ

KOJI.llOBCTBO 

ヽ
MacTepcTBO 

ヽ

po::1:iteCTBO 

ヽ

TOpieCTBO 

-be 

DHTbe 

ヽ

-KO 

ヽ

四 0

ヽ

-uo 

nepeauo 

（ゲームの）得点 複 Q'l{咋 O'llKOBO'llK紐

C<oKo Ac) 

多数派

魔法

魔法

技術、奥義

クリスマス

祝典、祭典

飲物

（針の）めど

(<yxo AC) 

木

（＜庇peao AA) 

複まれ

複 YlllKHYIIIK畑

「耳」の指小形はAA......... BA 

ヽ

,....,__ .uepeaue A B 

複生 nepea~u
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4. 3 BAアクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ

JllfUO JIHUa 

生格
ヽ ヽ-- -- 生格

ヽ

JIHUa Jllil.l 

与格
ヽ ヽ-- -- 与格

ヽ ヽ

JI細 JI皿 aM

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ ヽ

JIHUO JI皿 a

造格
ヽ ヽ-- -- 造格

ヽ ヽ

JI血 OM JIHUaMH 

前置格
ヽ ヽ-- -- 前置格 JI皿 e JI皿 ax

初めに語幹が 1音節でこの型のアクセントを持つものをあげておく。語幹内の e

はアクセントを受けるとほとんどの場合 eに転じる。特殊な変化を行うもの、出

没母音を生ずるもの、語幹が2音節以上のものについては後述する。

6eJibMO 白内症 複生 6eJI訊

ヽ

BHHO 

ヽ

rH83llO 

ヽ

JKepJio 

KJleHMO ヽ

ヽ

JIHUO 

ヽ

nepo 

ヽ

PYHO 

ヽ

csepJlo 

ヽ

ceJio 

ヽ

qeJIO 

ワイン

巣

穴、噴火口

洛印

顔

羽

羊毛

ドリル

周辺の中心たる村

額

複 rH蕊na

複 xepJia---俗語誌pJia

複 caepJia

複 c紅 a

複 tfeJia
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SIHUO 卵 複生呻u1) 

ヽ

SIPMO くびき

以下の 4語は複数でいわば男性タイプの変化を行う：

血 0 底 複 lIOHbfllIOHbeB 

JKHHBbe 刈り取った後の畑
ヽ

輪3BeHO 

ヽ

翼KPbLJIO 

以下の語は複数生格で出没母音 e を生ずる：

6enp6 太股

6pestt6 丸太

ae)lpo バケッ
ヽ

（ボートの）オールsecJio 

rYMHO 穀物小屋
ヽ

空洞加 JIO

3epHo 穀物、粒

KO.JihUO 輪、指輪

IlHCbMO 手紙

Il5ITHO 斑点

pe6po 肋骨

P匹 e 鉄砲

cellJIO 鞍、サドル

COilJIO Jズル
ヽ

耳ymKO 

（＜虹o AC) 

複 nIHBbHnIHBbeB 

複 3BeH訊 3Be郎 8B

複 KPbLJI訊 KPhLJibeB

複 6紐pa 6en~P 6紐paM

複 6悼BHa6p細 eH6p細 HaM
一

複 Be}lpaBe}l~P B紐paM

複 aecJiaaeceJI aecJI狐

複生 ryM~H,......,ry嘔H

複生的Il!2JI

複 3eptta3epett 3epttaM 

複生 KOJl~U

複生 IlBC!2M

複生 n如gtt

一

複 pe6pape6£P pe6paM 

複生 p虹甥

複 Ce}IJiaC紐eJIcenJiaM 
一

複生 con(~)JI

,...__YillKO AA 

複‘y田KHymeK ymKaM 

1)雌uoの複数生格曲uでは音節を成さない aが音節を形成する H に交替し、且

つアクセントが語幹末音節に移っていると解釈できる。複数生格でアクセントが語

幹の最終音節に移動するパターンは男性・女性には頻繁にみられるが、中性名詞で

は希である。後述する ry皿6 は複数生格で語幹の最終音節にアクセントを移動す

る形と他の形態のアクセントを保持する形とのゆれ (T.e. ry咤H,..._,ry咤H) を持つ。
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ヽ

qncJJo 

ヽ

51,'IPO 

数

核

「針のめど」はBB

複生 q如~JI

複生紐~p

以下の語は複数生格で出没母音 0 を生ずる：

BOJIOKHO 繊維

OKHO 窓

CT8KJIO ガラス

CYKHO 羅紗（ラシャ）

以下の語は複数生格が特殊である：

KOObe 槍（やり） 複 KODbSIKODHH KODb暉

語幹が2音節以上でこのタイプのアクセントを持つのは以下のものだけである：

複‘BOJIOKHa -JJOKOH -JIOKHaM 
一

複生年釦

複..
CTeKJia CTeKOJI CTeKJiaM 

複生 CYKQH

BepeTeHO 紡錘 複 aepe花 Ha -T細—T釦aM

ヽ

l(OJIOTO のみ（エ具） 複主 noJioTa

ヽ

MeHblilHHCTBO 少数派 複主
ヽ

MeHblilHHCTBa 

pemeTo 

出没母音を持つもの：

ふるい 複主 pem釘 a

ヽ

IlOJl01HO 

ヽ

peMeCJJO 

麻布、キャンバス 複 ‘ ‘ IlOJIOTHa -JIOTeH -JioTHaM 

一
マニュファクチャー 複 peMecJia -MeceJI ーMecJiaM
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4. 4 AB型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ

CJlOBO CJIOBa 

生格
ヽ ヽ-- -- 生格 CJIOBa CJIOB 

与格
ヽ ヽ＿＿ -- 与格

ヽ

CJIOBY CJIOBaM 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ

CJIOBO CJIOBa 

造格
ヽ ヽ-- -- 造格

ヽ

CJIOBOM CJIOBaMH 

前置格
ヽ ヽ-- -- 前置格

ヽ ヽ

CJIOBe CJIOBax 

以下の中性名詞がAB型アクセントを持つ。特殊な場合については後述する。

BOHCKO 軍隊 普通複数形で
ヽ

こと}leJIO 

aepKaJio 鏡
ヽ

（編物の）レースKpy)Ieao 普通複数形で
ヽ

場所MeCTO 

ヽ

海Mope Cf. p. 98 
ヽ

石鹸MbLJIO 複数形は種類について

0ヽ紅 aKo 雲

noJie 野原 Cf. p. 98 
ヽ

権利npaeo 

CJIOBO 言葉、語 Cf. p. 99 
ヽ

群れCTaLIO 

T8JIO 体
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以下の 3語には複数生格で語幹末の子音結合の間に出没母音が生ずる。 nepesue 

の複数生格には男性型の語尾を持つ異形態 nepesu畑も存在する。

nepesue 木

MaCJIO 

ヽ

cepnue 

C<nepeso) 

池、バター

心、心臓 Cf. p. 

次の 1語については複数形で語幹が交替する：

CYllHO 船

,.._, nepe0u6 B B 

複生 nepes~u

複生症c~.'l

98 複生 cepn½u

複 cy.uacy加BCY.ll紐

「おまる」はAA

以下の 2 語は古い es 語幹名詞で、複数形で語幹末に接尾辞—ecーを挿入する：

韮60 空 Cf. p. 98 複‘‘tte6eca tte6ec tte6eca1,1 

ヽ

'IYllO 奇跡

下記の 9 語は単数主格が—卵 に終わる特殊

且つ非生産的中性名詞であり、その語形変化は

原則として右図の例のようになる。下に記した

9語の他に一畑に終わる中性名詞には 3Ha皿

（旗）があるが、これは複数形でアクセントを

語幹の第 2音節に持ち、従ってAA型アクセン

トに属す。上記AA型アクセントの項目を参照

の事。

CTp紐SI,Ce畑の 2語は右図と異なり、複数

生格の形がそれぞれ CTpeM如， ceM如となる点

が特殊である。

函卵は複数形を持たず、 6pe雌， IlJiaMSI,Te昨

の複数形も希にしか用いられない。従ってこれ

ら4語はA0型アクセントを持つといっても構

わないと思う。

複 '1Yll8Ca'1Yll8C'1Yll8C謡 1)

単数 複数

主格
ヽ ヽ

HMSI HMeHa 

生格
ヽ

HMeH J.IM8HJ.I 

与格
ヽ

I-IMeHI-I HMeHaM 

対格
ヽ ヽ

0M51 BMSHa 

造格
ヽ ヽ

JIMeHeM HMeHaMH 

前置格
ヽ ヽ

UMeHU HMeHax 

1)かつては単数の主格と対格以外の全ての形態に於いて同接尾辞が用いられ、これ

ら2語以外にも曲BO,11eJ10, KOJIO, OICO, TeJio, yxo等がこれらと同じように語形
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6pe， 雌 重荷 複数形まれ
ヽ

時、時間BpeM51 

ヽ

（動物の）乳房 複数形なしBblM51 

ヽ

名HMH 

， 
火火 複数形まれnJiaMH 

， 
種族nJieMSI 

ヽ

種 複 CeMettaCeM如 ceMeH紐ceM只

CTpeMH 鐙（あぶみ） 複 CTpeMeHa -M51H -MeH紐
ヽ

頭頂部 複数形まれTeM51 

4. 5 BC型アクセント

単数 複数 例 単数 複数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ ヽ

□Jieqo nJiequ 

生格
ヽ ， -- -- 生格

ヽ

[IJ(e'la □Jie'I 

与格
ヽ ヽ-- -- 与格

ヽ ヽ

□Jleqy □Jie'laM 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ ヽ

□Jl8'10 □Jie'IH 

造格
ヽ ヽ-- -- 造格

ヽ ヽ

IIJI8'10M □Jie'-IaMn 

前置格
ヽ ヽ-- -- 前置格

ヽ ヽ

nJietJe □,Jle'Iax 

変化していた。その名残は KOJieCHblH, TeJieCHblH のような形容詞形や、新たに語幹

を統一して作られた KOJI8CO等に見られる。ちなみに He6o,'l'f}lO の形容詞形も同

接尾辞を含み、それぞれtte6eCHblH, qy加CHbIH となる。
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現代ロシア語の中性名詞でBC型アクセントを持つのは以下の 3語のみである。

KPbLJibUO の複数生格では出没母音が生じる。

KPbLJibUO 昇降口 複生 KPbIJl~U

IlJie'IO 肩 Cf.p. 99 複 nJJe暉 nJJeqnJJeq紐
， 

TaBpo 焼印 複生 Taap

4. 6 AC 

単数 複数 例 単数

主格
ヽ ヽ-- 主格

ヽ

yxo 

生格
ヽ ヽ-- -- 生格

ヽ

yxa 

与格
ヽ ヽ-- -- 与格

ヽ

yxy 

対格
ヽ

主／生-- 対格
ヽ

yxo 

造格
ヽ ヽ-- -- 造格

ヽ

YXOM 

前置格
ヽ ヽ-- -- 前置格

ヽ

yxe 

AC型アクセントを持つ中性名詞は以下の 2語のみである。 1)

OICO 目 複6咄

yxo 耳 Cf. p. 98 複加H

複数

ヽ

y皿

ymeヽn 

ヽ

y田aM

ヽ

ymu 

ヽ

ymaMH 

ヽ

ymax 

1)両者とも複数の諸形態に於いて第 1パラタリゼーションと呼ばれる子音交替（巻

頭参照）を伴う。これらの 2語及び上記BC型アクセントに属す nJie面 の複数主

格には例外的に語尾 H が用いられるが、 これは古代ロシア語にあった双数形 (2

つを表すときに使われた文法的形式）の名残である。
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5. pluralia tantum 

複数形しかない名詞を pluraliatantum と呼ぶ。主格で語幹にアクセントがあ

ればパラダイムの成員全部が語幹に固定したアクセント (A型）を持ち、主格で語

尾にアクセントを持つ語は斜格でも語尾に固定したアクセント (B型）を持つのを

原則とするが、 5.3に記す名詞は移動アクセント (C型）を持ち、主格とそれに

等しい対格では語幹アクセントを、その他の形態では語尾アクセントを持つ。この

ような名詞のアクセントのルールを作るには、実際はC型アクセントの成員を示す

だけでよいのだが、教育的見地から A型アクセントあるいはB型アクセントを持つ

代表的な語をも記載しておく。

ロシア語の名詞複数形には性の対立がない。しかし語尾に着目すると、主格では

男性または女性名詞に一般的な—bU-H と中性名詞に一般的な—a/-R の 2 種類があ

り、生格の語尾には男性を想起させる一OB(希に—ea も）、女性あるいは中性を

連想させる咽があり、潜在的には両者の区別があるとも考えられる。語幹が軟子

音に終わる pluraliatantum の生格はこれまでに記した一般の名詞の場合と同様

に原則として—eA となる。複数生格で語尾ーり が選択される場合、語幹末の子音

結合の間に出没母音が生ずる可能性があることについても前述の一般の名詞につい

てと同様である。

pluralia tantumの定義については若干問題があるが、ここでは以下の 2種類を

除外することにした：

1) 対応する単数形が存在するが、普通はペアで用いられたりして複数形が常

用される語

HOC迩（靴下男 BB) 'IY痘K(ストッキング男 BB) nep滋TKa(手袋

男 AA複生 nep'Ia屯K) PYKOB血a(革のミトン女 AA) 函pe江 a(ミト

ン女 AA 複生函pex~K) 6oTHH.QK (くるぶしまでの靴男 AA複生

60T血.QK) TY紅（単靴女 AA 複生 TY$~Jib) T血o収 a(スリッパ女

AA 複生 T釦o'I~K) cano咄（ブーツ男 BB) 6皿 M紅（婦人・子供用編

み上げ靴男 BB) KpoccoaKa (スニーカー女 AA複生 KPOCCOBQK)

M03r (頭脳男 AB) B如OC(髪男 AC複生 BOJIOC)等

2) 形態的に対応する単数形は存在しないが、他の語の単数形を代用に用いる
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こと（補充法）によって単数形が補われている語

JIIOllH (人々男 0c) neTH c子供たち男 0C)

1)についてはそれぞれ該当の箇所を、 2)については 1. 7 (p. 41)を参照のこと。

5. 1 A型アクセント

5. 1. 1 複数生格ーOB

ヽ

狙 HaJibl 年代記

ヽ

BCXO}lbl 新芽
ヽ

Bb160pbl 選挙
ヽ

ne6aTb1 討論、デイベート

ヽ

nocnexu かっちゅう
ヽ

3aMOP03KH 霜
ヽ

Ka,UpbI 職業軍人

KOHCepBbl 缶詰

ヽ

KopeHb51 根菜

KPHBOTOJIKH 曲解
ヽ

KYP狙 Thi 時計台の時計

ヽ

JIOXMOTbfl 

ヽ

o60H 

ヽ

o6oel(KH 

ヽ

OCTaHKH 

ヽ

O'IHCTKH 

ヽ

neperosopbI 

ヽ

nepecy.[lbI 

ヽ

IlJIOCKory6ubI 

ヽ

no6oH 

ヽ

IlO,llMOCTKU 

ヽ

IlOJKBTKU 

ヽ

□OHCKH 

ぽろ

壁紙

食べ残し

遺体

くず

交渉

ゴシップ

平ペンチ

殴打

檀

家財道具

探求

複生 JIOXMOTbeB

複生 o6oes

複生 IlJIOCKO吋6ueB

複生 no6oeB



npoBOllbl 

ヽ

npoHCKH 

ヽ

pa3B0llbl 

， 
PODbl 

ヽ

COTbl 

C'IeTbl 

ヽ

TOJIKI-I 

ヽ

$HH狙 Cbl

ヽ

XJIOil訊

ヽ

xopbl 

5. 1. 2 複数生格—ei:i:

6yヽ血 H

rpaヽ6.J1H 

rp只3H

胆ヽ6pu 

ヽ
叩 rJIH

ヽ
几POBHH

ヽ
KatJeJIH 

ヽ
KOilH 

5 . 1. 3 複数生格咽

6pro皿

6加bl

ヽ
BHJibl 

ヽ
BOPOTa 

rpaヽ6JIH 

ヽ
nesqaTa 

ヽ
.l{eTHIIlKH 

ヽ
lKMYPKH 

送別（会）

陰謀

模様

出産

蜂の巣

そろばん

噂

財政
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小片、シリアル（コーンフレークの類）
~ 

2階席

平日

まぐわ 複生 rp祁JieQ~rpa6~Jlb

泥水

密林

ジャングル

荷ぞり

ブランコ

坑道

ズボン

ネックレス

熊手

門

まぐわ 複生 rpa6~Jlb ,..._, rp祁JI雌

女の子たち

子供（＜廂TH) 複生胆THID~K

鬼ごっこ 複生 JKMYPQK
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ヽ

KaHUKy Jlbl 

ヽ

K03Jlbl 

ヽ

KOJlfOTKU 

ヽ

KOJIHKH 

ヽ

MUpUal{bl 

， 
Henpa 

ヽ

HO)KHHUbl 

ヽ

HOJCHbl 

ヽ

HOCHJIK:H 

ヽ

OilHJIKH 

ヽ

nepHJia 

ヽ

IlHKH 

， 
npeHHH 

ヽ

Il51JlbUbl 

ヽ

pe651Ta 

ヽ

pe6灯血訳H

ヽ

PYM叩 a

ヽ

Ca.HKH 

ヽ

CJIHBKU 

ヽ

cyMepKU 

ヽ

CYTKH 

ヽ

Tpetbl 

ヽ

XJIOilOThl 

ヽ

'I8PHHJia 

ヽ

maxMan1 

ヽ

ma頂KH

（学校の）休暇

御者台

タイツ、パンスト

腹痛

無数

地下

はさみ

（刀の）さや

担架

おがくず

手すり

スペード

討議

剌繍用のわく

若者たち

子供たち

頬紅

そり

クリーム

たそがれ

ー昼夜

クラブ、三つ葉

心配、奔走

インク

チェス

チェッカー

複生 K03~Jl

複生 KOJiroToK

一

複生 HOJKeH←B
一

複生 HOCHJ12K

複生 OOHJIOK

複生 np細皿

複生 IlSIJI~U

複生 pe6町血~K

複生 Catt笠

複生 CJIHBQK

複生 cyMep~K

複生呼TQK

複生 XJIOil釘

複生血fil~K



5. 2 B型アクセント

5. 2. 1 複数生格ーOB

6era 競馬
ヽ

Beeb! はかり
， 

rDPOllKH 

ヽ

几YXH

“ KaHl{aJlbl 

ヽ

KBaCUN 

ヽ

Jieca 

MOCTKH 

ヽ

HeJTalll>I 

ヽ

HOrOTICH 

ヽ

oq1<:u 

ヽ

THCKH 

ヽ

TPYCbl 

ヽ

qacbl 

DITaHN 

ヽ

皿 I1Ubl

5. 2. 2 複数生格全H

KJiemH 

ヽ

mu 

5. 2. 3 複数生格咽

roJiy6Ubl ヽ

ヽ

llPOBa 

ヽ

HOJKHbl 

ヽ

llHCbMeHa 

, 
YCTa 

棒投げ遊び

香水

手かせ、足かせ

みょうばん

足場

踏み板

もめごと

きんせんか

眼鏡

圧搾機

パンツ

時計

ズボン

ペンチ

やっとこ

野菜スープ

ロールキャベッ

薪

（刀の）さや

古代の文字

口
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ヽ

,..._, KJI8lllH C 

複生 roJiy6~u

複生 HO屯H → HO皿 IA

複生 IlHCb嘔H
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p.25 に記した roJ1y6如（複主 roJ1y6u丘）も普通 pluralia tantum に扱われるの

で再録しておいた。

5. 3 C型アクセント

5. 3. 1 複数生格ーeR

下記の語のうち 000皿には単数形 6aom も存在する。 p.37 を参照。

呼 OJIOKH イースト菌
ヽ

やっとこ --.., KJ!e血 BKJie皿
ヽ

巻き毛KY.llPH 

ヽ

遺骸MO田H

ヽ

野菜OBOfflH 

IlOMO'IH サスペンダー
ヽ

そりCaHH 

ヽ

玄関の間C8HH 

CJIIOHH よだれ

qepsu トランプのハート ......... qep卵 A

本来ならば p.41に記した廂TU と JIIOJlU もここに属すことになろうが、そのア

クセント型は前述のように一般的なC型とは異なる。

5. 3. 2 複数生格ーり

下記の語のうち BOJIOCblには単数形 BOJIOC が存在する。 p.37 を参照。

伽 Hbl トランプのダイヤ 複生 6y6且H ,..__,A 
ヽ

BOJIOCbl 

ヽ

iteHbrH 金

式

髪

お

葬

複生 BOJIOC

複生底H!E_r

ヽ

IlOXOPOHbl 
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6. その他の注意すべきアクセント

6. 1 第2前置格

一連の名詞は前置詞 B/Haに後続するとき、一般の前置格とは異なる形態を持つ

ことがある。例えば狐（地獄）という名詞は前置詞 B の後で前置格に立つとき、

a的という形態を取り、通常の前置格の語尾ーe を持たないが、その他の前置詞の

後では通常の語尾が用いられ、 06紐e のようになる。この特殊な前置格を第2前

置格（あるいは所格、位格）と呼ぶことにする。

第 2 前置格は男性名詞と、単数主格が—b に終わる女性名詞のみに見られ、その

語尾は男性名詞では—i または—b であり、 -b に終わる女性名詞では屯である。

第2前置格は常に語尾にアクセントを持っている。対象となる名詞はAA型、 BB

型、 AB型、 AC型、 BC型アクセントを持つ男性名詞と、 AA, AC型アクセン

トを持つ—b に終わる女性名詞だけである。

このような第 2前置格の形はほとんど生産力を持たず、正則的な前置格にとって

代わられる傾向があるため、通常の前置格と第 2前置格とのゆれを持つ語がかなり

の数に上る。このようなゆれを持つ場合、及びイディオマティックなフレーズや紛

らわしい場合の意味については一番右側の欄に記しておく。

6. 1. 1 男性名詞

6. 1. 1. 1 AA型アクセント

地獄
ヽ

all B a叩

a3ponoヽvr 空港
， 

B a3ponOPTY 

6pen うわごと B 6pelJY ‘ 熱にうなされて

6bIT 生活様式 B 6b吋
ヽ

風
ヽ

風を受けてBeTep Ha BeTpy 

BHll 視界、外観 6bITh Ha BU四ヽ 注目の的だ
ヽ

念頭にB BH.lIY 

ヽ

考慮するHMeTb B BH瓜I
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ヽ

Cp. s s1-1ne ～の形で

BOJlbT 

ra3 

（馬術の）急回転

ガス

rHOH 

JKap 

膿

熱

KJieii 

．． 
JieT 

MeJI 

MOJI 

MblC 

nax 

IlJlau 

nJieH 

ヽ

noBOll 

糊

飛行

チョーク

防波堤

岬

太股の付け根

練兵場

捕虜

手綱

ヽ

nyx 羽毛、ダウン

IlbLJI 

pail 

憤激

天国

CBeT 

COK 

TH$ 

Topr 

XM8Jlb 

qan 

ジュース

チフス

Ha BO.llbTY 

ヽ

Ha ra3y 

ヽ

B rHOIO 

ヽ

-----rase 

ガスレンジで

ヽ

B JKapy 

ヽ

Ha :xcapy 

s/Ha KJieIO 

体温が高い等

火の上に等
ヽ

......., KJiee 

ヽ

Ha JieTY 

B/Ha MeJiy 

ヽ

Ha MOJIY 

飛行中に

ヽ

Ha郎 ICY

s/Ha na対

～郎ICe

ヽ

Ha IlJlclllY 

ヽ

B OJleHy 

a/Ha noao的
ヽ

y Karo Ha noao四

B/Ha'ny対
ヽ

011eHJ10 Ha nyxy 

ヽ

B IThUlY 

ヽ

B paIO 

p狙 T 靴w底と甲をつなぐ細し渾： BぼaP狙サ

光 Hacsery 

ヽ

Cp. s cseTe'!era 

ヽ

s/Ha COKY 

ヽ

B TH•Y 

尻に敷かれて

羽布団

明るい所で

～に照らして

売買

ホップ（植物）

燃焼によるガス

， 
"'THci>e 

ヽ

Ha Topry 

ヽ

BO XMeJIIO 

ヽ

B qallY 

酔って

もうろうと
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6. 1. 1 . 2 BB型アクセント

rop6 こぶ s/Ha rop6y 

掛け釘
ヽ ヽ

KPIOK Ha KPIOKY ,..__ KPIOKe 

JI釦I 氷 BO/Ha JlhllY 

JI06 額 BO/Ha JI6y 

MOX :tt 口 BO/Ha MXY ,...,_ MXe 

-----Moヽxe AA 

いかだ
， 

IlJIOT Ha IlJIOTY 

連隊
ヽ

IlOJIK B IlOJIKY 

IlOCT 精進 B noc-ry 

監視所、ポスト
ヽ

Ha IlOCTY 

IlPYll 池 s/tta npy的

ざん濠
ヽ

POB BO PBY 

POT 口 BO PTY 

CYIC 大枝 a/Ha CYKY 

yroJI すみ B yrJiy 

かど
ヽ

Ha yrJiy 

ヽ

<yroJI s/Ha yroJIKY 
ヽ

yroJIOK ---yroJIKe 

IIlTHtT ピン Ha IIlTH~TY ヽ

6. 1 . 1 . 3 AB型アクセント

6aJI ダンスパーティー Ha 6aJiy 

6eヽper 岸 Ha 6epery ヽ

6on 戦闘 B 6010 ヽ

60IC わき腹 a/Ha 6oKy 

6op 針葉樹林 B 6opy ヽ

6oPT （船の）舷 Ha 60PTY ヽ 船上に

大波、回転軸
ヽ

BaJI Ha aaJiy 

aepx 上、幌 a/Ha aep対

荷車
ヽ

B03 Ha B03Y 

rJia3 目 e/tta rJJa3y 
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年 -AC 
ヽ

ron s rony 

rpo6 棺 a/Ha rpo6y ......., rpoヽ6e 

rpyHT 土地、土壌 B/tta rpyHTY rpyHTe 

借金、義務
ヽ

IIOJlr B l}O.Jlry 

llY6 樫の木 B/Ha }ly6y ,.,_, 21yヽ6e 

煙
ヽ

LlblM B JlblMY ～几bIMe

脂肪 a/Ha JKHPY 
ヽ

llGIP ,....__, JKUpe 

3a}l 背面 s/Ha 3aJ{y 

306 虫の胃袋 B/Ha 306y .....__ 30ヽ6e 

KOH 賭け金置き Ha KOHY 

餌
ヽ

KOPM Ha KOPMY ,..,_, KOPM8 

KpaR 端 Ha KpaIO 

地方
ヽ

B KpaIO 

Cp. Xa6apOBCKOM Kpae （行政単位）

円
ヽ

（範囲、仲間）Kpyr B Kpyry 

ヽ

（丸い所）Ha Kpyry 

Cp. B/Ha Kpyre （その他）

森
ヽ

Jiec B Jiecy 

草原
ヽ

JIYr Ha Jiyry 

派逍 蜂蜜 e/Ha Meny ～派逍e

毛皮 a/Ha Me対
， 

Mex ,....., 1,1exe 

世界
ヽ

（俗世間）Ml-IP B MHPY 

ヽ

（村落共同体）Ha MUPY 

Cp. B Moヽpe （その他）

脳
， 

M03r B M03ry 

MOCT 橋 Ha MOCTY 

下
ヽ

Hlf3 B HU3Y 

HOC 鼻 s/Ha Hoey 

ヽ

有給休暇
ヽ

OTilYCK B 0両 CKY ,.___, OTIIYCKe 

na3 隙間 s/Ha na3y 



第I章名詞 87 

分担（金）
ヽ

nan B na10 ----nae 

nap 湯気 s/tta napy 

nep紐 前部
ヽ

Ha nepeny 

宴会 s/tta IlHPY 
ヽ

nHp ,,...._, nHpe 

non （かまどの）火床 B/Ha nony 

IlOJI 床 s/tta noJiy 

noT 汗 B IlOTY 汗だくで

Cp. B IlOTe JIHUa 額に汗して

pan 家系、一族 Ha pony ttanucatta 運命付けられている

虫の群れ
ヽ ヽ

pan B POIO ,,.._, poe 

PSIII 列 B PflllY 

Cp. B P5Iヽ)le qero （一連）

HaP5IJIY C K8M-qe1,1 ～と同様に

庭
ヽ

can B CaJlY 

CJlell 跡 B/Ha CJ!e的

層
ヽ ヽ

CJI00 B CJIOIO ......, CJIOe 

閲兵式
ヽ ヽ

CMOTP Ha CMOTPY ,__, CMOTpe 

雪 B/Ha CHery 
ヽ

cHer ......, cHere 

アルコール a/Ha cnnp-ry 
ヽ

C□HPT ......., cn11vre 

いなむら B/Ha CTory 
， 

CTOr ----CTOre 

CTpoR 隊列
ヽ

B CTPOIO 

スープ
ヽ ヽ

cyn B cyny -----cyne 

チーズ
ヽ

Cbij) B CbIPY '"'-'Cblpe 

洗面器
ヽ ヽ

Ta3 B Ta3y ......, Ta3e 

鳥の発情場所
ヽ

TOK Ha TOKY 

背面
ヽ

匹 B TblJIY 

topT ほう塁（軍用語） s/tta top-ry 

家畜小屋 s/tta xJiesy 
ヽ

XJieB ,...._, XJieBe 

XOII 歩み B (60JibillOM) XO的 はやっている
ヽ

歩きながらHa XOlIY 
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Cp. B xone屯era ～の過程で

寒さ
ヽ ヽ

XOJIOll Ha XOJIOllY XOJIOlle 

コーラス
ヽ

xop B xopy xope 

色、花
， 

花盛りUBeT B UBeTY 

Cp. BUB白e'-tero ～の盛りだ

作業場
ヽ ヽ

uex B uexy ......., uexe 

お茶 ‘ ‘ qau B'laIO ,.__, qae 

"Ifill タンク B'IaHY ,.._,'latte 

時
ヽ

'lac B qacy 

Cp. s qaヽce 1時間の中に

歩
ヽ ， 

mar B mary - mare 
， 

どこにでもHa Ka汲110Mmary 

meJIK 絹 B meJIKY 絹の服を着て

B ll□Jiry, KaK B meJIKY 借金で首が回らな~\
ヽ

絹の裏地の付いたHa meJIKY 

Cp. B m紅 Ke

IDKal) 戸棚、タンス s/Ha mKa約

6. 1. 1. 4 AC型アクセント

年 ,__,AB ヽ

ran B roD.Y 

港 ......,AB ’ IlOPT a novnr 

脱穀場 ,..._,AB ヽ

TOK Ha TOKY 

6. 1 . 1. 5 BA型アクセント

杭
ヽ

KOJI Ha KOJIY 

6. 1. 1. 6 固有名詞

上記の普通名詞以外に次のような地名を表す固有名詞も第 2前置格を持つ。

恥H ドン川 tta)lo町

KJI皿 クリン（モスりり州OJ町） B KJIHHY 

Kp皿 クリミア B KpbI籾
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6. 1. 2 -b に終わる女性名詞

6 • 1. 2. 1 AA型アクセント

rJiy6b 深み、深さ B rJiy6u 

泥、汚れ
ヽ

rp5I3b B rpSI3H 

遠く
ヽ

1IaJ1b s naJiu 

浅瀬
ヽ

Me.fib Ha MeJIH 

ほこり
， 

Ilblllb B fibl.Jllf 

つながり ‘ CB513b B CBSI3H 

THillb 静けさ B TH皿

6. 1. 2. 2 AC型アクセント

6pOBb 眉毛 Ha 6poau 

rpy,[lb 胸 s/Ha rpy血

ドア
ヽ ヽ

}lBepb B ,!lBepH ～几BepH

物置
ヽ ヽ

KJleTb B KJleTH ......., KJieTH 

KOCTb 骨 B KOCTH ,...._, KOCTH 

KPOBb 血 s/Ha Kposu 

夜
ヽ

HO'lb B HO'IH 

OCh 軸 s/tta ocH 

Il8% ストーブ a/Hane咋

網
ヽ

ceTb B ceTH ......., ceTH 

CTenb ステップ、草原 B cTenu 

TeHb 影 B/Ha Te暉

uenh 鎖 s/Ha uenH 

田8Jlb 割れ目 B Il(eJIH 
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6. 2 前置詞へのアクセント移動

本来ロシア語の前置詞（他の品詞から派生した 6J1aro几apiiTHna等を除く）はア

クセントを持つことはないと考えてよいが、若干の前置詞と名詞との語結合に於い

て、前置詞が元々アクセントを持っていたと考えられる名詞からアクセントを奪い

取ることがある。このような語結合は半ばイディオム化しており、新しくできた語

結合がこのタイプのアクセントの適応を受けることはないと言える。前置詞へのア

クセント移動を生ずるフレーズと同現象を生じないフレーズとのゆれが存在する場

合も多く、両者のうちで後者がだんだんに勢力を延ばして行くと想像される。

前置詞のアクセント移動を規則化することは非常に困難であるが、このようなア

クセント移動を引き起こす前置詞は必ず 1音節からなる前置詞であって、それに後

続する名詞は 1音節語幹語（及び若干の 2音節語幹語）であるとだけは言える。

若干の動詞過去形についてもこの現象とパラレルな現象が観察される。過去形に

於いてC型アクセントを持つ動詞は過去形の男性・中性・複数の形態に於いてアク

セントを接頭辞に移動することがある。詳細については該当の箇所を参照のこと。

6 . 2. 1 男性名詞

6 . 2. 1 . 1 AA型アクセント
ヽ

風
ヽ ヽ

seTep fIYCTHTb no 88TPY ........, no BeTPY 

浪費する

6pocaTb CJIOBa曲 seTep
， 

,..._, Ha seTep 

無駄口を叩く

視界、外観
ヽ

B0.ll IlOTep51Tb H3 BH四 ,...__, H3 BH, 駅i

見失う
ヽ

襟 (CXBaTHTb) Kora 
, , 

BOPOT 3a BOPOT......, 3a BOPOT 

襟首を（ひっつかむ）
ヽ

昼の 12時
ヽ ヽ

Il0Jll{0Hb sa IlOJIL{eHb ,..,_, 3a IlOJI}leHb 

昼過ぎに、午後に

光 }lO ヽ CBeTY (古）
ヽ

CBeT - /lO caery 

夜明け前に
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世界 C潔HTbCO CBe'ry "'CO CB白y/cBeTa

死に至らせる

cMex 笑い □O,llH51Tb Karo Ha CMeX 
ヽ

,....__, Ha cMex 

笑いものにする
ヽ ヽ

tta cMex ,...._, Ha cMex 

冗談のように

灼paMHa CMeX ちゃんちゃらおかしい
ヽ

CO CMexy ,..._, co cMexa 

おかしくて

6. 2. 1 . 2 BB型アクセント

中庭
ヽ ヽ

.!lBOP no .llBOPY ,,...., no }lBOPY 

中庭を通って

Jto6 額 <m紅四YTh) no JI6y "'no JI6y ヽ

おでこを（指で弾く）

¥.ITO 8 JI06, ¥.ITO ITO JJ6y 

五十歩百歩

(B JI06もnoJI6yも同様だ）

MOCT 橋 Ha MOCT (古） ~Ha MOCT橋（の上）へ

ヽ ヽ ヽ

no MOCTY ,...._, no MOCTY ,....,_, no MOCTY 

橋（の上）を通って
ヽ ‘ 橋の下へnon MOCT ---.., non MOCT 

口
ヽ ヽ

ロの中からPOT J.130 J)'fY "'-H30 pTa 

テーブル no ヽ CTOJIY (ynaPHTb) 
ヽ

CTOJI ----no CTOJlY 

机を（叩く）

yroJI かど、すみ 3a yroJI (3aHTH) 

かどの向こうへ（行く）

（かどを曲がる）

Ha yroJI (Bbrn'.TR) 

かどに（出る・やって来る）
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6. 2. 1. 3 AB型アクセント
ヽ

6eper 
山 、
芹 Ha6eper (BbIHTH) 

60K わき腹 ‘ IIO 60KY 

韮 6oK (Jie'-lb) 

ヽ

,.....,_, Ha 6eper 

岸に（出る・やって来る）

ほったらかしだ

わき腹を下にして（寝る）
ヽ 9

non 6oKoM......., non 6oKoM すぐ近くに
, , 

6oK o 6oK 隣あって

6opT （船の）舷 森 6ovr(ynacTb) 

舷外•海中へ（落ちる）

Ha 60J)T (8351Tb) 

seqep 夕方

6opT 6 6opT 
ヽ

no11 seqep (古）

船に（のせる）

（船が）並んで
ヽ

,..,_, no.u seqep 

夜近く、夕方に

B03 荷車
ヽ

Ha B03 (nOJIO皿 Tb)

ヽ

,.._, aa 60町

ヽ

,...._, Ha 6ovr 

ヽ

......., Ha B03 

荷車に（積む）

rJia3 目
、、、

c rJia3y Ha rJia3 ---- Ha rJia3 

ropoJI 町、市
ヽ

3a ropo)l 

Cp. 3a ropon 

ヽ

3a ropo』OM

Cp. 3a ropO)lOM 

l{OM 家、建物
ヽ

H3 }lOMY 

ヽ

LIO LIO籾

ヽ

Ha LIOM 

Jiec 森
ヽ

no Jiecy 

一対ーで

郊外へ

町の向こう側へ

郊外で

町の向こう側で
、、

,....__・03 l{OMY ,....__ 03 l{OMa 

自宅から

,....__ llO llO町自宅まで

自宅へ(』OMOH)

ヽ

-----no Jiecy 

森を通つて

H3 Jiecy 
ヽ 』

......., H3 Jiecy ......., H3 Jieca 



Jiyr 草原

MHP 世界、世間

HOC 鼻

IlOJI 床

IlOSIC ベルト
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森（の中）から
ヽ ヽ

no JIYfY ,...,_, no Jiyry 

草原を通って

no MHPY XOIIHTb 乞食をする

no MHPY nycTHTb破産させる

no HOCY < 6HTb) "'"'no HOCY 

鼻を（叩く）、懲らしめる
ヽ

IlOJIY'IHTb no HOCY 

鼻に一発食らう、ひと..川9目に会う
、 、、
113 HOCY (Te痣 T) ,.,_ 113 HOCY ,.,_ 113 HOCa 

鼻から（鼻水が出る）
ヽ

XOTb KPOBb 03 HOCY 

、、
HOC 06 HOC 

ヽ

鼻血が出ようとも、何が何ても

並んで
ヽ

3a HOC (CXBaTHTb) ""'3a HOC 

鼻を（ひっつかむ）
ヽ

B0.1IHTb Kora aa HOC だます
ヽ

naxe Ha Hoc He HaJie3aeT. 

鼻にさえサイズが合bない、小さすぎる

non HOC (rOBOPHTb, neTb) 

ヽ

non HOCOM 

小さい声で（話す、歌う）

すぐ近くに

IlO noJiy (BUC8Tb) ,..,._, IlO IlOJIY ,..,._, IlO noJia 

ヽ

no IlOJIY 

床まで（垂れ下がる）

床を通って

Ha noJI (ynacTb) 

床に（落ちる）

ヽ

06 noJI (ynapHTb) ,...,_, 06 noJI 

床を（蹴る・ぶつ）

3aTKHYTb Kora aa Il051C 
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～を凌駕する

Cp. 3aTKHYTb'ITO 3a noS1c 

～をベルトに挟み込む

家系、一族
ヽ

当年とってpan oT pony 

can 庭園 no ， cany (古） ----no cany 

庭を通って

ctter 雪 no CHery ----no cttery 

雪（の積もった道）を通って

口髭
ヽ

ye HaMOTaTb Ha ye ,..._, Ha ye 

肝に命じる

'lac 時 qac OT'lacy 刻々と (hourby hour) 

'lac OT'lacy He Jierqe. 

ますます困難になる

一難去ってまた一難

6. 2. 1. 4 AC型アクセント

ヽ

髪の毛
ヽ

ほんの少しBOJIOC Ha BOJlOC 
， 

全然（ない）HU Ha BOJIOC 

ran 年 tta ran 一年間の予定で

ヽ

一年間で3a ran 

6命 fOJlYH8}l8Jl51 

つい最近

‘‘  
ヽ ヽ

R3 ro四 sran ,..__, R3 rana s ran 

来る年も来る年も(yearafter year) 

ro)l OT ro)ly ,.._, ra、nOT ro、ny/ro、na 

年毎に(yearby year) 

3y6 歯 o、Koaa O、KO,ay6 aa 、ay6 

目には目を、歯には歯を

呼6Ha 3y6 He nonanaeT 

寒くて歯の根が合わない
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6. 2. 2 -a/一汀に終わる女性名詞

6. 2. 2 . 1 BA型アクセント

約1km 3a ヽ sepc冗r(古）
ヽ

aepcTa "" aa sepcTY 

1露里離れて、遠くに

6. 2. 2. 2 CA型アクセント

水
， 

水面に（向けて）BO/la Ha BOllY 

no BOllY 水をくみに

noヽn so四 (cnycTHThC51)
ヽ

....._, non BOllY 

水に潜る

,uyma 魂 6paTb KOJ'O 3a 11四

心を捕らえる、感動させる

6paTb'ITO Ha lIYIDY 

～の責任を取る

KaK 6or Ha 11四 yIIOJlO皿 T.

いい加減に

Jl8'ib (CBHHUOM) Ha ‘ llYIIIY 
ヽ

～ Ha llY田y

心に重くのしかかる

Cp. Ha .ll加yttaceJieH師 住民一人当り
ヽ

大地、地球 Ha 38MJIIO (古） ,..__, Ha 3eMJIIO 38MJI51 

陸、地球、地面に向かって
ヽ

冬 一冬の予定で3HMa Ha 30MY 

ヽ

一冬で3a 3HMY 

Kaea お下げ、大鎌 3a KOCy/KOCbl ()lepraTb) 

お下げを引っ張る

‘ JII 川（の表面の）方にpeKa Ha peKy 

3a peKy 川の向こう側に
ヽ

背中 Ha CilHHY (Jie'lb) CilHlla 

仰向けに横になる
ヽ

背中の後ろへ3a COBHY 
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6. 2. 2. 3 cc型アクセント
ヽ

roJiosa 頭
ヽ

Ha rDJIOBY (HaneTb) 
ヽ

.....__ Ha roJIOBY 

頭に（かぶる）

‘ 
3a roJIOBY CXBaTHTbC51 

頭を抱える（悩む）
ヽ

KaK CHer Ha roJIOBY 

突然、晴天のへきれき

ヽ

Ha roJIOBY BblDle 

頭一つ上、一枚上手

ヽ

ropa 山
ヽ

Ha ropy (IlOllHSITb⑬)  
ヽ

---Ha ropy 

山（の上）に登る
、 、

3a ropy ---- 3a ropy 山の向こうへ

Hora 足

ヽ

non ropy (cnycTHTbCS'I) 

山を（下る）

Ha Hory/HOfH (Ha}leTb) 

足に（はく）

ヽ

Ha HOrH (BCTaTb) 

足で（立つ）

甜 Hory/HOrH (CXBaTHTb) 

足を（捕まえる）
、、

Hora sa ttory (c皿8Tb)

足を組んで（座る）

Hory Ha Hory IlOJIOJmTb 

足を組む

C HOrH曲 ttory (nepec可 HTb)

足から足へ体重を移動する

ヽ

nopa 時期

ヽ

IlO,[l HOrH (CMOTPeTb) 

足元を（見る）

,[10 CHX nap C古） ......., ,[10 CHX IlOP 

これまで



ヽ

pyKa 手

CTOPOHa 方向

ヽ

meKa 頬

6. 2. 3 -b に終わる女性名詞

6. 2. 3. 1 AC型アクセント

BeCTb 知らせ

HO% 夜

CM8PTb 死
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韮 pyKy/pyKH (B3SITb) 

手に（取る）

Ha PYKY KOMY 得だ

蒻 PYKYIPYKH (83町 b)

手を（取る）

IlOll pyKy/pyKH (nep:JKaTb) 

腕を（支える）

PYKll 66 PYKY 手に手を取って

一緒に、仲良く
ヽ

Ha CTOPOHY (OTllaTb) 

よそへ（回す）
ヽ

3a meKy (ymHilHYTb) 

ほっぺを（つねる）

6eヽ3 BeCTH nponaCTb 

行方不明になる
、 、

no HOtfH ,_.., lIO HOtfH 

夜中まで
ヽ ヽ

C YTPa IIO HO'IH 

朝から夜中まで
ヽ

夜中じゅうかかって3a HOlfb 

ヽ

夜寝る前にHa HO'Ib 

、 、
He Ha Dl3Hb, a Ha CMeJ)Tb ,...._, Ha CMeJ)Tb 

、 、
He Ha皿 BOT, a Ha CMeJ)Tb ....,_, Ha CMeJ)Tb 

命を賭けて

110 CM8J)Tb 死ぬまで；死ぬほど、とても
ヽ

いまわのきわでDPH CMeJ)TH 
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6. 2. 4 中性名詞

6. 2. 4. 1 AB型アクセント

Mope 海 no MOPIO (nJib!Tb) .....__ no MOPIO 

海を通って（航行する）

3a Mope (ynJibITb) -----3a Mope 

海の向こうへ（行ってしまう）

3a MopeM (HaXOllHTbC5I)-., 3a MOPeM 

海の向こうに（ある）

3a MOpeM Te.JI畑Ka-no的mKa, 』a py6Jlb 

ヽ

nepeBo3y. 海師1こうて牛が1/4J/¥゚イカた守が、

運が賃がlJlt-プ）し（ちょっと安いからといっ

て遠くまて買いに行<(])は馬鹿t')

H860 空

ヽ

noJte 野原

， 

cepJiue 心臓、心

ヽ

Ha Mope ,..._, Ha Mope 

海の方へ；海面上に

置}]aTbY MOP51 noro}]bl ,..._ Y MOP只

海路の日和を待っ

（手をこま枷てあてにならないことを待っている）

no He6y (Jt8T8Tb) ......, no He6y 

空を通って（飛ぶ）

Ha He6o (CMOTP8Tb) ......, Ha He6o 

空の方を（見る）

Ha He6e (HaXO}]HTbC51) - Ha He6e 

空に（ある）

no nOJIIO (H}]TH > - no noJtIO 

野原を通って（行く）

Ha noJte (H}]TH) - Ha noJte 

野原の方に（行く）

Ha noJie (HaXO.llHTbCSI) ,.._, Ha noJie 

野原に（ある）

Ha cepnue (古） ......, Ha cep皿e



ヽ

CJIOBO 

6. 2. 4. 2 
ヽ

yxo 

6. 2. 4. 3 
ヽ

nJteqo 
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ヽ

心で、心中

Jle'lb (CBHHUOM) Ha cep11ue ,..._, Ha cepnue 

心に重くのしかかる

OOJIO:Jl'.a PYKY Ha C8PllU8 

胸に手を当てて、正直に

6epeT sa cep皿e

心を捕らえる、感動させる
ヽ

no cepllUY ........ no cepllUY 

気に入っている
ヽ

Cp. onepau皿 Hacep皿e 心臓の手術

言葉、語

AC型アクセント

耳

BC型アクセント

肩

ヽ

aepHTb Ha CJIOBO 

すぐ信じる、鵜呑みにする

JtOBHTb KOro Ha CJtOBO ........ Ha CJtOBO 

言葉尻を捕らえる
、、

CJIOBO 3a CJIOBO 

ヽ

Ha yxo (menTaTh) 

ヽ

Ha YI血 (HaJieTb)

ヽ

ryroii Ha yxo 

順々に、少しずつ

耳に（ささやく）

耳にかぶせる

耳が遠い

［］  Me,!lBe,!lb CJIOH KOMY Ha yxo HaCnFIIHJI. 

耳に熊・象がいる、音痴だ

3a yxo/ymu <nepraTb) 耳を（ひっぱる）
ヽ

no yxy (y几apUTb)

耳を（ぶつ）、がんたを食ゆす
ヽ

no四 BJII06UTbCSI

耳まで惚れる、首っ丈になる

aa rueqH ......., aa nJieqH 

肩の向こうに、肩を掴んで
、 、

Ha aJiequ ......, Ha aJiequ 肩の上に
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6. 3 数詞に伴う特別な単数生格（数格）

主格及びそれに等しい対格に於いて、数詞2, 3 , 4 , IlOJITOpa, o6a の後には

名詞の単数生格が続くはずだが、時にこれらの数詞の後で通常の単数生格とは異な

るアクセントを持つ形が用いられることがある。例えば qacの単数生格は OKOJIO 

'-ltlCa, IlOJIOB皿 a4acaに見られるように滋caであるが、これらの数詞と共に用い

られるとアクセントの位置を変えて、 }lBa4aca, TPH </aca, ¥f8ThIJ)8'-laca, IlOJITOpa 

4acaのように qa函 となってしまう。このような数詞に伴う特別な単数生格（数

格と呼ばれることもある）を持つ名詞は以下に記すように非常に少数ではあるが、

その中には使用頻度の相当高い名詞が含まれており、注意を要するので、別個に記

載するほうがよいと判断した。

このような異常な形が今のロシア語にあることは、かつてロシア語が単数・複数

の他に持っていた 2つを表す双数の消減に関係している。古代ロシア語に於いて数

詞1, 2, 3, 4は形容詞であり、次に来る名詞と性数格を一致させていた。例え

ば主格（及びそれに等しい対格）の場合について言うと、 1には単数主格、 2 (及

びo6a)には双数主格、 3と4には複数主格が続いた。 5以上の数詞は名詞と考え

られ、これらの数詞が如何なる格に立とうとも後続する名詞は常に複数生格であっ

た。すなわち「（複数の）～の 5つ」のように表現したわけである。このシステム

は整然としていて、今日のロシア語の数詞に見られるような不統一性は無かったの

であるが、 13世紀ぐらいからロシア語に於いて双数が乱れ始め、 17世紀には双

数が消滅してしまうことからロシア語の数詞十名詞の語結合に於いて大混乱が起き

る。 1十単数主格は今日まで残ったが、 2の次に用いられていた双数の形がもはや

無くなってしまった。男性名詞では双数主格の語尾は—a であったため、アクセン

トの違いがある場合を除けば双数主格は単数生格に等しかった。そこで男性名詞に

ついては 2の次に来る形が単数生格であると解釈され、単数生格と異なる双数主格

-t を持っていた女性及び中性名詞についてもだんだんに「2十単数生格」が定着

していった。その後類推によって 3, 4についても単数生格が用いられるようにな

り、現在の「 (1つの）～の 2つ、 3つ、 4つ」とでも言うべき奇妙な現状に至っ

たのである。ところがこの変化の途中で少数の語結合はこのような推移を全うせず

に元々の段階、あるいは中途の段階を保持してしまった。男性名詞については元々
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の双数主格が、女性名詞については変化の途中で「 3, 4十複数主格」からのアナ

ロジーで出てきた「 2、3、4十複数主格」が残っている。これこそが現代ロシア

語の数格の正体である。

6. 3. 1 男性名詞

現代ロシア語に於いて、数詞に伴う異常な単数生格を持つ男性名詞は以下の 5語

のみである。これらの男性名詞は全てAB型アクセントを持っているという点で共

通している。例には該当する数詞の代わりに }lBaのみを記しておく。

P皿列 }lBa pJ{aa 

cp. B Te'leHHe pi,aa M8Cfil(8B 

CJl8l{ 

qac 

跡

時

胆 ac11eaa (以下を参照）
， 

IIBa tfaca 
， 

Cp. OKOJTO tfaca 

mar 歩
， 

naa 1JLa2a 

Cp. c nepaoro lllCI辺

,llBa血 pa

Cp. IIOBepXHOCTb血 pa (以下を参照）

map以外の4語はここに記す数格のみならず、上記の第 2前置格やここでは述べ

ない第 2 生格（男性名詞で—y/ -10に終わる例外的単数生格）をもあわせ持つ。

map 球

CJ10.ll はAB型アクセントを持つとは言っても、そのパラダイムの中で通常の単

数生格が欠落していると考えられる。この名詞の単数与格・造格がそれぞれ CJl8l1Y

CJ! 紐OM となることから、この名詞は単数で語幹に固定したA型アクセントを持つ

とみなされ、通常の単数生格には・CJI匂aが期待されるが、実際にはこの形は存在

せず、単数生格の形には第 2生格の CJ!紐y と数格の CJie厄しかない。従ってやむ

を得ず CJ!紐y及び CJle屈を通常の単数生格の代わりに用いている。例えば代表的

例をあげると 6escJ1eaa (あとかたもなく）というフレーズでは数格が単数生格の

代用に用いられており、 <e町 e町一C』eay HSTY》（行けども行けども跡もなし。そ

れはいったいなんぞや。という古いなぞなぞ。ちなみにその答えは JlOi:{Ka「船」）

では第 2生格が通常の単数生格の代わりになっている。

mapの数格 mapaは他の4語の同形態に比べて安定性に乏しいと考えられ、通常
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の単数生格 血pa にとって代わられてしまう場合が散見される。先ずは数学での

「球面」という意味ではこの特別な単数生格は用いられない。次に、該当する数詞

とこの名詞との間に形容詞が入ると数格ではなく通常の単数生格が用いられ、例え

ば }lBaB03JlYIIIHbIX巫paのようになる。なお「ビリヤードの玉」の意ではBB型ア

クセントに属す。

かつては pasDIKaipもこのような数格を持っていたようであるが、現在では数詞

2, 3, 4等の後でも通常の単数生格が用いられている。

6. 3. 2 女性名詞

現代ロシア語に於いて、数詞に伴う特別な単数生格を持つ女性名詞は以下の 2語

のみである。両者ともCC型アクセントに属し、以下に記すようなフレーズに於い

て、複数主格（あるいは対格）と同形の単数生格を有する。これらの形は数格とみ

なされないことも多い。

CTOpOHa 方向

ヽ

meKa 頬

， 
no o6e CTOPOHbl. 咽ero

～の両側に (noo6e CTOPO曲とも）

HJlTH Ha see'II刃岬eCiOPOHbl. 

どこへでも好きなところへ行く、うせる

（ Ha see'leThlJ)e CTOPOHblとも）

eCTb/ynJieTaTb/ynHCblBaTb 3a o6e威KU

（両方の頬を膨らまして）がつがつ食べる

sa o6e皿e回とも）

かつては pyKa,Horaも上記 2語と同様の数格を有し、 o6ePYKII, o6e Horn等

と発音されたが、現在では両者の数格は消滅し、通常の単数生格を持つ o6ePYKH, 

o6e HorHが支配的になっている。
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第1I章形容詞

1. 概説

現代ロシア語の形容詞は意味の上から性質形容詞と関係形容詞に分かたれ、その

前者（原級）のほとんどが長語尾及び短語尾の 2系列の形を持つ。いわゆる物主形

容詞は扱わない。形容詞比較級及び最上級については語形成も含めて 1. 3で概略

する。形容詞長語尾は全ての性数格に従っての変化形を有し（ただし複数では性の

区別を失う）、名詞付加的或は定語的 (KpacusaJT』esymKa) にも、述語的 ()lesy皿 a

KpacusaJT.) にも用いられうるが、現代ロシア語の形容詞短語尾は格を持たず（主

格のみ）専ら述語的 ()lesymKa Kpacuaa. >に用いられる。述語として用いられる長

語尾と短語尾の差異については触れない。形容詞のアクセントは長語尾と短語尾と

を別々に考えておく方が遥かに簡単になる。形容詞全体のアクセント型を記す際に

は長語尾のアクセント型の記号と短語尾のアクセント型の記号とを並べて記す。

1. 1 形容詞長語尾

事物の性質を表す性質形容詞は原則として長語尾と短語尾の両形を持つが、事物

との関係を示し、当該事物を表す名詞などから派生した関係形容詞は長語尾のみを

持つ。ロシア語に非常に多い—CKUH -CKOH型の形容詞はことごとく関係形容詞で

ある。

以下の短語尾の説明の際により詳しく述べることとなろうが、ロシア語の形容詞

は本来の形が現代ロシア語の短語尾に当たる形であって、長語尾はこの短語尾に当

たる形の後ろに 3人称の人称代名詞を付けてあたかも定冠詞が付いているかのよう

に限定性を表したものであった。現代ロシア語では本来の形容詞の部分と代名詞の

部分が融合し、或は改変を加えられている。このように形容詞長語尾は本来の形容
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詞から考えれば2次的な派生した形であるが、現代ロシア語では短語尾よりむしろ

長語尾の方が基本的な形と解釈され、辞書でも見出し語としての代表の形を長語尾

男性単数主格に定めている。もちろん長語尾本来の限定的な意味は今のロシア語で

は失われている。

形容詞長語尾は語形変化するに従ってアクセントの位置を変えることはない。形

容詞長語尾のアクセント型は語幹固定アクセント型（すなわち A型）と語尾固定ア

クセント型 (B型）との二つだけである。 <l>e邸 H皿 aの統計によると A型に属す形

容詞は14150語、 B型に属す形容詞は960語であって両者のうち支配的なのはもちろ

ん全体の94%近くを占める A型である。

A型：語幹固定アクセント

念のために変化表を記しておく。単数の男性形と中性形は共通の変化形が多

いので中性形を下表のように男性形の隣に記した。男性単数対格と複数対格は

当該の形容詞が修飾する名詞の性質（活動体か不活動体か）によって決まるの

で慣用に従って下表のような表記にしておいた。軟変化の表は省略する。

男性 中性 女性 複数

主格 KpaヽCHblU 
ヽ ヽ ヽ

Kpacttoe KpacttaH KpaCHbie 

生格
ヽ

Kpa， CHOB 
ヽ

Kpacttoro KpaCHbIX 

与格
ヽ

KpaヽCHOH 
ヽ

KpaCHOMY KpaCHb!M 

対格 ＝主／生
ヽ ヽ

＝主／生Kpacttoe KpaCHYIO 

造格
ヽ

KpaヽCHOH 
ヽ

KpaCHbIM KpacH皿 H

前置格
ヽ

KpaヽCHOH 
ヽ

KPaCHOM KpacHblX 
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語幹に固定アクセントを有する A型にも HOB-blH, cTap-bIH, JKeH-cK-HU, 

CTY加H-'leCK-HU のように語根にアクセントを持つタイプの他、 c-qacT-JIHB-bIH,

6eJI-oBaT-bIH, Kpac-HB-blU のように語根に後続する接尾辞にアクセントを持つ

タイプ、 npかropo几一H-bIH のように接頭辞にアクセントを持つタイプなどがあ

る。詳細については省略する。

B型：語尾固定アクセント

B型アクセントを持つ形容詞長語尾のパラダイムを記しておく。長語尾で語

尾に固定アクセントを持つ形容詞は常に硬変化である。男性単数主格とそれに

等しい対格の語尾の形が—bl凡ではなくて—OH となる。 1)

男性 中性 女性 複数

主格 CM8DIHOヽH 
ヽ ヽ

CMe田Hoe CMe田HaSI CM8111Hbl8 

生格
ヽ

CMeIIIHOヽH 
ヽ

cMeJIIl-loro CMeIIIHbIX 

与格
ヽ

CMeIIIliOヽH 
ヽ

CMeDiliOMY CM81IlHblM 

対格 ＝主／生
ヽ ヽ

＝主／生cMe!IlHoe CMe田HYIO

造格
ヽ

CM8IDHOヽH 
ヽ

CMe田HbIM CM8IllH碑 H

前置格
ヽ

CMeIIIHOヽH， CM8IIIHOM CMeDIHbIX 

1)本来のロシア語の形容詞硬変化長語尾男性単数主格の語尾はアクセントの有無に

かかわらず—OH であった。例えば古くからある形容詞 HOBbIB を例に取ると、スラ

ブ祖語でのそれに当たる形容詞の短語尾男性単数は • IlOV'bであり、長語尾の形は

代名詞・ jb (>•H) を加えて・ IlOV'bjb となるが、実際には j の前でもの質が変
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y11aJ1b1R:y11aJ10H (剛胆な）， JI缶暉：JIIOT畑（凶暴な）， PY/lblH: PY /lOH (赤毛の），

XMeJibHbIH:xMeJlbHOH (酔った）のように長語尾に於いてA型と B型とのゆれを

持つ形容詞が少しある。

1. 2 形容詞短語尾

現代ロシア語の形容詞短語尾は格による語形変化を持たず、専ら主格のみで述語

的に用いられる。形容詞長語尾と短語尾とを比較すると、それらの使用頻度では長

語尾が優っていることは明かであり、両者のうち意味的に無標なのは長語尾となっ

ているが、形態的には短語尾のほうが無標項であることもまた明かである。ところ

がロシア語の辿った歴史を遡ってみると形容詞の本質的な基本形は短語尾のほうで

あって、上記のように長語尾は限定性を表すために作られた派生形であった。現代

ロシア語では格を持つのは長語尾だけといっても構わないが、実は短語尾もかつて

は格を持ち、名詞と全く同じように変化していたのである。長語尾形容詞がだんだ

んに広く用いられるようになって、短語尾の使用頻度が減少し、現在のような主従

逆転とでも言うべき状況に至った。しかしながら諺や古くからのイディオムの中に

形容詞短語尾の本来の語形変化が今日まで残っている場合が散見される。若干の例

を記しておく：

わってしまったと考えられている。故木村彰ー先生に倣ってこの位置での 1, 及び

bを「はりつめた」 （英語 tense,ロシア語 Hanp暉 eHHbIO)イェルと呼ぶことにし、

各々 iらと表記する。らしは各々 ht(y)H(i) との対立を失い、・novらjbは古代ス

ラブ語では HOB皿とも HOB'blH とも書かれることになる。さて、故佐々木秀夫先生

によるとロシア語の北部方言では 14世紀からアクセントに関わりなく形容詞長語

尾男性単数主格の語尾が・令jb から発達した—OH (すなわち—oii) になる。この

ロシア語本来の語尾はアクセントを持つときには保存されたが、アクセントが無い

ときには古代スラブ語を模した復古調の文語である教会スラブ語の表記法ーb!H が

採用されて今日に至っている。但しアクセントを持たないときの語尾—b川は —OH 

と書かれたときと同様に [ajJであったが、今では spellingpronunciationが発

達して、綴り通リに [lj]と発音されるようになってしまった。
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Emh a no恥 bITa, neif B no皿訊Ha,npoxuaemb aeK no noJitta. 

（腹は八分目に、酒は程々に、そうすれば長生きできる。）

OTKYlla cblp-6op 3arope恥冠

（どうして湿った松林が燃え出したのか。いったいどうしてこんなことに

なったのか。）

OT MaJia ,llO BeJIHKa （老いも若きも）
ヽ

maTaTbCH no 6e.J1y cse可 （さすらう） 1) 

cpe[lb [cpe雌J6匂allHH （白昼、まっぴるまに）
、、

Ha 6ocy Hory (裸足で） 2) 

no i:to6py, no 3llOPOBY ,..(順調である）

MaJI MaJia Me耶 me (小さな子がいっぱい）
ヽ

皿JI'leJIOBeK (おい、おまえ）

長語尾しかない形容詞があるように、短語尾しかない形容詞も若干ある： ropa紐

（上手だ）、 JII06(好きだ）、 pal{, pal{-pal{emetteK, pal{一pal{eXOHeK(うれしい） H 

T.l{. 形態的には対応する長語尾があっても、意味・用法上長語尾と短語尾が一致

しないものもある。このような形容詞短語尾にも長語尾が欠落しているとみなす：

KaJCoB (どんな）；KaKoaoR (廃語 =KaKOR) , TaKOB (そのような）； TaKOB00 (廃語

=TaK00) H T.L(. 「～過ぎる」の意味を持つ形容詞短語尾にも意味上対応する長語

尾の形が欠けている： BeJI郎（「大きすぎる」の意で）， l{JI如eH(「長すぎる」の意

で）， ICOPOTOK 3) (「短すぎる」の意で）， MaJI (「小さすぎる」の意で）， TeceH 

（窮屈だ」の意で）， yaeK(「狭すぎる」の意で），皿POK(「広すぎる」の意で） H 

T .L(• これらのアクセント型については後述する。

古い詩で用いられることのあった例えば JlymKHHの neqaJibHblTY暉（悲しげな黒

雲）、 POWHMO訊 a揺Bbl(黙せる茂み）のような用法はリズムと脚韻の要求に応じて

形容詞長語尾の語尾を一部取り去ったもので、短語尾ではないとみなされる。

1)今では長語尾を用いて maTclTbC51no 6eJJOMY CB8TYも可能。

2)今では Ha6ocy Horyが支配的になりつつあるようである。

3) ICOPOTOICは廃れつつあるのでここでは新しい形を記す。
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語幹が2つ以上の子音連続に終わる形容詞は短語尾男性単数形でそれらの子音の

間に母音 0 または e が挿入されることがある。このような母音を出没母音 (6er-

Jible r JiaCHbie) と呼ぶ。 1) 0 と e のどちらが選択されるかは、その先行の子音が硬

子音か軟子音かによって決定されるが、特に軟子音が硬化してしまった場合や類推

によって出没母音が挿入されたような例も多く、現代ロシア語の資料からだけでは

その正確な生起の条件付けと oと eとの選択の基準を示すことは困難である。他

の品詞についてと同様に出没母音を Q.~ と記す。

しかしここで扱ういわば基礎的な形容詞については次のような規則を立てること

ができ、その例外も比較的少数である：

1. 接尾辞ーHーを持つ形容詞は短語尾男性形でその前に eを挿入する 2)

例）‘ro.n O ,UHbIA-roJt O ll~H , H3 BeCTHbIA-H3 BeCTeH , c.n OlCHb頂ーCJIO:lKeH- -
q虹HbIA-qy阻H,.._,'IY庭H,'-lepHbIA-qep~H, yMHbrn-y嘔H 他多数

例外） cMemHoA-cMemoH, noJ1Hb1A-noJ10H 
3) 

1)出没母音は本来短い母音 (pe}lyUHPOBaHHble) であった t 及び b が弱い位置では

脱落し、強い位置では完全な母音 (rJiacm1enoJIHoro 06pa3oe狙郎）である 0 と e

に各々転じたことに起因する。詳細についてはここでは触れない。

2)現代ロシア語の形容詞を作る接尾辞ーHーは本来ーbHーであって、それに先行する

子音は軟子音であったが現代ではその先行子音のうち JI以外は短語尾男性形以外で

硬化してしま t つこ： }]OBOJlhHbl0-}]0BOJieH H T.}l. もちろん常に軟子音である R 'I m 

はこの位置でも硬化することはない。

3)lC m U は現代ロシア語では常に硬子音であるが、本来は軟子音であった。従って

CMeIIIHoR の短語尾男性形は CMem~H が期待される。ところがアクセントが第 2 音節

に落ちたため、 「軟子音十6十硬子音」が「軟子音十6十硬子音」となった変化を受

けて cMem2tt となった。ここでは e ではなく o と書かれている。 llOJIQ.H はその古

代ロシア語の形が n紅H'b であって、本来ならば短語尾男性形は•IlOJIH となるはず

であったが、その末尾の子音 H が接尾辞であるかのように解釈され、 現在の形が

できた。
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2. 接尾辞ーKーを持つ形容詞は短語尾男性形でその前に 0 を挿入するい

例）＇JIOBKIIH-JJOBOK Hll3KIIH-Hll30K, JKeCTKIIA-JKeCTOK, 「Jla}]KIIH-rJJa -. }]OK, - -
30PKH0-aopoK, M8P3KIIH-M8P30K, 6JJll3KIIH-6Jlll30K ＿ 他多数

ただしーKーの前に Hb があれば、これらを除いて e を挿入

60RK110-6o~K, ropbKHR-ropeK KJl8HKIIH-KJl88K, CTOBKIIH-CTOeK - -
例外） ‘ T冗 KIIH-TSIXeK 2l 

3. その他の形容詞には出没母音を挿入しない 3l 

例） necTpb1R-necTp, MepTBblH噴 卸TB' Kpyr JlblU-Kpyr JI. '{lfCTh頂一'{lfCT,

88TXHA-seTX, TP83Bb頂—TP83B, 可CKJI暉—可CKJI, 6blCTPbI8-6bICTp等

例外） ‘ JlOJI rHR-JlOJIOr TenJI皿—TeneJI, CB8TJibl8-ceeTeJI, KHCJI皿—KHCeJI_, - - _, 

B3POCJlbl8-B3poc (e)JI, XHTP皿—XHTep, mycTpblRーmycTep'OCTPbIR-- - -
OCTP または OCT~P, 3JIOか 30JI

1)現代ロシア語の形容詞を作る接尾辞ーKーは本来—1>K—であった。ただし軟子音

の後では b は b となる。

2)前ページの註3に記したように xは本来軟子音であるから T51XbK1>>TIIX~K とな

るのは本当は規則どおりである。

3)ここに挙げた語のほとんどは語幹末の子音連続の間に本来 1, b を持たない。従

って現代ロシア語の短語尾男性形でも出没母音を持たないのが正則である。例外と

した語には類推によって出没母音が生じた。 OCTp-ocT~P B3POCJI-B3POC~JI ではゆれ

があり、この過程がまだ進行中と考えられる。ただし BeTX と CBeT~JI はそれぞれ

B釘 X1>, CB訂 bJ('l, に遡るから両者とも出没母音を持つはずであるが、現代では類推

によって前者の出没母音は廃されている。 3JIOH-3QJI は 31,Jl'l, に遡り、出没母音は

規則通りである。 KHCJI皿—KHC~JI は K1,JCtJ11> に遡るから、現代語の短語尾男性の e 

は出没母音ではないが、 tと e の差が失われて出没母音と考えられるようになっ

た結果である。このように類推が働く場合が一様ではないのでロシア語の出没母音

は厄介なのである。
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形容詞短語尾は長語尾と異なり、移動アクセント型を持つ。即ち形容詞短語尾の

アクセント型は基本的に以下の 3つに分けられる。短語尾については男性単数、女

性単数、中性単数、複数の順序で記す。

A型：語幹固定アクセント
， 

setteH settHa Be'IHO seqHbl 

<l>e耶 HUHa の統計によると、短語尾を持つ形容詞11146語のうちのその約96%

以上を占める10750語が短語尾に於いてA型アクセントを持つ。 短語尾に於い

てA型アクセントを持つ形容詞は長語尾に於いても必ずA型アクセントを持つ

（以下ではAA型と略称される）。当然ながらこのアクセント型は非常に生産

的であり、新しく作られる形容詞のほとんど全てがこのアクセント型を持つよ

うになる。

B型：語尾固定アクセント

rap如 ropH⑬ ropH'lo ropH油

男性形では語尾がゼロであるため、仮アクセントが語幹に置かれる。 rop如

を例に取ると・ rap叩—り> rap如 と説明され、この語が常に語尾にアクセン

トを持っていることが判る。 <l>e,llHHHHa の統計によると短語尾に於いて B型ア

クセントを持つ語は 60語あることになっているが、その中にはもはや短語尾

に於いて B型アクセントが用いられない語や—eHHbIH に終わる被動形動詞過去

起源の形容詞までが含まれており、実質的にこのアクセント型の成員はずっと

少なくなる。筆者が以前に行った調査によると短語尾に於いて B型アクセント

に安定している語は僅か 19語であり、その他にゆれを持つ語まで含めてもそ

の数は46語のみであった。形容詞短語尾全体の中ではB型アクセントの占め

る割合は 1%にさえ遠く及ばない。従って短語尾に於ける B型アクセントは全

くと言っていいほど生産力を持たない。短語尾に於いて B型アクセントを持つ

形容詞の長語尾はA型アクセントを持つ（即ちAB型）ことも、 B型アクセン

トを持つ（即ち BB型）こともある。
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C型：移動アクセント

形容詞短語尾に於ける移動アクセントには以下の 3つの下位分類を設ける必

要がある。 1)

Cl型：女性形で語尾に、その他で語幹にアクセントを持つ
， ヽ

CbIT CbITa CblTO CbITbl 

C2型：女性形と中性形で語尾に、その他で語幹にアクセントを持つ
ヽ ヽ ヽ

CB8lK cseJKa CBeJKO CBe潔H

C3型：女性形と複数形で語尾に、その他で語幹にアクセントを持つ
ヽ ヽ ， ヽ

5IC8H SICHa 只CHO HCHbl 

一
上記3つの移動アクセント型のうち基本的かつ最も優位を占めるのはCl型

で、このタイプのアクセント型は形容詞短語尾のみならず動詞の過去形にも受

動分詞（被動形動詞）過去短語尾にも用いられる。但し後述するように、動詞

過去形及び受動分詞（被動形動詞）過去短語尾ではこれが唯一の移動アクセン

ト型であり、従ってそこではこのタイプのアクセント型を単にC型と呼ぶこと

になる。 H0PB細 IH, M畑H碑のような外来語までこのタイプに属すので、 Cl型

はある程度の生産力をも持つと言えるが、その安定性は悪く、筆者の調査によ

ると短語尾に於いてCl型アクセントを持つ形容詞31 4語のうち、 Cl型に

安定していたのは僅か40語であって、 11 8語がA形に転じる傾向を持ち、

1 3 3語が後述する C3型化しつつあって、残りの 23語がA型化と C3型化

の両方の傾向を持っている。但し以下ではそれらのうち頻度の高いものだけを

選んで記載してある。

C2型はほとんど対象語を持たない。 C2型は上記のB型と Cl型が混交し

た結果生じる過渡的存在のアクセントタイプであって、ここでは正確な分類の

ために記しておいたが、記憶する必要は今のところない。

C3型は比較的最近になって勢力を増してきた新しいアクセントタイプで、

生産力に富む。短語尾がCl型に属す形容詞の約半数がC3化したか、あるい

はC3化しつつあり、しばらくたてば形容詞短語尾の移動アクセントタイプ中

1)ここで用いる記号Cl,C2, C3は各々 <l>e邸 H血 a のC,C2, C1に、神山

(1985b)の C, b'' C' に相当する。
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囀枷

でCl型に代わってC3型が優勢になるかも知れない。

短語尾がC型に属している形容詞は長語尾に於いてA型あるいはB型アクセ

ントを持つ。

1. 3 比較級、最上級

ロシア語の形容詞の比較級と最上級の構成法は一律ではない。これらの形態のア

クセントを語るにはこれらの構成法を概略する必要があろう。

形容詞比較級は以下の4つの方法の何れかを用いて構成される。

1)形容詞原級の前に小詞 6oJiee(逆は蜘Hee)を加える方法

原則として全ての性質形容詞から作られうるが使用頻度はあまり高くない。

アクセントはもちろん原級のそれに等しい。

2) 語幹に接尾辞—ee (または—e0) を加える方法

ほとんどの性質形容詞から作られ、使用頻度は高い。アクセントは短語尾

女性に等しい。すなわち短語尾のアクセント型がB型あるいはC型であれば

アクセントは接尾辞—ee -eRに移る。

ICpacna暉； Kpac畑a(A型）； ICpac畑ee

CB8TJI皿； CBeTJia (B型）； CB0TJiee 

両MHhlR; my血 a(C型）； 11lY血 ee

3) 語幹に接尾辞—e を加える方法

少数の使用頻度の高い性質形容詞からのみ作られうる比較級である。語幹

末の子音が以下のように交替する。語幹末に接尾辞 ー(O)IC(-QIC) を持つ形

容詞ではこの接尾辞が脱落することも多い。これらの子音交替は実は表記に

は現れない接尾辞ーjー によって引き起こされている。子音交替の詳細につ

いては後述する第皿章動詞の 1. 1. 2を参照のこと。

r/x: cTpoヽr-uR 
ヽ

.uopor-0ヽ0 
ヽ

cTpox-e ]lopox-e 

K/q: MSiヽr-K-HH MSir-'1-e Jier-IC-HH Jier-q-e 

x/m: rnヽx-nR 
ヽ

cyx-oヽil 
ヽ

TH田一e CY田一e

叫x: TBep.ll-blH Taepx-e peヽn-K-Hii 
ヽ

pex-e 

T/'i: 6oraヽT-b頂 6oraヽ~-e KOPOT、-K-HH;KOpo、q-e 

3/x: 6JIHヽ3-IC-HA; 6JIHIヽ -e HHヽ3-K-HR 
ヽ

; H皿一e
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c/m: BbIC-OヽK-HB; 
， 

Bb皿e

CT/m: '1HヽCT-blH TOヽJICT-blH 
， 

9:ll田—e ToJim-e 

B/BJI: nemes-wu 
ヽ

L{emesJI-e 

以下の語は—e 型の比較級の溝成に際し接尾辞ーHーを失う。

Il03ll-H-bIH; n如JK-e (no311-H-eeもある）

形容詞の比較級を構成する際にはこれ以外の子音交替は生じないようであ

る。子音交替を伴わずにこの型の比較級を構成する形容詞は mup-oK-HH(比

較級 mup-e) のみである。この方法で作られた形容詞比較級は必ず語根にア

クセントを持つ。

4) 語幹に接尾辞—me を加える方法

この接尾辞によって比較級を構成する形容詞は非常に少数である。原級を

構成するために用いられた接尾辞ー (O)K 等は—me の前では用いられない。

尚ーmeの前には原則として軟子音がくるが、 p は硬化してしまう。このタ

イプの比較級も必ず語根にアクセントを持つ。別な語根を用いる補充法によ

るものも含めて代表的な例を示す：

}lOヽJirHA 
ヽ ヽ

,llOJibme }lOJiee 

TOヽHKHH 
ヽ

TOHbme 

60JibfilOヽH 6oヽJibme 60ヽJ1ee 

paヽHHHH 
ヽ ヽ

paHbme pattee 

ヽ ヽ

11aJieKHH 11aJibme ,llaJiee 

CTaヽpbIH 
ヽ

cTapme 

MaヽJieHbKHH 
ヽ ヽ

Mettbme Mettee 

xopoヽmuA 
ヽ

JIY呵 e

-me と—ee の二つの比較級を持つものについては前者が一般的であり、

後者は文語的であったり、用法が異なったりする。上記 CT卸皿と CTapme

は原級と比較級のペアではなくなっている。

形容詞最上級は以下の 2つの方法で作られる。

1)定代名詞 ca郎団あるいは副詞 HaH6oJieeを原級の前に付け加える方法

全ての性質形容詞から作られる。アクセントはもちろん原級のそれに同じ
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である。

2) 語幹に接尾辞—eiim-/-aiimーを付け加える方法

一般的には接尾辞ーeiim—が用いられるが、語幹が r K X で終わる場合は

それぞれ :t:q m に交替し、最上級の接尾辞には -aiimーを用いる。原級が短

語尾でB型あるいは C型アクセントを持てば、最上級では—eiim-/-aiimー が

アクセントを獲得する。すなわち短語尾女性形が語尾にアクセントを持てば

-eeに終わる比較級も最上級も接尾辞にアクセントを移動させると考えてよ

い。原級の短語尾がA型アクセントを持てば比較級も最上級も語幹アクセン

トを保持する。若干の例を記す：

6eヽnH-hlH 6e}]H-a 6e}lH全e 6e}lH-eHm-H0 

B灼ヽCH-blH 
ヽ ヽ

B灼 CH-e，0m-HH BKYCH-a BKYCH-ee 

Kpacuヽs-b頂
ヽ ヽ

KpaCHヽB-e8m-H0 KpacnB-a Kpacus-ee 

KPYヽilH-b頂
ヽ ヽ

KP四H-eヽum-uu Kpyrrn-a KP畑—ee

T51JK匂—bIH
ヽ ヽ

T頭 eJI-eヽu-m-uu -T511Ce.JI-a TsuceJJ-ee 

BblC-QヽK-HH 
ヽ

(Bbllilヽ -e) BbIC-OK-a BbJC-o¥J-a8m-HH 

l!CaヽpK-HH 
ヽ

(xapq-e) xaptJ-aヽ8m-u0 JICapK-a 

JlerK-HH 
ヽ

JierK-a (Jieヽr~-e) Jierq-aヽ血—HA

CTpoヽr-HH 
ヽ

(cTpo)K-e) CTPO窟一aヽ0m-n0 cTpor-a 

rn虞 x-u0 
ヽ

(Tuヽm-e> T皿—aヽ血—HRTUX-a 

peヽn-K-HH 
ヽ

(pe， x-e) pen-q-aヽum-110 pen-K-a 

TOヽH-K-00 
ヽ

(TOヽHb-me) TOH-q-aヽ0m-H0 TOH-K-a 

ごく希に最上級でも接尾辞ー(O)K を失うものがある。

6揺3-K-HR
ヽ

6JJR3-K-a <6JinJK-e) 6JIHJK-a0m-H0 

ヽ

HH3-K-HR 
， 

Hll3-K-a 
ヽ

(HHJK-e) 
ヽ

H瞑—a血—""

以上のようにアクセントが変わる可能性のある—ee/-eR に終わる比較級と接尾

辞—eRm-/-aRmーを持つ単一最上級のアクセントは短語尾のアクセントから導かれる

ことになり、個々に記載する必要はなくなる。
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2 . 形容詞のアクセント型

以上より個々の形容詞のアクセント型は上記の 2つの記号を重ねることによって

表示されることになる。例えば xopom皿 という形容詞は長語尾で常に語幹にアク

セントを持つのでA型、短語尾では xopom, xopoma, xopom6, xopo血 というよう

に常に語尾にアクセントを持つ（もちろん男性形では語尾がゼロであるため仮アク

セントが語幹にある）のでB型となり、これを合わせてAB型というように表記す

る。併記された記号のうち前者が長語尾のアクセント型を示し、後者が短語尾のア

クセント型を表す。長語尾にA、Bの2種類のアクセント型が、短語尾にはA, B, 

Cl, C2, C3の5つのアクセント型があるので、合計すると 10種のアクセン

ト型があるはずだが、実際にはBA型と BC2型は存在しない。

形容詞のアクセント型はこれだけだが、個々の形容詞の（特に短語尾の）アクセ

ント型を記憶するのは容易ではない。それに加えて、個々の形容詞の属すアクセン

ト型にはかなりのゆれが認められ、記憶は一層困難になる。既存の露和辞典のみに

頼ると、記述の不備や語謬が散見される場合もあるので危険である。できれば正音

法辞典紐狙ecoe(1983)等を参照するのが賢明であろう。

2. 1 AA型アクセント

長語尾でも短語尾でも常にアクセントが語幹に落ちるパターンである。形容詞全

体の 94パーセントがこの型に属す。教育的見地からするとこの型に属す形容詞を

ー語ー語記憶する必要はない。

本来AA型アクセントを持っていた語が他の型に転じることはまずないといって

よいが、その逆、即ち他のアクセント型をもつ形容詞が最も生産的なAA型に移行

することはしばしば起こる。例えば町npeHbIU(難しい）はもと AB型であったが、

現代ロシア語では完全にAA型化した。い上述のようにAC型アクセントも持つ形

1) しかし前述のように—ee に終わる比較級原則としては短語尾女性形のアクセン

卜位置を保持するので、古いAB型アクセントは YTpOaeqepa MYJIPeHee. (夜より

も朝の方が頭が冴えているものだ）という諺に保存されていると考えられる。
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容詞の約4割がAA型に転じる傾向を持つ。 下に記した語のうち特に BJlclCTH皿

（高圧的）、 ryJIK皿（響きわたる）、釦皿（若い）は既にほぽ完全にAA型化して

いると言ってよい。 BC型アクセントを持つ形容詞 6oc畑（裸足の）にも俗語では

AA型アクセントを持つ異形態 60Cbi9が存在する。 1)

2. 2 AB型アクセント

長語尾では常に語幹にアクセントを持つが、短語尾では常にアクセントが語尾に

あるアクセントパターンである。短語尾男性形では語尾がゼロになるため、仮アク

セントが語幹に落ちる。語幹末に子音連続を持つ形容詞は短語尾男性形で出没母音

o eを生ずることもある。慣用に従い、形容詞の代表の形として長語尾男性単数主

格の形を用いるが、出没母音を伴う場合には代表の形の次に短語尾男性形を記して

おく。

AB型に安定している形容詞は以下の 7語のみである。この他に毛HHb川 に終わ

る被動形動詞過去起源の形容詞がかなりあるが省略する。

rop51ヽ'1H0 

3llOPOヽBb頂

OヽCTP皿 OCT~P 

paヽa呻
ヽ

paB~H 

T暉釦lblH

XOPOヽIIlHU 

ヽ

皿 POKH0

熱い

たくましい

機知に富む

等しい

重い

良い

広すぎる

「健康な」はAA型

「鋭い」はACl型

「広い」はAB,..._,ACl

l)BC型に属す p涌魂 の短語尾もA型となることがあり、民話に次のようなフレ

ーズがある：

揺JIR-6血enen na 6祁a,

（昔々あるところにおじいさんとおばあさんがありました）

6bLJla y HHX灼po収 apH6a. _:._ -こ＿＿こ＿

（斑の鶏を飼っていました）

第 1行は弱強格 (xopeH)、第 2行は弱強弱格 (aM仰 6paxuH) である。
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かつてAB型と AC型のゆれを持っていたが、今ではAB型アクセントが優勢と

なっている形容詞を記す。これらは右の欄に記すホモニムとの弁別をするためAB

型アクセント化したと考えられる。

却IHヽHHblH ll.JIUH~H 長すぎる

KOPO， TKUH 
ヽ

短すぎるKOPOTQK 

MepTB皿 生気の無い

0ヽ6皿頂 抽象的

IlOヽJIH暉
ヽ

満ちたOOJIOH 

CBeヽTJI皿 CB0T一0JI 明るい
，， 

TeMJ皿 Te．． M一eH 暗い

Tem皿 Tea一eJI 暖かい

TeヽCH暉
ヽ

窮屈すぎるTecett 

Yヽ3KHH 
ヽ

狭すぎるY3QK 

qepHb頂 'le．． pett 黒い

「長い」はAC1----AC3

「短い」はACl

「死んだ」はACl

「一般的」はACl

「太った」はAC1----AC3

「窮屈な」はAC1-----AC3

「狭い」はACl

以下の形容詞はAB型アクセントを持つが、 ACl型の使用も可能である。

6eヽJI碑 白い

BblCOヽKHH 高い

rJiy6oヽKHii 深い

lla.JleKHR 遠い

YヽMI皿 y咤H 聡明な

XHTPblH XHT~P ずるい

皿 POヽKHH 広い

AB型に属すがAC2型も許容されている形容詞は以下の 2語である。

．． 
JierICHH 

．． 
JieroIC 

ヽ

cse:imu 

2. 3 AC型アクセント

軽い、簡単な

新鮮な

形容詞のアクセント型ではACl型はAA型についで生産性を持つアクセント型

である。しかし安定しているものは少数で、 AA型、あるいはAC3型と競合関係

にある場合がほとんどである。
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2. 3. 1 AC 1型安定

長語尾で語幹、短語尾女性形で語尾、それ以外の短語尾で語幹にあるアクセント

すなわち ACl型に属す形容詞は筆者の調査だと全部で 25 8語に上り、 AA型に

続く 2番目の多くの対象語を有するアクセント型ではあるが、 AC1型アクセント

に安定しているのは少数で、本書の記載範囲では高々下記の 20語のみである。

nemeBblH 

JI丘CbIH

JI如皿

H血皿

66皿頂

OCTPblH 

nO}lJlbIU 

ヽ

nocTH皿

ヽ

cepbIU 

， 
CHHHH 

ヽ

CKOPb頂

cnopbl0 

， 
CTbllIHblH 

ヽ

CbITHblH 

ヽ

CbITblH 

ヽ

TOIIIHblH 

ヽ

TO皿頂

ヽ

TYXJlbIH 

ヽ

ueJiblH 

ヽ

皿 6K"H

11emes 値段が安い

禿の

凶暴な ,__ JIIOTOヽH B C 1 

乞食の

一般的 「抽象的」はAB

OCT~P 鋭い 「機知に富む」はAB

OCTP 

卑劣な
ヽ

植物性のnocT一eH 

灰色の 副詞は cepo,..__, cepo 

青い

速い

すばやい

ヽ

恥ずかしいCTbl}l~H 

ヽ

お腹の一杯になるCbIT8H 

満腹の

ヽ

吐き気を起こさせるTomeH 

痩せこけた

腐臭のする

全部の、完全な

mHヽ6一0K 迅速な

2. 3. 2 ACl型---AA型

ACl型アクセントを持つ形容詞全語のうち約半数を占める 14 1語がAA型ア

クセントに転じる傾向を持っている。ただしそれらのうち 23語は次項2. 3. 3 
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で述べる AC3型化の傾向を合わせ持っため、これらの 23語は別に 2. 3. 4に

記した。残り 11 8語のうちここに列挙するのは以下の 89語である。

aJibIH 赤い

6紐Hbl0 6匹H 血の気の多い

6ypHbIH 6yp~H 嵐の

6yヽpbIU 褐色の

Ba“ JIKUii 
ヽ

不安定なBaJl一OK 

B8JIH“ KHH 偉大な

BePTKHH BePTQK すばしっこい

BeヽTXUH 古ぽけた

B3POCJlblH B3POC~JI 大人の 短語尾まれ、現今では主にAA

B3pOCJI 

BHヽ.lIHbIU BH阻H 立派な 「見える」はAC1-AC3

BJiaヽCTIIblH 
ヽ

高圧的BJiaCTeH 

B只ヽ3KHH B5130K 粘る

raヽ)lKHA 
ヽ

不快なranQK 

rJiaヽllKHR 
ヽ

滑らかなrJiall,QK 

rHeヽBHblH rttea一ett 怒りの

rpOヽMKHH 
ヽ

（声の）大きいrpOMQK 

ryヽJIKHH 
ヽ

響きわたるryJIQK 

llHヽBHbIH 
ヽ

驚くべき、すばらしいlllfB一eH 

.llOヽXJlblH くたばった

llP0ヽ6HblH llP0ヽ6~H 細分された

JlPH6Jlbnt 萎びた

xeCTOヽKHH 残酷な

籾ヽTKH0 
ヽ

不気味な籾 TQK

30ヽPKH0 
ヽ

めざとい30PQK 

3P8ヽJiblH 熟した

3blヽ6KHH 3bヽl6一0K 不安定な、頼りない

KJleヽHKHH 
ヽ

ねばつくKJieeK 
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ヽ

KOBKHH 

ヽ

KOJIKHH 

. 
KpaTKHH 

ヽ

KPOTKHH 

ヽ

JI狐 HblH

ヽ

JIHUKHH 

ヽ

JIOMKHH 

ヽ

JIIO岬 R

ヽ

MapKH0 

ヽ

Mep3KU0 

ヽ

MUPHb10 

ヽ

MO血bl0

ヽ

MblJIKU0 

ヽ

uarJINR 

ヽ

HePBHblR 

ヽ

HOCKH0 

ヽ

OJiaBKH0 

ヽ

nJiaBH皿

ヽ

IlJIOCKHH 

ヽ

nom皿

ヽ

IlOIIIJlblH 

ヽ

IlYXJibIR 

ヽ

[1b)JIKH0 

ヽ

[1b)JlbH皿

ヽ

Pb匹 t
ヽ

PbIXJlblH 

KOBOK 
一

ヽ

KOJIOK 

ヽ

KpaTOK 

ヽ

KPOTOK 

一ヽ

Jla[IEぅH

一ヽ

JllfnOK 

ヽ

Jll'lMOK 
一

ヽ

JII0}]8H 

一ヽ

MapoK 

， 
Mep30K 

ヽ

MHpeH 

ヽ

Monett 

ヽ

MbLJIOK 

一

HBPB~H 

’ 
HOCOIC 

一
ヽ

IlJiaBOK 

， 
□JlaBeH 

ヽ

IlJIOCOK 
一

ヽ

noTeH 

一

ヽ

□bLJIOK 
ヽ

Ilbl.JleH 

一

、、
cno6H暉 cno6ett

一ヽ

CUBblil 

ヽ

CU3blil 

ヽ

CUilJlblU 

（金属について）鍛えやすい

刺のある

短い

おとなしい

かっこいい、よろしい

ねばつく

もろい

人の多い

よごれやすい

忌まわしい

平和の

流行の

泡立ちのよい

厚かましい

神経質な

丈夫な

溶けやすい

流れるような

平らな

汗ばんだ

俗悪な

ふっくらした

燃えるような

ほこりっぽい

赤毛の

もろい、杜撰な

（パンについて）甘い味の付いている

あし毛の

灰青色の

ハスキーな
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ヽ

CKJia}lHbI0 

、 、
CKOJlb3KHH CKOJlb30K 滑りやすい

ヽ

CJlaBHhlR 

ヽ

CJiaJlKUR 

ヽ

CMYTHblH 

ヽ

CTaTHblH 

ヽ

CTOHKHH 

ヽ

CTpaHHblH 

CTpaCTHbIA CTP<lCT~H 情熱的な

cxo皿皿 CXOLI~H 手ごろな、お買得の 「類似の」はAA
， 

TepnKHR 

ヽ

TOMHb10 

ヽ

TOilKHH 

ヽ

TPHCKH0 

ヽ

XBaTKHA 

ヽ

XBOPbIH 

ヽ

XHJiblH 

XJleCTKHlf 

ヽ

XMYPb10 

X0.1IKH0 

ヽ

XP血 Jib頂

ヽ

XPYDKH0 

ヽ

ueJibHblH 

ヽ

U8HHb10 

ヽ

uenKHR 

ヽ

tfaCThI0 

屯さfKHR

ヽ

tfHHH皿

ヽ

maTKHH 

ヽ

CKJia}l~H 

H

K

 

e
-
0
-

B

l

l

 

、
a
、
a

J
I
J
l
 

c

c

 ヽ

CMYTeH 

一ヽ

CTaTeH 

ヽ

CTOeK 

ヽ

CTP狙 eH
一

k
 

O
I
 

H
 

n
e
-

P

M

 

、
e
、0

T

T

 
ヽ

TOilOK 

， 
TP51COK 

一
ヽ

XBaTOIC 

．． 
XJieCTOK 

― 
ヽ

XOllOK 

一

XPYIIQK 

ヽ

ueJieH 

ヽ

ueHeH 
一

ヽ

uenoK 

一

l:feTOK 

ヽ

tfHHeH 

一

均整の取れた

誉れ高い、すばらしい

甘い

おぽろげな

かっこいい

頑強な

変な

ヽ

maTOK 

ヽ

町 IlJlb頂

渋い

ものうげな

ぬかるみの

がたつく

握力の強い、呑込みの速い

病気の

ひ弱な

辛らつな

不機嫌な

スピードの速い、よく売れる

しやがれ声の

もろい

きのままの、一貫した

貴重な

握力の強い、不屈の

密な、頻繁な

明瞭な

礼儀正しい

ぐらついている

ひ弱な
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ヽ

IOHbIH 

“ IOPKBH k
 

0
1
 

p
 

、IO

若い

すばしっこい

2. 3. 3 AC 1型-----AC3型

ACl型アクセントを持つ形容詞のうち AC3型とのゆれを持つ語はその約半数

の12 9語である。そのうち 23語がAC3型化と AA型化の両傾向を持つ。ここ

に記すのは残り 10 6, 語のうち 10 5語である。 ACl型から AA型に転じる傾向

を持つ形容詞の使用頻度がやや低いのに反して、 ACl型からAC3型に転じる傾

向を持つ形容詞は相当使用頻度が高い点が注目に価する。

釦 HbIH 6e}l~H 貧しい、乏しい

6JI0}]H暉 6Jie}l~H 青白い

6JIH31CHH 6JIH301C 近い
ヽ

60,llPblH 

ヽ

6oitKHH 

ヽ

BalCHblH 

ヽ

aepHbIH 

aec虹bIH

ヽ

BH皿 IH

ヽ

BKYCHbIH 

ヽ

80.llbHb頂

ヽ

ape呻 IH

ヽ

r.11ym頂

ヽ

ro.110血bIH

ヽ

ro.11b頂

ヽ

rop}lbIH 

ヽ

6oeK 

ヽ

eaxceH 
一

ヽ

eepeH 
一ヽ

eeceJI 
一ヽ

BHlleH -
ヽ

BKyceH 

ヽ

BOJ18H 

ヽ

spe)leH 

ヽ

fOJIO几~H

、、
ropbKH0 ropeK 

一
ヽ

rpeI11Hb1R rpem~H 
ヽ

rpy6bi0 

ヽ

rpy3HblH rpy3~H 

元気いっぱいの

活発な

重要な

正確な

うららかな

見える

おいしい

自由な

有毒な

馬鹿な

空腹の

裸の

誇り高い

苦い

罪深い

粗野な

かさばる

「立派な」はAC1,..._,AA 

「ごめんなさい」はりB

、、
rpyCTHblH rpycTeH 悲しい

一
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rp51ヽ3HbIH 
ヽ

きたないrp釈3~H

}leヽP3KH0 
ヽ

厚かましい、大胆なll8P3QK 

)lHヽKHH 野蛮な

且JIHヽHHblH ,llJIHH一8H 長い 「長すぎる」はAB

l{06pbI0 善良な

llOヽJlrHA }lOJIQr 時間的に長い

.llPY≫lblH ヽ

ヽ

仲のよいllP~~H 

瓜，r111Hbl0 
ヽ

蒸し暑い叩~H

血ヽ寛 i たくましい

xaヽw皿 ヽ

貪欲なJKall~H 

xaヽpKHH 
ヽ

暑いxapQIC 

]Ce.JI呻 黄色い

皿ヽPH皿 DIP~H 油っぽい

seJ1eHblA 
ヽ

緑のaeJi一eH 

KHヽCJI皿
ヽ

酸っぱいKHC一eJI 

KOPOヽTKHH 
ヽ

短い 「短すぎる」はABKOPOT.QK 

Kpaヽcm雌
ヽ

赤い 但し rosopnThKpactto Kpac~H 

KpeヽnKH8 
ヽ

堅いKPSilQK 

KpyヽrJiblA 丸い

KP如呻
ヽ

大きなKPYil~H 

JIO， BKHH 
ヽ

巧みな、器用なJIOB一OK 

MeヽJIKHH 
ヽ

細かいMeJIOK 

簸 J)TBb頂 死んだ

MHヽJI皿 愛しい

MOヽKP暉 濡れた

MOヽ皿田姐
ヽ

強力なMOfil~H 

Mpa． 呻 IH
ヽ

闇のMpa'tf~H 

町ヽ.llPb頂 賢い

MYヽTI皿
ヽ

濁ったMYT!ZH 

MSiヽrKHH 
ヽ

柔らかいMSir一OIC 
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HeヽJICHblH 
ヽ

優しい、優美なHe窯eH

HH3KH0 
ヽ

低いHH30K 

HOヽBbl0 新しい

HYヽ11Hb10 
， 

退屈なHYll~H 

HYヽ:lKHblU HYJK~H 必要な

neCTPblH まだらの

IlJIOヽTHblH 
ヽ

密なIlJIOT一eH 

nOヽJIHblH 
ヽ

太った 「満ちた」はABIlOJIO一H 

npaヽBblH 正しい

npoヽ屯 皿
~ヽ

頑丈なnpott~H 

IlbヽIIIIH皿
ヽ

ふかふかしたIlbJDl~H 

Ilbfillヽ bIH 酔った

peヽ3BblH 腕白な

peヽsKUH 
ヽ

激しいpe3QK 

poヽ6KHH poヽ6oK 小心な

POヽBHblH 
ヽ

平らな、一様な 但し Hepo函 H qac POB~H 

CHヽJibHb頂 CHJi一eH 強い
ヽ

CHJI一8H 

CKBeヽpHbIH 
ヽ

醜悪なCKBep~H 

CKPOヽMHblH CKPOM~H 謙遜な

CKYヽlIHbIH 
， 

不十分なCKYLl~H 

CKYヽ¥fHbIR 
ヽ

退屈なCKY'l~H 

c註6暉 弱し‘

CJIOヽ)KHbIH 
ヽ

複雑なCJIO)l{eH 

CJibヽIIIIlibIH 
ヽ

聞こえるCJlb皿一eH 

CMeヽJiblH 大胆な

CMHヽPHbIH 
ヽ

大人しいCMHP~H 

CMYヽrJiblU 浅黒い

COJleHblH 塩辛い 短尾 ca.JloHca.JlaHa ca.JlaHa 

CO， 'IHblH 
ヽ

水気の多いC09eH 
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cneヽJiblH 熟した

CTaヽpb!H 古い、歳をとった

CTpaヽDIHbIR 
， 

恐ろしいCT])aill~H 

cTpoヽr皿 厳しい

CTp0ヽ0Hbl0 
ヽ

スタイルのよいCTPO~H 

TBepl}blU 硬い

T8ヽCHbll1 TeceH 窮屈な

THヽXHH 静かな

TOヽJICTblH 太い、太った

TOヽHKHH 
ヽ

細(、TOHOK 

TOヽ屯呻
ヽ

正確なTO'l一eH 

TPYヽ瓜ib頂
ヽ

困難なTPY.ll~H 

Wヽ呻川
ヽ

肥沃なn内~H

T匹ヽHU 
ヽ

重い、骨の折れるTIII一8K 

y}laヽJibl8 命知らずの ---y,llaJ10ヽR BC 1 ......., B C 3 

Yヽ3KH0 
ヽ

狭いY3QK 

XOJIOヽLIHNH 
ヽ

寒い、冷たいXOJIO}l~H 

'lepCTBb頂 ひからびた

qeヽcTI-lb頂
ヽ

正直な'18CT一8H 

'fHヽCTb頂 清潔な

＂ヽ 虞瓜直 無関係の

IIlYヽMI皿 lllYM~H うるさい

直Y‘CTP暉 mycTfP すばしこい

田eヽlJpb頂 気前のいい

S'IヽCH皿
ヽ

明るい、明白なHC一eH 

2. 3. 4 ACl型-AC3型......,AA型

ACl型から AC3型に転じる傾向と AA型に転じる傾向の両方を持つ形容詞は

筆者が調査した限りでは以下に記す 23語のみである。
ヽ

6bICTP皿 速い
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BJI aヽ:lKHblR 
ヽ

湿ったBJIU一eH 

rHヽ6KHH rH， 60一K 柔軟な

rHYCHblQ 
ヽ

忌まわしいr町C~H

roヽ皿b!H
， 

適する、役立つron~H 

ヽ

恐るべきrp03Hbi0 rpo3~H 

e， ll,KI-IH 
ヽ

刺激のある、辛辣なe)l一OK 

lCaヽJIKHH 
ヽ

哀れなJKaJIOK 

lCeCTKH8 JKe.. CT一OK 堅い

皿，}lKHH 
ヽ

液状の、希薄な皿 LIQK

ヽ ヽ

響く3BOHKI-IH 3BOH一OK 

3BYヽ叩皿 3BY'I~H 響きのよい

3HaヽTIIbIH SHaTeH 高貴な、著名な、すばらしい

M8， TKU8 
ヽ

狙いの正確なMeT一OK 

npecHbm npec~H 塩分を含まない、気の抜けた

IlPbITKHll 
ヽ

敏捷なIlPbIT2K 

PSlIKHH penQK 希な

CKJIOヽHHbr0 
ヽ

適性を持つ、傾向のあるCKJIOHeH 

ヽ

しらふのTpe3B皿

ヽ

くすんだTYCKJlbllt 

xpa6p皿 勇敢な
ヽ

敏感な'{yTKBH t{yT笠

只，PKHH 
ヽ

鮮明なSIP一OK 

2. 4 BB型アクセント

BB型アクセントに安定しているのは以下の 5語である。ただし 3JI08 の短語尾

は 30JI 3Jia 3JIO 3JIH と単音節語となるのでAA型アクセントを持つといっても構

わない。形容詞のBB型アクセントは減少の一途を辿っており、 2. 5に記した語

のうち noporou, .UP皿 HOH, JlYPHOH, IIPOCTOH, IIPSIMOH, y.[laJio8 はかつて BB型ア

クセントを持っていたが、今ではBC型に転じている。



60JJbHOヽii 6o， Ji一eH 

3JIOH 30JI 

CMeIIIHOヽH 
ヽ

cMem一oH 

XM8JlbHOヽH XMeJi一e.. H 

ヽ

XMeJi一eH 

9YnHoヽH 
ヽ

'IYJl~H 

qy唸H

2. 5 BC型アクセント

2. 5. 1 BCl型安定

第II章形容詞 127 

病んでいる 副詞・述語としてはfiOJlbHO

悪い

おかしい

酔っぱらった

奇妙な 'I'/ }lHbIH 「絶妙な」はACl

ACl型に安定している形容詞が比較的少数だったのと同様にBCl型アクセン

トに安定しているのも筆者の調査では僅か 14語であった。それらのうち使用頻度

の高い 12語を記す。
ヽ

6JJaro0 

ヽ

6ocou 

ヽ

noporou 

ヽ

皿 BOU

ヽ

虹 anon

ヽ

Haran 

， 
nopor 

善の

裸足の

貴重な

生きている、生き生きしている

若い

裸の
ヽ

HeMOH おしの
、、

pa3BllTOH pa3BllT 発達した
ヽ

CBSITOH 神聖な
ヽ

CblPOH 湿った

XOJIOCTOH XOJIOCT (男について）独身の

ヽ

XPOMOH びっこの

2. 5. 2 BC1-----BC3 

ACl型アクセントを持つ形容詞がAC3型に転じる傾向を持つ現象とパラレル

にBCl型も BC3型に転じる傾向を持つ。対象語23語全部を記す。

ヽ

rJiyxo0 

ヽ

rHUJI00 

つんぽの

腐った
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rycToヽ0 濃い、うっそうたる

JlP叩 HOH
ヽ

ろくでもないllPSlH~H 

JlYPHOヽH llYP~H 悪い
ヽ

叩P~H

KOCOヽH 斜めの

KPHBOヽH 曲がった

KPYTOヽH 険しい

JIHXOヽU 大胆な；意地の悪い
ヽ

若いMOJIOllOU MOJIQ!I 

nJIOXOヽH 悪い

IlPOCTO， H 単純な

IlP51M0ヽ0 まっすぐな

IlYCTOヽH 空っぽの

pst6oヽ0 斑の

cenoヽR 白髪の

CKyno， R けちな

cJienoヽu 盲の

cyxoヽ8 乾いた

可 roヽii ぴんと張った

TYDOヽH 鈍い

y}laJIOヽH 大胆な -ynaヽJibnt A C 1 -A C 3 

羽 llOヽH 悪い、痩せた

2. 6 0B型アクセント

長語尾の形がなく、短語尾だけB型アクセントを持つ形容詞を記す。
ヽ

BOJieH 

ヽ

rpemeH 
一

MaJI 

ヽ

BeJIUK 

BOJlbHa 

ヽ

rpe111Ha 

ヽ

MaJia 

BeJIUKa 

～する自由がある BOJlbHbIHはAC1......,AC3

すみません rpelllHbrnはAC1......,AC3

MaJleHbKHR (小さい）の短語尾代用

但しOTMa.Jia no seJI郎a (老いも若きも）

60JlbW00 (大きい）の短語尾代用
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第m章動詞

ロシア語の動詞は人称形態（不完了体現在形あるいは完了体末来形）、命令形、

過去形、 4種類の分詞（形動詞）＜副動詞等の形態を持ち、動詞のアクセントを整

理する際には、原則としてこれらの諸形態を別個に記述するのが得策である。動詞

の諸形態のアクセントの中で特に注意を要するのは、 1)人称形態、 2)過去形、

の二つであって、この両者のアクセント型を知ることによってその他の形態のアク

セント修得が格段に簡素化される。従ってここでは基礎となるその両者のアクセン

トを整理・記述した後で、それを基に動詞のその他の形態のアクセントを概観する

という形式を取った。アクセント型を記す際に用いる記号は他の品詞に於いて用い

たのと同じ A、B、Cの3つのアルファベットであり、それらの記号の意味すると

ころは根本的に他の品詞についてと同様である。ある動詞全体のアクセント型を記

す場合及び巻末の索引では、《¥IHTaTb A A》のように人称形態のアクセント型を示

すアルファベットと、過去形のアクセント型を示すアルファベットを並記する。

動詞のアクセントを効果的に修得するためには、初めに動詞諸形態の形態的構造

を知らねばならない。動詞の形態は他の独立語と同様に必ず語幹と語尾（ゼロを含

む）を持ち、語幹は必ず一つの語根を持つ。語根の前に付いて語根と共に語幹を溝

成する要素を接頭辞、語根の後ろに付いて語根と共に語幹を構成する要素を接尾辞

と呼ぶ。ーCH, -Te のように語尾のさらに後ろに付く要素も接尾辞の一種であるが、

特に後接辞と呼ぶこともある。動詞の人称形態と過去形に現れる後接辞は—CH ―Cb

のみであり、前者は子音で終わる語尾の後に、後者は母音で終わる語尾の後に用い

られる。アクセントは動詞の諸形態を形作る何れかの形態素の上に落ちるつ
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動詞の派生についても言及しておく必要があろう。接頭辞を持たない動詞（本源

動詞 HCXOllHhiit rJ1aroJ1 と呼ばれる）は原則として不完了体であり、このような基

本的な本源動詞に接頭辞を付けると完了体動詞が派生するが、これらの新しく作ら

れた完了体動詞は本源動詞の基本的意味を保持し、その活用語尾やアクセントは原

則として変わらない。例えば暉Tel.祁は接頭辞を持たない不完了体の本源動詞であ

って、これに色々な接頭辞を付けることによって、 「読む」という根本的意味は保

持しながらも、少しづつ意味の異なる完了体動詞が派生する。 sa-qHTa.Tb となると

「読み始める」とか「人の前で声を出して読む」の意味となり、 nepe-qHTcl.Tbだと

「読み返す」、 npo-qHTaTb だと「読み通す」等の多数の完了体動詞が派生する。

最後に出した npottHTcl.Tb は普通咄Ta昨 に対応する完了体とみなされる。これら

の接頭辞によって新しく作られた完了体動詞からさらに不完了体を作るためには語

根の後に付いて語幹を構成するのを助ける接尾辞を取り替える。 qHTaTb を形態素

に分析すると l!HT-a-Tb となり、語根の咄Tーに接尾辞—aー が付いて語幹を構成

しているが、例えば接頭辞付与によってできた完了体 npo-ttHT-a-Tb に対応する不

完了体は接尾辞をーbIBaーに取り替えて npo-'lHT-bIBa-Tb (繰り返し読み通す）とな

る。同様に他の接頭辞を付けた完了体動詞からも対応の不完了体が派生するのを原

則とするが、時に不完了体が派生されない場合もある。上記の 3訊 HTaTb を例に取

ると、 「人の前で声を出して読む」の意味では対応の不完了体 sa'IHTbIBaTbが形成

されるが、 「読み始める」の意味では不完了体は派生できなくなる。この過程を以

下のように図示しておく。

不完了体 完了体 不完了体

ヽ ヽ ヽ

'll!TaTb → npotJHTaTb → npoquTblBaTb 

(quT-a， -Tb) (npo-qHT-aヽ-Tb) (npo-':iH， T-b!Ba-Tb) 

aepe'IHTaヽTb 
ヽ

→ → nepe'IHThIBaTb 

(nepe-'-IHT-a-Tb) (nepe-qnT-bIBa-Tb) 

3a'IHTaヽTb 1 
ヽ

→ → aa'!HT皿 aTb

(3a-l!HT-aヽ-Tb) (3a-'1HヽT-b1Ba-Tb) 

→ 3a'IHTa， Tb 2 
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順序が逆になるが、さきに 2次的な不完了体を溝成する接尾辞について概観し、

その後で主な接頭辞とその意味について述べることにする。

2次的な不完了体を構成する主な接尾辞には以下のものがある：

-bIBa-/-HBa-

この接尾辞にはアクセントを獲得する力が全くなく、アクセントは必ず

この接尾辞の前の音節（多くの場合は語根）に移る。

-HBaーは軟子音の後、及び正書法で bl との結合が許されない子音の後

で用いられる。—HBa一の前で語根末の子音は以下のように交替する。これ

らの子音交替の詳細については下記1. 1. 2を参照。

T/'I, .ll/:lK, c/m, a/JK; C'T/皿， 3,ll/ax;n/IIJI, 6/6JI, M/MJI, $/$JI, B/BJI 

語根の母音は o/aの母音交替を生ずることが多い。

例： IIPOCHTh (頼む）→ CIIPOCHTh → cnpamHBaTh (尋ねる）

XO雌Th (歩く）→ npoxo雌Th→ npox血 BaTh(ある時間歩き回る）

KOJIOTh (刺す）→ IlPOKOJI如 → IIPOKclJlbIBaTh (穴を開ける）

-a-/-SI-

これらの接尾辞は常にアクセントを有する。対応の完了体動詞は接尾辞

-Hーを持つことが非常に多い。語根末の子音は上記の場合と同様に交替す

ることが多いが、若干の例に於いては教会スラブ語系の子音交替 ,ll/JK,ll, 

T/mを生じることもある。詳細については 1. 1. 2を参照のこと。語根

の母音は交替することも多い。しかし現代語ではその母音交替のかたわれ

がなくなってしまった場合が多々ある。

例： 6paTh (取る） → co6paTh → co6Hp如 （集める）

如年（起こす）→ B036y血Th→ B036'/X.ll如（感情を引き起こす）

3BaTh (呼ぶ） → Ha3BaTh → Ha3bIBaTh (名付ける）

第1の例、第3の例ではそれぞれ b/H,'b/blの母音交替が起こっていた

が、現代ではかつての短い母音 'b, h がなくなってしまったのでゼロと

H, blとの交替となっている。

-ea-

上述の—aーに母音が先行するとき母音連続を避けるため間に B を挿入

したものであって、同様の現象が日本語の「小雨」 (ko-s-ame<ko-ame) 
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等にも見られる。

例： 3P8Tb (熟す）
ヽ

→ C03PeTb → C03peBaTb （成熟する）

MO'lb (できる）→ no応 b → IlOMOr如 （助ける）

後者の例では語根が Morーであって、これに不定形のマーカ― -Tb が

後続すると、ロシア語では語根末の子音 r と Tbが一緒になって 'lb と

なると考えてよい。

後述の 1. 2. 2に記したように ,UaTb3HaTb CTaTb に接頭辞を付けた

完了体から逆成される不完了体ー,UaBaTb -3HaBaTb -cTaBaTb の人称形態

は—邸IO -.uaeT -.um; -3Ha.IOー3HaもT -3Ha.IOT; -CTa.IO —CTa~T -cTa.IOT とな

る。これは人称形態でB型アクセントを持つ特徴の 1つである。

以下に主な接頭辞とその基本的意味を記す。

s-/so-

内部への運動

BOHTlt: (歩いて入る）、 8611Tb (打ち込む）、 BJilt:Tb (注入する）

ss-/sc-/sso-

1 . 上への運動

B30HTlt: (登る）、 B3JieTeTb (飛立つ）、 BCK血YTb (投上げる）

2. 激しい動作

B30pBaTb (爆発させる）、 BCK血 eTb (煮立つ）

sos-Isac-

1 . 上記 B3ーと同義、多く抽象的意味で用いられる

B03JIO皿 Tb (課す）、 B03JII06lt:Tb (熱愛する）

2. 再度の動作

BOCCT狙 0811Tb (復興する）、 B03POlllt:Tb (復活させる）

Bbl- (完了体動詞では必ずアクセントを持つ）

1 . 外部への運動

BblexaTb 113 ropona (町から出る）

2. 結果の達成

函CJI江 Tbn函c皿 （勤め上げて年金をもらう）
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ある点までの到達・達成

noRTn no peKH (川まで行く）、 }lOJKHTb}lO CTa (百まで生きる）

1. 行為の開始

3ailJI狂aTb (泣き出す）、 3aMOJI"Ia咋（黙る）

2 . 向こう側への運動

3病XaTb3a ropy (山の向こうへ行く）

3. 付随する運動（運動の動詞から作る）

3a紐 e Mara31如 nonyTH llOM畑（帰る途中で店による）

ua-/uc-/u30-

Ha-

1. 全部に及ぶ動作

H3paCXO}lOBaTb胆 HbrH (金を使い果たす）

2 . 極度の動作

H3町咄Tb (散々苦しめる）、 H33SI6HYTb (すっかり凍える）

1 . 表面に向かう運動

HaJI釘 eTbHa CTOJI (走って柱にぶつかる）

2. 十分に

ttaTonHTb KOMHaTY (部屋を十分に暖める）

Ha町 /ttano-

上部への付加的動作

H狐 CTPOHTbllOM (家の 2階を立て増す）

tteno-

不十分な動作 (He と llOの合成）

H頭 OCil<iTb (眠り足らない）、 He}lOeCTb (食い足らない）

HH3-/HH30-/Hnc-

下への運動（より一般的には c-)

HH30HTH (降りる 普通は c叩 CTHTb⑬, COHTH を用いる）
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0-/06-/060- （原義は円運動）

1 . 周囲の動作

oropo血Tbcall (庭を垣根で囲む）、 0608THKpyr一周する）

2. 迂回動作

0608TH neHb (切株をよけて行く）

3 . 全部にわたる動作

0608TH 3HaK6郎 IX(知人を歴訪する）

06e3-/06e30-/06ec-

「～をなくす」 Co と 6e3 の合成）

o6e3JKHPHTb (余計な脂肪 (JKHP) を取り去る）

o6ecn紐HTb(心配 (neKa) をなくさせる 保証する）

OT-/OTO-

1 . 分離する動作

OTJleT€Tb OT a3ponopTa (飛行場を離陸する）

2. 動作の中断・完了

OT3aHHM<lTbC汀（勉強を終える）、 OTUBecTn(咲終わる）

nepe-

no-

1 . 横断運動

nepeexaTb (tJepe3) YJI皿y (通りを渡る）

2 . 動作のやり直し

nepe3BOHHTb KOMY (もう一度電話をかける）

3 . 過度の動作

nepeoueHHTb (過大評価する）、 nepeeCTb(食べ過ぎる）

4. 多数に及ぶ動作

nepetJHTaTb Bee KHHrH (本を全部読む）

1. 運動の開始（運動の動詞の定方向動詞のみから派生する）

IlOHTU (歩いて出発する）、 IlOeXaTh(乗り物で出発する）

2. 短時間・軽度の動作「ちょっと、少し」

IlOJie:Ka咋（ちょっと横になる）、 IlOrOBOPUTh(お喋りする）
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no11ー/no110-

npe-

1. 下部ヘ・下部からの動作

IlO)l'I€PKHYTb (アンダーラインを引く、強調する）

2. 接近する運動

Iloe孤 IlO/lXOZIHT. (電車が今やって来た）

上記 nepeーと同義だが教会スラブ語起源のため頻度は低い

npeo6pa30BaTb (改造する）、 npeyseJIuquTb (誇張する）

npe11-/npe110-

npH-

前もってする動作・行為

npe11su11eTb (予見する）、 IlP€/lCKa3aTb (予言する）

1 . 到着する動作

np皿 eTeTbs MocKBY (飛行機でモスクワにやって来る）

2. ごく軽度の動作

npuoTKPbITb OKHO (窓をほんのちょっと開ける）

npo-

1 . 貫通・通過する運動・動作

npo60Tb cKaJiy (岩に穴を開ける）、 npoexaTbCKB03b TYHH8Jlb 

（トンネルを通る）、 IlpOCTYllanpoDI.Jla. (風邪が直った）

2 • 長い時間にわたる一続きの動作

npopa6oTaTb ITSITbl]€C缶 JleT (5 0年間働き通す）

3 • 一定の距離の通過

npoArn)l€CSITb KHJIOM€TOPOB (1 0キロ歩き通す）

pa3-/pa30-/pac-

1 . 一点から多方向に向かう運動・動作

pa30AT0cb no 110M紐（各々帰路につく）

2. 一点に集中した状態の解除

pa311aTb (分配する）、 pa36n咋（砕く）、 pa3BSI3a祁（縛った

物をほど<)、 pa30PBaTb(粉々 に破る）
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3. 動作の失効、逆の動作

pa3J1106u咋（嫌いになる）、 pa3MOP03HTb(解凍する）

c-/co-

y-

1 . 下への運動

CoeXaTb Crap丘（下山する）、 CTe'lb(流れ落ちる）

2. 表面からの離脱

四 aXHYTbIlbLJlb (ほこりを払う）、 copaa.Tb(むしり取る）

3 . 一点への集中

co6paTbCS'I (集まる）、 CilIHTb(縫い合わせる）

4. 一回の往復運動（運動の動詞の不定方向動詞から作る）

cxo雌TbHa CTa.I-田血（駅に行って来る）

1 . 遠方への運動

yexaTb B Ilap虹（パリに去る）、 YHTHH3 tl畑a (家出する）

2 . 十分に（満足するまで•最後まで）行われる行為

yroaopnTh (説得する）、 y6epe'lb(守り通す）
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1. 動詞人称形態

1. 1 概説

ロシア語の動詞には人称形態が原則として一組しかない。い すなわち不完了体

の動詞には現在時制の人称形態のみが、完了体の動詞については未来形 2) の人称

形態のみが存在し、助動詞を用いずに当該の動詞自身の変化（活用）によって作ら

れる単ーな人称形態はこれ以外には無い。一方不完了体動詞の現在形と完了体動詞

の未来形の活用語尾は全く同一であり、一連の本源動詞と呼ばれる不完了体動詞に

接頭辞を付ければ完了体動詞が派生するが、両者はアクペクトを異にしながらも同

ーの活用語尾を持つ。活用語尾のみならずアクセントについても完了体未来形と不

完了体現在形を分かつ特徴は皆無である。従って、動詞の語形変化あるいはアクセ

ントを論じる際に両体を区別する必要は全く無く、完了体未来形と不完了体現在形

に共通する命名を施し、両者を一括して扱う方がエコ）ミーの原則に照らしてより

好ましい。両者の共通な呼称として考えられる案がいくつかあろうが、筆者は本書

に於いて形態的にそのものすばりの「人称形態」を採用する。他に有力な案として

はその時制の意味から否定的に付けた名称である「非過去形」等が考えられる。

1)筆者の知る限りロシア語の動詞で異形態を除いて 2種類の人称形態を持つ動詞は

6bITbのー語のみである。 6bITbは通例不完了体動詞として記述されるが、現在形の

eCTb/り（及び希用の 3人称複数形 CYTb)以外に例外的に未来形 6虹Y,6ynelllb, ••• 

を持つ。ちなみに例えば <OH6yneT spaqoM.》は完了体の CTaTb を用いた 《OH

cTatteT spaqoM.》と事実上同義であり、 6bITbの未来形は完了体に等しいと考えられ

る。従って 6bITbは完了体と不完了体の両方に属すことになる。

2)完了体動詞の人称形態を「現在形」と称する主義を持つロシア語学者も散見され

る。この立場に立つと完了体の「現在形」が「未来」の意味を持つことになって、

名称としては不都合であると考えている。筆者はより明示的な「未来形」を好む。
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1. 1. 1 動詞人称形態の構成

動詞人称形態の形態的構成について概略しておく。動詞人称形態は他の独立語と

同様に必ず語幹と人称語尾を持ち、語幹は必ず一つの語根を持つ。語根の前に付い

て語根と共に語幹を構成する要素を接頭辞、語根の後ろに付いて語根と共に語幹を

構成する要素を接尾辞と呼ぶ。語尾のさらに後ろに付く要素も接尾辞の一種である

が、特に後接辞と呼ばれることもある。語尾以外の説明は冒頭に記したので省略す

る。

語尾には周知のように基本的に以下の 2系列があり、一般に前者を第 1変化、後

者を第 2変化と呼ぶが、ここでは筆者の好みから前者を E変化、後者をH変化と呼

ぶこともある。第 1変化の語尾は接尾辞を持つ語幹の後にも、持たない語幹の後に

も用いられるが、第 2変化の語尾は原則として接尾辞を持たない語幹の後で用いら

れる。記す順序は慣用に従って、 1人称単数、 2人称単数、 3人称単数、 1人称複

数、 2人称複数、 3人称複数である。以下では紙面節約のため <1)》は第 1変化を、

<2)》は第 2変化をそれぞれ示すものとする。

1) -10, -emb, -eT, -eM, -eTe, -IOT 

-y, -elllb, -eT, -eM, -eTe, -yT 

'IHT-a-IO,'IHT-a-eIIlb,'IHT-a-eT,'IHT-a-eM,'IHT-a-eTe,'IHT-a-IOT 

皿 B-y, :ma-emb, XHBーさr, 皿 a-細， 皿 B屯Te, :ma-yT 

2) -IQ' 渭皿，一HT, -UM, —町e, 吼 T

-y'-ulllb, -nT, -HM, -HTS, -aT 

roBop-10, roBop-HIIlb, roBop-HT, roBop-HM, roBop-HTe, roBop-51T 

JieJIC-y'JieJK-Hmb'JieJIC-HT'JieJIC-HM'JieJIC-HTe'JieJIC-3.T 

本来はこれらの語尾もさらに接尾辞（幹母音 TeMaとも） -e-, -H- 等と元々の

語尾に分析されうるが、現在ではこれらの接尾辞を含めて語尾と呼ぶことが一般的

で、かつ 1人称単数と 3人称複数でのこのような接尾辞の分析が困難なため、詳細

は省略する。

XOTeTb とそれに接頭辞を付けた派生語は、単数に於いて第 1変化の語尾を持ち、

複数に於いて第 2変化の語尾を持つ。
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現代ロシア語に於いて、上記以外の人称語尾を持つのは 1IaTb (与える）と ecTb

（食べる）いおよびそれに接頭辞を付けた派生語だけである。

1. 1. 2 子音交替

語幹が子音で終わる動詞の人称形態を作る場合に、語幹末の子音と語尾との接合

点で（本来の）ロシア語として許されない音連続を形成することがある。このよう

な場合に語幹末の子音が、その位置で許される類似した他の子音に置き換えられる

ことになる。これが子音の交替である。動詞でこのような子音交替を起こすのは、

人称形態の他には被動形動詞過去（受動分詞）のみである。以下に動詞の人称形態

で生ずる子音交替を概観する。以下で人称形態を記す場合には紙面節約のため原則

として 1人称単数、 3人称単数、 3人称複数のみとする。

通例、子音交替は 2種類に分類される。その第 1は位置的交替と呼ばれ、ある子

音の後ろにどのような音（典型的なのは母音）があるかによって、その子音が硬子

音になったり、軟子音になったりすること、言い替えれば位置環境による硬子音と

1)これらはいわゆる無幹母音動詞 (HeTeMaTU'l8CKU0 rJiaroJI) の現代ロシア語に於

ける唯一の残存物である。両者は単数の諸形態に於いて語幹（ここでは語根に等し

い）と元々の語尾とを結び付ける母音を持たず、従って語幹末の子音と、子音から

始まる元々の語尾との接合点で子音連続が形成され、古くは一定の子音連続が許さ

れなかったことから、その子音連続を成す第 1の子音（すなわち語幹末の子音）が

脱落したり、別な子音に置き換えられたりした。その結果、両者の語幹・几a几ー と

・e町の末尾の子音 Iは1人称単数の語尾 M(+短い母音）の前では脱落し、 2人称

単数の語尾 CUの前でも脱落し、 3人称単数の語尾 T(+短い母音）の前では異化し

て C に置き換えられた。その後2人称単数の語尾にはアナロジーによって mH が

採用され、その後で末尾の母音が弱化・消滅して m(正書法上 mb) となった。こ

れによってようやく現代ロシア語の両動詞の人称形態の単数形である几aM, 邸皿，

胆 CT; eM, elllb, ecTを得るが、現代ではその複数形に於いて幹母音 H を用いるよ

うになり、今日の !la!l畑， Ila曲Te; e雌M, e雌Teに至っている。 3人称複数では両

者の語尾が異なり、邸的T; e曲T となっている。



140 

軟子音との交替である。例えば CTaTb という動詞の人称形態 CT血—y CTaH-eT 

CTaH—YT を見てみると、語尾が硬母音で始まっている場合（すなわち 1 人称単数と
3 人称複数）の語幹は CTaH—であるが、その他の形態では語尾が軟母音 e から始

まっているので、語幹末の子音が軟化して、語幹は CT狙'-となる。位置的交替は

原則として規則的に行われるので本書では扱わないことにする。

子音交替の第 2の場合は歴史的交替とも呼ばれており、その名が示すとおりその

起源は古く、ある子音が置かれた環境（最も典型的なのは後続する母音の性質）に

よって硬子音と軟子音のような極小さな差異を生ずるのではなく、全く異なる子音

と交替してしまう場合を言う。例えば Jle'lb という不定形を持つ動詞の人称形態は、

JIHr-y誼x-eTJIHr-yTであって、語尾が後舌母音で始まっている場合（すなわち 1

人称単数と 3人称複数）の語幹は JIH忙であり、語幹末の軟口蓋音 r が保存され

るが、それ以外の形態では語尾が前舌母音 e で始まつており、古くは軟口蓋音に

前舌母音が後続することが不可能であったため、語幹末の子音が全く変わってしま

って、その語幹は訊xーに交替している。不定形が BH]leTbである動詞の人称形態

は B虹—y B加—HT BH/l吼 T であって、 1人称単数形でのみ語幹末の子音 n が X 

に交替するが、この交替を現代ロシア語に現れる音環境のみで規定するのは不可能

である。この交替はこの動詞については 1人称単数でのみ用いられ、表記上現れな

い接尾辞ーjーによって引き起こされ、 n に—jーが後続すると x になると解釈さ

れる。ここではこのような歴史的交替を単に子音交替と呼ぶ。

このような子音交替は第 1変化の語尾を持つ場合には全部の人称形態に於いて生

じ、第 2変化の語尾を持つ場合には 1人称単数形のみに於いて生ずるのを原則とす

るが、若干の第 1変化動詞では 1人称単数と 3人称複数に於いてこのような子音交

替を行わないことがある。これに該当する動詞は語幹末に子音 rあるいは K を持

っている 6eia咋（語幹 6er-) : 6er-y 6eIー缶 6er-yT, MO% (語幹 Mor-) : 

Mor-y MOI-eT Mor-yT, ne郊（語幹 n_eK-) : neK-y neq毛TneK-YTなどであり、そ

の不定形は—'-lb に終わることが多い。 1)

1)語幹末の r あるいは K が不定形のマーカーである—Tb と一緒になると—"lib に

なると考えてよい。次ページの註に記すように 6exa咋の不定形は補充法による。
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1. 軟口蓋音

軟口蓋子音 rK X は前舌母音や、表記上出てこない接尾辞ーj—いの前

でそれぞれ（硬）口蓋 2)摩擦音あるいは破擦音 JK'Imに交替する。この

子音交替は第 1パラタリゼーションと呼ばれる。

K >'I 3> 

1)□Jla.K-a-Tb 
ヽ ヽ

nJiaq-y nJia'l-eT nJiaq-yT 

ne'lh (・neK-Tb) 
， 

□e'-1-eT 
ヽ

neK-y neK-YT 

r > llC 

1) ,llBHr-a-Tb 
ヽ ヽ

胆 HJrヽ -yT 4 l }lBH:lK-y .llBIDK-eT 
9 、 ヽ ヽ

MO% (.Mor-Tb) Mor-y MOJK-eT Mor-yT 

2> 6e累ーa-Tb 6er-y 6ex-HヽT 6er-yヽT 5> 

X > m 

1) MaX-aTb 
ヽ ヽ ヽ

Mam-y Mam-eT Mam-yT 

1)例えば以下に示す .l{BHr-a-Tb の人称形態は .l{BHr-j-y .l{BHr-j-eT .l{BHrーJ-YT

のようにこの接尾辞を用いて人称形態を構成し、 rjが x となることからここに示

したパラダイムを得る。一方、例えば MOqbは人称形態を構成する際にこの接尾辞

を介さず、語根の後に直接に人称語尾を付加するので、前舌母音 e から始まる語

尾の前でのみ第 1パラタリゼーションを起こす。

2)口蓋の奥の骨のない部分を軟口蓋と呼ぶのに対して、骨のある部分を硬い口蓋と

いう意味で硬口蓋と呼ぶ立場の研究者と、単に口蓋と呼ぶ研究者がいる。

3)この例外がロシア語にたった 1語ある。それは TKaTb(語幹 TK-) であって、そ

の人称形態は TK-YTK-elllb TK-eT TK-eM TK毛TeTK-yTとなり、後続母音の性質に

かかわらず語幹末の軟口蓋音 K が保持される。

4)新しい形として、不定形、過去形などで用いられる接尾辞—aー を用いた人称形

態‘.l{BHr-a-IO .llBHr-a-eT .llBHr-a-IOTもある。

5)本来この動詞の不定形と人称形態は全く別個な動詞に属していた。現在では、古

代ロシア語にあった動詞 6t咄（＜・beg-ti、語幹 6tr-、現代ロシア語に残ってい

たと仮定すると• 6eqbが期待される）の人称形態と、同じ語根から作られた 6ex-

aTb (<古代ロシア語 6-b:訂n<·beg—る—ti) のそれ以外の形を補充法 (suppletion,
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2. 歯茎音

歯茎音 C 3 T ll は表記には現れない接尾辞ーj—の前でそれぞれ以下の

ような音あるいは音連続に交替する。以下の子音交替は第 1変化をする動

詞では全人称形態に、第 2変化をする動詞では 1人称単数のみに現れる。

歯茎閉鎖音 T几しまそれぞれ q JKに交替する場合と、 m 立に交替する

場合とがあるが、これらのうち前者がロシア語本来の子音交替であり、後

者は、古代教会スラブ語を模した擬古文であって、かつてコシアに於いて

文語の役割を果たした教会スラブ語からの借用である。従って、両者のう

ち前者の例はかなり多いのに反して、後者の出現頻度は比較的低い。

C > m 

1) nuc-a-Tb 

2) npoc-n-Tb 

3 >)K 

1) pe3-a-Tb 

2) 803-U-Tb 

T > q 

1) np缶—a-Tb

2) OT-BeT-U-Tb 

T>頂

1) TpeneT-a-Tb 

JI > JK 
1) rJIOJI-a-Tb 

2) 6yn-u-Tb 

』>lCll 

1) CTpan-a-Tb 

ヽ

nmn-y 

npom-y 

， 
pex-y 

ヽ

BOJK-y 

ヽ

npsiq-y 

ヽ

oT-seq-y 

ヽ

Tpenem-y 

ヽ

fJIQJK-y 

ヽ

6yx-y 

ヽ

CTPaJK}l-y 

ヽ ヽ

num-eT llHIIl一YT

ヽ ヽ

npoc-HT npocー汀r

ヽ ヽ

pe)K-eT peJK-yT 

ヽ ヽ

B03-HT B03-5IT 

、 、
IlP51'l-eT npSI'l-yT 

、 、
OT-BeT-HT OT-BeT-51T 

ヽ

TPenem-eT Tpenem-yT 

ヽ

rJYoJK-eT rJio瓦-yT

ヽ

6y11-HT 
ヽ

6yl{噴 T

、 、
CTpax11-eT CTpax11-yT (古） 1) 

cynnJieTHBH3M) によって結び付けて新たなパラダイムを構成している。

1)この子音交替を伴う活用は既に古くなっており、不定形その他で用いられる接尾

辞 —aー を用いて作られる新しい人称形態

が一般的になっている。

CTpa)l-a-10 CTpa)l-a-eT CTpa)l-a-IOT 



第旧章動 詞 143 

3. 唇音

唇音 n6令 B M に表記には現れない接尾辞ーjーが後続すると、両者の

間に JI が挿入される。 一般的にはこれを上記の唇音と m 6JI IPJI BJ! MJI 

との子音交替をみなすことが多いのでここでもそれに従っておく。

これらの子音交替は第 1変化では全ての人称形態に、第2変化では 1人

称単数のみに現れる。語幹末に IP B を持つ動詞で第 1変化を行う動詞は

ないようであるが、これは accidental gapであろう。特に前者はロシア

語の音韻組織に取り入れられてから日の浅い音で、ほとんど外来語にしか

出てこないから、勢いここでも対象になる語が少ない。

n > nJI 

1)点n-a-Tb

2) Ton-H-Tb 

6 > 6JI 

1) KOJie6-a-Tb 

2 > JII06-H-Tb 

B > BJI 

2) JIQB-H-Tb 

$ >。JI

2) rpaかH-Tb

M > MJI 

1) .llPeM-a-Tb 

2) cTpeM-H-Tb-c51 

4. 重子音

ヽ ヽ

Kan-JI-IO Kan-JI-eT Kan-JI-IOT 

ヽ ヽ ヽ

Torr-JI-IO Ton-HT TOilー升T

KOJie6-JI-IO KOJie6-JI-eT KOJie6-JI-IOT 

ヽ

JII06-JI-IO JI奴6-BT JII06吼 T

ヽ ヽ

JIOB-JI-IO JIOB-UT JIOB-5IT 

ヽ 、 、
rpat-JI-IO rpa~-HT rpa~ 一51T

ヽ 、 、
llPeM-JI-IO npeM-JI-eT npeM-JI-IOT 

CTpeM-JI-IO-Cb CTpeM-HT-CSl CTPeM-SlT-CSl 

接尾辞ーjーの前で語幹末の子音連続 CT CK は皿に、 3ll 3r は

3lC (但しその発音は X の長音 [n])に交替する。

これらは上記の音交替の変種と考えることも可能である。 接尾辞 ーJ―

が CTに後続すれば、上記2の変化を受けて、 CT-j>c'I となり、 C'iが結

局は頂に転じるとみなしてよかろう。同様に CIC-j>ct{>皿、 3町 j>3JK、

3r-j>3x と説明されることになる。
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CT> ffl 

1) XJieCT-a-Th 
ヽ

XJJem-y ue田—eT XJJe田—YT

2) rpycT-11-Tb 
ヽ ヽ ヽ

rpym-y rpycT-HT rpycT—5IT 

CK> fil 

1) HCK-a-Tb 
， ヽ

Hm-y 11m-eT HW-YT 

an > aJK 発音は [u]

2) e3l{-H-Tb 
ヽ

e3x-y e3}l-HT 83}1ー51T

3r > 3IC 発音は [n]

1) 6p血r-a-Tb 6pblヽ3汲一y 6pblヽ3罵ーeT 6pblヽ3JK-yT 1 l 

ここではわが国で一般的な音声学の用語に従い、子音分類の調音位置として上記

のように口腔の不可動の部分、即ち上顎にある部分を用いて、歯茎音、 （硬）口蓋

音、軟口蓋音等と称したが、ソ連の音声学者はそれに反して下顎にある舌を用いて

それぞれ前舌音、中舌音、後舌（奥舌）音と称することがある。筆者が後者の呼称

を採用しなかったのは筆者の個人的好みに加えて以下の 3つの理由による。

第 1にわが国の音声学では子音の分類について上顎の名称を用い、母音の分

類について舌の位置を用いるのが一般的になっており、この慣用を破ることは

ロシア語学以外に携わる人々に奇異に感ぜられる懸念があること。

第 2に母音よりも厳密に調音位置を定義する必要のある子音の分類に可動な

舌を用いるよりも不可動な上顎を用いる方が詳細な研究には便利であること。

第3に後者の方法では子音分類に舌を用いて前舌・中舌・後舌と称しておき

ながら、上記 1の子音交替に関してだけ前者の方法に基づいた名称である（硬）

口蓋化 (palatalization, nuaTaJin3au皿）を採用して、純粋に前者の方法に

従った前舌化あるいは中舌化とは呼ばれていないというアンバランスを呈して

いること。

上記のような理由でここに記した呼称を採用するに至った。

1)接尾辞—aー用いて 6p細ra10 6p細raeT6pbl3raIOTと変化する場合もある。
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1. 2 動詞人称形態のアクセント型

動詞の人称形態のアクセント型には以下の 3種類しかない。記号の意味は他の品

詞についてと同様である。動詞過去形と被動形動詞過去（受動過去分詞）では接頭

辞にアクセントを置くことも可能であるが、動詞人称形態では語幹アクセントは必

ず語根あるいはその後ろの接尾辞に落ちる。動詞過去形では後接辞にさえアクセン

トを置くことがあるが人称形態ではそのようなアクセントは用いられない。

A型：語幹固定アクセント

常に語幹にアクセントを有す
ヽ 、 、
en-y e}l-elllb e}l-eT e}l-eM e.l{-eTe e.ll-YT 

roToBJI-ro roToB-R田b roTOB-RT roTOB-RM roTOB-RTe roTOB-5'1T 

B型：語尾固定アクセント

常に語尾にアクセントを有す
ヽ

Hll-Y un-emh 皿毛T un-eM 皿—釘e un-yT 

ヽ ヽ
Jieq-y JieT-Hlllb JieT-HT JieT-HM JieT-HTe JieT-5IT 

C型：移動アクセント

語幹アクセントと語尾アクセントが交替する
ヽ ヽ ヽ

IlHIII一y IlHIII一elllb num-eT nHIII-eM nHm-eTe IlHIIl一YT
， ヽ

Kyp-10 KYP一匹 Kyp-UT Kyp-UM Kyp-HTe Kyp-SIT 

動詞の人称形態に於ける移動アクセントは上記のパターン、即ち 1人称単数で語

尾に、それ以外の形で語幹にアクセントを有する場合しかない。

ロシア語の全ての動詞の人称形態は上記A型， B型、 C型のいずれかのアクセン

ト型を持つ。この例外を成すのは XOT8Tb及びその接頭辞による派生動詞のみであ

る。 XOTe咋は単数形で XO← y X0'-1-e!Ilb X0'-1-eT と第 1変化の語尾を持ち、 T/'-1

の子音交替を行い、アクセントはC型である。一方、複数形では xoT-HM xoT-HTe 

XOT舟r と第 2変化を行い、子音交替もせず、アクセントはB型である。このよう

な例外的変化を有する 1語のためにアクセント型を設定するのは些か愚かしいが、

その人称形態のアクセント型はいわばC/B型とでもいうことになろう。

特殊な人称変化をする }laTb と eCTb はアクセント型という点ではB型に属すと
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みなすことができる。これらは複数形で nan-HM nan-HTe nan-yT; en-HM en-nTe 

en—缶 と語尾に固定したアクセントを持つことは明白だが、単数形 na渭 na-mh

nac-T; e-M e-mb ec-T と単音節であるため、単数でも語尾に固定したアクセント

があって、語尾が音節を成さないため語幹に仮アクセントがあるとみなしてよかろ

う。歴史的経緯については上記の動詞人称形態の溝成の中の語尾についての項目と

その註を参照のこと。

これまでの基礎概念の整理によって、 }laTbeCTb XOTeTb を除く一般の動詞の人

称形態は 1)語幹、 2)語尾の型、 3)子音交替、 4)アクセント型、の4つの要

因によって完全に定義されることになる。索引及び変化形を記す必要がある場合に

はこれら 4つの要因を列挙して以下の例のように略記することにする。但し第4の

要因の後者は後述する過去形のアクセントを示す。 2. 過去形を参照のこと。

例 1: IlHC/a咋 1m CA 

人称形態の語幹が不定形の一部である場合には上記のように不定形にスラッシュ

を挿入する。これによってその前が人称形態の語幹に等しいことが解る。例 1は人

称形態の語幹が皿c—であり、第 1 変化の語尾を持ち、語幹末の子音 c が人称変

化の際には日 に交替し（第 1変化であるから全人称形態について）、人称形態の

アクセント型はC型であって、周知のように過去形の語幹は不定形からそのマーカ

- -Tbを除いたものに等しいから、過去形は語幹が IlHCa-であって、そのアクセ

ント型はA型であることを示し、結果的に n皿ynumemb ••• , IlHCaJI necaJia ••• のよ

うに人称形態と過去形全部を記すのと等価になる。

例 2: 6paTb (人称語幹 6ep-)1 BC 

人称形態の語幹が不定形の一部に等しくない場合は括弧の中に該当する語幹を示

しておく。これによって例 1の場合と同様に、例2は 6epy6epeDib ••• , 6paJI 6pa-

誌 6paJIO6paJIHと等価となる。

例 3: secTn (語幹 sen-)1 BB 

これは不定形を作る際に不定形の印ーTb, -THと語幹末の子音とが融合してしま

う例である。この表示から人称形態と過去形を導くことができるが、不定形と過去

形では子音の異化と脱落が生じている。不定形のマーカー一Th, -THの前で語幹末

の nが異化して cとなり、過去形を構成する際に語幹末の子音』 が過去形の印

JIの前で脱落する。その詳細は過去形の項目に記してある。従って、この表示から
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B8的 B8,llemb••• , BeJI BeJia ••• が導かれる。

例4: X紐b (語幹 x~r-) 1 xc BB 

語幹の母音が出没母音である場合である。このような出没母音には上記のように

2重の下線を引いておく。語幹の後ろに母音が続く場合にこの出没母音はなくなっ

てしまい、その人称形態 xryJ10ICemb ••• が導かれる。過去形では男性形のみで過去

形の印である JIが脱落し xer窯rJia••• となるが、その詳細については過去形の項

目を参照のこと。

1. 2. 1 A型アクセント

人称形態全てにわたってアクセントが語幹にあるアクセント型である。予想され

るようにこの型が絶対的多数を占め、生産力も旺盛で、新しい動詞や、外来語から

作られた動詞などは例外なくこのアクセント型に属すようになると言える。教育的

見地からは不定形のアクセントが人称形態に於いても保持されると言えるので、注

意すべき必要性のほとんどないアクセント型である。

動詞の人称形態を構成する形態素のうち、アクセントを獲得する可能性があるの

は原則として語根、接尾辞、語尾の何れかであって、接頭辞にアクセントを持つ人

称形態は例外的である。語幹の中の接頭辞に例外的にアクセントを持つ語は接頭辞

Bかを持つ完了体動詞と、ドイツ語の aussehenから翻訳借用したと考えられてい

る不完了体の BblrJI只}l8Tb(,...__, のように見える）のみである。若干の例を挙げる。

常に語根にアクセントを有する A型

紐—y 紐—eT 紐—YT 不定形 exaTb

常に接尾辞にアクセントを有する A型

暉T-a-IO 暉T-a-eT 暉T-a-IOT 不定形暉T-a-Tb

PHC-y-10 PHC-y-eT PHC-y-IOT 不定形 PHC-OBa-Tb

最後の例のように接尾辞ーoea-/-yーを持つ動詞については1. 2. 2参照。

常に語幹にアクセントがあるという意味で他の品詞との統一を図ってA型という

共通の呼称を採用したが、語形成からみると常に語根にあるアクセントと常に接尾

辞にあるアクセントを区別すべきだという議論もある。現にそのような立場を取る

と受けるメリットも多いようだが、残念ながら本稿では執筆の時間的制約のためそ

のような立場に基づいた網羅的研究は断念せざるを得なかった。
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1. 2. 2 B型アクセント

Ull-TH: Ull-Y皿毛T un-yTのように人称形態全てにわたってアクセントが語尾に

あるアクセント型である。この型にも非常に多くの対象語があり、紙面の制約のた

めそれら全部をここで記載するのは不可能であるが、以下の 4つの簡便な識別法を

示すことができる：

1)不定形でアクセントが最終音節にあり、第 2変化を行う動詞

このような動詞は人称形態に於いて原則として B型アクセントを持つ。そ

の例外はC型アクセントとなる場合で、以下のC型アクセントの項目に網羅

してある。尚、この例外は後述するように増加の傾向にある。

2)過去形でB型もしくはC型アクセントを持つ動詞

1. 過去形B型

過去形でB型アクセントを持つ動詞は CTPU'lb -CTU'lb を例外として不定

形が—TU -'lb 吋 ecTb に終わる動詞全語 (2. 2. 2参照）であるが、これ

らは人称形態でも B型アクセントを持つ。 CTPU咋（語幹 cTpur- 1 JK)は過

去形ではA型であるが、人称形態では B型に属す。—cTH'lb =-cTnrH/YTb (語

幹ーCTUrH- 1)は過去形でも人称形態でもA型アクセントを持つ。

11. 過去形C型

過去形でC型アクセントを持つ動詞は以下の 28の本源動詞及びその接頭

辞による派生語のみである。 2. 2. 3参照。

6paTb, 6bITb, BHTb, BpaTb, rttaTb, rHHTb, 几aTb, }lpaTb,)[}laTb, 皿 Tb,

籾 aTb, 3BaTb, KJlSICTb, JiraTb, JlUTb, MepeTb, nepeTb, IlUTb, IlJlblTb, 

IlPSICTb, paaTb, POllUTb, CJlblTb, cnaTb, TKaTb, -qaTb, -(H)51Tb. 

これら過去形に於いて C型アクセントを持つ動詞の人称形態は原則として

B型アクセントを持つが、 rttaTb とー(H)SITb の一部は例外となる。

rHaTb の人称形態の語幹は roH—であり、第 2 変化を行い、 C型アクセン

トを持つ。詳細は後述の 1. 2. 3. 2を参照のこと。

噴 Tb の接頭辞派生語のうち人称形態でB型アクセントを持つのは、母音

で終わる接頭辞（但し IlPHーを除く）を持つものと B3SITb だけであって、

その他の派生語は人称形態ではC型となる。詳細は 1. 2. 3. 1に記して

あるので参照されたい。
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3) 不定形が—aBa昨に終わる動詞

ZiaBaTb Y3HaBaTb のように不定形が—a-BaTb に終わる語は ーa-10 -a毛T

-aー缶と変化し、 B型アクセントを持つ。

これに該当する動詞は不定形が—llaB<l.Tb, -3HaBaTb, -cTaB<lTb のいずれ

かに終わり、それぞれ—naTb, -3HaTb, -cTaTb から対応の不完了体を構成

する。後者のうち、接頭辞を持たない ll3Tbの不完了体として nasa⑬ が用

いられるが、同じく完了体の CTaTbの不完了体として CTaBa.Tbが用いられ

ることは希で、通例 CT狙 OBU咋⑬ が対応の不完了体になる。一方 3HaTb 

自身は不完了体であるため、接頭辞のない単独の 03HaBa祁という語は用い

られず、 3HaTbに接頭辞を付けて派生した完了体に対応する不完了体を構成

するときにだけー3HaBa咋が現れる。

同じ< -aBaTbに終わる語に nJia.BaTb(泳ぐ、航行する）があるが、これ

は語幹を llJl<l.Baーとして第 1変化を行う。

4)不定形が一OBaTb/-eaaTbに終わる若干の動詞

不定形・過去形に於いて用いられる接尾辞ーoaa-/-eaaーは人称形態では

-y-/-10ーに交替する。 接尾辞ーosa-/-yーまたは—eaa-/-10ーを持つ動詞は

puc-oaa-Tb, puc-y-10 puc-y-eT ; T呻—eaa-Tb, T叩—y-IO T狙 u-y-eT

のように人称形態に於いて同接尾辞にアクセントを有する A型アクセントを

持つのを正則とするが、以下に記す 7語の不完了体動詞とその接頭辞による

派生語だけは例外的に人称形態でB型アクセントを持つ。

ヽ

x-yーさr
ヽ

噛むx-esa-Tb JK:-y-IO )K-y-m 

6J1-eaaヽ-Tb 6J1-10-10 ヽ 6JI-IOーさT 6JI-IOー10Tヽ へどを吐く
ヽ

KJI-IO-e．． T 
ヽ

ついばむKJI-esa-Tb KJI-IO-IO KJI-IO-IOT 

nJI-IO-IO ヽ nJI-IOーもr
ヽ

唾を吐くnJI-eaa-Tb nJt-l0-IOT 

ヽ

K-yーeT
ヽ

（金属を）鍛えるK-osa-Tb K-y-10 K-y-IOT 

ヽ ヽ

CH-yーもr
ヽ

せ抗く行さ交う；縦糸を作る Il CH-oBa-Tb CH-y-IO CH-y-IOT 

ヽ ヽ ヽ

突っ込むc-oaa-Tb c-y-10 c-y-eT c-y-IOT 

1)接頭辞を付けた派生語のうち 060CHOB3.Th (裏付ける）はB型から A型に移行し

つつある。 CHOB3.Thの派生語とは意識されなくなっているのであろう。
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1. 2. 3 C型アクセント

人称形態に於いて C型アクセントを持つのは以下の動詞である。第 1変化をする

動詞では不定形が—a.Tb に、第 2 変化をする動詞ではーH昨に終わるものがほとん

どであって、その他は生産力を持たない。

1. 2. 3. 1 第 1変化 (E変化）動詞

1. 2. 3. 1. 1 不定形—a.Tb

以下の 44語の動詞は不定形は—a-Tb に終わるが、 'IHT-a-Tb'IHT-a-10 のように

接尾辞—aーを人称形態には用いず、代わりに表記上現れない接尾辞ーjーを用いて

人称形態を構成する。—jーによって生じる子音交替については上記 1. 1. 2を参

照のこと。これらの動詞は人称形態に於いてC型アクセントを持つ。

1. 6JIHCT / a.Tb 皿不完輝く

6JIHCTーを語幹として紅e函 6底meT6底IllYTのように変化するはずだが、

6JIHCTaIO 6JIHCT<l8Tのように 6JIHCTふを語幹としてA型アクセントを持つ

人称形態も並存する。同義語 6胆 CT/8Tb (油 B 6Jie函紅ecT如紅ecT缶）

と紛らわしい場合が多い。

2. 6opMOT/aTb'I 不完つぶやく

npo6opMOTaTb 完← 6opMOT如 不 完 つ ぶ や く

3. B只3/aTb :lK 不完束ねる

3aBSI3aTb 完→ 3aB紐 IBaTb 不完結ぶ

HaBSI3aTb 完→ HaB紐 IBaTb 不完結び付ける

06BSI3<lTb 完→ o6BSI3bIBaTh 不完縛る

BBSI3aTb 完→ BBSI3bIBaTb 不完編み込む

Hal{BSI3<lTb 完→ Ha函 3blBaTb 不完編み足す

ヽ

Il0llBfl3aTb 

， 
nepeBft3aTb 

ヽ

pa3B~3aTb 

ヽ

IlP0B5I3aTb 

↓

↓

↓

↓

 

完

完

完

完

, -・ CTOBS'l3aTb 刀→

ヽ

Il0l(B513b田aTb 不完結わえ付ける

不完包帯を巻く
ヽ

nepeBS:13bIBaTb 

ヽ

pa3BS:13bIBaTb 不完ほどく

np0BH3blBaTb 不完結び付ける

Il0Bfl3b田aTb 不完巻いて結ぶ
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完→
ヽ

不完 結び合わせるCBll3aTb CBH3bIBaTb 

ヽ

完→ 不完 ほどいて外すOTBfl3aTb OTB513hIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 梱包するYB釈滋Tb YBfl3bIBaTb 

4. r JIO叫clTb JK 不完 かじる、苦しめる

o6rno,naヽTb 完→ 06 rJiaヽl{blBaTb 不完 回りをかじる

5. roroT/aTb q 不完 （がちょうが）鳴く；笑う

6. rpOXOT/aTb 'I 轟＜
ヽ ヽ 轟き始める3arpoxoTaTb 元

7. DP訊 /aTb MJI 不完 居眠りする
ヽ に

居眠りし始めるaanpeMaTb 元 9

8. HCK/aTb 皿 不完 捜す
ヽ

完→ 不完 捜して見つけるIIPHHCKaTb IlPHHCKHBaTb 

硬子音で終わる接頭辞の後で初頭の母音 H が bl となる。

o6bICKaヽTb 完→ o6bヽICKHBaTb 不完 捜査する

完→
ヽ

不完 適当な物を見つけるIlO,liblCKaTb IlO}lblCKHBaTb 

完→
ヽ

不完 手をつくして捜すpa3blCKaTb pa3blCKHBaTb 

ヽ

完→ 不完 徴収するB3bICKaTb B3blCKHBaTb 

， 
完→

ヽ

不完 苦労して調達するH3blCKaTb H3blCKHBaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 （成旬で）捜し出すCblCICaTb CbICKHBaTb 

完→
ヽ

不完 捜し出すOTbICKaTb OTblCKHBaTb 

9. Kas/a.Tb lC 不完 見せる
ヽ

完→
ヽ

不完 注文する3aKa3aTb 3aKa3bIBaTb 

ヽ

完→
， 

不完 処罰するHaKa3aTb HaKa3bIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 命令するnpHKa3aTb IlPllKa3bIBaTb 

完→
ヽ

不完 及ぽすOKa3aTb O!Ca3bIBaTh 

ヽ

完→ 不完 証明する,UOKa3aTb IlOKa3bIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 見せるIlOKa3aTb noKa3bIBaTb 

ヽ r.=;? ヽ

不完 話すCKa3aTb 元 roBOPHTb 

npeJlCKa3aTb '=? 元 → IlP8llCKa, 3bIBaTb 不完 予言する
， 

完→
ヽ

不完 示唆するno~cKasaTb noncKa3bIBaTb 
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nepecKasaTb 

ヽ

lIOCKasaTb 

ヽ ‘
元→ nepecKa3b!BaTb 

完→ JlOC Ka3b!Ba Tb 

不完復唱する

不完話し終わる
に=:,-

paccKa3aTb 刀→

ヽ、ゴ
OTKa3aTb 元→

, I:;? 

yKa3aTb 元→

ヽ

paccKa3bIBaTb 

ヽ

OTKa3bIBaTb 

ヽ

yKa3bIBaTb 

不完

不完

不完

10. KBOXT/aTb '-I 不完 （鶏が）コッコッと鳴く

KJIOXT/aTb•'-I 

11. KJieBeT/aTb ID 不完中傷する

物語る

断わる

示す

ヽ

HaKJieBeTaTb 完← K.JieseTaTb 不完中傷する

OKJieBeTa匹完 言いがかりをつける

12. KJien/ a.Tb IlJI 不完 びょうで留める；中傷する

前者の意では KJienふを語幹とする第 1変化も可能である。その場合

にはアクセントはA型となる。

3aKJienaTb 完→ 3aKJieilbIBaTb 不完釘の頭をつぶす

HaKJienaTb 完→ HaKJieilhlBaTb 不完 ある量びょうで留める

IlPHKJienaTb 完→ IlPHKJieilblBaTb 不完打ち付ける
ヽ

cKJtenaTb 完→ CKJlenblBaTb 不完 びょうで留め合わせる

13. KJIOKOT/aTb q 不完 ぶくぶく音を立てる、沸き立つ

不完舌足らずに喋る14. JieneT/aTb q 

15. JIH3/a.Tb x 不完なめる

3aJIH甜Tb 完→ 3五 3bIBaTh 不完傷をなめる

o6JIH3a.Tb 完→ 06誼3blBaTb 不完なめまわす

IlOlIJI胆 aTb 完→ Il0lIJIH3blBaTh 不完なめつくす

CJIH3a.Tb 完→ c誼3blBaTb 不完なめ取る

16. JIOilOT/aTh t{ 不完早口で話す

17. Max/a.Th m 不完振る

この動詞には語幹を Max缶として第 1変化を行うヴァリアントもある。

その場合には人称形態はA型アクセントを持つ。
ヽ

3aMaxaTb 元
ヽ

振り始める
ヽ

pacMaxaTb 完→ pac韮XHBaTb 不完振り回す
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18. MeT/aTb 

， 
IlOMaxaTb 元

ヽ

,'==' 
OTMaxaTb 元~

q 不完投げる

ちょっと振る

OTMaxnaaTb 不完疲れるまで振る

pa3MeTaTb 完→ pa3MeTbIBaTb 不完 方々へまき散らす

CMeTaTb 完→ CM釘TbIBaTb 不完投げ集める

「かがり縫いする」の意ではA型アクセントを持ち、 MeT企を語幹とす

る第 1変化をする。

‘ヽ3aMeTaTb 元→

ゴヽブHaMeTaTb ヵ→

6 
， 

0 MeTaTb 完→

19. HH3/aTb 

rrp皿 eTaTb 完→ rrp呻 TbIBaTb 不完粗縫いで縫いつける

x 不完糸に通す
ヽ

H狙胆aTb 完←

→ Ha皿 3blBaTh

IlPOHH3aTh 完→ npoHH3bIBa Th 不完突き通す

罪 H3aTh 完→ 厄 3blBaTh 不完ちりばめる

20. 06SI3/aTh X 完義務を負わせる （不完 06如blBaTh)

元々は上記 BSI甜Thの派生語 06-BSI甜Thに由来する。 6Bが 6 に転じ

る例は他にも若干ある。例えば o6JiaCTh< 06-sJiaCTh " T. 几•

21. nax/a咋 m 不完耕す
ヽ

sanaxaTb 

ヽ

nepenaxaTb 

ヽ

nponaxaTb 

ヽ

pacnaxaTb 

ヽ

scnaxaTb 

↓

↓

↓

↓

↑

 

完

完

完

完

完

3aMeTbIBaTb 不完仮縫いする

HaMeTbIBaTb 不完粗縫いする

o6MeTbIBaTb 不完縁を縫う

HH甜Tb 不完糸に通す

ヽ

aanaxuaaTb 

ヽ

nepenaxHBaTb 

ヽ

nponaxHBaTb 

ヽ

pacnaxusaTb 

ヽ

naxaTb 

不完すきこむ

不完耕し直す

不完すき起こす

不完開墾する

不完耕す

22. IlHC/aTb 

ヽ

→ scnaxHBaTb 

m 不完書く
ヽ

3anucaTb 完→
ヽ

HanucaTb 完←
ヽ

snucaTb 完→

3anHcb1BaTb 不完記録する

OHCclTb 不完書く

anHcblBaTb 不完記入する
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た='
Hal!IlHCaTb 元→

、 C

IlP8llilHCaTb ヵ→

ヽ

Ha}lTIBCblBa Tb 

ヽ

IIO,llIIHCaTb 

ヽ

nepenucaTb 

↓
↓
 

完

完

ヽ

npennucblBaTb 

， 
nonnucblsaTh 

， 
nepenHCbIBaTb 

不完上に書く

不完命令する

不完

不完

署名する

書き直す

ヽ

npH□HCaTb 完→ npunucbIBaTh 不完加筆する

、仁""'I
O□HCaTb 元→ OCTHCb田aTb 不完記述する

、 '=1 I 

l{O□HCaTb 元→ }lO□HCbIBaTb 不完書き終わる
ヽ

nponucaTb 完→ npon如bIBaTb 不完処方する

C□HCaTb 完→ cnucbIBaTb 不完書き写す
ヽ

pacnucaTb 完→ pacnuchIBaTh 不完方々に書き込む

, I::! ブ‘

HC□HCaTb 元→ HC□HCbIBaTb 不完書き尽くす

OTTIHCaTb 完→ OIBHCbIBaTb 不完手紙で知らせる

、と

罪 HCaTb 元→
ヽ

Y□HCbIBaTb 不完 うまく書き込む

例外的な変化をするものに完了体・不完了体の両方に用いられる文語的

な皿BOilUCa祁（いきいきと描く、—nuc如—nu呼eT -nuc如T) がある。

23. 皿ecK/aTb fil 水音を立てる

nJTecK缶を語幹として第 1変化を行うヴァリアントも存在する。その場

合のアクセントはA型となる。しかし最後に記した合成語 PYKOilJleCKa祁

とその接頭辞の付いた動詞にはそのようなヴァリアントはない。
， 

完→ HanJieCKaBaTb 不完 はねかけてまくHanJiecICaTb 

ヽ

に元 → p a c nJi e疇 ● c K a B aT b 不完 まき散らすpacnJiecKaTb 

PYKOilJiecKa.Tb不完→ 3apyKOilJieCK年
に 拍手するプ

24. IlJIHC / a.Tb m 不完 踊る

3aDJIHCaTb 
に

踊り始める元
ヽ

完←
ヽ

不完 踊るCilJIHCaTb IlJISICaTb 

25. IlOJIOCK/ a.Tb 皿 不完すすぐ

IlOJIOCICふ を語幹として第 1変化を行うこともある。その際にはA型ア

クセントが用いられる。

ヽ

OCTOJIOCKaTb 

ヽ

nponoJiocKaTb 

に
元→

ヽ

OilOJlaCKHBaTb 

に 、

元→ nponoJiacKUBaTb 

不完洗う

不完ゆすぐ
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26. ponT/a.Tb 皿 不完ぶつぶつ不平を言う

27. CBHCT/aTb Ill 不完 口笛を吹く

同義の CBHCT/も咋頌 BA (CBH函 CBHCTHTCBHCT如）と混交する場合

が非常に多い。
， 

HaCBllCTaTb 

， 
OCBllCTaTb 

↓
↓
 

完

完

ヽ

HaCKaKaTb 

ヽ

o6cKaKaTb 

ヽ

DOlICKaKaTb 

ヽ

npHCKaKaTb 

↓

↓

↓

↓

 

完

完

完

完

ヽ

Hae BHCThIBa Tb 

ヽ

OCBHCTblBaTb 

28. CKaK/aTb "I 不完飛び跳ねる

後述の同源語 CKO咄Tb2 CAを参照のこと。
ヽ

HacKaKHBaTb 

ヽ

o6cKaKHBaTb 

ヽ

IlOl]CKaKHBaTb 

ヽ

npucKaKUBaTb 

不完

不完

不完

不完

不完

口笛で奏でる

口笛でやじる

車がぶつかる

馬でかけめぐる

馬で接近する

不完馬で飛んでくる

}lOCKaKaTb 完→ 即 CKaKHBaTb 不完馬で～まで来る

IlOCKaKaTb 完 跳ね始める

た 』

npocKaKaTb 元→ npocKaKHBaTb 不元 跳んて中・馬て駆け抜ける

yc1Ca1CaTb 完→ ycKalCHBaTb 不完馬で行ってしまう

29. CICP8:ll8T / a Tb Ill 不完 きしる音を立てる

aacKpexeTaTb 完 同上の音を立て始める

30. CTJiaTb (人称語幹 CTSJI-) 不完広げる、敷く

CTSJIIO CTeJteT CT匂1()T と変化するため不定形語幹と人称形態語幹を一

致させる cTeJt/H祁とのゆれが生じている。

‘ヽ3aCTJiaTb ヵ→

、 t=?

HaCTJiaTb 元→

‘ヽnepecTJiaTb 九；→

、ヒ
non:ocTJiaTb 元→

ヽ

IlO)lCTe揺 Tb

ヽ
paSOCTJiaTb 元→

ヽ

paccTeJIHTh 

ヽ

IlOCTJiaTb 完←

ヽ

sacT血 aTb 不完

HaCTHJiaTb 不完
ヽ

nepeCTHJiaTb 不完

覆い隠す

表面に敷く

敷き直す

IlOllCTHJiaTb 不完下に敷く

paCCTHJI<lTb 不完敷き広げる

CTJia.Tb 不完敷く、広げる

→ IIOCTHJI缶
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YCTJlilTh 完→ YCTllJl如不完敷き詰める

31. CTP8KOT/aTb'I 不完連続音を立てる

32. Tee/a.Tb m 不完割る

に=?
3aTeCaTh 元→

ヽ

o6TeCaTb 完→

、=
OTecaTh 元

33. TOrIT/a⑬ 

3aTeCbIBaTb 不完削って尖らす

o6TeCbIBaTb 不完かんなで削る

q 不完踏みつける

3aTOilTaTb 

ヽ

HaTOilTaTb 

ヽ

BTOilTaTb 

ヽ

npHTOnTaTb 

ヽ

IIOTOIITaTb 

ヽ

IIPOTOIITaTb 

↓

↓

↓

↓

↑

↓

 

完

完

完

完

完

完

ヽ

3aTaIITbIBaTb 

ヽ

HaTailThlBaTb 

ヽ

BTanTblBaTb 

ヽ

IlPHTanTblBaTb 

ヽ

TOnTaTb 

npoTanThIBaTb 

不完踏みならす

不完足跡で汚す

不完踏んで突っ込む

不完踏みにじる

不完踏みつける

不完道を踏み固める

paCTOilTaTb 完→ pacT血TblBaTb 不完 踏みつけて広げる

UCTOnTaTb 完→ UCT血TblBaTb 不完踏みつぶす

OTTOilTa祁完→ OTT血TblBaTb 不完踏みつけて痛める

YTOilTaTb 完→ YT血ThlBaTb 不完踏み固める

34. Tpen/a.Tb m 不完かき乱す

‘ヽ3aTpenaTb 元→

、と

o6TpenaTb 九；→

3aTp釦皿aTb 不完使い古す

o6TpeilbIBaTh 不完着古す

noTpenaTb 完← TpenaTb 不完かき乱す

pacTpenaTb 完→ pacTpemraaTb 不完 髪の毛をかきむしる

HCTpenaTb 完→ HCTpemIBaTb 不完 ぽろぽろにする

OTTpenaTb 完→ oTTpemraaTb 不完 恥ぱ って折檻する

35. TpeneT/aTb ID 不完ふるえる

3aTpeneTaTb 完 ふるえ始める

36. XJIOnOT/aTb'I 不完 あくせく働く、奔走する
ヽ

IIOXJlOIIOTaTh 元
仁

ちょっと奔走する

37. XJieCT/aTb Ill 不完鞭打つ

接頭辞の無い場合及び接頭辞 OTーを持つときには異形態 XJiblCT / a Tb 
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も用いられる。

HaXJiecTaTb 完→ HaXJieCTbJBaTb 不完散々鞭打つ

OTXJ16CTaTb 完→ OTXJleCTbJBaTb 不完打ちのめす

38. XOXOT/aTb 'f 不完大笑いする

39. qec/arb 

ヽ

3aXOXOTaTb 元
に

ヽ

IIOXOXOTaTb 元
,::, 

m 不完引っかく

大笑いし始める

ちょっと大笑いする

ヽ

3訊 ecaTb 完→ 3遠 Cb田aTh 不完髪をなでつける
ヽ

nepeqecaTb 完→ nepeqecbmaTh 不完すきなおす

np即ec如完~ npuqecbIBaTb 不完髪をとかす

‘ ヽ‘noqecaTb 元← qecaTb 不完引っかく
ヽ

npoqecaTb 完→ npoqecb田aTb 不完引っかき回す
ヽ

pac'IecaTb 完→ pacqecb田aTb 不完 弓1つかいて痛める

40. menT/a⑬ q 不完ささやく

HamenTaTb 完→ ttamenThlBaTb 不完散々耳打ちする

npomenTaTb 完← menT加不完ささやく

41. me6eT/aTb 'I 不完 （小鳥が）さえずる

42. meKoT(aTb q 不完 くすぐる
ヽ

3皿 eKoTaTb 元
ヽ

ヽ

nomeKoTaTb 完←

くすぐっていじめる

皿eKOTclTb 不完 くすぐる

43. 皿en/aTb OJI 不完木を割る

頂enaーを語幹として第 1変化を行うこともある。その際にはA型アクセ

ントが用いられる。

44. 皿n/aTb IlJI 不完つねる

皿nふを語幹として第 1変化を行うこともある。その際にはA型アクセ

ントが用いられる。

‘にHa.JIIHilaTb 刀→

06皿血Tb 完→

‘ヽ0田HnaTb 刀→

、と

OTI加 an ヵ→

H暉 aTb 不完 たくさん引き抜く
ヽ

06皿呻aTb 不完 むしり取る

0皿呻aTb 不完 むしり取る

OTIII血皿aTb 不完 ちぎり取る
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1. 2 3 . 1. 2 不定形咀YTb

上記接尾辞にアクセントを有するーH'/Tb 型の動詞は人称形態に於いて B型アク

セントを持つのを原則とするが、以下の 5語だけはC型アクセントを持つ。

1. MHH/'JTb 完 （時が）過ぎ去る

不定形を咄HYTb、語幹を曲圧 とし、 A型アクセントを持つヴァリア

ントも存在する。接頭派生語 npe咄HYTb (必ず～する）ではそのようなA

型アクセントのみが用いられる。

2. 06M狙 /yTb 完 だます （不完 o6MaHbIBaTb)

3. IIOM叩 /yTb 完 （故人を）思い出す （不完 IlOMU砥Tb)

ヽ

完→
ヽ

不完 思い出すBCilOM只HYTb BCilOMUHaTb 

ヽ

完→ 不完 言及するyno畑 HYTb ynoM皿 aTb

前者の完了体は語根の母音をなくして接尾辞ーHーを付けた BCilOMHHTb

が一般的であり、 BCilO畑的Tb は希である。

4. TOH/y⑬ 

5. T叩 /y咋

不完沈む
ヽ

saTOHYTb 元
'=' 

ヽ
IlOTOHYTb 九；←

‘ヽ
YTOHYTb 元

船が沈没する

TOHYTb 不完沈む

不完引っ張る

3aT只HYTb 完→

HaT叩 YヽTb 完→

06T叩ヽTb 完→

BT油 YTb 完→

IlO}lT叩 YTb 完→

ヽ

完→IlPHT叩 YTb

ヽ

完→!IOT刃-IYTb

ヽ に
IlOT叩 Tb プ

ヽ

完→npoT刃iYTb

CT刃-IYTh 完→
ヽ

完→pacT叩 Tb

ヽ

完→OTT刃HYTb

ヽ

3aT只rnaaTb

ヽ

HaTIIrHBaTb 

o6THヽrHBaTb 

ヽ

BTHrl-!BaTb 

ヽ

IlO,[lTIIrllBaTh 

， 
IlPHTHrHBaTb 

ヽ

,[lOTHrHBaTb 

不完

不完

不完

不完

不完

不完

不完

引き締める

糸を張る

ぴったりと張る

引き入れる

引き寄せる

引いて着かせる

～まで引く

引き始める

IlPOTflrllBaTb 不完伸ばす

c面rusaTh 不完結び合わせる
ヽ

paCTflrHBaTb 不元ヽ 引いて伸ばす

OTTflrHBaTb 不完引いてどける
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1. 2. 3. 1. 3 不定形—OJIOTb/ -opoTb 

不定形が—OJIOTb/-opoTb に終わる動詞は人称形態で例外なく C型アクセントを

持つ。これらの動詞の本来の語幹は OJI op に終わっており、これに不定形のマー

カー—Tb を付けたとき母音重挿 (2. 2. 2.・2参照）によって語根の母音を繰

り返して現在の不定形の形ができた。

1. 6op/oTb 不完打ち勝つ
ヽ

no6opOTb 完←

6 
ヽ

nepe OPOTb 完→

60pOTbCH不完

6opoTb 不完打ち勝つ

nepe6apblBaTb 不完総なめにする

戦う

2. KOJI/O咋 不完刺す
• ,=::, 

3aKOJIOTb 刀→

ヽ

HaKOJIOTb 完→

．ヽ、
BKOJIOTb 元→

saK紅NBaTb 不完剌し殺す

HaKaJiblBaTb 不完刺して痛める

BKa.JI証 aTb 不完突き刺す

'=' Ha.llKOJIOTh 元→ Ha.llKaJiblBaTb 不完上から少し割る

ヽ
IlO.llKOJIOTh 元→ IlO.llKa叫 BaTh 不完下からピンで留める

ヽ
nepeKOJIOTh 元→ nepeKaJINBaTh 不完たくさん割る

ヽ
IlPHKOJIOTh 元→ IlPHKaJiblBaTb 不完 ピンで付ける

'=' IlPOKOJIOTh 元→ npOKa.JlblBaTb 不完穴を開ける

'=' CKOJIOTh 元→ CKa.JlblBaTb 不完割つて剥す

ヽ
pacKOJIOTh 元→ paCKa.JlblBaTb 不完打ち割る

ヽ

OTKOJIOTb 完→

‘ヽHCKOJIOTb 元→

、に~I

YKOJIOTb 元→ YK紅 blBaTb 不完侮つける

3 
ヽ

• MOJI/OTb 不完粉にひく
ヽ

HaMOJIOTb 

ヽ

nepeMOJIOTb 

ヽ

pa3MOJIOTb 

ヽ

CMOJIOTb 

↓

↓

↓

↑

 

完

完

完

完

OTKaJiblBaTb 不完切り取る

HCKaJiblBaTb 不完剌し傷だらけにする

ヽ

HaMaJiblBaTb 

， 
nepeMaJiblBaTb 

ヽ

pa3Ma.JiblBaTh 

ヽ

MOJIOTb 

ヽ

→ CMaJiblBaTb 

不完

不完

不完

不完

たくさん製粉する

全部ひく

製粉する

（穀物・肉を）ひく

4. IlOJI/O咋 不完草取りをする
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完←
ヽ

不完 草取りをするnponOJJOTb IlOJIOTb 

→ npoaaJ1bIBaTb 

5. nop/OTb 不完 縫目をほどく
ヽ

完→
ヽ

不完 打ち殺すsanopoTb sanapbIBaTb 

ヽ

完← nopo咋 1不完 たわごとを言うHailOPOTb 

cnopoTb 完→ cnapblBaTb 不完 ほどいて取る
ヽ

完← nopo祁 2不完 縫目をほどくpacnopoTb 

ヽ

→ pacnapbIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 切り開くBCDOPOTb acnapblBaTb 

完→
ヽ

不完 ほどいて離すomopoTb 01TiapblBaTb 

1. 2. 3. 1. 4 不定形ー(H)flTb

ー(H)flTb (語幹—H町）い （取る）

現代ロシア語にはもはや存在していない本源動詞 flTb の派生語の中で人

称形態に於いてC型アクセントを持つのは以下のものである：

①不定形と人称形態で加音 H を持つ動詞
ヽ ヽ ヽ

ーH-~Tb: -H-HMY -H-HM0T -H-HMYT 

子音に終わる接頭辞を持つ SITbの派生語はこの型に属す。

06曲Tb 完→ o6HHMaTヽ b 不完 抱く

完→
ヽ

不完 奪い取るOTIISITb OTHHMaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 持ち上げるIlOllHHTb no血 HMaTb

ヽ

完→
ヽ

不完 少し持ち上げるnpmo瓜iS'ITb np血 0血 HMaTb

ヽ

完→
ヽ

不完 分けるpasH汀fb pa3HHMaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 取り外すCHSITb CHHMaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 写真を取るsaCHHTb saCHHMaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 写真を取り直すnepectt只Tb IIepeCHHMaTb 

1)ここに属すのは B3HTb と、不定形が一HHTb に終わるものだけである。本来の語

根は•-1>mーである。これらの語形の形成については 2. 2. 3参照。
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例外を成すのは人称形態を用いない以下の 1語のみである。
ヽ

BHSITb 完→ BHH曲Tb 不完傾聴する

②不定形では加音 H を持つが、人称形態では加音を持たない動詞

ーH噸 Tb : -0対 —加eT 一畑YT

これに該当するのは
ヽ

np血 SITb とその派生語だけである。接頭辞

IlPHーの末尾の母音 H が語根の—HMー と融合してしまい、結果的にそ

の活用は
ヽ

np皿ヽ YT となる。IlPHMY IlPHMeT 

完→
ヽ

不完 受け入れるIlPHHSITb np血 HMaTb

ヽ
完→

ヽ
不完 把握するaocnp血 flTb BOCilPHHHMaTb 

ヽ
と元 → npe叩 P血皿a、Tb 不完 着手するnpe瓜IP血只Tb

③加音 H を持たない動詞

ーも汀Tb : 噴約 —血eT —血YT

硬子音に終わる接頭辞に後続するため、不定形で t が挿入され、人

称形態では語根の—HMーが—blMーとなる。その他の—'bHTb に終わる動

詞 (06-no』- QT-) は人称形態を持たない。

‘ヽ03もHTb ヵ→ H3血 la.Tb 不完廃止する

人称形態に於いてC型アクセントを持たない吼Tb の派生語について概

観しておく。

母音に終わる接頭辞を持つ動詞は、不定形を構成するために加音 H を挿

入するが、人称形態に於いて加音 H を用いず、アクセントはB型となる。

この例外となるのは上記②に記した IlPH只Tb 及びその派生語だけである。

語根—BM—の母音 H は母音で終わる接頭辞の後で弱化して R となる。

ーH-51Tb: -0町 -il:MeT -HMYヽT 

ヽ
完→

ヽ
不完 苦しめるL{OHflTb }lOHHMaTb 

， 
完→

ヽ
不完 占める3aHHTb 3a.HHMaTb 

ヽ
完→

， 
不完 雇うHa.HSITb HaHHMaTb 

， 
完→ 不完 模倣するnepeHSITb nepeHHMaTb 
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ヽ

完→
ヽ

不完 理解するIlOHSITb noHHMaTb 

D POHH‘ Tb 元ヽ → 
ヽ

不完染み込むapOHHMaTb 

ヽ

完→ 不完 静めるYHSITb YHHMaTb 

以下の 1 語については人称形態の語根が音節を成さず、—bMーとなる。こ

れによって接頭辞の出没母音が誘発される。
ヽ

BSSITb 完 (6paTb 不完）取る

人称形態： BQ3b灼 BQ3b蝉 T
ヽ

B03bMYT 

1. 2. 3. 1. 5 不定形—'lb

不定形が—'lb に終わる動詞で人称形態に於いてC型アクセントを持つのは以下

に記すように MO'fb とそれに接頭辞を付けてできた派生動詞に限られる。後述のよ

うにこれらは過去形に於いてもC型アクセントを持つ。

MO'ib （語幹 Mor-) I 不完 できる
ヽ

完→ 不完 病気になる3狙 8MO'lb 3狙 eMoraTb

ヽ

完→ 不完 ・カ尽きるH3HeMO'lb H3H9MoraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 感情を抑えるnepeMO% nepeMoraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 助けるIlOMQqb IlOM.oraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 克服するnpeB03MQqb npeB03MOraTb 

CMO'ib 完→ 不完 できる
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1. 2. 3. 2 第2変化 (I1変化）動詞

1. 2. 3. 2. 1 不定形—HTb

不定形が屯Tbに終わる第2変化の動詞は原則として人称形態に於いて B型アク

セントを持つが、以下の 94語とその接頭辞による派生語は例外的にC型アクセン

トを持つ。このタイプの動詞がB型から C型に転じる傾向はかなり顕著で、まだこ

の推移を全うせず、両者のゆれを持つ語もかなりあるが、それらについては後述す

る1. 2. 3. 2. 4に記す。

1. 6ec/H咋 m 不完かっとさせる

es6ecHTb 完←
ヽ

6eCHTb 不完

2. 6JIY/l/妬b :JI 不完ぶらつく

「放とうする」の意ではB型アクセントとなる。

3. 6pon/eTh x 不完ぶらつく；発酵する

nepe6po謡Tb 完 発酵しすぎる

no6po曲Tb 完 しばらくぶらつく

KOJio6po,[lHTb, 3aKOJio6pO}lHTb, HaKOJI06poaHTb, cyMac6pol{HTb, Hacy-

Mac6pol{HTbはA型アクセントとなる。

4. 6y叫如b :::K 不完 （人を）起こす、目覚めさせる

pa36y誼Tb 完← 6yu年不完起こす

no6Yl{HT酎完 起こそうとする

以下の 2語はB型と C型のゆれを持つ。不完了体の構成方法も異なる点

に注意。不完了体を構成する際に子音交替叫JKL{ を生ずる。

npo6y血Tb 完→ npo6如 aTb 不完 感情を呼び起こす

B型に安定しているのは以下の 1語のみである。

no6y雌Tb2 完→ no6yxヽ ,llaTb 不完 刺激する

5. BaJI/妬b 不完 倒す
ヽ

完→
ヽ

不完 埋める3aBa.JIHTb 3aBa.JIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 積み上げるHaBa.JIHTb Haaa.rnaaTb 

o6BaJIHヽTb 完→ o6BaヽJIHBaTb 不完 回りに積む
ヽ

完→
ヽ

不完 積み替えるnepeaaJIHTb nepesaJIHBaTh 
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ヽ
pa3BaJIHTb 元→ paaeaJIHBaTb 不完崩す

に
B3Ba.JIHTb 元 → B3BaJIHBaTb 不完載せる

ヽ
npHBa.JIHTb 元→ np0BaJIHBaTb 不完立てかける

ヽ
noBa.JIHTb 元→ BaJIHTb 不完倒す

I:? 
nposaJIHTb 元→ nposaJIHBaTb 不完崩壊させる

に
CBa.JIHTb 元← BaJIHTb 不完倒す

→ CB叩 BaTb

OTBaJIHTb 完→ OTB紅HBaTb 不完転がしてどける

「押し寄せる」の意味ではB型アクセントとなる。但しこの意味での始

まりを表す noーはB型アクセントと C型アクセントのゆれを持っている。

6. Bap/H四 不完煮る
ヽ

3aBapHTb 

， 
完→ 3aBapHBaTb 不完お湯をかける

ヽ

HaaapHTb 完→ Ha函PHBaTb 不完煮てたくさん作る
ヽ

o6aapHTb 完→ 06BapHBaTb 不完お湯を注ぐ
ヽ

nepeaapHTb 完→ nepeeapHBaTb 不完煮すぎる
ヽ

pa3aapnTh 完→ pa3BapHBaTb 不 完 煮 込 む
ヽ

IlPHBapHTb 完→ IlPHBapHBaTb 不完部品を溶接する
ヽ

llOBaPHTb 完→ }10B枷 BaTb 不完煮終わる
ヽ

npoaapeTb 完→ npoaapHBaTb 不完十分煮込む
ヽ

CBapHTb 完← aapHTb 不完煮て作る

→ caapuaaTb 不完溶接する

‘ヽOTBapHTb 元→
ヽ

OTBapHBaTb 不完 ゆでる、煮る

これらはかつて人称形態に於いて B型アクセントを持っていた。現代ロ

シア語ではB型アクセントは次の 1語にのみ保存されている。この動詞も

本来は上記派生語の一つだが、語義が相当異なるため、上記派生語と別に

扱われ、不完了体の構成方法も異なっている。
ヽ

npe,naapHTb 完→ IlP8lIBOPSITb 不完先んずる

7. BO叫HTb I 不完導く

運動の動詞であるから不定方向動詞に接頭辞が付いて不完了体が、定方

向動詞に接頭辞が付いて完了体が派生するのを原則とする。
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ヽ 不,=:,. ヽ

、-導き入れるBBQ几0Tb プ・ BBeCTH プ
ヽ 不,±;,. ヽ ヽ 助け上げる8380,!lHTb フ・ 83BeCTH プ

B0380』HTb 不'='. に
建造する元・ 80388CTH 元

BOCilPOH3B0』HTb 不'='.元・ BOCilPOH3BeCTH 完 再生産する

不'=?. ヽ

完 ～まで導くllOBOllHTb プ・ llOBeCTH 

3aB0,!10ヽTb1 不完：
ヽ

完 立ち寄らせる3aBeCTH 

ヽ 不'='. 完 苦しめる03B0月0Tb プ・ H3BBCTH 

不'='. ヽ

完 ～に向けるHaBOilHTb プ・ HaBeCTH 

ヽ 不c;;; • ヽ 引き下ろすH03B0lIUTb プ・ HH3BeCTH プ

06BOlIHヽTb 不完： o6BeCTH ヽ 完 案内して一巡する

＾ ヽ 不'='. ヽ ヽ 送って行くOTBOlIHTb 元・ OTBeCTH フ
ヽ

不完：
ヽ

完 渡らせる、翻訳するnepeBO}lHTb nepeaecTH 

ヽ 不r:=:, • ヽ I::' 
近くに連れて来るIlO,llBO,llHTb プ・ IlO}lBeCTH フ

ヽ 不-. ヽ

完 連れて来るIlPHBO,llHTb プ・ IlPHBeCTH 

IlPOBOllHヽT酎不完：
ヽ

、-案内して通るnpoaecTH フ
ヽ 不'='. ヽ 引き起こすnpoH3BOLIHTb 元・ IlPOH3BeCTH プ
ヽ

不完：
ヽ ヽ 多方向に導くpa3BO}lHTb paaaecTR プ

CBO.[.{HヽTb1 不完： CBeCTH 完 助け下ろす

不'=?. ヽ ヽ 連れ去るYBO,llHTb プ・ YB8CT0 フ

以下の語では不定方向動詞に接頭辞を付けると完了体が派生する。

3 a B O ,ll HヽTb 2 に元 80,llHTb し始める
ヽ ヽ しばらく導くnoao月HTb プ
, 2 t=;;; 

npoBOllHTb 元→ IlPOBO:lKaTb 不完 送って行く

CBO月HヽT炉完 連れて行って来る

以下の一BO曲Tb は人称形態に於いてB型アクセントを持つ。

npenpoBO£lRTb と元 → n p e n p o s o IC 屈、Tb 不完 送付する
ヽ

完→ 不完 同行するconpoaonHTb conpOBO:lKlJaTb 

ヽ

不完 指導するPYKOBO,llHTb 

8. B03/H咋 lK 不完 乗り物で運ぶ

運動の動詞であるから不定方向動詞に接頭辞が付いて不完了体が、定方
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向動詞に接頭辞が付いて完了体が派生するのを原則とする。
ヽ

不ー・ 完 運び入れるBB03HTb 元・ BBe3TH 

ヽ 不'=?. ヽ

完 ついでに届けるsaB03HTb 元・ 3aBe3TH 

ヽ 不'='. ヽ 運ぶ途中でぶつけるHaB03HTb プ・ HaBe3TH 元
ヽ 不<=?. t±:, 

運び届けるOTB03HTb フ・ OTB83TH プ
ヽ 不'='. ヽ -向こう側へ運ぶnepeB03HTb 元・ nepese3TH プ
ヽ

不完： 完 近くまで運ぶIlOl{B03HTb nonsesTH 

ヽ

不完：
ヽ

完 運んでくるIlPHB03HTb IlPHBe3TH 

ヽ

不完： ヽ 運び通るIlPOB03HTb IIPOB83TH プ
ヽ

不-・ ヽ

完 配達するpa3B03HTh プ・ pa3Be3TH 

ヽ

不完：
ヽ

完 運び下ろすCB03HTb CB83TH 

ヽ

不完： 完 運び去るYB03HTb YB83TH 

以下の語では接頭辞を付けると完了体が派生する。
ヽ

IlOBOSHTb プヽ

9. BOJ1oq/0四

ヽ

CB03HTb プ
r.=? 

不完引きずる

ちょっと B03HTbする

運んで往復する

通例同源語で同意の BOJIO% (語幹 BOJIOK-1 K/q BB)が用いられる

ことが多い。

10. BOPOT/H四 q 不完 呼び戻す、向きをかえる

pa3BOPOTHTb と元 → p a 3 B O p a、tf H B a T b 不完 ばらばらに崩す
ヽ

完→
ヽ

不完 転がして移動するCBOPOTHTb CBOpa'!HBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 転がしてどけるOTBOPOTHTb OTBopa'IHBaTb 

同源語の BePHYTb (<sePT-切 Tb) と混交する場合が多い。接頭辞 06-

が付与されると 6B が 6 となる。後述の o6opoTHTb を参照。

11. rac/HTb m 不完 （明りを）消す
‘仁

saracHTb 元← racHTb 不完消す

ヽnoracHTb 刀←

（→ noram匂不完）返済する、消印を押す

12. ry6/u咋 6JI 不完減ぽす

sary6HTb 完← ry6HTh 不完滅ぽす
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□ory6HTb 完←

13. nas/u⑬ BJ! 不完圧する

「圧する」の原意から色々な意味が生まれる。 nonasu咋 は原意と離れ

てしまい、不完了体の構成方法も他と異なる。

、と

3a[laBBTb 元←

→ 

ヽ

胆.BHTb 不完
ヽ

3a邸 BJIHBaTb 不完

Ha』a揺Tb 完→ Ha旭BJIHBaTb 不完軽く押す

Bl{aBUTb 

， 
pasnaaHTh 

apunasHTh 

ヽ

nonasRTb 

ヽ

nponasHTb 

， 
c,aaBHTb 

， 
OT}laBHTb 

ヽ

y}laBHTb 

完→

完←

ヽ

B.llaBJIHBaTb 不完押し込む

ヽ

naBHTb 不完

→ pa3.llaBJIHBaTb 不完

↓

↓

↓

↓

↓

↑

 

完

完

完

完

完

完

→ 

ヽ

npn}laBJinBaTb 

ヽ

IlOl{aBJI汀fb

ヽ

nponaBJIHBaTb 

ヽ

C)laBJIHBaTb 

不完挟んで押し付ける

不完鎮圧する

不完押して穴を開ける

不完締め付ける

ヽ

OT}laB揺 BaTb 不完

ヽ

}laBHTb 不完

ヽ

ynaa揺 BaTb 不完

ひき殺す

同上

押しつぶす

同上

踏みつける

締め殺す

同上

14 . .uap/w⑬ 不完贈呈する

3aL{apUTb 完→ 3a廂PHBaTb 不完たくさん贈る

pa3L{apUTb 完→ pa函 PHBaTb 不完贈物を分配する

nonap如.b 完← nap年不完プレゼントする

これらはかつて B型アクセントを持っていたようである。

以下の 1語は雅語であって、古いB型アクセントを保存している。

15. 胆JI/0咋

,'='  
OJiapRTb 元→

不完分ける

ヽ

onapuaaTb 不完恵む

， 

o6neJIHTh 完→

'=' 0Tll8JlHTb 刀→

nepeneJIHTb 完→

,'='  
noneJIHTh 刀←

,'='  
pasneJIHTh ヵ←

0611e誼Tb 不完配り忘れる

OTJ10誼Tb 不完切り放す

nepene誼Tb 不完再分配する

ne誼Tb 不完分ける
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→ pa3几8Jl51Tb 不完 分配する

以下の語はB型アクセントを持っている。

Ha}leJIHTh 完→ Ha[leJIHTb 不完 贈与する

完→
ヽ

不完 ばらまくone.rnTh O.l(8.1JS'1Tb 

完→
ヽ

不完 定義するonpeueJIHTb onpeneJIHTh 

完→
ヽ

不完 細分するIlOl(pa3l(eJIHTh nonpa3.l{eJIHTb 

ヽ '==? , 

不完 運命付けるnpeaonpeaeJIUTh 元→apenonpene訊 Tb

完→
ヽ

不完 配分するpacnpeneJIHTb pacnpeneJI汀fb

Y,!l8JIHTb 完→ YneJIHTb 不完 分け与える

16. npaatt/nTb 不完 じらす
ヽ ヽ ‘ 不完 真似をしてからかうnepenpa3HHTh 元→nepenpa3HHBaTb 

pa3Jlpa3HHTh '=? 元 → paa几paI3HHBaTb 不完 からかって怒らせる

17. nym/年 不完 絞め殺す；香水をかける
ヽ

完←
ヽ

不完 絞め殺す3a瓜呻Th DY皿 Th
， 

完←YJJY皿 Tb

ヽ

不完 同上→ y血 aTb

ヽ '=' 首を絞める（口語）IlPH.lI畑 Tb プ

ヽ

完← 不完 香水をかけるHaJlYI血Tb llYDIHTb 

18. JKeH/H咋 不完 結婚させる

普通は—Cl'I 動詞で「結婚する」の意味で用いる。

19. KaT/HTb l{ 不完 転がす

完→
ヽ

不完 転がし込む3aKaT0Tb 3aKaT皿 aTb

ヽ

完→
ヽ

不完 たくさん転がし運ぶHaKaTHTb HaKaTblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 転がして入れるBKaTHTh BKaTbIBaTb 

ヽ
に → ヽ

不完 下へ転がすIlO,[lKaTHTb 元 no}lKaTblBaTh 

完→
ヽ

不完 転がし移すnepeKaTHTb nepeKaThlBaTb 

完→
ヽ

不完 転がし寄せるnpHKaTHTb npHKaTblBaTb 

noKaTHTh '=' 転がし始める元
ヽ

完→
ヽ

不完 転がして行くnpoKaTHTb npoKaTblBaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 転がし落とすCKaTHTb CKaTblBaTb 
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pacKaTH⑬ 完→ pacKaTh!BaTb 不完方々へ転がす

OTKaTHTb 完→ OTKaTblBaTb 不完転がしてどける
、'="',

yKaTHTb 元→ yKaTbIBaTb 不完

20. KJIOH/HTb 不完下に曲げる

遠くへ転がす

ヽ

HaKJIOHHTb 完→

‘ヽIlPHKJIOHHTb 元→

‘ヽCKJIOHHTb 元→

‘ヽOTKJIOHHTb 元→

HaKJIOHHTb 不完傾ける

□p0KJIO岡 Tb 不完 ～の方に曲げる

CKJIOHHTb 不完下げる

OTKJIOHHTb 不完そらす

これらはかつて B型アクセントを持っていたようである。

以下の 1語は古い B型アクセントを保存している。

npeKJIOHHTb 完→ npeKJIOH年不完 （こうべを）垂れる

21. KOJIOT/HTb q 不完強く打つ
ヽ

3aKOJIOTHTb 

』

HaKOJIOTHTb 

ヽ

npHKOJIOTHTb 

ヽ

IlOKOJIOTHTb 

ヽ

CKOJIOTlfTb 

， 
paCKOJIOTHTb 

， 
lfCKOJIOTlfTb 

↓

↓

 

完

完

ヽ

3aKOJia'IHBaTb 

ヽ

HaKOJia'IHBaTh 

r.=? , 
元→ IlPHKOJI訊 HBaTb

完← KOJIOTJ.fTb 

完→ CKOJI訊 HBaTh

r.=? , 
刀→ paCKOJI訊 HBaTh

完→
ヽ

HCKOJia'IHBaTb 

不完

不完

不完

不完

不完

不完

不完

打ち込む

たがをはめる

釘付けにする

強く打つ

叩いて付ける

叩いて伸ばす

半殺しにする

OTKOJIOTHTb 完→ OTKOJI紐HBaTb 不完たたいて外す

22. Kon/ii咋 m 不完蓄える

HaKOIT0Tb 完→ HaK血JIHBaTb 不完 ある量貯める

‘ヽCKOilHTb 元→

ヽ

HaKaIIJIS1Tb 

CK血JIHBaTb 不完貯める

CKaIIJl51Tb 

CKOilH咋にB型アクセントを用いると「去勢する」の意になる。

23. KOpM/HTb MJI 不完食べさせる

、=
3aKOPMHTb 元→ 3aKaPMJIHBaTb 不完餌をやりすぎる

HaKOPMHTb 完← KOPM年不完食べさせる

06KOPMHTb 完→ 06点PMJIHBaTb 不完食わせすぎる
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ヽ

に元 → Il O }l K a、p MJI H B a Tb 不完 栄養をつけるllO,'IKOPMHTb 

nepeKOPMHTb 
に 、
元→nepeKapMJIUBaTb 不完 食べ過ぎをさせる

ヽ と 、
不完 間食させるllPUKOPMUTb 元→ npuKapMJIHBaTh 

ヽ に=',
不完 餌をやって太らせるpacKOPMHTb 元→ pacKapMJIHBaTb 

BCKOPMHTb 完→ BCKapMJIHBaTb 不完 養育する
ヽ

完→
， 

不完 （家畜を）飼うOTKOPMHTb OTKapMJIUBaTb 

24. KOC/HTb m 不完 刈る
ヽ

完→
ヽ

不完 鎌で刈り取るIlO.l{KOCHTb IlO}lK匹 BaTb

nepeKOCHヽTb 1 -ヵ→ nepeKai皿 BaTb 不完 刈り尽くす

ヽ

完←
ヽ

不完 刈るCKOCHTb KOCHTb 

ヽ

不完→ CKaDIHBaTb 

「斜めにする」の意及び以下の派生語ではB型アクセントとなる。

nepeKOCHヽTb2 元r:!::f → 
ヽ

不完 歪めるnepeKamHBaTb 

25. KpecT/H咋 m 不完 十字を切る；洗礼を施す
ヽ

完← 不完 十字を切るnepeKpecTHTb KP9CTHTb 

ヽ

完←
， 

不完 洗礼を施すOKP0CTHTb KpeCTHTb 

以下の 1語は人称形態でB型アクセントを持っていたが、現在ではC型

アクセントの使用も認められている。

‘ 完→
ヽ

不完 交差させるCKpeCTHTb cKpenmeaTb 

26. Kpom/H咋 不完 細かくする
ヽ に士ブ 不完 たくさんきざむHaKpOJDHTb 元
ヽ

完 不完 少しきざむIlOKPO田HTb

ヽ

完→
ヽ

不完 ちぎってばらまくpaCKPOIIlHTb pacKpaI皿BaTb

27. KPYT/H祁 tJ 不完 回す
ヽ

完→
ヽ

不完 回す、縛る3aKPYTHTb 3aKPY'IHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 巻き付けるHaKpyTHTb HaKPY'IHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ネジを締め足すIlO,llKPYTHTb IlOllKPY'!HBaTb 

ヽ

t::!!::, 元 → nepeKPYI 咄 BaTb 不完 締めすぎるnepeKPYTHTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 縛り付けるIlPHKPYTHTb IlPHKPYllHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 （縄を）なうCKPYTHTb CKPYlfHBaTb 
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ヽ

完→ 不完 巻いた物を外すpaCKPYTHTh paCKPYtfHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ほぐすOTKPYTHTh OTICPY'-IHBaTb 

28. Kyn/H咋 nJJ 完 買う
ヽ

完→
ヽ

不完 買うKYIIHTb IIOKyaaTb 

完→
ヽ

不完 （卸で）買い付ける3aKynUTb 3aKynaTb 

ヽ

完→ 不完 たくさん買うHaKynHTb HaKynaTb 

ヽ

完→ 不完 買収するIlOlJKYilHTb IlO}lKynaTb 

完→
ヽ

不完 買いすぎるnepeKynHTb nepeKynaTb 

ヽ

完→
， 

不完 買い足すIlPHICYIIHTb IlPHKYIIaTb 

ヽ 、ヵ→タ ， 
不完 償うOICYIIHTb OICYIIaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 買い占めるCKYilHTb CKynaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 買い尽くすpaCKyrIHTb pacKynaTb 

HCKYTIHTb 完→ HCICynaTb 不完 罪を償う

29. 町 p/u四 不完 たばこを吸う

-CSIが付くと「煙草が燃える」の意ではC型だが、 「煙る」の意ではB

型と C型のゆれを持つ。
ヽ

完→
ヽ

不完 たばこを吸い始める3aICYPHTb 3aKYPHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 煙で一杯にする, HaKYPHTb HaKYPHBaTb 

o6KYPH咋 完→ 06灼 ヽPHBaTb 不完 パイプを使い込む

完→
ヽ

不完 火を借りるIIPHKYPHTb IlPHICYPHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 いぶすOKYPHTb OKYPHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ちょっとたばこを吸うIlOICYPHTb IlOKYPHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 たばこに火を付けるpac灼 PHTh paCKYPHBaTb 

30. -K:yc/HTb m 不完 （かじる）

完→
ヽ

不完 少し食べる3aKYCHTb 3aKYCbIBaTb 

HaLIKYCHTb 完→ HallKYCbIBaTb 不完 上を少しかみ取る

完→
ヽ

不完 かみ切るnepeICYCHTb nepeKYCblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 くわえるIlPHICYCHTh IlPHKYCb田aTb

ヽ

完→
ヽ

不完 かみ破るIIPOKYCHTb IlPOKYCblBaTb 

paCKYCHTb 完→ paceycbIBaTb 不完 かみ砕く
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‘仁

OTKYCHTh 元→
， 

YKYCHTb 元
r.!:? 

OTKYCblBaTb 不完かみ取る

かみつく

同源語の KYCaTb と混交する場合もある。

以下の 2語は原則として B型アクセントを持つが、 BKYCH昨にはC型ア

クセントの適応も認められている。不完了体を構成する際、上記の語のよ

うに接尾辞—blBa—ではなくー炉（正書法上 —a-) を用いている点にも注

意を要する。

31. KYT/H咋

BKYC年完→

HCKYCHTb 完→

q 不完豪遊する

BKYfilaTb 不完味わう、体験する

HCKymaTb 不完誘惑する

IlPOKYTHTb 完→ npoKY'-IHBaTb 不完豪遊して散財する

32. JieH/u昨/c5l 不完さぽる

o6JJeHHヽTbC5I 完→ o6JieヽHHBaTbC51 不完 怠け癖がつく
， 

'=" 元→ pa3Jie, HHBaTbC5I 不完 怠け者になる（口語）pa3JI8H0TbCSI 

ヽ

完→
ヽ

不完 怠け者になる（口語）H3JleHHTbC51 H3JieHHBaTbC51 

ヽ

完 おこたるIIOJleHHTbCfl 

33. Jien/HTb IlJI 不完 はる、 （粘土などで）形作る

完→
ヽ

不完 ぬりつぶす3aJieOHTb s aJI enJI 51Tb 

ヽ

完←
ヽ

不完 はり付けるHaJieilHTb Jl8Ill1Tb 

， 
不完 同上→ HaJieilJISITh 

o6JienuヽTb 完→ o6JieilJISIヽTb 不完 一面にはる

完→
ヽ

不完 のりづけするIlPHJlenHTb npnJienJI只Tb

ヽ

完→
ヽ

不完 はり合わせるCJienHTb CJieilJI5ITb 

， 
完→

ヽ

不完 はがすOTJl8Ill!Tb OTJienJI只Tb

c.11en0昨にB型アクセントを用いると「盲にさせる」の意となる。

34. JJeti:/HTh 不完治療する
ヽ

完→
ヽ

不完 傷をなおす3a.JieqHTb 3aJJe"<IHBaTb 

， 
完→

ヽ

不完 少し治療するIl0lIJl8'1HTb IlOJlJI8'1HBaTb 

完→
ヽ

不完 全快させるH3Jle'iHTb H3Jl8'IHBaTb 

ヽ

完 暫く治療するnoJie'IHTb 
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35. JIOB/HTb BJI 不完捕まえる

JIOBHTb 自身の対応の完了体には、吼Tb の語根 ーHM— から作られた

□OHMaTb (<no-HM-a-Tb) が用いられている。 1. 2. 3. 1. 4参照。

nepeJIOBHTb 
に 、

元→ nepeJiaBJIHBaTb 不完 たくさん捕まえる

完→
ヽ

不完 捕まえる（口語）H3JIOBHTh H3JiaBJIHBaTb 

完→
ヽ

不完 捉える、知覚するYJIOBUTb yJJaBJIHBaTb 

36. -JIOJC/妬b 不完 （置く）

不完了体を構成する際に、—JIOJKHTb の本来の語根である—Jior— から母

音交替と接尾辞—aーを伴って—JiaraTh を作る場合と、 IlOJIO皿Tb の不完

了体 KJiaCTb の語根 KJlaJlーに接尾辞—b!Baーを加えて—KJia皿BaTb を作る

場合とがあるが、後者が原則的に「置く」という原義を保持するのに反し

て前者は専ら転義で用いられる。

JIODITbCSI にはB型アクセントが用いられる。

3aJIOXHTb 完→ 3 aKJI 3.}lbIBa Tb不完 後ろに置く

HaJio皿ヽ T酎完→ HaJiaraTb不完 （税を）課する

HaJIO皿ヽ Tb2 完→ HaKJI紐皿aTb不完 上に置く

o6Jto皿ヽ T酎完→ o6JiaraヽTh不完 課税する

06JIO皿ヽ T炉完→ 06KJI紐皿aTb不完 囲む、縁どる

BJIO:lKUTb 完→ BKJia胆 BaTb不完 入れる
ヽ

完→ npenJiara四不完 提案するape却JIO:nlTb

ヽ
完→ llOllKJia皿BaTb不完 下に置く、敷くIlOllJIOJDITb 

nepeJio皿ヽ Tb1 元I::? → nepeJiara.Tb不完 転嫁する

nepeJio皿ヽ T炉完→ nepeKJia血 BaTb不完 移動させる

pa3JIO皿ヽ Tb1 完→ pa祖 ara.Tb不完 分解する

pa3JIO皿ヽ Tb2 元'=' → pa3KJI紐 bIBaTb不完 並べる
ヽ

完→ H3JiaraTb不完 述べるH3JIO:n1Tb 

ヽ
完→ HH3JiaraTb不完 （王を）廃止するHH3JIO夏HTb

B03JIOn!Tb 完→ 803JiaraTb不完 供える

IlPHJIO皿ヽ Tb1 元ヽ → np皿 araTb不完 添える

IlPHJIO皿ヽ Tb2 元占 → IlPHKJI紐皿aTb不完 あてる
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,llOJIODITb 完→ ,llOKJlaヽ,llbIBaTb不完 報告する
ヽ r.:f. ブ' . 

KJlaCTb不完 （横にして）置くIlOJIOJl(HTb フ ． 

Cp. IlOJiaraTb不完 思う

npennoJioJmTb 完→ npe)lIIOJlaraTb不完 仮定する

IlPOTHBOilOJIO:lKHTb r.=? 元→ npOTHBOilOJiaraI Tb不完 対比させる

pacnOJIOJKHTb 完→ pacnoJiaraTb不完 配置する、所有する
ヽ

e::, 元→ npenpacnoJiara, Th不完 予め傾向を与えるnpe.upacnoJioJKHTb 

IlPOJIODITb 完→ IlPOK:JlallblBaTb不完 敷設する

CJIO皿,Tb1'=' 元→ cJtaraヽTb不完 構成する

CJIO皿ヽT炉完→ OICJia胆 BaTb不完 積む

OTJIO:JIHヽTb 1 -元→ OTJiaraTb不完 延期する

OTJI OIHヽTb 2 元ヽ → ‘ 不-OTKJiallb田aTh 元 脇に置く
ヽ

完→ YKJI紐皿aTb不完 ねかせるYJIODTb 

37. JIOM/H匹 MJI 不完 強く折曲げる
ヽ

完→
ヽ

不完 後ろへ折曲げる3a.JIOMHTb 3aJiaMblBaTb 

06JIOMHヽTb 完→ o6JtaヽMblBaTb 不完 回りを折る
ヽ

完→
ヽ

不完 ひびをいれるHal{JIOMHTb Ha几JiaMblBaTb

ヽ

完→
ヽ

不完 二つに折るnepeJIOMHTb rrepeJia呻 aTb

完→
ヽ

不完 光を屈折させるIlPeJIOMHTb npeJIOMJISITb 

ヽ

完→ 不完 折つてこわすpaaJIOMHTb paaJia血田aTb

ヽ

完→
・ヽ

不完 圧して穴を開けるIlPOJIOMHTb npoJiaMhIBaTb 

完→
ヽ

不完 折つて倒すCJIOMHTb CJlaM皿 aTb

完→
ヽ

不完 もぎ取るOTJIOMHTb OTJiaMI>IBaTb 

接尾辞を替えた同源語 JiaMa/Tb c1 A A)も参照のこと。

38. Jiyn/UTb IlJI 不完 皮をむく等

o6Jiyne⑬ 完←
ヽ

不完 果実の皮をむくJIYIIHTb 

ヽ

完←
ヽ

不完 巻き上げるCJIYTIHTb JIYilUTb 

ヽ

完←
ヽ

不完 ぶんなぐるOTJIYflHTb JlYilHTb 

39. JII06/0Tb 6JI 不完 好む

BJII06HヽTb 完→ BJII06JISIヽTb 不完 惚れ込ませる
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pa3JIIO韮Tb 完→ pa3JI106JISI咋 不完 愛想がつきる

H883JII06H， Tb 
-=:; 

嫌いになるプ

IlOJII06HヽTb 
に土 好きになるプ

40. M狙 /HTh 不完 手招きする
ヽ

完→ 不完 おびき寄せる3aMaHHTb 3aMaHHBaTb 

， 
完→ 不完 招致・誘致するnepeM狙 HTb nepeMaHHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 手招きして来させるIlPHM狙 HTb IlPHM狙 HBaTb

ヽ

完←
ヽ

不完 手招きするIlOMaHHTb Ma.HHTb 

ヽ

完→ 不完 餌でおびき集めるCMaHHTb CMaHHBaTb 

かつてはB型アクセントを持っていたが、現在では完全にC型アクセン

トに移行している。

41 • -M細 /HTh (変える）

接尾辞を替えた同源語 M8H5ITh は接頭辞がない時にも用いられ、以下の

動詞の不完了体として用いられることも多々ある。時に喝8HH祁 は完了

体を構成し、喝e曲Th と紛らわしい場合が生じる。
ヽ

3aMeHUTb 完→
ヽ

0細 HUTb 完→

Cp. o6MeH如完→
ヽ

nonMeHUTb 完→

3狐 8H51Tb 不完代理する、代用する

06蜘HHBaTb 不完人の物と間違える

06MeHHBaTb 不完交換する

no耶 8HffTb 不完すりかえる

→ no函 HHBaTb 不完同上

ヽ

nepeMeHHTb 完→

‘ヽ
H3M€HHTb 元→

ヽ

IIPHMeHHTb 完→

‘ヽ
CMeHHTb ヵ→

ヽ

OTMeHHTb 完→

nepeMe曲Tb 不完取り替える

H3Me曲Tb 不完変化させる、変える

np皿 eH只Tb 不完適用する

CMe曲Tb 不完取り替える、更迭する

OTMeHHTb 不完廃止する

上記の噴SHH咋 の人称形態もかつてはB型アクセントを持っていたと

考えられ、古いB型アクセントが以下の 2語に保存されている。

BMSHUTb 完→ BMSH年不完帰する

ヽ
BUilOU3M8HUTb 元→ BUilOU3M€H只Tb 不完変容させる

42. Mec/H咋 m 不完こねる
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ヽ

完→ 不完 こねて作る3aMeCHTb 3aMemusaTb 

ヽ ヽ たくさんこねて作るHaMeCHTb 元

pa3MeCHTb 完→ pasMemHBaTh 不完 こねて混ぜる

43. MOJI/如'b 不完 懇願する

ヽ

完→
ヽ

不完 拝み倒すYMOJIJ.fTb YMOJISITb 

44. MOJIOT/H咋 '-I 不完 叩く、脱穀する

HaMOJIOTHTb - たくさん脱穀する元

06MOJIOTHヽTb 完→ o6MOJlaヽ'IBBaTb 不完 脱穀する

45. Moq/HTb 不完 濡らす

完→
ヽ

不完 水につける3aMO'-IBTb 3aMa'lUBaTb 

HaMoqHTb 完→ HaMa'IHBaTb 不完 たくさん浸して作る

06MO'IJ.1ヽTb 完→ o6Maヽ'IBBaTb 不完 一面に濡らす

ヽ

完→ 不完 少し濡らすIlOl!MO'IHTb IlOL{Ma'-IHBaTb 

ヽ

完→
， 

不完 浸して軟らかくするpa3MO'IHTb pa3Maq0aaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 すっかり濡らすnpoMO"IHTb npoMaquBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 湿らせるCMO'IRTb CMa'IUBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 濡らして剥すOTMOtJHTb OTMaquaaTb 

46. HOC/HTb m 不完 身につけて運ぶ

ヽ 不'='. ヽ

完 持ち込むBHOCHTb 元・ BH8CTH 

ヽ 不'=?. 
， ヽ 出世させる803HOCHTb フ・ B03H8CTU フ

ヽ 不'='.
， 

ヽ ～まで持って行く}lOHOCHTb 元・ )lOHeCTH 元

ヽ 不,=:,. ヽ

完 ついでに届ける3aHOCJ.ITb 元・ 3aHeCTH 

ヽ 不t=? • 
ヽ ゴヽコ ぶつけるHaHOCBTb 元・ HaHeCTH プ

06HOCHヽTb 不完： 06ttecT0 ヽ
ヽ 持って回る、囲むプ

ヽ 不t=t • 
ヽ r:=, 

離れたところに持って行って置いてくるOTiiOClfTb 元・ OTiieCTH 元

不'='. ヽ

完 運が移す、耐える、延期するnepeHOCHTb 元・ nepeHeCTli 

ヽ 不-.
ヽ -近くに持って来るno皿OCHTb 元・ IIO,lIHeCTI-1 プ

ヽ 不'='. ヽ 、c:=,
ほめちぎるnpeB03HOCHTb 元・ npeB03HeCT0 プ

， 
不'=='. ヽ に

贈呈するnpeTIOlIHOCHTb 元・ npeno叩 ecTH 元

ヽ 不c::? • 
ヽ に

持って来るIlPHHOCl-fTb 元・ IlP0H8CT0 元
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ヽ

npHBHOCHTb 不ヽ・
プ・

ヽ

npoHOCHTb 不ヽ・
プ・

ヽ

npOH3HOCHTb 不ヽ・
プ・

ヽ

pa3HOCHTb 不完：
ヽ

CHOCHTb 不完：

‘ヽ
npRBH8CTR 元添加する

ヽ 、士ブ

npoHeCTR 元持って通る

IlPOR3H8CTH 完発音する

pa3H8CTR 完配布する

‘に
CH8CTR 元持って下りる

YHOCHTb 不完： yttecTH 完持ち去る

47. o6opoT瓜Tb I.I 不完 向ける、ひっくり返す （不完 o6op紐HBaTb)

本来は上記 BOPOTHTb の派生語であって、 06-aopoTH⑬ に由来する。

BOPOTH昨と同源の aepttyTb に同じ接頭辞を付けても同様に 細が 6

となり、 o6ep的Tb (向ける、包むなど）ができるが、不完了体には同じ形

06opa'IHBaTb を用いる。 BOPOTH祁を参照のこと。

48. oqyT/H祁/cSI I.I 不完気が付くと～にいる

49. nuJI/如b 不完鋸で引く、がみがみ小言を言う

HaTIHJIIITb 完→ HaTIHJIHBaTb 不完 たくさん鋸で切る

nonn皿 HTb

ヽ

nepenHJIHTb 

ヽ

CIT0Jl0Th 

ヽ

pacn0J1J.1Th 

ヽ

OID0Jl0Th 

50. nJiaT/u⑬ 

↓

↓

↓

↓

↓

 

完

完

完

完

完

ヽ

IIO皿HJIHBaTb

ヽ

nepennJIHBaTb 

ヽ

pacnUJlUBaTb 

q 不完支払う

3aTIJiaTllTb 

ヽ

nepenJiaTUTh 

ヽ

np皿 JiaTBTb

完←

ヽ

Cill!Jll!BaTh 

ヽ

OTIIHJIHBaTb 

ヽ

nJiaTHTb 

に 、

元→ nepenJia暉 BaTb

完→
ヽ

np血 Jla'IHBaTb

不完下を鋸で切る

不完鋸で切断する

不完鋸で切る

不完鋸でいくつかに切る

不完鋸で切り取る

不完支払う

不完余計に払う

不完割増し料金を払う

onJiaT年完→ OilJia'iHBaTb 不完報酬を払う

に
}lOilJiaTHTb 元→ }lOilJI訊 HBaTb 不完払い足す

'=' OTIIJiaTHTb 元→ OTIIJI訊 HBaTb 不完報いる

ynJiaTHTb 完→ ynJia'iHBaTb 不完支払う

51. IlOJI四In咋 完受け取る

に
IlOJI四 HTb 元→

ヽ

3aTIOJIY'IHTb 完→

IlOJIY9<lTb 不完受け取る

3aIIOJIY9<lTb 不完獲得する（俗語）
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noJiy雌Tbも本来は JIY'-IH昨 に接頭辞を付けて作られた完了体動詞であ

るが、その他の—JIY'-IHTb に終わる動詞 (3a- H3-OT-c-y-) はB型アク

セントを持つ。

52. nopyq/HTb 完依頼する

これ自身も本来は・PY'-IHTb(<PY点手）の派生語である。
、と

nopyqHTb 元→ nopy滋Tb 不完依頼する

nepenopy咄Tb 完→ nepenopy'-1如不完 また別の人に依頼する

その他の—PY'-IHTb (a-3a-npn-06-) はB型アクセントを持つ。

53. nporJJoT/HTb'-I 完飲み込む

これ自身も本来は・rJJOTH咋の派生語である。この動詞は今のロシア語

にはないが、接尾辞を替えた rJJOTa祁 は存在しており、しばしば npo-

rJJOTH咋の不完了体とみなされる。

nporJJoTHTh 完→ nporJJaTb田aTb 不完飲み込む

以下の 1語はB型と C型のゆれを持つ。 1 . 2 . 3 . 2. 4参照。

norJioT/HTh m に刀 → norJiomaTb 不完 吸収する

54. npoc/u咋 田 不完 頼む
ヽ

完→ 不完 照会する3ailPOCHTb aanpanrn:aaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 多くの人に質問するonpocHTb onpai血 BaTb

ヽ

完→
， 

不完 尋問する}lOilPOCHTb L{OnpanrnBaTb 

完←
ヽ

不完 頼むIlOIIPOCHTh IlJ)OCUTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 質問するCilPOCBTb cnpai皿BaTh

nepecnpoc1-1Tb '='元→nepecnp四,BaTb 不完 聞き返す

55. nycT/u咋 皿
ヽ 放す、解放するプ

語根は本来叩CK- (叩CK「始動」参照）であって、これは不完了体に於

いて接尾辞—a—の前では保存されたが、完了体の接尾辞ーH—の前で CK 

が CTに交替してしまった。この変化は現代ロシア語には余り現れず、第

2パラタリゼーションの一種と考えられている。

‘ヽIlYCTHTb 元→

、と

3arryCTHTb 元→

‘ヽHaIIYCTHTb 元→

fIYCKaTb 不完放す、解放する

3叩 YCKaTb 不完投げつける

Ha.IIYCKaTb 不完 たくさん入れる



第皿章動 詞 179 

、と

BnyCTHTb 刀→

、と

IlO)lnyCTHTb 元→

、と

IlPHilYCTHTb ヵ→

に
叩 CTHTb 刀→

、土
)lOilYCTHTb 元→

、一nponycTHTb ヵ→

-cnycTHTb 元→

に
pacnyCTHTb 元→

ヽ

HCilYCTHTb 

ヽ

npHCilYCTHTb 

ヽ

OTIIYCTHTb 

完→

今

↓
完

完

BilYCKaTb 不完 中に入れる

no叩 ycKaTb 不完近づける

IlPHilYCKaTb 不完交尾させる

onycKaTb 不完落とす

,!lOilYCKaTb 不完許す

IlPOIIYCKaTb 不完通す

CIIYCK<lTb 不完下ろす

pacnyCK<lTb 不完 多くの人を解放する

HCIIYCK<lTb 不完音・光を発する

npHCIIYCKaTb 不完少し下ろす

0両 CIC<lTb 不完 自由にする

ss. py6/u咋

、と＝
YIIYCTIITb 元→

6JI 不完叩き切る

sapy6年完→
ヽ

Hapy611Tb 元
、=

o6py60Tb 完→

ヽ

YIJYCKaTb 不完 うっかり放す

3apy63.Tb 不完刻み目を付ける

たくさん切る

o6py6a.Tb 不完端を切り取る

Bpy60Tb 完→ apy6如不完切ってはめ込む

57. PHll/UTb 置 不完着飾らせる

以下の派生語は現在ではC型アクセントを持つようになった。

aapHl{HTb 完→ aapSDICaTb 不完弾をこめる

nepeaapHl{HTb 完→ nepeaapSDIC如不完弾をこめ直す

HapH曲Tb 完→ Hap直如不完着飾らせる

np皿 apSil{HTb 完→ np血 apSDIC如不完おめかしさせる

paapH雌Tb 完→ paapSDIC如不完盛装させる

paapH誼Tb 完→ paapSDIC如不完弾を抜き取る

「雇う」の意味ではかつてB型アクセントを持っていたが、今ではC型

アクセントも認められている。その他の—PHllHTb は B型アクセントを持っ

ている。例えば aaps:1雌Tb (同じことを繰り返す）はB型アクセントを保っ

ている。—CH 動詞についても同様で、 「仮装する」の意味ではC型、 「雇

用条件を決める」に意味ではB型と C型とのゆれを持つ。
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58. can/nTh JI 不完 植える (=c狙 a.Tb)

ヽ

完→ 不完 植え付ける3aCa}lHTb 3acaXHBaTh 

HaCallHヽTb1 完→ HacaJDrnaTb 不完 取り付ける

06ca110Tb 完→ o6Cant:， BaTb 不完 植えめぐらす

ヽ

完→
ヽ

不完 差し込むBCa}lHTb BCUHBaTb 

完→
ヽ

不完 無理して痛めるHanca几HTb Ha}lca::msaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 助け乗せる、植え足すIIO}lCa}lHTb nonca寛HBaTb

nepecal{HTb 完→ nepecaJKHBaTb 不完 植えかえる

完→
ヽ

不完 引き戻すocaIIHTb OCaJKHBaTb 

， 
完←

ヽ

不完 植えるnoca}lllTb ca}lHTb 

， 
不完 同上caxaTb 

以下の 3語は人称形態に於いて B型アクセントを持つ。対応の不完了体

の構成法も異なる点に注意。

ca11HヽTbCSI不完： ceCTb 
ヽ 座る元

HaCa,[lHヽTb 2 完→
ヽ

不完 考えを植え付けるHaCcDK/]aTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 いらいらさせる几oca几HTb }lOCaJK}laTb 

59. caeT/H咋 q 不完 輝く
ヽ

完→
ヽ

不完 火を灯す3aCBeTHTb 3acBe'iHBaTb 

完←
ヽ

不完 輝く、照らすnocBeTHTb CB8T0Th 

npocseTBヽT炉完→ IIpOCBe'lUBaTb 不完 X線で検査する

以下の 2語は教会スラブ語の子音交替 T/m を行い、アクセントはB型

となる。不完了体の構成方法も異なる。
ヽ

完→
ヽ

不完 解明するOCBeTHTb OCBe皿aTb

n p o C B 8 T HヽT b 2 元に → 
ヽ

不完 啓蒙するnpocaemaTb 

60. cep叫0咋 )K 不完 怒らせる
ヽ

不完→
ヽ に 怒らせるcep[lHTb paccep)lHTb 元

61. -cKo'l/HTb 不完 （跳ねる）

同源語の CKaK/aTb(1 ti CA)と混交する場合が多い。

BCKOtiffTb 完→ BCKaKBBaTb 不完飛び上がる、飛び乗る

3aCKO呻⑬完→ 3aCKaKBBaTb 不完飛び込む
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HaCKO<tHTb 

ヽ

IlOl{CKO'IHTb 

ヽ

nepecKO'IHTb 

ヽ

npoCKO'IIITh 

ヽ

COCKO'IIITb 

， 
OTCKQqHTb 

↓

↓

 

完

完

HacKaKHBaTb 

ヽ

IlO}lCKaKHBaTh 

に 、

元→ nepecKaKHBaTb 

↓

↓

↓

 

完

完

完

ヽ

apocKaKHBaTb 

ヽ

COCKaKHBaTb 

ヽ

OTCKaKHBaTb 

不完飛びつく、ぶつかる

不完はせ寄る

不完飛び越える

不完疾走して通り過ぎる

不完飛び降りる

不完飛び退く、跳ね返る

62. CJI'f'K../HTb 不完仕える、勤務する

3aCJI四 Tb 完→ 3aCJI如 BaTb 不完価する

o6c羽 JKHTb 完→ o6cJI加 BaTb 不完奉仕する

ヽ'IIOCJl'f%.HTb 元← CJI江 Tb 不完仕える

IIPOCJI四 Tb 完→ npocJI如 BaTb 不完勤め通す

r.:!::, 

COCJI四 Tb 元→ COCJI四 BaTb 不完尽力する

OTC羽皿Tb 完→ OTCJI如 BaTb 不完勤め上げる

r.:!::, 

YCJI四 Tb 元→ YCJI四 BaTb 不完役に立つ

63. ccy叫HTb 瓦 不完 （金を）貸す（不完 ccyxa.Tb)

64. -CT狙 OB/HTbBJI 

-cSI動詞も同様にC型アクセントを持つ。 IIOCT狙 OBH咋の不完了体の構

成方法が他と異なっている。

ヽ
OCT狙 OBHTb 元→ OCT狙 aBJIHBaTb不完止める

'=' IIPHOCT狙 OBHTb 元→IIPHOCT狙 aBJIHBaTb不完一時停止する

'=' IIOCT狙 OBHTb 元→ IIOCT狙 OBJISITb不完決定する

占

BOCCT狙 OBHTb 元→ BOCCT狙 aBJIHBaTb不完復興させる

ヽ
YCT狙 OBHTb 元→ YCT狙 aBJIHBaTb不完定める

65. CTOPOH/H昨 /cSI 不完よける、避ける

CTOPOHHTb⑬ 不完→ IIOCTOPOHHTbCSI不完同上

66. -cTpeJI/H祁 （銃で撃つ）

3acTpeJ1年完→ 3aCTpeJIHBaTb 不完射撃する

npocTpeJIHTh 完→ IlPOCTpeJIHBaTh 不完撃ち抜く

単独では接尾辞を替えた CTpeJIH祁を用いる。

67. CTY}l/HTh x 不完冷やす
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3acnr血Tb 完→ 3aCTY)l(HBaTb 不完冷やして痛める

npoc可謡Tb 完→ npocn皿 BaTb 不完風邪をひかせる

npoc可 )l(ilTb 不完同上

68. C可 n/uTb m 不完歩む

‘に
HaC'fYilHTh 九；→

o6cTYnHTh 完→

HaCTYilaTb 不完時が来る

o6cTynaTb 不完取り巻く

BCTYilH匹完→ BCTYilaTb 不完入る

IlO}lC加 HTb 完→ IlO}lC加 aTb 不完接近する

nepec如 UTb 完→ nepec加 aTb 不完また<:-

npec如 HTb 完→ npec加 aTb 不完法を犯す

IlPHC如 UTb 完→ IlPHC加 aTb 不完着手する

nae加 HTb 完→ nae加 aTb 不完振舞う、入る

npoc加 HTb 完→ npoc可 aTb 不完にじみでる

OTC加 HTb 完→ OTC可 aTb 不完後退する

ye加 HTb 完→ ye可 aTb 不完譲歩する

69. cyn/nTb x 不完判断する

不完了体を構成する際に行われる子音交替は通例本源動詞の人称形態

に現れる子音交替に一致するが、以下の動詞では例外的に人称形態では

}l/:lKが、派生の際には }l/:lK}l と異なる子音交替が生じている。

70 •. cym/H咋

‘ヽ
3aCY2lHTb 九；→

o6cy昨Tb 完→

‘に
IIPHCY)lHTb 元→

、と

OCY.llHTb 元→
ヽ

IIOCY)lHTb 元
l':=t 

不完乾かす

、 と士ブ

3acyi皿Tb 元→
, r=? 

Hacyi血Tb 元→

o6c四Tb 完→

3ac江誼Tb 不完有罪を宣告する（俗）

o6cyx底Tb 不完審議する

IlPHCY7'1IaTb 不完判決する

OCY7'1IaTb 不完非難する

判断する、考える

ヽ

sacylilHBaTb 不完乾燥させる」

ヽ

HacynrnBaTb 不完 たくさん乾かす

ヽ

o6cynrnsaTb 不完 くまなく乾かす

none四HTb 完→ none畑 BaTb 不完 ちょっと乾かす

、-・nepec四HTb 元→ nepec四 BaTb 不完たくさん乾かす
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71. Tam/HTh 

ocym面b 完→ ocymaTb 不完干拓する

npoc四 HTb 完→ npoc畑 BaTb 不完 充分乾燥させる

uccymuTb 完→ HC呼mHBaTb 不完 ひからびさせる

HCCymaTb 不完同上

不完引きずる

3aTamliTb 完→ 3aTaCKHBaTb 不完 引っ張り込む

HaT暉 Tb 完→ HaTaCKHBaTb 不完 布団にくるまる

BT皿ll{Tb 完→ BTaCKHBaTb 不完引きずり込む

'=' no町皿Th 元→ nonTaCKHBaTh 不完

ヽ ヽ
neper四 Th 元 7 nepeTaCKHBaTh 不元

IlPHTaJIIHTb 

ヽ

LIOTa皿HTb

ヽ

IlPOTaJIIHTb 

ヽ

CTa皿HTb

ヽ

paCTa.IIIHTb 

ヽ

OTTa皿HTb

ヽ

YTa皿HTb

ヽ

ITO,llTOITRTb 

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

 

完

完

完

完

完

完

完

完→

np0TaCKUBaTb 

ヽ

llOTaCKHBaTb 

， 
npoTaCKHBaTb 

ヽ

CTaCKHBaTb 

ヽ

pacTaCKHBaTh 

ヽ

OTTaCKHBaTb 

ヽ

yTaCKHBaTb 

引っ張つて寄せる

引っ張って移す

ヽ

IlOl!TaIIJIHBaTb 

不完 引っ張って来る

不完 ～まで引きずる

不完

不完

不完

不完

不完

引きずって行く

引きずって集める

引き離す

引っ張ってどける

遠くへ引きずっていく

72. TBop/HTb 不完創造する；行う

TBOPHTb の派生語のうち下記の4語だけは人称形態に於いてC型アクセ

ントを持つ。 TBOPHTb 自身及びその他の派生語はB型となる。 pacTBOPH咋

は「溶かす」の意味ではB型アクセントを用いる。

IlPHTBOPHTb 完→ IlPHTBOP如不完そっと閉める

OTBOPHTb 完→ OTBOP年不完開ける

IlPHOTBOPHTb 完→ IlPHOTBOP如不完少し開ける

pacTBOPHTb 完→ paCTBOP年不完開ける

73. Ton/HTh nJI 不完 （燃料を）燃やす、沈める

に
saTOilHTb 元→ saTanJIHBaTb 不完火をつける

ヽ

3aTOilJISITb 

ヽ

HaTOilHTb 完→ HaT印JIHBaTb 不完 よく暖める

不完暖房をちょっとた＜
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nepeTOilUTb 元ヽ → n e p e T an‘ JJ H B a Tb 不完 暖めすぎる
ヽ

完→ 不完 暖房するOTOilHTb OTaTIJJHBaTb 

完←
ヽ

不完 燃料を燃やすIlOTOillfTb TOilHTb 

YTOilltTb 完← TOilHTb 不完 同上
ヽ

完→ 不完 暖房を十分た＜npoTonHTb npoTanJIHBaTb 

完→
， 

不完 暖房をたきつけるpacTOilHTb pacTanJIHBaTh 

ヽ

完→ 不完 ストーブをた＜0CTOCT0Tb HCTaITJIHBaTb 

74. Topon/nTb IIJI 不完 急がせる、せきたてる
ヽ

完←
ヽ

不完 せきたてるIlOTOpOilHTh TOPOilHTb 

Il OTO P Oil H‘ Tb C H ヽ元 ← TOPOilHTbC5I不完 急ぐ

3aTopOilHヽThC只 元に

75. TOtf/H咋 不完 研ぐ

3aTOt{HヽTb 1 I:; 元 → 3aTa'IHBaTb 不完 尖らせる
ヽ

完←
ヽ

不完 研ぐHaTO'IHTb TO'iHTb 

06TO'I妬b 完→ 06Taヽ'IHBaTb 不完 表面を研磨する

no几TO'iHTb 完→ nonTa~HBaTb 不完 ちょっと研ぐ
ヽ

完→
ヽ

不完 研ぎ落とすCTO'IHTb CTa'IHBaTb 

pacTo暉ヽTb1 完 → 
ヽ

不完 削って広げるpacTatfHBaTb 

HCTQqHヽT酎完→ HCTa'IHBaTb 不完 研ぎ削る
ヽ

完→
ヽ

不完 研ぎすますOTTO'IHTb OTTa'IllBaTb 

「疲労させる」の意、及び以下の派生語ではB型アクセントとなる。

3aTO'IH, Tb2'=' 元→ 3aTOt{aTb 不完 幽閉する

p a c TQ ¥{ HヽT b 2 に元 → pacTOt{aTb 不完 浪費する

UCTO'iUヽTb 2 元'=?→ 
ヽ

不完 流れ出させるHCTO'IaTb 

76. TpaB/H咋 BJI 不完 踏み荒す
ヽ

完→
ヽ

不完 狩り出すsaTpaBBTb 3aTpaBJTHBaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 けしかけるHaTpaBHTb HaTpaBJI汀rb

ヽ

不完 同上HaTpaBJIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 中毒させるOT])aBHTb OTpaBJI51Tb 

ヽ

完←
ヽ

不完 踏み荒すIlOTPaBHTb TpaBHTb 
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， 
npoTpaBHTb 

ヽ

CTpaBHTb 

ヽ

pacTpaBHTb 

HaTPYllHTbCH 

完→

完→

完→

ヽ

npoTpasJJ汀fb

ヽ

npoTpaBJJHBaTb 

ヽ

CTpaBJI汀fh

ヽ

CTpaBJIHBaTb 

ヽ

pacTpaBJI51Tb 

ヽ

pacrpaBJIHBaTb 

77. TPYJI/H祁/Cfl lK 不完働く
に、

元→ Harpy皿 BaTbC5l

不完腐食加工する

不完同上

不完

不完

不完

不完

けしかけて喧嘩させる

同上

刺激する

同上

IlOTPYllHTbCH 元
に

不完仕事で疲れる

しばらく努力する

78. 巧xi如b

79. 加 In咋

不完嘆き悲しむ

IlJI 不完 （刃物を）なまくらにする

‘ヽ3aT只lJ.ITb 九；→

→ 

ヽ

TYIIHTb 不完

a a TYIIJI SITb 不完

下記の 2語はB型と C型のゆれを持つ。

なまくらにする

同上

に
TTPHT四 HTb 元→ IIP町四JI51Tb 不完 なまくらにする

80. TY田／如b 不完 （火を）消す、煮込む

81. Yll/HTb 

82. -pott/H咋

83. Y'l/UTb 

,'=' 
3aTYI血 Tb 元←

‘ヽ
IlOTYI血 Tb 九；←

、と

CTYI血 Tb 元←

x 不完魚を釣る
ヽ

HaYIIHTb 元
ヽ

（落とす）

完

完
b

b

 

T

T

 

、H

、U”

H

H

 

0

0

 

p

p

 

a

6

 

3

0

 

ヽ

rrpopOHHTb 元
に

ヽ

YPOHHTb 元
に

不完教える

‘ヽ3aytJ:HTb 九；→

‘に
HaytJ:HTb 元←

芦 Tb 不完 明りを消す

同上

可皿Tb 不完 シチューにする

たくさん釣る

感情を起こさせる

うっかり言う

口に出す

POHflTb 不完落とす、失墜させる

→ 

3ay'lHBaTb 不完暗記する

y咄Tb 不完教える

Hay滋Tb 不完同上
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o6y¥lH咋 完→ o6ytiaヽTb 不完 仕込む
ヽ

完→
ヽ

不完 少し教え込むIlOJlY'lHTb nonyqusaTh 

， 
完→

ヽ

不完 再教育するnepeyttRTb nepeyttusaTb 

ヽ

完→ 不完 研究する、学ぶH3Y"iHTb H3Y'!aTb 

ヽ

完→
， 

不完 慣れさせるnplfY'IHTb npHytiaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 練習して覚えるpa3y'-IHTb pasy'lUBaTb 

完→
ヽ

不完 教え終わるllOY'IHTb JIOY'IHBaTb 

完→
ヽ

不完 長い間学習するIlPOY'IHTb npoytIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 やめさせるOTY'IHTb OTYqaTb 

84. xsaJI/HTb 不完 ほめる

saxsaJIHTb 完→ 3aXBaJIHBaTb 不完 ほめすぎて増長させる
ヽ

完→
ヽ

不完 ほめちぎるHaXBaJIUTb HaXBaJIHBaTb 

， 
に元 → n e p e x B a、JI H B aTb 不完 ほめすぎるnepexaaJIHTb 

完←
ヽ

不完 ほめるnoxsaJIHTb XBaJIUTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 激賞するpacxBaJJHTb pacxaaJIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 賛美するBOCXBaJil!Tb BOCXBaJif!Th 

85. XBaT/HTb q 

①不完 ひっつかむ

完→
ヽ

不完 つかみ取る3aXBaTHTb saxaanIBaTb 

o6xaaTHヽTh 完→ o6xaaヽTblBaTh 不完 抱きかかえる

完→
ヽ

不完 持ち上げるIlO/]XBaTHTb IlO/lXBaTh田aTb

ヽ

元ヽ → n e p e x s a‘ TblB a T b 不完 横取りするaepexsaTHTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 抱きとめるIl])UXBaTUTb IlPHXBaTb田aTb

ヽ

完→
ヽ

不完 囲む、把握するOXBaTHTb OXBaTbIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 凍み入るnpoxsaTHTb npoxsanrnaTb 

ヽ

完← XBaTU， Tb1 不完 ひっつかむCXBaTHTh 

ヽ

不完 同上→ CXBaThIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 先を争って買うpacxBaTHTb pacxsaT皿 aTb

ヽ

完→
ヽ

不完 もぎ取るOTXBaTHTb OTXBaTbmaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 つかむYXBaTHTb YXBaThlBaTb 



②完足りる
ヽ

XBaTJ.IT訴完→

86. XO)l屈Tb x 不完歩く
ヽ

BCXO/lHTb 不完：
ヽ

BOCXO/lHTb 不完
ヽ

BXO/lHTb 不'='. 
プ・

ヽ

BbIXO/lHT酎不に~.

プ・

ヽ

/lOXO/lHT酎不完：
ヽ

3aXO/lHTb1 不完：
ヽ

HCXO/lHT酎不完：
ヽ

HaXO}]HT酎不完：

ヽ

HHCXO/lHTb 不完：
ヽ

06XO/lHT酎不完：
ヽ

OTXO/lHT酎不完：
ヽ

nepeXO/lHT酎不完：
ヽ

IlO/lXO/lHTb 不完：
ヽ

IlOXO/lHT酎不完
ヽ

npeBOCXO/lHTb 不完：

IlPHXO几HTh 不完：
ヽ

npoXO,l{HT酎不完：
ヽ

IlPOHCXO,l{HTh 不完：
ヽ

CHHCXO,l{HTh 不完：
ヽ

CXO,l{HTb1 不完：

yxo雌Th1 不完：
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XBaTaTb 不完足りる

B30HTH 完昇る、登る

同上

BOHTH 完入る

B叫iTH 完外に出る

且OHTH 完 ～まで行く

3all面完立ち寄る

H30HTH 完衰弱する

HaiiTH 完見つける

暉 30HTH 完下る

0608TH 完回る、巡る

OTOHTH 完離れる

nepellTH 完渡る

IlO}lOHTH 完近寄る

似ている

npeB30HTH 完優る

np皿TH 完到着する

IlPOHTH 完通過する

IlPOH30HTH 完起こる

CHH30HTH 完寛大に対処する

COHTH 完降りる

YHTH 完遠くに行く

以下のような完了体動詞も派生する。 B血O)lHTb は省略する。
ヽ

3aXO}lHTb2 完
ヽ

2 HCXO}lHTb 元
ヽ

o6xo雌T炉 完

, 2 r:!::, 
OTXO}lHTb 元→

ヽ

IlOXO}lHT炉 完

歩き始める

由来する

歴訪する

OTX血 BaTb 不完 歩いて疲れさせる

しばらく歩く
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npoXO}lHヽTb2 ヽ元ゴゴ 長い間歩く

CXOllHヽTb 2 r.=, フ 行って帰って来る

YXOllH, Tb2'=' 元 疲れさせる

Cp. yxaヽJKHBaTb 不完 世話をする

87. xopott/u咋 不完 葬る

→ saxop狙 HBaTb 不完
ヽ

完←
ヽ

不完 葬る3aXOPOHHTb XOPOHHTb 

noxopOHHTb 完←

88. uen/u咋 )I{ 不完 （液体を）こす

Haue)lUTb 
r:=, 

たくさんこす元

ヽ

完→ 不完 こすnpouenHTb apoueuaaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 上澄をつぐcuenuTb cue)KHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 こし分けるOTUellBTb ome:imaaTb 

89. uett/u咋 不完 評価する

oueHHTb 完→ oueHHBaTb 不完 評価する

nepeoueHHTb に九； → n e p e ou e、tt u a a T b 不完 再評価・過大評価する

He}lOOUeHHTb 九ヽ； → H e n o o u e‘ H H B a T b 不完 過小評価する
ヽ

完→
ヽ

不完 値段を決めるpacueHHTb pacueHHBaTb 

o6ecueHHヽTb 完→ o6ecueヽttuBaTb 不完 値を下げる

90. -uen/u咋 IlJI （引っかける）
ヽ

完→
ヽ

不完 引っかける3auen0Tb 3aII8IlJI只Tb

完→
ヽ

不完 吊すttauenlfTh H皿 enJISITb

ヽ

完→
ヽ

不完 下から引っかけるno皿 enHTb no叩 8IlJI51Tb

完→
ヽ

不完 連結するnp皿 enHTb np皿 eilJI汀fb

ヽ

完→
ヽ

不完 包囲するouenHTb ouenJIHTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 つなぐcuenHTh cuenJISITb 

ヽ

完→
ヽ

不完 切り放すpacuenHTh pacuenJIHTh 

ヽ
ヽ → ヽ

不完 外すOTU8IlHTb 元 0111enJIHTb 

91. qe町/H咋 'I 不完 線書きする、製図する
ヽ

完←
ヽ

不完 線書きする、製図するHaqepTIITb qepTHTb 
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nepeqe町 HTb '='元→ nepe'Ie, p'IHBaTb 不完 製図し直す
ヽ

完→
， 

不完 スケッチする0'18J)THTb oqepq1-1saTb 

完→
ヽ

不完 たくさん書き込みするHC'ie])THTb HC'lep'IHBaTb 

92. q皿 /u咋 不完 修理する、尖らせる

3a'1HHRTb 
'=? 

修理するプ

Ha ¥JHHHヽTb 1 完 たくさん繕う
ヽ 、= 尖らせるO'IHH0Tb プ

flO'IHHHTb 完 修理する

「行う」の意、及び以下の派生語ではB型アクセントが用いられる。

Ha暉 HHヽT訴完→ HaqHHSITb 不完 詰める
， 

完→
ヽ

不完 服従させるIlO,ll"<{HHHTb IIO,ll'IHHSITb 

ヽ

完→
ヽ

不完 引き起こすIlPHtfHHHTb IlPH'IHH汀rh

完→
ヽ

不完 創作するCO'IHHHTb CO'IHHSITb 

ヽ

完→
， 

不完 行うYlf血 0Tb Y'IHH只Tb

93. 町 T/H咋 l{ 不完 冗談を言う
ヽ

完→
ヽ

不完 からかうno匹 THTb no匹 '-IHBaTh

ヽ

完←
ヽ

不完 冗談を言うnomyTHTb IIlYTHTb 

94. 皿／＂咋 BJI 
に 示す元

SIBHTb 完→ S'IBJIS'!Tb 不完 示す
ヽ

完→
ヽ

不完 表明する、出願する3a51BHTb 3as:IBJiflTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 現す、現像するIlPOSIBHTb IlP05IBJI只Tb

o6oSIBUヽTb 完→ 06訊 BJ1如Th 不完 広く知らせる
ヽ

完→
ヽ

不完 表明するH3も只BHTb R3b5IBJI5ITb 

只BH匹⑬ 完（不完 SiBJIHTb⑬) 「出席する、～となる」等の—C51 動詞に

ついても同様である。
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1. 2. 3 . 2 . 2 不定形 -aTb

1. rttaTb （人称語幹 roH-)1> 不完 駆り立てる
ヽ

完→
ヽ

不完 追い込むBOrHaTb BfOH51Tb 

llOrHaTb 完→ J]OfOH51Tb 不完 追いつく

完→
ヽ

不完 深く追い込む3arttaTb 3arOHHTb 

H3rHaTb 完→ J.13rOH5ITb 不完 追放する

HarttaTb 完→ Haf'OHflTb 不完 もよおさせる

o6ortta咋 完→ o6roH51ヽTb 不完 追い越す
ヽ

完→
ヽ

不完 追い払うOTOrHaTb OTfOHHTb 

完→
ヽ

不完 追い抜くnepernaTb neperoHSITb 

2. nepJK/aTb 不完 持っている
ヽ

完→
ヽ

不完 押し止める3a,[lepJKaTb 3a.ueplCHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 支えるnonnepJKaTb no几几epJKHBaTb

ヽ 仁 ‘

不完 長く置きすぎるnepenepxan 元→ nepenep皿 BaTb

li3JlepJKaTb 完→ R3llePlG!BaTh 不完 使い果たす
ヽ

完→
ヽ

不完 軽く抑えるIlPH}lepJKaTb npnnepJKllBaTb 

， 
完→

ヽ

不完 打ち勝つonep潔aTb onepD1aaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ある時間おいておくnponepJKaTb IlPO』ep皿 BaTb

C)lepJKaTb 完→ cnep:lKHBaTb 不完 押しとどめる
， 

完→ 不完 引き留めるYll8PiKaTb y11epXHBaTb 

以下の 1語は接頭辞が付いても不完了体のままである。

conepJKaTb不完 扶養する、含む

3. 皿皿/a⑬ 不完 呼吸する
ヽ ヽ 息をつき始める3a皿皿aTb 元
ヽ ヽ 熱気でむっとさせるHa,!lblIIIaTb プ

ヽ ヽ しばらく呼吸するno肋皿a n 元

1)人称形態の roHIO等は本来不定形の rnaTb とは異なる動詞（古代ロシア語では

不定形は rOHHTH) の変化形である。
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1 . 2. 3 . 2. 3 不定形—6祁

1. CMOT])/ 8Tb 不完 見る

Il0llCMOTP8Tb 完→ none韮TPHBaTb不完 盗み見する
ヽ

完 → nepecMaTPHBaTb 不元ヽ 再度見るnepeCMOTpeTb 

ヽ

完→ npHCMaヽTPHBaTb不完 監視するIIPHCMOTpeTb 

OCMOTP8Tb 完→ OCM<lTPHBaTb不完 子細に見る
ヽ

完→ ,llOCMaヽTpHBaTb不完 終わりまで見る几OCMOTP8Th

， 
r:=? 元→ Hel{OCMa, TpHBaTb不完 見逃すH81]0CMOTP8Tb 

ヽ

完← CMOTP8Tb不完 見るIlOCMOTpeTb 

→ IlOCMaヽTpHBaTb不完 同上
ヽ

完→ paccMaヽTP0BaTb不完 よく見るpaCCMOTP8Th 

ヽ

完→ YCMaTpUBaTb不完 見守るYCMOTP8Tb 

ヽ

e:, 元→npe,!lYCMa, TpJ.fBaTb不完 予見するnpe)lyCMOTP8Tb 

2. Tepn/e匹 IlJI 不完 我慢する

npeTepneTb 完→ npeTepneBaTb不完 辛いことを経験する

nepeTepneTb 
ヽ 堪え忍ぶプ

ヽ

完 しばらく耐えるnoTepneTb 

， 
に 我慢し通すnpoTepneTb 元

CTepneTb 
仁 こらえるプ

ヽ I=:? こらえる（主に否定）YT8Pil8Tb プ

1. 2. 3. 2. 4 B型と C型のゆれを持つ動詞

不定形が渭Tb に終わる第 2変化の動詞で、元々 B型アクセントを持っていたも

のの多くがC型アクセントに転じつつある。この傾向は広く見られ、以下に記すの

はその代表的なものである。現在ではB型アクセントを用いてもC型アクセントを

用いても構わない語がほとんどであるが、将来にはこれらも完全にC型化してしま

うかもしれない。ここに記した動詞以外にも例えば rpoau祁 (2x BAおどす）、

3BOHHTb (2 BA呼ぶ）等も人称形態で非規範的なC型アクセントを持つこともあ

る。このC型化の過程を既に全うしてしまい、完全にB型から C型に転じた動詞は

上記の 1. 2. 3. 2. 1に記載してある。
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1. 6eJI/HTb 不完 白くする
ヽ

o6eJJHTb 完→
ヽ

no6eJJHTb 完←

o6e諒Tb 不完正当化する

6eJIHTb 不完 白くする
、 、

OT6eJIHTb 完→ OT6eJ11rnaTb 不完漂白する

2. B血 T/UTb "I 不完ねじを回す
ヽ

saBHHTllTh 

， 
ijaB血 THTb

ヽ

BBUHTHTb 

ヽ

□OllBHHTHTh 
ヽ

pa3BHHTHTb 

ヽ

B3BHHTHTb 

ヽ

IIPHB血 THTb

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

 

完

完

完

完

完

完

完

3aBHH'IUBaTb 

ヽ

HaBHHt{HBaTb 

ヽ

BBHHt{HBaTb 

ヽ

IIOllB血 'IHBaTb

ヽ

pa3B血 'IHBaTb

ヽ

B3BUH'IHBaTb 

ヽ

IlPHBHH'IHBaTb 

不完ネジで留める

不完 ねじ込んで締める

不完ねじ込む

不完 きつく締める

不完ネジを緩める

不完興奮させる

不完ネジで付ける

ヽOTB血 THTb 元→ OTB血暉saTb 不完ネジを巻く

「BHHT(トランプのゲームの名）をして遊ぶ」の意、及び npos血 THTb

「ある時間 B血 T をする」にはB型アクセントが保存されている。

3. ropon/0匹 x 不完塀で囲む
， 

saropolJHTb 

， 
HarOPOllHTb 

↓
↓
 

完

完

saropaJKHsaTb 

ヽ

HaropamrnaTb 

不完遮断する

不完塀をたくさん建てる

ヽ
neperoponnTb 元→neperop四 BaTb 不完区切る

ヽ
pasroponun 元→ pasrop皿 BaTb 不完多くの部分に仕切る

ヽoropo11nTh 元→ orop四函Tb 不完囲いをする

に
OTropo11nTb 元→ oTrop四 BaTb 不完仕切り分ける

4. rpys/HTh JK 不完積み込む

sarpys年完→ sarp四如不完十分に仕事を課する

ヽHarpy3UTb 元→ HarpyxaTb 不完厄介なことを負わせる

neperpys年完→ neperpyx如不完積みかえる

pasrpys年完→ pasrp五Tb 不完積荷を分ける

ヽ
norpysnTh 元→ norpyxaTh 不完積み終える

ヽnorpysun 元→ norpyxaTb 不完沈める

crpySUTb 完→ crpyx如不完積荷を下ろす
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6. Jipyx/HTb 
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、ウ

OTrpy3HTb 元→ OTrpyxaTh 不完出荷する

不完乳絞りをする

‘ヽHa,[lOHTb 元→
ヽ

Ha}]al-!BaTb 不完

ヽ
IlO,[{OHTb 元← }]OHTb 不完

不完友達である

ヽ
CllPYJKHTb 元

ヽ
YllPYJKHTb 元

乳をたくさん絞る

乳絞りをする

親しくさせる

親切にする

7. 3y6p/HTb 不完覚える

3a3y6pHTb1 完→ 3函 6pHBaT酎不完丸暗記する

上記の意味ではB型とC型のゆれが生じるが、 「ぎざぎざにする」の意

及びその派生語では古い B型アクセントが保持されている。

3a3y6p缶炉完→ 3函 6pHBaT炉不完 ぎざぎざにする

8. Kpyx/H咋 不完 回す
ヽ ヽ 回し始める3aKpy瓦HTb プ

完→
ヽ

不完 囲むOKPYJCHTb OKpYJ(aTb 

ヽ r.=t 傾倒させるBCKPYilfTb 元

9. JIYll/HTb lC 不完 すずめっきする

‘ヽIlOJIYl]HTb 元← JIY曲Tb 不完すずめっきする

10. 町 T/H⑬ q 不完濁らせる

3a籾 THTb 完← 町 T年不完上記

「ぽんやりさせる、吐き気を催させる」の意味ではB型アクセントを持

つ。

ヽ
no町 THTb 元← 町 T年不完上記

次の語は人称形態で T/lllの子音交替を行い、 B型アクセントを持つ。

B03町 THTb 完→ B03町血Tb 不完怒らせる

‘に
CMYTHTb 元→ c町血Tb 不完 困惑させる

11. 06JIOKOT/U咋 /CH q 不完頬杖をつく

o6JioKoTn咋 CH 完→ 06JIOKaqHBaTbCl'I不完頬杖をつく

12. CTOBTop/u咋 不完繰り返す

規範的にはB型アクセントを持つが、 C型化がすすみつつある。
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完→
， 

不完 上記IlOBTOPHTb noBTOP51Tb 

13. norJioT/HTb Ill 不完 吸収する （不完 IIOrJIO皿a⑬)

1. 2. 3 . 2 . 1記載の nporJIOTHTb を参照のこと。

14. no/HTb 不完 飲ませる

完←
ヽ

不完 飲ませるHaTIOHTb noHTb 

ヽ

不完 はんだ付けする→ ttana11saTb 

nonnoHTb 完→ no皿ausaTb 不完 ほろ酔いにする
ヽ

完→
ヽ

不完 飲ませすぎるOilOHTb onausaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 飲酒癖を付けるCilOHTb cnaHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 哺乳するBCilOHTb BC□aHBaTb 

完→
ヽ

不完 乳で育て上げるOTDOHTb OTIJaHBaTb 

15. npy n/ nTb 瓦 不完 （川を）せき止める
ヽ

完←
ヽ

不完 （川を）せき止める3ailPYJlHTb □PYJlHTb 
ヽ

不完 満たす→ 3aTIPY)KHBaTb 

16. ce叫1HTb 不完 移住させる
ヽ

完→
ヽ

不完 入居するaaceJIHTb 3aCeJI5ITb 

ヽ

完→
ヽ

不完 入植させるHaceJIBTb ttaceJIHTb 

BCeJIHTb 完→ BC8JIS'ITb 不完 定住させる

nepeceJIRTh 完→ nepeceJISITh 不完 転居させる
ヽ

完←
ヽ

不完 移住させるnoce.'IHTh ceJIHTb 

ヽ

不完 感清を植え付ける→ noceJT51Tb 

ヽ

完→
ヽ

不完 方々に移住させるpacceJIHTh pacceJI汀fb

17. CK06JI/H昨 不完 削る

COCK06JIHヽTb 完→ COCKaヽ6JIHBaTb 不完 削り取る

OTCK06JIUヽTb 完→ OTCKaヽ6JIUBaTb 不完 削り取る

18. -cJioH/HTb 

ヽ

完→ 不完 遮る3aCJIOHHTb aaCJIOHflTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 たてかけるIlPBCJIOHBTb IlPHCJIOH汀fb

19. COJI/H昨 不完 塩味を付ける

完→
ヽ

不完 塩づけにする3aCOJIHTh 3aCaJIUBaTb 
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ヽ

完→
ヽ

不完 たっぷり塩を入れるHaCOJIUTb HacaJJHBaTb 

， 
完→

， 
不完 塩を足すIlO}lCOJIUTb noncaJIHBaTb 

ヽ

完→ 不完 塩を入れすぎるnepecoJIHTb nepecaJIHBaTb 

ヽ

完←
， 

不完 塩味を付けるllOCOJIHTb COJIHTb 

20. cTpoq/HTb 不完 細かく縫う
ヽ

完→
ヽ

不完 とじ縫いする3aCTPO{{HTb 3aCTpa'IHBaTb 

完←
ヽ

不完 細かく縫うHaCTPO'-IHTb CTPO'IUTb 

ヽ

不完 同上→ HaCTpa'IHBaTb 

ヽ

r.=, 元→ npocTpa, tfHBaTb 不完 細かく縫うnpOCTPO'-IHTb 

21. cy'f/n咋 不完 より合わせる

‘ 完→
ヽ

不完 まくり上げる3aCy'IHTb 3aCY'IHBaTb 

ヽ

完←
ヽ

不完 より合わせるCCY'iHTb CY'IHTb 

ヽ

不完 同上→ CCY'IHBaTb 

22. meeeJI/HTb 不完 かき回す、動かす
ヽ‘

完 動かし始めるsameaeJIHTb 

ヽ

完 しばらく動かすnomeseJIHTh 

ヽ

元ヽ → p a c me s e‘ JI H B aTb 不完 揺り動かすpacmeaeJIHTb 
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2. 動詞過去形

2. 1 概説

現代ロシア語の動詞の過去形は人称変化をしない。現代ロシア語の動詞過去形に

当たる形は本来パーフェクト（完了現在）と呼ばれる複合時制で、その構成は助動

詞 6bITh に相当する動詞の現在形＋完了分詞 (l分詞）と呼ばれる分詞からできて

おり、構成は英語やドイツ語の現在完了、フランス語の複合過去等と酷似していた

が、ロシア語の歴史的発達の結果、助動詞の部分が脱落してしまい、ついに完了分

詞のみで過去時制を表すようになってしまったのである。多くの古くさい変化を今

日まで持ち続けていることで悪名高い現代ロシア語に於いて、動詞過去形が人称変

化を持たないという非常に不可思議な現実はこのようなロシア語の辿った歴史に起

因する。従って現代ロシア語に於ける動詞過去形の変化及びアクセント法は構成上

同種である形容詞の短語尾、及び現代ロシア語の他の分詞（形動詞）の中で事実上

唯一短語尾を有する被動形動詞過去（受身の過去分詞）短語尾に同じである。

2. 2 動詞過去形のアクセント型

上記のような歴史的経緯を踏まえれば何の不思議もないが、現代ロシア語の動詞

過去形のアクセントパターンは基本的に以下の 3つしかない：

A型：全ての形態が語幹にアクセントを有す

neJiaJI ,!leJiaJia ,!leJiaJio neJiaJill 

B型：全ての形態が語尾にアクセントを有す

Mor 
ヽ

MorJia 
ヽ

MOrJIO 
ヽ

MOrJJH 1 l 

C型：移動アクセントを有す

Cl型：女性形で語尾に、その他で語幹にアクセントを持つ

ヽ ヽ ヽ ヽ

B35IJI B3HJ!a B351JIO 8351JIH 

形容詞短語尾の場合と異なり、動詞過去形の移動アクセントのパターンは事実上

一種類しかない。それは即ち、短語尾女性形に於いて語尾にアクセントを有し、そ

1)男性形では語尾がゼロのため語幹にあるのは仮アクセントである。
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れ以外の形に於いて語幹アクセントを持つというパターンである。 3種類の移動ア

クセントを持つ形容詞短語尾についてはこのアクセント型を Cl型と呼んだが、動

詞については表記簡略化のため以下では単にC型と呼んでおくことにする。その他

の例外的な場合については以下に述べる。

上記 3つの基本的アクセント型に加えて稀に以下のような移動アクセント型の変

種が用いられることがある：

C2型：女性形と中性形で語尾に、それ以外で語幹にアクセントを持つ

11aJI 
ヽ

)laJia 
ヽ

,!laJIO 
ヽ

邸 JlH1 l 

C3型：女性形と複数形で語尾に、それ以外で語幹にアクセントを持つ

nombLJI nonJiwa~nonJlbLJia nonJlbLJIH 2, 

ただし今の所C2型アクセントの使用が正当と認められているのは }laTb B3flTb 

についてのみであり、 C3型は語謬とされているので両者はあまり重要ではない。

名詞あるいは形容詞のアクセントパターンをー語ー語記憶するのは大変骨が折れ

ることだが、動詞過去形に関してはアクセント型の記憶は非常に容易である。即ち

ほとんどの動詞がA型アクセントを持ち、不定形が—TU, -'lb等の奇異な形で終わ

っていれば、その動詞の過去形は必ずB型アクセントを持ち、後述する 28個の動

詞から派生したものであればC型アクセントを持つのである。ただし完了体動詞に

於ける接頭辞 Bblーは如何なる場合にもアクセントを持つ例外的接頭辞であるので

以下で行う詳述の際にも除外されることになる。

1)なお naTbB351祁はCl型（すなわち C型）アクセントを持つこともできる。

2)noIIJibITh は規範的にはC型アクセントを持つ。わが国でも有名な歌 Ka110maに

C3型アクセントが現れる：

PacuBeTaJIH H6JIOHH H rp徊． (:.)- (-ヽ )-

f!OnJ!b/.JIU T'JM皿 IHa}l peKOH. (-ヽ )- (:..)-

BhlXO}lHJia砥 6eperKa面ma （こ）一 (こ)-

Ha BblCOKH8 6eper, Ha KPYT08. (-)- - - -- (-)-

右に記したようにこの詩は強弱格(xope8)を持っており、原則としてアクセント

音節と非アクセント音節が交互に現れるため、この詩の中では no皿 bLJIHが語尾に

アクセントを有していることが分かる。
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2. 2. 1 A型アクセント

動詞過去形の全ての形態に於いて語幹にアクセントを有するパターンを A型と称

する。過去形に於いてA型アクセントを持つ動詞の過去形に於ける強勢位置は不定

形に於ける強勢位置と原則として一致するいので、教育的見地に立つと、この型に

属する動詞は過去形に於いて不定形のアクセントを保持するという言い方もできる。

統計的資料は残念ながら筆者の手元にはないが、ロシア語の動詞の絶対的多数が過

去形に於いて A型アクセントを持つことは疑うべくもない。過去形に於いてA型ア

クセントを持つ動詞を列挙するよりは、以下に述べる B型及びC型アクセントを持

つ動詞をリストアップして、それ以外が全てA型アクセントを持つというふうに否

定的な定義をしておくほうが遥かに経済的である。 B型アクセントを持つ本源動詞

は次章に記した僅か 33語であって、その上不定形の形態的特徴によって整理でき、

記憶は容易であろう。 C型アクセントを持つ本源動詞は形態的指標を持たないので

厄介だが、その数は高々 28語であって、その成員の各々は非常に使用頻度の高い

ものばかりである。

上で語幹にアクセントを有すと定義したA型にも、より厳密には 2種を区別でき

る。それは即ち語根に固定アクセントを有するパターンと、語根と不定形の形式形

成接尾辞—Tb2> あるいは過去形を表示する接尾辞—JIーとを結び付けている接尾辞

に固定アクセントを有するパターンである。3) 前者の例としては底JI-a-Tb,C討町

-a-Tb, B血ーe-Tbを、後者の例としては暉T-a-Tb,IIHCーa-Tb, CH,U-e-Tbを挙げて

おく。アカデミー文法や <t>e邸 HHHa等はこれら両者を区別して、別々な命名をして

いるが、筆者はこの分類に何の意味も見いださない。特に如皿H血 aは後者の型を

アクセント語尾固定型（本書でのB型）と同一視してしまっているので、問題が多

い。私見では動詞過去形のアクセントの分類は本書に記すように形容詞短語尾及び

被動形動詞過去短語尾と同じ基準で行うのが適当だと考えている。

1) nepeTb;nep nepJia nepJIO nepJIHのような例外も若干ある。

2)過去形に於いてA型アクセントを持つ動詞は CTP四 b, -cT四 b を例外として不定

形に於いて形式形成接尾辞—Tb を持つ。

3)過去形に於いてA型アクセントを持つ動詞については、これ以外の構成部分(Bblー

を除く接頭辞など）にアクセントがあることはない。
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2. 2. 2 B型アクセント

不定形が—TH, -'lb, -qecTbに終わる動詞は過去形に於いて B型アクセントを持

つ。例外となるのは後述する CTPH'lb,-CTH'lbのみである。

2. 2. 2. 1 不定形—TH

以下に記す動詞は全て過去形に於いて B型アクセントを持つ。

なお、ここに記す動詞は全て語尾にアクセントを持っているが、過去男性形では語

尾がゼロとなるのでやむなく語幹に仮アクセントを置くことになる。

語幹が子音に終わるものだけがここに該当するので語幹と接尾辞 JI の接合部で

子音連続が形成され、この子音連続を成す子音のうち一つが脱落するという現象が

多発する。個々の場合の詳細については註に記した。

下記の語以外に rp5ICTH, rycTH も不定形が—TH に終わるが、これらは過去形を

持たず、かつ使用頻度も低いので除外しても差し支えないであろう。

1. 6JIIOCTH (語幹 6JIIO炉）不完守る 1)

過去形 6JIIOJI< <・6Jiroa JI 0 > 6JIIOJI a<<・6Jiroa話） 6JIIOJI 6 6JIIOJI" 2) 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

tta6JIIOCTll 元
'=7 観察する

（→ Ha6JIIO韮rb 不完注視する）

co6JIIOCTR 完→ co60JIIOll<lTb 不完守る

1)現在（即ち非過去）の変化が 6JIIO的， 6JIIO)le!Ilb,••• 命令形が 6JIIO曲となることか

ら語幹即ちそれらの変化形の共通部分が 6JIIO几こであることが判る。以下の動詞につ

いても同様の基準で語幹を求め、 （）内に記してある。若干の動詞については過去

形と人称形態の語幹を別に定める場合もあるが、これらは例外的であると言っても

よいほど少数である。なお不定形では [nT>cT] の異化が生じている。

2)過去形では JIの前で』が脱落している。これを [nJI>JI] と記しておく。この

ように表面には現れずに脱落してしまう子音はイタリックで示すことにする。以下

で他の例を見れば判然とするであろうが、この種の子音脱落は非常に規則的に行わ

れる。
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2. 6pecTH （語幹 6pea:.) 不完 （目的地に向かって）のろのろ歩く

過去形 6p虹 (<・6peaJIり） 6peJI叙<・6peaJia> 6peJio 6pe揺 Il 

接頭辞の付いた派生語： B型アクセント

‘ヽsa6pecTH 元→

, e::, 
Ha6peCTH 元→

‘に
as6pecTH 元→

加6pec頂完→
ヽ

no6pecTH 元
e::, 

3a6pe旭Tb 不完ぶらり立ち寄る
ヽ

tta6penaTb 不完 ばったり会う
ヽ

B36penaTb 不完やっと登る

no6pe雌Tb 不完やっとたどり着く

ぶらぶら歩き出す

3. sesTH (語幹 Be3勺 不完 （乗り物に乗せて目的地に向かって）運ぶ

過去形腿3 (<• Be3JIり） se3Jla Be3JIO Be3JIH 2> 

接頭辞の付いた派生語：

‘ヽ3aBe3TH 元→

‘ヽHaBe3TH 刀→

、と

BBe3TH 元→

、と

IlO}lB83TU 刀→

,'=f  

nepese3TH 刀→

‘に
pa3Be3TU 元→

npuse3TH 完→

‘に
nose3Tn 元

‘ヽnpose3TH 元→

、と

CBe3TH 刀→

、と'!::f
OTBe3TH ヵ→

‘ヽYBe3TH 元→

3aB03HTb 不完ついでに届ける

HaBo3HTh 不完運ぶ途中でぶつける

88030Tb 不完運び入れる

no几8030Tb 不完近くまで運ぶ

nepeB03HTb 不完 向こう側へ運ぶ

pa3B03HTb 不完配達する

IlPHB03HTb 不完運んでくる

運び始める

npoB03HTb 不完運び通る

CB030Tb 不完運び下ろす

OTB03HTb 不完運び届ける

YB03HTb 不完運び去る

1) eと eの交替の条件付けは厳密にはかなり難しい。しかし一般的には「軟子音

に後続し硬子音に先行するアクセントを有する e は eとなる」 [T13T>T1祈］（但

し T は任意の子音）と言いうる。この項目についてはこのルールで間に合う。

2)過去男性形では 3 の前で JIが脱落している。 [3JIV>3V] CVは母音、 V は母音以

外を表すものとする。）
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4. BeCTH ヽ （語幹 sea勺1) 不完 （目的地に向かって）連れて行く

過去形 B匂 (<・aeaJIり）
ヽ

（＜ . seaJiaヽ) 

ヽ
seJiu ヽ 2) eeJia BeJIO 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 立ち寄らせるaasecTH 3aBOllHTb 

ヽ

完→
， 

不完 ～に向けるHaBeCTH HaBO,llUTb 

06B8CTH ヽ 完→ 0680誼Tb 不完 案内して一巡する

ヽ

完→
ヽ

不完 導き入れるBB8CTH BBOlIUTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 近くに連れて来るnonaecTH IlO.lIBO.lIHTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 渡らせる、翻訳するnepeaecTH nepeBOJl0Tb 

ヽ

完→
ヽ

不完 多方向に導くpasBeCTH pa3B0,1lHTb 

， 
完→

ヽ

不完 助け上げるB3BeCTll 83BOLIHTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 苦しめるH3B8CTH H380J]HTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 引き下ろすHH3B8CTH HU3BOl{UTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 引き起こすnpoU3B0CTH IlJ)OU3BOl!HTb 

ヽ

'='元→BOCilPOH3B0皿,Tb 不完 再生産するsocnpOH3BeCTH 

ヽ

完→
ヽ

不完 建造するB03B8CTH B03B0lIHTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 連れて来るnpuaecTH IIPHBOl{HTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ～まで導く}l0B8CTH }1080几HTh

ヽ

、- 連れて出かけるIlOBeCTll プ

ヽ

完→
ヽ

不完 案内して通るIIPOBeCTH npoBOllHTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 助け下ろすCB8CTH CBO}lHTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 送って行くOTBeCTH OTBOll0Th 

ヽ

完→
ヽ

不完 連れ去るyaeCTH YBOllHTb 

1)語幹（ここでは語根に等しい）は Be}]—だが、前述の 6JIIOCTB (<・6JIIO町面）、

6pecサ (<•6pe}l-TH) 等と同様に不定形を構成する際に、不定泥のマーカーである

-Tb の前で語幹末の子音 n が c に異化している。これを [nT>cT] と略記する。

2)語幹末の子音 nが、過去形のマーカー Jl の前で脱落している。
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5. rpecTH （語幹 rpe6勺 不完 かき寄せる、漕ぐ

過去形 rpe6 <<・rpe6蒻） rpe6Jia rpe6JI6 rpe6JIH ヽ1 > 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→ 3arpe6a.Tb 不完 かき集める3arpecTll 

ヽ

完→ pa3rpe6a祁 不完 かき散らすpa3rpecTH 

ヽ

完→ norpe6aTb 不完 埋葬するnorpecTH 

ヽ

完→ crpe6aヽTb 不完 かき集める・crpecTH 

ヽ

完→ OTrpe6a咋 不完 かき除けるOTrpecTH 

6. 皿TH （人称語幹 H炉過去語幹皿g炉）

不完 （目的地に向かって）歩いて行く 2)

過去形 meJI < <·m~aJIり）
ヽ

lllJla （＜ 
ヽ

・meaJia) 

一

、、
ID.JI O ID.JI H 

接頭辞の付いた派生語3)

3aHTH ヽ 完→
ヽ

不完 立ち寄る3aXO)lHTb 

HaHTH ヽ 完→ HaxonHTb 不完 見つける

nepeiiTH ヽ 完→
ヽ

不完 渡るnepeXO}]HTb 

npu:iirn'4)'=' 元→
， 

不完 到着するIlPHXOllHTb 

OfiOHTH ヽ 完→ 06XO)lUヽTb 不完 回る、巡る

1)不定形では[6T>cT]の異化が生じている。過去形では 6Jt に母音が後続しないと

き JIが脱落している。これを [6JIV>6V] と記す。

2)なぜこの語だけ不定形に於いて [nT>cT] の変化を受けないのか筆者には判然と

しない。過去語幹は本来 XOl{HTb (語根 xon-> の系列であって、まん中の母音 。
が ~(~.Q を出没母音を司る仮想の単位として用いる）に相当する前舌母音と交替

した結果、その母音に先行する xが mと交替したのである。前舌母音の前で rK 

xが :JKq m となるこの現象は第 1パラタリゼーションと呼ばれている。現代ロシ

ア語のこの動詞の過去形からは過去語幹が m~nこと最後に n を含む形になってい

るのかが判らないが、能動形動詞過去 me皿皿を参照すれば納得がいくだろう。

3)接頭辞が付くと不定形は屯TB(人称語幹—Hllら過去語幹—m~炉）となる。

4)人称形態の語幹は IlPHHllこが縮約されて IlPHllことなる。
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BORTH ヽ 完→ BXO!]f!Tb 不完 入る

}lOHTH ヽ 完→
ヽ

不完 ～まで行くIlOXOillfTb 

IlO,UOHTH ヽ 完→
ヽ

不完 近寄るnonxonuTb 

830HTU ， 完→
ヽ

不完 昇る、登るBCXO}lHTb 

ヽ

不完 同上→ BOCXOl{HTb 

npeB30J:iTH ヽ 完→
ヽ

不完 優るnpeBOCXOLIHTh 

H30HTH ヽ 完→
ヽ

不完 衰弱するllCXO,!lllTb 

H030HTU ヽ 完→
ヽ

不完 下るHBCXOtJ:BTb 

CHH30HTH ヽ 完→
ヽ

不完 寛大に対処するCHHCXO}lHTb 

npOH30HTH ヽ 完→
ヽ

不完 起こるnpOHCXO,UHTb 

IlOHTU ヽ 完 出発する

IlPOHTH ヽ 完→
ヽ

不完 通過するnpoxo且HTb

COHTU ヽ 完→
ヽ

不完 降りるCXOllHTb 

OTOHTH ヽ 完→
ヽ

不完 離れるOTXO』HTb

YHTU ヽ 完→
ヽ

不完 遠くに行くYXO,!lHTb 

（語幹 Merこ）不完 掃＜

過去形詭JI (<• MeTJI0) MeJia (<•Mer店） MeJio MeJIH 1' 

接頭辞の付いた派生語：

、と

3aMeCTH 刀→

、=
HaMeCTH 刀→

I'=?  
o6MeCTH 元→

、と

OTMeCTH 元→

‘ヽIlO}lM8CTH 元→

‘ヽ
pa3M8CTH 元→

, t=,? 

CM8CTH 刀→

3aMeTaTb 不完掃き寄せる

HaMeTaTb 不完沢山掃き集める
ヽ

o6MeTaTb 不完

OTMeTaTb 不完
ヽ

IlOl!MeTaTb 不完
ヽ

pa3MeTaTb 不完

（回りを）払い落とす

払い除ける

屋内を掃き清める

屋外を掃き清める

CMeTaTb 不完掃き集める

1)不定形に於いて [rr>cT] の異化が、過去形に於いて [TJI>JI] のように T の脱

落がそれぞれ生じる。
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8 . HeCTH ヽ （語幹 ttec勺 不完 （体に付けて目的地に向かって）運ぶ

過去形癖C (<・ttecゆ）
ヽ ヽ ヽ

ttecJia HeCJIO HeCJIH 

接頭辞の付いた派生語：

完→
ヽ

不完 ついでに届ける3狙 ecTH 3aHOCHTb 

， 
完→

ヽ

不完 ぶつけるHaHeCTlf HaHOCBTb 

o6HeCTH ヽ 完→ 06HOCUヽTb 不完 持って回る、囲む

ヽ

完→
ヽ

不完 持ち込むBHeCTH BHOCHTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 添加するnpHBHeCTH IlPHBHOCHTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 近くに持つて来るno胆 ecTH IlOl[HOCUTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 贈呈するnpeilOllH0CTB npeno瓜 OCUTb

ヽ

完→
ヽ

不完 運び移す、耐えるnepettecTH nepeHOCHTb 

pa3H8CTll 完→ pa3HOCHTb 不完 配布する

完→
ヽ

不完 発音するIlPOH3HeCTH IlPOH3HOCHTb 

完→
ヽ

不完 出世させる803H€CTH B03HOCUTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ほめちぎるIIpeB03HeCTH npeB03HOCHTb 

np町 ecTH 完→ np血 OClfTb 不完 持って来る

ヽ

完→
ヽ

不完 ～まで持って行く,UOHeCTH }lOHOCHTb 

ヽ

完 持って出発するIlOHeCTH 

， 
完→

， 
不完 持って通るnpottecTH IlPOHOCHTb 

CH8CTli 完→ CHOCHTb 不完 持って下りる

ヽ

完→ 不完 持って行くOTHeCTll OTHOCHTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 持ち去るYH8CTH YHOCl!Tb 

9. o6pecTH (語幹 o6peT-) 完見出す （不完 o6peTarb)

10. nacTH 

過去形 o6p紅 (<・o6peTJIり） o6peJia o6peJia o6peJiu 

接頭辞の付いた派生語：

H3o6pecTH 完→ H306peT虹不完発明する

npuo6pecTn 完→ npuo6peT如不完手に入れる

（語幹 nae:..) 不完 放牧する
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過去形 nae （＜ ・nac110ヽ) 

ヽ ヽ ヽ

nacJia nacJio nacJIH 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 蓄える3anacTH 3anacaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 救うcnacTH cnacaTb 

11 • nJieCTll ヽ （語幹 aJJer勺 不完 編む

過去形 IlJI紅 (<•IlJleTJIり） nJieJia 、(<・nJieTJia、)皿eJIO、 nJieJIH 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 編んで作る3anJieCTH 3arIJieTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 たくさん編むHaIIJleCTH HaIIJieTaTb 

完→
ヽ

不完 編み込むBilJl0CTH BnJieTaTb 

完→
ヽ

不完 編み直すnepeil.JlecTH nepenJieTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 編んで付けるIlPHilJieCTH np血 JieTaTb

onJieCTH 完→ OilJieHTaTh 不完 巻き付ける
ヽ

完→
ヽ

不完 編み合わせるcnJiecTH CDJieTaTb 

ヽ

完→ 不完 編んだ物をほどくpacruecTe pacmeTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 がつがつ食べるynJieCTH ynJieTaTb 

12. Il0Jl3TH （語幹 IlOJl3勺 不完 （目的地に向かって）這う

過去形 IlOJl3 (<• IlOJl3Jf0) 
ヽ ヽ ヽ

Il0Jl3Jla IlOJl3JIO IlOJl3JIH 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 潜り込む3allOJl3TH 3ailOJI3aTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 這つて突き当たるHailOJI3TH HailOJl3aTb 

完→
ヽ

不完 這って入るBilOJl3TH BilOJI3aTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 這い寄るnonnoJI3TH I10lII10JI3aTh 

ヽ

完→ 不完 這って渡るnepenoJI3TH nepenoJI3aTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 這って来るIlPHI10Jl3TH IlPHllOJl3aTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 這い回る、沈下する0Il0Jl3TH onOJI3TaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 這って進むnponoJI3TH nponoJisaTb 

完→
ヽ

不完 這って下りるCilOJl3TH CllOJl3aTb 
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'=' OTI10Jl3TU 元→

'=' yno』3TH 元→

OTilOJI3aTb 不完

ynOJI3aTb 不完

這って離れる

這って去る

13. paccaec面 （語幹 paccaer:.) 完夜が明ける（不完 paccBeTaTb) 1 l 

過去形 paccaeJio(<・paccaerJio) 

14. paCTH （人称語幹 pacr:.、過去語幹pocr勺不完成長する 2)

過去形 poc<<・poc口り） pocJI訳<・pocr店） POCJIO POCJIU 3) 

1) pac-csecTH と分析され、 ・csecTH(<・cseT-TH) という動詞から作られた派生

語である。残念ながらロシア語には c-sec面<<・c-Be,11-TH) と分析される動詞が別

に存在しているのも本源動詞が残っていない理由の一つであろう。

2)人称語幹が pacT-,過去語幹が POCTーと母音が交替してしまっているが、後者が

本来のロシア語の形であって、前者は教会スラブ語からの借用である。一般に任意

の子音を tで表すと、スラブ祖語・ortはロシア語の属す東スラブでは・rotに、

南スラブでは・rat に転じる。もっとも現代ロシア標準語はアクセントの無い 。
を a と同様に読む方言（アーカニエ aK狙 be と呼ばれる）を基にしているので、

ロシア人にとっては単なるスペリングの違いでしかないのだろう。

3)これらの過去形に於ける子音の脱落は全く自動的に処理される。①上記の MecTH

の過去女性形等が "MeTJia から MeJia となるのと同様に最初に JI の前で T 

が脱落し、女性形・POCT点から pocJia,男性形• POCTJI から•pOCJIができる。②次

にHeCTH の過去男性形が•HeCJIから Hee となるのと同様に Cの後で次に母音を持

たない JI が脱落し、•POCJIから pocができる。

念のためにこれを図示しておく。母音を V母音以外を V で表すと、①は [TJI 

>T]、②は [VcJIV>VcV] となる。

① ② 

• POCTJI 
ヽ

• POCTJ!a 

(• MeTJia 

>

＞

>

 

pocJI ＞ 
ヽ

poc 

ヽ

MeJia 

(• HeeJI , >• Hee > Hee 

ヽ

= poc 
ヽ

pocJia 
， 

= pocJia 
， 

= MeJia) 

= uec) 
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接頭辞の付いた派生語：

完→
ヽ

不完 生い茂る3apacTu 3apacTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 表面に生じるHapaCTH HapacTaTb 

o6pacrn ヽ 完→ o6paCTclTb 不完 一面に生える
ヽ

完→ 不完 内部に向かって伸びるspacTH spacTaTb 

完→
ヽ

不完 少し成長するnonpacTH nonpacTaTb 

完→
ヽ

不完 身長が追い越すnepepacTH nepepacTaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 （植物が）生育するnpou3pacTH npou3pacTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 成長するaoapacTn B03pacTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 成長してくつつくnpupacTH rrpHpacTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ～まで成長するnopacTH }lOpacTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 一面に茂るnopacTB nopacTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 発芽するapopacTH npopacTaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 伸びるOTPaCTH OTpacTaTb 

15. cKpecTn （語幹 CKpe6:..) 不完 ひっかく

過去形 cKpe6 <<・cKpe6吟） CKpe6Jia CKpe6JIO ヽ CICpe6揺

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→ HaCKpe6a祁 不完 かき集めるHaCKJ)eCTH 

COCICJ)eCTU 完→ COCKpe6aヽTb 不完 削り取る
ヽ

完→ OTCICpe6aTb 不完 削り取るOTCKJ)€CTH 

16 • TPSICTH ヽ （語幹 TpSIC勺 不完 揺する

過去形 TP加 （＜ • TPSICJ/0ヽ) 

ヽ ヽ

TPflCJia TPHCJlO TP51CJIH 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 全部振り払うnepeTp汀CTU nepeTp51CaTb 

， 
完→ 不完 感動させるIlOTJ)SICTH IlOTPHCaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 揺るがすCOTPHCTH COTPHCaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 まき散らすpaCTPHCTH paCTPHCaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 揺すってかさを減らすYTPHCTH YTP只caTb
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17. UB8CTll （語幹 UBeT勺不完花咲く

過去形 UB匂 <<・userJIり） use店(<•UBeTJia) 

接頭辞の付いた派生語：

ヽ

UBeJI O UBeJI H 

、と

3auBeCTH 元→

I e:;? 

npousecTH 元→

、と

pacusecTH 元→

、と

OTUB8CTH 元→

3皿 BeTa祁不完咲き出す

IIPOUBeTaTb 不完

pacuaeTaTb 不完

OTUBeTaTb 不完

栄える

花盛りになる

咲き終わる

以上を約言するに、不定形のマーカー一面を持つ動詞の語幹は l1T 3 C 6の何

れかに終わり、これらは過去形に於いて必ずB型アクセントを持つ。 1• で述べた

ようにこれらは人称形態に於いても B型アクセントを持つので、不定形が—TH に

終わる動詞は、接頭辞 Bbl- がある場合を除いて BB型アクセントを持つと言える。

ここで出てきた子音交替及び子音の脱落のまとめをしておく。

異化 不定形に於いて：

}lT ＞ CT 6JIIOCTn < <・6JIIOa-Tu) , 6pec面<<・6pea-rn>, 

ヽ

(<•aea-TH) BeCTH 

例外）面Tu < <・Ha-Tu> 

＞ 
ヽ

（＜頂er-T印， 皿 ecTH、(<.nJieT-TH、)' TT CT MeCTH 

paccaecTe c<・paccaer-Te), uaecTe <<・user-Te) 

6T > CT rpecTH c<•rpe6-Te), cKpecTH <<"cKpe6-T印

脱落 過去形に於いて：

}lJI ＞ JI 例） B紅 <<・sea-JIーり） BeJia (<•sea-JI-a) 

TJI ＞ JI 例） uaeJI <<・user-JIーり） uaeJia 、(<・uaer-JI-a、) 

aJIV > av 例） B蕊 <<・se3-11ーり） しかし ae3Jia ヽ (se3-JI-aヽ) 

cJIV > cV 例） Hee (<・ttec-』ーり） しかし ttecJia ヽ (Hee-JI-a, ) 

6JIV > 6V 例） rpe6 < <・rpe6-11ーり） しかし rpe6Jla(rpe6-JI-a) 
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2. 2. 2. 2 不定形 -'lb

以下の動詞は後述する CTPH昨，ーCTH'lb を除いて全て過去形に於いて B型アクセ

ントを持つが、過去男性形では語尾がゼロとなるのでやむなく語幹に仮アクセント

を置くことになる。ーCTH'lb以外は人称形態に於いても B型アクセントを持っため、

アクセント型はBB型となる。例外的に CTPH'lh はBA型アクセントを、ーCTH'lb

はAA型アクセントを持つ。

語幹が子音 rK に終わるものだけがここに該当するので語幹と接尾辞 JI の接合

部で子音連続 rJI KJIが形成されることになるが、この子音連続は母音(V)が後続す

るときにのみ保存され、 ゼロを含む母音以外の要素(V)がこの子音連続に後続する

とき、接尾辞 JI が脱落する。この過程は以下のように図示できる：

(1) VrJIV = VrJIV 

(2) VrJIV > VrV 
VKJIV = VKJIV 

VKJIV > VKV 
例として MQqb, neqbの場合を記しておく：

(1) (2) (3) 

語幹 Morこ 過去女性形 Mor-JI-a= 

過去男性形 Mor-JIーり

語幹 neKこ 過去女性形 □eK-JI-a= 

過去男性形 □eK-JI —り

ヽ

MOrJia 

> Mor 

， 
neKJia 

> neK > neK 1' 

不定形の形—'lb は前舌母音を後続する 0rT°KT が q となったことに起因する。

ce⑪ ,  CTPH'lb, -cTH'lb を除くここに記す動詞はかつて不定形に於いてもアクセン

トを最終音節にアクセントを持っていた（例えば ne油）が、 その後のロシア語の

発達の結果、不定形の最終音節核 H が脱落し、この類の動詞不定形の最終音節アク

セントは不可能となり、現在のように語幹にアクセントを移す結果となった。現在

の語幹アクセントは仮アクセントと呼んでも構わない。結局不定形に於いても最終

音節アクセントが保存されたのは上記2. 2. 1 の—TH に終わる動詞だけである。

1)なお上で(3)と記したように、語尾がゼロのために仮アクセントを受けた語幹最

終音節の音節核 eは規則的に e(o) に変わる。これは過去形に於いて B型アクセ

ントを持つ動詞一般に通じる規則である。
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1. 6ep紐b （語幹 6eper勺 不完 大事にする

過去形 6eper<<・6eperJ7り） 6eperJla 6eperJio ヽ 6eper揺

接頭辞の付いた派生語：

npu6epeヽ'lh 完→ npu6eperaTb 不完 蓄える

o6ep細b 完→ o6eperaヽTb 不完 守る

no6ep紐b ヽ 大事にするプ

-c6epeヽtfh 完→ c6eperaTb 不完 使わずにおく

y6epeヽ¥fb 完→ y6eperaヽTh 不完 守るよう気をつける

2. BJle'ib （語幹 BJieK勺不完引く、興味をそそる 1)

過去形 BJI紐(<•BJl8K/fり） BJl8KJla BJieKJIO BJieKJIH 

1) BJie'Ibおよび次ページに記す BOJIO'Ib の2語はどちらもスラブ祖語 ・velk-ti

に遡り、後者が本来のロシア（東スラブ）の形であって、前者は教会スラブ語（南

スラブ）からの借用語に由来する。スラブ語は歴史時代に入る前に閉音節（子音に

終わる音節）を排除して開音節（母音に終わる音節）にする過程を経たのだが、そ

のやりかたが地域によって異なった場合があり、上記2語の差異も開音節化の地域

的差異に帰す。 tを任意の子音、 Vを任意の母音、／を音節の切れ目として次のよ

うに定式化される：

1

2

3

 

スラブ祖語

・tor/tV

・ter/tV

・tol/tV 

南スラブ語

tra/tV 

tre/tV 

tla/tV 

東スラブ語

to/ro/tV 

te/re/tV 

to/lo/tV 

4・tel/tV tle/tV to/lo/tV 

例を示しておく。第 1例の語末の弱母音は省略する。

1 ・gor/d- gra/d-(rpan) go/ro/d-(ropoJJ) 

2 ・ver/me vre/m~(ape郎） ve/re/me (aepeMH) 

3 ・gol/va gla/va (rJiaaa) go/lo/va (rOJiosa) 

4 ・mel/ko mle/ko (MJieKo) mo/lo/ko (MoJioKo) 

東スラブ語では流音 r1 の前後に母音を挿入して本来の 1音節から 2音節を得



3 
ヽ

• BOJIO"<Ib 

4. xe"lb 
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接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 誘惑する3aBJie'lb 3aBJleKaTb 

， 
完→

ヽ

不完 引き起こすttaBJieqb HaBJieKaTb 

， 
完→

ヽ

不完 楽しませるpasBJie'lh pa3BJ1eKaTb 

H3BJle'lb 完→ H3BJI8KaTb 不完 引き出す
， 

完→
ヽ

不完 引き付けるIlPUBJie'lb npuBJieKaTb 

ヽ

完→ 不完 引き入れるBOBJ18'1b BOBJieKaTb 

ヽ =ヽ:;f 招来するnoBJieqh プ

ヽ

完→ 不完 そらすOTBJ18<fb OTBJieKaTb 

ヽ ヵヽ → ' 
ヽ

不完 夢中にさせるyBJie'lb YBJieKaTb 

（語幹 BOJlOIC:_) 不完引きずる

過去形 BOJIOK (<. BOJIOK./lり）

接頭辞の付いた派生語：

BOJIOKJia BOJIOKJIO BOJIOKJIH 

3aBOJIO'lb 完→ 3aBOJiaKHBaTb 不完 覆い隠す

06BOJIOヽ% 完→ o6BOJiaヽKHBaTb 不完 包む

ヽ

-ヵ→ IlPHBOJia, KHBaTb 不完 引きずって来るIIPHBOJIO'lb 

， 
完→ 不完 引きずって運び去るYBOJIO% YBOJiaKHBaTb 

（語幹 JK~r勺 不完 焼く

過去形誌r <<·x~rJTり）
ヽ ヽ

:lKrJia XfJIO JKrJIB 

接頭辞の付いた派生語：

完→
ヽ

不完 点火する3alC8'ib 3rumraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 炎症を引き起こすHll8'1lb HaJKHraTb 

o6JKeヽ'-Ib 完→ 06皿 raヽTb 不完 火傷する

る。この現象は IlOJIHOrJiaCHe 「母音重挿」と呼ばれ、 4から BJie'Ib と BOJIO'Ib 

の差異が説明されることになる。 4に於いて母音が eから 0 に転じてしまうのは

不可解であるが、一般には 1が軟口蓋化（すなわち後舌化）していて、 1 に同化

してその前後の母音が前舌の eから後舌の 0 となったと考えられている。
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， 
完→ 不完 下から焼く□O.lI]Ce'lb ITO,llXUl'aTb 

完→
ヽ

不完 焼きすぎるaepexe'Ih nepeJ1CuraTb 

完→
ヽ

不完 燃え立たせるpaaJKe'lb pa3JKHraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 軽ぐ焼くnp匹 8'1b npmmraTb 

， 
完→

ヽ

不完 火傷するOJIC8tth OXHraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 焼き穴を開けるnpoxetJ:b npoJKHraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 焼くCJKe'lb cnraTb 

OTIIe'lb 完→ OTIKHraTb 不完 焼きなます

5. Jie'Ih （人称語幹 JISir—過去語幹 Jier勺 完 横になる 1)

過去形 Jier <<・JierJfり）
ヽ ヽ ヽ

JierJia JierJio JterJtn 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 横になって隠れる3aJie'lb saJteraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 のしかかるttaJie% HaJieraTb 

o6Jieヽ'lb 完→ o6JieraヽTb 不完 取り囲む
ヽ

完→
ヽ

不完 ぴったり合うIlPHJie'lb IlPHJieraTb 

ヽ に 多数が戦死するIlOJie'ib フ

ヽ

完→
ヽ

不完 長く伸びているnpoJie'lb npoJieraTb 

完→
ヽ

不完 寝込むCJIS'lb npoJ1eraTb 

ヽ

完→ 不完 痛みが無くなるOTJI8'1b OTJieraTb 

6. MO% （語幹 Mor-) 不 完できる

過去形 Mor <<・Mor11り）

接頭辞の付いた派生語：

、、、
MOrJia MOrJio MOrJIU 

ヽ

3狙 eMO'lb

ヽ

H3HeMO'lb 

ヽ

nepeMO'lh 

ヽ

npeB03MO'lb 

↓

↓

↓

↓

 

完

完

完

完

ヽ

3a.HeMoraTb 

ヽ

H3HeMoraTb 

ヽ

aepeMoraTb 

ヽ

npeB03MOraTb 

不完病気になる

不完力尽きる

不完感情を抑える

不完克服する

1)命令形は語尾ゼロで JI町となることにも注意。



ヽ

IlOMO'lb 完→

、と

CMO'lb 刀←
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IlOMOraTb 不完助ける

MO'Ib 不完できる

7. He6p紐bll (語幹 tte6perう不完 =npette6pera祁

過去形 He6per(<•He6perJl0) He6perJia He6perJIO tte6per揺

接頭辞の付いた派生語：

npette6pe'lb 完→ npette6per如不完馬鹿にする

8. o6Jie'ib 2 i (語幹 o6JieK勺不完着せる、包む

9. ne郊

過去形 06JieK,.,(<. o6JieK/f0) o6JieKJia o6JieKJIO o6JieKJIH 

接頭辞の付いた派生語：なし

（語幹 neK勺 不完 （オーブンで）焼く

過去形呻K <<・neKJIり）
ヽ ヽ ヽ

neKJia neKJIO neKJIU 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 狐色になるまで焼く3aII8'1b 3ane1CaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 （太陽が）照りつけるttane'Ib HaIIeKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 焼きすぎるnepene'Ib nepeneKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 十分に焼く,ll0Il8% .uoneKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 よく焼くnpone% nponeKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 熱で固めるcne'lh cneKaTb 

， 
完→

ヽ

不完 叱りつけるpacne'lb pacneKaTh 

ヽ

完← 不完 焼くHCile"Ib neqb 

ヽ

完→
ヽ

不完 追いやるynetih yneKaTb 

1) He6p紐b は本来 6pe%という今のロシア語には無い動詞の接頭辞による派生語

である。 6pe% と 6epe%の関係は上記のように rpan と ropol{の関係に等しい。

2) 06Jie'lbは本来 06-BJI紐bであって、上記の BJI8'ib の接頭辞の付いた派生語で

あるが、ここでは別に記しておく。 [6s>6] は時に生じる変化である：例） ・66-

BJiaCTb> 06JiaCTb, • 06-BHTaTb > 06HTaTb H T. l{. 
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10. -□pH% 

11. -pe% 

12. cetth 

（語幹—npHr勺 1)
ヽ ヽ

過去形—npHr (<・-np5Ir 11り） -npSirJia -npSirJio -npSirJiu 

接頭辞の付いた派生語：

ヽ

完→
ヽ

不完 同上aanp51% 3anp51raTb 

ヽ

完→ 不完 緊張させるHailPSI'lh ttanpHraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 馬をつなくゞBilPfl'lh BilP月raTb

ヽ

完→
ヽ

不完 馬を付け替えるnepenp51% nepeapsiraTb 

ヽ

完→ 不完 馬具を外すpacnpfl"lb pacnpHraTb 

ヽ

完→ 不完 馬を馬具から離すOTIIPfl'Ib OTIIPHraTb 

（語幹 peK勺 （不完） （話す）

ヽ ヽ ヽ

過去形—peK < <・-peKJfり）

接頭辞の付いた派生語：

-peKJ1a -peKJIO -peKJIH 

Hap紐b 完→ HapeKaTb 不完名付ける

npenpe'lb 完→ npenpeK如不完予言する

‘ヽH3P8'Ih ヵ→
ヽ

H3peKaTb 不完 のたまう

（語幹 ceK:..) 不完切断する、切り刻む

過去形 ceK <<・ceK.Jlり） ceKJia ceKJIO CeKJIH 2 J 

1)かつて語根の母音 9 を不定形では [e]、過去男性形では [e](o) と発音したが、

これはもはや古くなり、スペリング通りの発音が一般的になっている。

2) Ce%は本来過去形に於いてA型アクセントを持ち、_ceK CeICJla C紐JIO CeICJIH 

と変化した。 19 5 0年前後までに出た辞書ではこの動詞の過去形はA型アクセン

トに属すように記述されているが、その後徐々に B型アクセントも記載されるよう

になり、混沌状態を経て、 A型アクセントは「鞭打つ」の意味にのみ固定されるよ

うになった。しかし最近 10年間に出た辞書等の記述を見ると全ての意味に於いて

過去形にB型アクセントを用いるようになっている。それとともに過去男性形で語

根の母音が eから eに交替するのが常となった。
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接頭辞の付いた派生語：

完→
ヽ

不完 鞭で打ち殺す3aceqb 3aceKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 刻み目をつけるHace<Jb HaceKaTh 

完→
ヽ

不完 元から切るnonceqb nonceKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 横切るnepece'!b nepeceKaTb 
， 

完→
， 

不完 阻止するnpece'!h npeceKaTb 

ヽ

完→ 不完 ばっさり切るpacce"!b pacceKaTb 

OTceqb 完→ OTCeKaTb 不完 切断する

13. CTepetth (語幹 cTeper勺不完見張る

過去形 cTeper<<・cTeperJ/り） CTeperJia CTeperJio CTeperJIH 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

IlOllCTepe'-lb 

ヽ

OCTepe'-lb 

↓

↓

 

完

完

ヽycTepe% 元→

ヽ

noacTeperaTb 

ヽ

OCTeperaTb 

不完待ち伏せする

不完用心させる

ape几OCTepe'lb 完→ape几ocTeper如不完警告する

YCTeperaTb 不完見張る

14. Te% （語幹 TeK:_) 不完流れる

過去形花K c<・TeK』:.）

接頭辞の付いた派生語：

、、、
TBKJla TBKJIO TBKJIH 

, -=ブ
3aT8"Ib 元→

I r.:;;;t 

HaTetJb 元→

3aTeKaTb 不完流れ込む

HaTeKaTb 不完流れて溜る

概してA型アクセントの安定性は実に高く、元々A型アクセントを持っていた語

が他のアクセント型に転じるなどとはまず考えられない。筆者が以前に調査した限

りではA型から B型に転じた動詞は唯一 C8'-ibのみである。私見だがこれは形態的

によく似た動詞である ne"ib,Te"ibからの類推だと思う。

本書ではアップトゥデイトな内容にするためこの動詞の過去形を B型アクセント

に属すとしておく。ちなみに現在わが国で出ている露和辞典の中でこの語の正確な

アクセントが記されているのは唯一研究社露和辞典だけである。
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15 
ヽ

• TOJlO'lb 

o6Teヽ'-lh 完→ o6TeKaヽTb 不完

完→
ヽ

不完BT8'Ib BTeKaTb 

ヽ

完→
， 

不完Il0l!T8'Ib IlO)lTeKaTb 

ヽ

完→ 不完npuTe'lb □PHTeKaTb 

完→
ヽ

不完OTe'lb OTTeKaTb 

， 
完→

ヽ

不完npoTe'lb npoTeKaTb 

ヽ

完→
， 

不完・CTeqb CTeKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完HCTe'Ib HCTeKaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完yTe'lb yTeKaTb 

（語幹 TOJIQK:_) 不完突き砕く

過去形 TOJI年 (<*TOJIQK』り） TOJIKJia 

接頭辞の付いた派生語：
， 

HaTOJIQ¥{b 元
に

ヽ

HCTOJIO'lb プ
に

ヽ

paCTOJIO'ib 元
ヽ

回りを流れる

川が流れ込む

下へ流れ込む

流れて来る

腫れる

流れ過ぎる

流れ集まる

期限が満了する

漏る

ヽ ヽ

TOJIKJIO TOJIKJIH 

たくさん突き砕く

細かく突き砕く

尽き砕く

以下の 2 語およびその接頭辞による派生語は不定形が—'lb に終わっていても過

去形では例外的にA型アクセントを持つ。人称形態では CTPH'lb はB型アクセント

に、ーCTH郊はA型アクセントに属す。 —CTH'lb は不定形で一CTHr羽Tb とゆれてお

り、過去男性形で語幹は接尾辞ー町ーを持つ場合と持たない場合とがある。

16. CTPH'Ib （語幹 CTpHr-) 不完 散髪する

過去形 cTpHr<<・cTpurJ1り）
ヽ ヽ ヽ

CTpHrJia CTpHrJIO CTpHrJIH 

接頭辞の付いた派生語：
ヽ

完→
ヽ

不完 たくさん刈るHacTpHqb HacTpuraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 少し刈るIlOllCTPHl.fb IlO}lCTPHraTb 

ヽ

完← 不完 散髪するOCTPH'lb CTPU% 

ヽ

完→
ヽ

不完 剃髪させる□OCTPU'ib aocTpnraTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 刈り込むCOCTpHqb COCTpnraTb 
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pacCTPH% 完→ paccTpur如不完破門する
‘仁

OTCTPH'-lb 元→ OTCTPHrilTb 不完切り取る

17. -cTu'Ib=-cTHrHYTh (人称語幹 CTHrH— 過去語幹 CTHr(tty)-)

過去形—cTnr<<・CTRrJT0) 
、 、、

-cTHrJia -CTHrJio -cTHrJIH 

ヽ

-CTJffHYJI 

接頭辞の付いた派生語：

3aCTH'-lb=3aCTHrHYTb 元ヽ士ブ → 
ヽ

不完 襲う3aCTHraTh 

H a C TH q b = tt a C TH r HYTb に元 → 
ヽ

不完 追いつくHaCTHraTb 

ll O C TH 'I b = ll O C TH r 町 Tb に元~ ， → 
ヽ

不完 達成するJlOCTHraTb 

IlOCTHヽ'fb=nocTHfHYTb'=? 九；→
ヽ

不完 理解するTTOCTHraTb 

2. 2. 2. 3 不定形—qeCTb

「はじめに」の例に記したように qecTb (<•q~T-Tb) の原義は暉Ta.Tb に等し

い。不定形を構成する際に語幹末の T が cに異化するのは 2. 2. 2. 1に記し
ヽたのと同様である。語幹が子音に終わり、接尾辞を持たない動詞で不定形が

に終わらないのはこれ 1語のみである。

-TH 

tf8CTb (語幹 q~T勺不完読む（＝暉TaTb)

過去形頓JI (<• q~TJIり） qJia < <·q~rJia > qJio 

接頭辞の付いた派生語：

ヽ

'IJIH 

、と
3a'leCTb 元

‘に
Ha'leCTb プ

、と

IlO'ISCTb 元→ IlO'IHTaTb不完

、'=''='npenno'iecTb元→npe皿0咄HT如不元

→ 3a'IHThIBaTb不完算入する

→ Ha咄HTblBaTb不完欠損をこしらえる

みなす

より好む、 prefer

IlPO'l8CTb完 = -IlPO'IHTa⑬ 完→IlPO'IBTb田aTb不完読み通す
I'=?  

C'leCTb 元→ C'IHTaTb不完 みなす

pacqecTb完 = paCCHTaTb完→pac'!HThIBaTb不完計算する、見積る

（ C¥JBCTb CQ-'!~T-Tb) 、 pacqecTb (paag_ー咤T-Tb) では語根の g が母音化すれば

接頭辞末尾の gが消え、逆に gが消えればgが出現する： co可 ycoq悼 T cq紅

CO虹 a; paaoqTY paaoq註 T pacq釦 paao田la H T.t{・
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2. 2. 3 C型アクセント

他の品詞についてのアクセント型と同様に、語幹に固定したアクセントを A型、

語尾に固定したアクセントを B型と呼ぶのに対し、語形変化に従って語幹と語尾の

間を移動するアクセントを C型と称する。形容詞短語尾の場合と同様にC型アクセ

ントには以下の 3つの下位区分をすることができる：

Cl型：女性形で語尾に、それ以外の形態で語幹にアクセントを持つ

C2型：女性形と中性形で語尾に、それ以外の形態で語幹にアクセントを持つ

C3型：女性形と複数形で語尾に、それ以外の形態で語幹にアクセントを持つ

C3型は動詞過去形に於いては正当なアクセント型とは認められていない。唯一

llaTb と 83只Tb がCl型と C2型の両方のアクセント型を許容するが、以下に記す

それ以外の動詞は全てCl型アクセントだけを持つ。従って動詞過去形についてC

型といえば上記2語を除いてCl型アクセントを示すことになるため、以下ではC

1型のことを C型と略称することにしたい。

過去形に於いてB型アクセントを持つ語が不定形の形によって整理でき、従って

記憶するのもたやすいのに反して、 C型アクセントを持つ動詞は何等形式的な指標

を持たず、従ってー語ー語記憶する必要がある。しかし名詞や形容詞の場合と異な

り、過去形に於いてC型アクセントを持つ動詞を記憶するのはそれほど困難なこと

ではない。

現代ロシア語に於いて過去形でC型アクセントを持つのは以下に記す 28の本源

動詞とそれに接頭辞を付けて派生した完了体動詞のみである： 6paTb, 6bITb, BHTb, 

spaTb, rHaTb, rHHTb,)laTb,)lpaTb, 双)laTb, 皿 Tb, ]{pa Tb, 3BaTb, KJl51CTb, 

JiraTb, JIHTb, MepeTb, nepeTb, IlHTb, IlJlbITb, np双CTb, paaTb, PO)lHTb, CJlbITb, 

cnaTb, TKaTb, -'!aTb, -(H)SlTb. 元々の本源動詞が現代ロシア語にはもはや存在し

ていない場合もあるが、整理のために架空の本源動詞の形を見出しに立てた箇所も

若干あることをことわっておく。語形成上の配慮から接頭辞によって派生した動詞

から作られる対応の不完了体の形も記載しておいた。これらの 2次的に派生した不

完了体動詞は最も基本的なA型アクセントを持つ。上記の 28個の動詞及びそこか

ら接頭辞を付加して派生した動詞は過去形のみならず被動形動詞過去短語尾に於い

てもやはり規範的にはC型アクセントを持つので、記憶しておくと便利である。
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C型アクセントを持つ本源動詞に接頭辞を付加して作られる完了体動詞は時とし

て過去形に於いて次に例を示すようなC型アクセントの変種を持つことがある：

IlPW6bLJI npH6bLJia npW6bLJIO IlPW6bJJIH 

Ha qaJI Ha qaJia Ha qaJio Ha qaJIH 

このアクセント型に於いては、女性形では語尾アクセントが実現されているもの

の、それ以外の形態に於いてアクセントが語根（もしくはそれに後続する接尾辞）

から音節を持つ接頭辞に移つてしまう。ここではこのタイプのアクセント型を CP

型と呼んでおくことにする。接頭辞はもちろん語幹に属すのでCP型はC型の亜種

である。かつてはこのような派生動詞は全てCP型アクセントを持つていたと考え

られるが、徐々に不定形のアクセクントを保持する C型に移行している。このCP型

失効の過程は以下で見るように実に顕著である。

二つ以上の接頭辞を持つ動詞も存在するが、これらの動詞に過去形に於いてCP

型アクセントが適応されると、女性形以外ではアクセントは語根に一番接近してい

る接頭辞に置かれることになる。アクセントはこれ以上語頭に向かって後退するこ

とはない。 （例： npH-nO}l-HHJI, pac-npo-naJI) 

ここに記した動詞の語根あるいはそれに付随する接尾辞は過去形に於いていわば

アクセントを保持する力がA型に属す動詞に比べて実に弱いと考えられる。過去女

性形の語尾—a はその他の過去形の語尾よりもアクセントを引き付ける力が強く、

従って本源動詞あるいは音節を成さない接頭辞を持つ派生動詞について言えば、他

の語形に於いてアクセントが語幹に留まるのに対し、女性形のみでアクセントも語

尾に移動するという現象を引き起こす。このような動詞に音節を成す接頭辞が付く

と、これらの接頭辞もアクセントを引き付ける力を持っているため、ある場合には

語根あるいはそれに付随する接尾辞からアクセントを奪い取ってしまう。しかし相

変わらず女性形の語尾か持つアクセント牽引力が優っているため、女性形のみで語

尾アクセントが実現されることになる。これを母音字の右上の数字がアクセント牽

引力を表し、数字が大きいほどその力が大きいとすると、次のように例示できる。

細 Jio0> 6血o しかし 6t11 Jia3 > 6bLJla 

npH26糾 Jio0> n菰6bLJIO しかし IlPH2 6tI1 JI訴>npH6bLJla 

以下に個々の語について見ていくことにする。
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1. 6paTh （人称語幹 6epこ過去語幹 6pa->い不完 取る

過去形 6paJI 6paJia 6paヽJIO 6paヽJIH 

接頭辞の付いた派生語： C型アクセント2)

aa6paヽTh 完→ 3a6upaヽTh 不完 涸み取る、塞ぐ

Ha6paヽTb 完→ Ha60pa咋 不完 たくさん集める

nepe6pa⑬ 完→ nepe6upaヽTb 不完 選び分ける

H36pa， Tb 完→ H36HpaTh 不完 選ぶ

nepeH36paTb と元 → n e p e H 3 6 H p a、Tb 不完 再選挙する

apu6paヽTh 完→ npH6HpaヽTb 不完 片付ける

o6o6paTb 完→ o6paヽTb 不完 もぎ取る

1)本来の過去の語根は 6~p- (6bp-) であるが、過去形の諸形態及び不定形を作る

（すなわち語幹を作る）際に接尾辞—aーを付けた。この g は現代語では現れない。

6paTbに接頭辞を付ければ完了体動詞が派生するが、その新たにできた完了体動詞

に対応する不完了体動詞を派生するためには語根の形を 6up—に変える必要がある。

結局この動詞には語根が 6ep- 6~p- 6up—の 3 つあることになるが、これらの語根

どうしの関係はまん中の母音が交替していることにある。

この関係を下図のように整理しておいた。例として出した語形は4種類の構成部

分からなる。 1は接頭辞、 2は語根、 3は接尾辞、 4は語尾をそれぞれ示す。

1 2 3 4 

6ep-: 6ep-
ヽ

＞ 6epy 本源動詞不完了体非過去-y 

co-6ep-
ヽ

＞ co6epy 派生動詞 完了体非過去-y 

6~p-: 6~p-a-JI-0 ＞ 6pa.JI 本源動詞不完了体過去

co-6~p-a-JI —り ＞ co6paヽJI 派生動詞 完了体過去

-60p-: co-6up-a-j-y ＞ co6uparo 派生動詞不完了体非過去

co-6up-a-JI-0 ＞ co6up紅派生動詞不完了体過去

2)音節を成す接頭辞を持つ派生動詞（完了体）はかつてCP型アクセントを持って

いた。例えば H36paTbno6paTb C06paTb y6paTbは19世紀の段階では過去形に於

いてCP型アクセントを持っていたことを示す資料がある。しかし現在ではこれら

は全てC型化してしまった。
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B06paTb 完→ B6HpaTb 不完 吸収する

IlO/l06pa咋 完→ OOL{6HpaTb 不完 拾い集める

pa3o6paTb 完→ pa36HpaヽTb 不完 分解する

npo6pa， Tb 完→ apo6upaTb 不完 （無人）身に凍みる

co6pa， Tb 完→ C06HpaTb 不完 集める

OT06paヽTb 完→ OT6HpaヽTb 不完 選び出す

y6paヽTb 完→ y6upaヽTb 不完 整理する

（人称語幹 6y11—過去語幹 6hlー）い不完 be動詞

過去形 6四 6wa 6血0 6血u

接頭辞の付いた派生語2) : 

CP型アクセントを持つもの
ヽ

y6bITb 完→ y6bIB<lTb 不完減る

1)6b1Tbの現在形はもちろん SCTb/0であるが、以下に示す動詞の非過去形は 6yn-

を語幹とするので、ここでは簡略を旨としてこのような記載方法を取った。なおこ

の動詞には多回体 6blBaTbが存在する。ついでながら 6b1Tbが不完了体であり、か

つ単一未来形を持つというのはロシア語の時制及び体のシステムからして全く異常

である。私見では 6b1Tbに2種を区別し、不完了体の 6b1Tbは現在形と過去形を持

ち、完了体の 6b1Tbが未来形を持つとするのがいいと思う。詳細については省略す

る。

2)C P型と C型アクセントのゆれを持つものと npe6bITbはかつてCP型アクセント

を持っていた。なお HeHHも韻律的には 6ITTbの接頭辞として扱われ、 He/曲 6bLJI,

He/HH 6wa, He/HH 6wo, He/暉 6bLJIH のようにCP型アクセントとなる。 HS HH 

を付けた動詞のCP型アクセントはかつてもっと広く見られたが、現代ロシア語で

はCP型が義務的なのは唯一 6ITTbのみとなった。 naTb皿 TbcnaTb についても

He HHを伴って同様のCP型アクセントが用いられることもあるが、通常のC型の

使用も許されている。
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C型と CP型のゆれを持つもの

□pH6bヽITb 完→ npH6blBaヽTb 不完 到着する

no6b1Tヽ b 完→ 几06b1Bcl.Tb 不完 手に入れる

no6b1Tヽ b 完 しばらく滞在する

（→ ao6blBaヽTb 不完 訪れる）

npo6bヽITb 
:ヽ:!::7 長い間いる
プ

OT6ぼヽ rb 完→ OT6bIBaヽTb 不完 任期を務め上げる

C型アクセントを持つもの

npe6b1Tヽ b 完→ ape6blBaTb 不完 ～であり続ける

C6b1ヽTb 完→ C6b田aヽTb 不完 売りさばく

A型アクセントを持つもの

3a6blヽTb 完→ 3a6blBaヽTb 不完 忘れる

nepe3a6bヽ1Tb 完→ nepesa6b1BaTb 不完 全部すつかり忘れる

nosa6b1Tヽ b 完→ nosa6hIBaヽTb 不完 忘れる

pa額 06bffヽ b 完→ pa3l{06b1BaヽTb 不完 苦労して入手する

3. 80Tb （人称語幹 Bbjこ過去語幹 BH-) 不完 編む

過去形 BUJI
ヽ ヽ ヽ

BHJla BHJIO BHJIH 

接頭辞の付いた派生語： C型アクセント 1)

ヽ

完→
ヽ

不完 パーマをかける3aBHTb 3aBHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 巻き付けるHaBHTb HaBHBaTb 

06BRヽTb 完→ 06BHBaヽTb 不完 巻いてくるむ

ヽ

完→
ヽ

不完 編み直す、編み込むnepeBHTb nepeBHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ほこりをたてるB3BHTb B3BHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 編んだ物をほどくpa3BHTb pa3BUBaTb 

発達させる

ヽ

完→
ヽ

不完 植え付けるIlPHBHTb npHBHBaTb 

ヽ

完→
， 

不完 編んで作るCBHTb CBHBaTb 

1)音節を成す接頭辞を持つ派生動詞はかつてCP型アクセントを持っていた。
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4. spaTh （人称語幹 B炉過去語幹 spa-)1> 不完 嘘をつく

過去形 spaJI
， ヽ ヽ

spaJia spaJio spaJiu 

接頭辞の付いた派生語： C型アクセント 2)

ヽ

完→
， 

不完 間違えるHaspaTb HaBHpaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 誤って伝えるnepeapaTb nepesupaTb 

ヽ

完→
， 

不完 話に尾ひれを付けるIlPHBpaTb npusupaTb 

完←
ヽ

不完 嘘をつくcospaTb apaTb 

5. rHaTb （人称語幹 roH—過去語幹 rtta-)3> 不完 駆り立てる
~ 

ヽ ヽ ヽ

過去形 rHaJI rHaJia rHaJio rttaJiu 

接頭辞の付いた派生語： C型アクセント 4)

ヽ

完→
ヽ

不完 深く追い込むaarHaTh 3aroH只Tb

ヽ

完→ 不完 もよおさせるHarHaTh HaroHSITb 

ヽ

完→
ヽ

不完 追い抜くneperHaTb neperoHHTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 追放するH3rHaTb B3rOHSITh 

ヽ

完→
ヽ

不完 追って到着させるnpHrHaTb npuroHSITh 

o6orHaヽTb 完→ o6roHSITb 不完 追い越す

ヽ

完→
ヽ

不完 追い込むBOrHaTb BrOHflTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 追いつく,uorHaTb norottHTh 

1)6paTb の場合と同様に本来の語根は B~p-(Bbp-) であって、母音交替によって派

生動詞の不完了体の語根—BHp- を派生するが、人称語幹で母音交替は行われない。

同様の母音交替によって BOP(泥棒）も派生する。面白いことに Bpaq(医者）もBpaTh

から作られた言葉であり、その原義は皿狙CKHHによると「祈禰師」であった。

2)HaBpa⑬ COBP3.Thは18世紀にはCP型アクセントに属していた。

3)roHIO等は本来 rttaTbとは異なる動詞（古代ロシア語 roHHTH) の変化形であり、

rttaTh (古代ロシア語匹HaTh) は全く別の変化（古代ロシア語 xeHY (<・gen-u) 

をしていた。 rttaTh の語根 fQHーとその本来の現在形の語根 xett-(<•gen-) と現代

ロシア語での現在形の語根 ro圧とは母音交替の関係にある。

4)HarttaTb nporttaTbは18世紀にはCP型アクセントに属していた。
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， 
完→

ヽ

不完 ～の方へ駆り立てるnonorttaTb nonrott汀fb

， 
完→

ヽ

不完 四方に追い払うpa3omaTb pasrOHS'!Tb 

ヽ

完 駆り立て始めるnornaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 ある距離追うnpornaTb nporott汀fb

ヽ

完→
ヽ

不完 追い払うcorHaTb crOH5ITb 

， 
完→

ヽ

不完 追い払うOTOrHaTb OTfOH51Tb 

ヽ

完→
， 

不完 遠くに追い払う疇yrHaTb yrOH5ITb 

6. rHHTb （語幹 rHH-) 不完 腐る

過去形 rH皿
ヽ ヽ

rHHJia rHHJIO fHHJIH 

接頭辞の付いた派生語： C型アクセント
ヽ

完→
ヽ

不完 腐り始める3arHJ.ITb 3arHHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 すっかり腐るneperHHTb neperttusaTb 

ヽ

完→ 不完 ちょっと腐る□O,!lrHflTb IIOllrHHBaTb 

norHHTb 完 腐って駄目になる

ヽ

完→ 不完 完全に腐るnporHHTb rrporHUBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 腐るCrHHTb crHHBaTb 

7. [laTb （人称語幹 21a21—過去語幹 21a-) い 完与える

1)本来は唯一の語幹 nanーを立てれば十分だが、過去形では既に述べた［・lIJI> JI] 

の変化を受けるので語幹末の nが出てこない。 そのため過去語幹として語幹末の

nを除いたものを設定しておいた。この動詞は人称変化をする際に語幹と語尾とを

結び付ける母音 (qHT-a-e-Tの e、rosop-u-Tの H など）を用いない特殊な動詞

(athematic verb, HeTeMaTHqecKH0 rJiaroJI)なので、人称形態でも単数では語幹と

語尾との接合点で n が脱落する (11a11-M->11a-M) か異化する (na町T->nacT)。

2人称単数形は本来 nacH <<・nan-cH) であるが、 類推によって新たな語尾

-lllb (< -IUH) が採用され、やはり語幹末の n は脱落している。現代ロシア語の複

数形では語幹と語尾を結び付ける母音 H が恐らく類推によって挿入され、本来の

語幹末の子音 nが保存された。 3人称複数形も本来は・nan町となるべきであっ
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過去形のアクセント

c-----c 2 ,llaJI naJia naJio-----naJio ,llaJIH 

ヽ

naTb 1) 完→
ヽ

}laBaTb 不完与える

接頭辞の付いた派生語：

CP""'C -naJI......., ーnaJI -naJia -naJio.......,-naJio -naJI0.......,-naJ10 

,'='  
3anaTb 元→ 3狐 aBaTb 不完課す

蝉 Tb 完→ 06胆 Bel.Tb 不完 回りから浴びせる
, e. ブ

no皿aTb 元→
ヽ

110.ll胆 BaTb 不完下から打つ
、と

nepenaTb 元→ 渡す

,'='  
npenaTb 元プ

nepe几aBaTb 不完

npe邸 Ba.Tb 不完 引き渡す、裏切る

‘に
pa3llaTb 元→

、と
npunaTb ヵ→

、と
nonaTb 元→

, r:!:;t 

HenonaTb 刀→

、と
nonaTb 元→

pa3皿Ba.Tb 不完分配する

IlPH}laBaTb 不完
ヽ

}lO}laBaTb 不完

He}lO}laBaTb 不完

追加する

不足分を与える

不十分に与える
， 

IlO,llaBaTb 不完差し出す

npeno誌Tb 完→ npenonaa年不完教訓を与える

,'='  
nponaTb 刀→ nponaaaTb 不完 売る

‘に
3anponaTb ヵ→

ヽ

3anponaaaTb 不完 予約販売する

c:? 
nepenpo}laTb 元→ nepenpo邸BaTb 不完転売する

ヽ
pacnpo}laTb 元→ pacnpo邸BaTb 不完売りつくす

と
OT阻 Tb 元→ OT邸BaTb 不完返す

C型安定
、、、

-}l<lJI -l:(aJia -}laJIO -,!laJIH 

、と
H3IlaTb 元→

ヽ

nepeuanaTh 

ヽ

B03.llaTb 

完→

完→

ヽ

H3』aBaTb 不完出版する
ヽ

nepeH3)laBaTb 

ヽ

B03.l(aBaTb 

不完再版する

不完報いる

たが、やはり類推によって現在の邸四T となった。
、、

1)かつては HeHHを伴うと CP型アクセント（すなわち He)laJI, He llaJia, He 

胆』O,He llaJIH等）となったが、今ではC型及びC2型アクセント（すなわち He 

旭JI,He llaJia, He llaJIO~He llaJIO, He llaJIH等）も認められている。
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8.)lpaTb 

，鰤 :l'.}laTb

ヽ

完 試験に受かるC出aTb

Cp. cnaaaヽTb 不完 試験を受ける
ヽ

完 追試に受かるnepecnaTh 

Cp. 
ヽ

nepecnaaaTh 不完 追試を受ける

（人称語幹 .ue祈過去語幹 .upa-)2) 不完剥ぐ

過去形 lIPaJI ,UpaJia llPaJIO npaJIH 

接頭辞の付いた派生語： C 
9 に~

aa.npaTh 元→

、と

tta.npaTh 元→

060.np如完→
、と

OTO,llJ)aTh 元→

， '=if 
IlPOllJ)aTh 元→

、と~

pa30』paTh 元→

, -co.npaTh 元→

“に
YJlJ)aTh 元→

aa11HpaTb 不完上に上げる

Ha1tHP<lTb 不完たくさんはぎ取る

061tHP<lTb 不完回りをはぐ

OTllHPa冗不完はぎ取る

IlPOllHPaTb 不完穴を開ける

pa3JlHpaTb 不完ずたずたに裂く

C皿匝Tb 不完はぐ、はぎ取る

y』HpaTb 不完 こっそり逃げ出す

（人称語幹 Jellこ過去語幹 X,llaー戸 不完

過去形瓦,llaJI lC,llaJia :lK,ll<lJIO lCllclJIH 

接頭辞の付いた派生語： C 

060江 aTb 完 しばらく待っ

nepeX}l3.Tb 完→ nepe皿韮Tb 不完終わりまで待つ
ヽ

nonoxnaTh 元
に

, r.:!:;;f 

npoxnaTh 九；→

しばらく待つ
ヽ

npo皿 ,llaTb 不完長らく待っ

2)6paTbの場合と同様に過去形と不定形での語幹は阻p-(Jlbp-) であって、人称語

幹の語根 }lep—及び接頭辞を付けた派生語から作られる不完了体動詞の語根 JlHp-

と母音交替の関係にある。

3) 本来の語根は累~)lー (Xbl]ー）であり、接頭辞を用いて派生した完了体動詞からさら

に作られる不完了体動詞の語根は母音交替をして -D{町となる。



10. :JDITb 

11. Il)aTb 
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（人称語幹皿Bこ過去語幹皿-)1 l 不完 住む、生きる

過去形 皿』 皿』a 皿JIO 皿嘉JIH 2 > 

接頭辞の付いた派生語：

C型安定

ヽ
完→ 03皿BaTb 不完 除去するH3JGITb 

c皿ヽTb 完→ CIHB8.Th 不完締め出す

CP-C 
、、 ， 、、
ーX皿～—JKHJI -:JICHJia ー累HJlO,,..._,-JIGIJlO -JD{JIH ,....,_, -JD{JIH 

3 axH‘ Tb に元 → 3誼 B<LTb 不完 傷が直る

ヽ
完→ H匹 BaヽTb 不完 儲けるHUHTh 

nepe皿、Tb'="元→,, nepe皿BaヽTb 不完 ～より長生きする

体験する

np四,Tb-元→ DP匹 BaヽTb 不完 私生児を生む

ヽ
完→ ODIBaヽTb 不完 生き返るO:lDITb 

JlO皿ヽTh 完→ llO皿BaヽTb 不完 ～まで生きる

ヽ
完 少し住むIlOXHTh 

（→ IlODIBaヽTb 不完 暮らす）

ヽ
完→ npo皿BaヽTb 不完 長い間生き抜くnpo:mTh 

O'I'XH， Tb 完→ OTXHBaヽTb 不完 生き通す

（人称語幹籾こ過去語幹ヰa-) 3> 不完がつがつ食う

過去形 xpaJI ヰaJIa JKJ)clJI O JKJ)clJI H 

接頭辞の付いた派生語： C 
、と

noxpaTb 九；→ no皿 paTb

嘉 4
COIJ)aTh 元→

ヽ

co:nrpaTb 

不完むさぼり読む

不完 がつがつ食べる

1)本来の語幹は現在過去を問わず皿Bーであるが、不定形の印ーTb及び過去形の

-JIーの前で語幹の最終音 B が脱落している。

2)He, HH を伴うと CP-C型アクセントとなる。

3)本来の語根は瓦~p-(np-) であって、派生動詞から不完了体を作る際に母音交替

して一皿pーとなる。
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12. 3BaTb （人称語幹 30Bこ過去語幹 3Ba-)1l 不完 呼ぶ

過去形 3Ba.JI
ヽ ヽ ヽ

aaaJia 3BaJIO 3BaJIH 

接頭辞の付いた派生語：

C型安定
ヽ

完→ 不完 しつこく招く3a3BaTb 383b!BaTb 

完→
ヽ

不完 名付けるHa3BaTb Ha3blBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 呼びつけるIIPH3BaTh llPH3blBaTb 

0603Ba.Tb 完→ 063b田a.Tb 不完 あだ名で呼ぶ

‘ 完→
ヽ

不完 脇へ呼ぶOT03BaTb OT3blBaTb 

ヽ

完Il03BaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 呼び寄せるIl0lI03BaTb IlO}l3bIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 あだ名を付ける□P03BaTb ITP03bIBaTb 

ヽ

完→ 不完 呼び集めるC03BaTb C3blBaTb 

A型アクセント

B033BaヽTb 2 l'=' 刀→
ヽ

不完 呼びかけるB3bIBaTb 

13. K訊 CTb （人称語幹 K訊 Hこ過去語幹 KJI炉炉 不完呪う

1)過去形と不定形での語根は 3,QB- であって、人称語幹の語根 30B—及び接頭辞を

付けた派生語から作られる不完了体動詞の語根 3b田ーと母音交替の関係にある。

2)本来はC型アクセントを持っていたが、この語だけ完全にA型化してしまった。

3)本来の語根は ・klbnーであり IlPOKJIHHaTbの語根ーklinーとは母音交替の関係で

あるが、 ・klbn-ti から KJIHCTb、・klbn-o から KJI叩 y、・klbn-h から KJIHJI 

となる過程は実に複雑である。

① 「母音＋鼻音」は次に母音が来るときは保存されるが、次に母音以外が来ると

鼻母音（前舌母音であれば e、後舌母音であれば o)となった。②これらの鼻母音

はロシア語では失われて各々 fl y となる。この結果不定形は KJI只TH、人称形態は

KJib町、過去形に当たる形は KJIHJlo となり、③後に o b が失われて各々 KJIHTH 

KJI eHY KJI HJI となる。過去形はこのまま保存されたがそれ以外はまたもや変化を被

る。④人称形態の語根の母音が他の諸形態のそれに再統一され、現代ロシア語の人
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過去形 KJIHJI KJI月Jla KJISIJlo 

接頭辞の付いた派生語： CP 

ヽ

KJIHJIH 

、 に、

npoK訊 CTb 元→ IlPOKJI血 aTb 不完呪う

14. JiraTh （人称語幹 Jirこ過去語幹 Jira-)い 不完嘘をつく

過去形 JiraJI JiraJia JiraJIO 

接頭辞の付いた派生語： C 

ヽ

JiraJIH 

、と

HaJiraTb 元

o6oJira.Tb 完→
ヽ

COJiraTb 
，ヽ，

プ

たくさん嘘をつく

06皿 IraTb 不完中傷する

嘘をつく

15. JIHTb （人称語幹 Jibこ過去語幹 JIH-) 不完 注ぐ

過去形 JIHJI
ヽ ヽ ， 

JIHJla JIHJIO JIUJIU 

接頭辞の付いた派生語：

C型安定

完→
ヽ

不完 流し込むBJIHTb BJIHBaTb 

nepeJIHヽTb 完→ nepeJIHBaTb 不完 注ぎ移す

称形態 KJI皿 y が生まれる。⑤不定形に関しては、 sen-y:sec-TH, nan-y:nac-TH等

に倣って KJI叩—y:KJI只C-TH となったというのが一般的見解であって、⑥後に不定形

の印—TH がアクセントを持たないとき弱化して—Tb となり、ようやく現代ロシア

語の KJI只CTb に至る。

この関係を次のように整理しておく

① ② ③ ④ ⑤
 

⑥
 

・klbn-h > kleh > KJIHJIも>KJI SIJI = KJI SIJI 

・kl bn-p > kl bilP > KJtb田 >K取氾y > KJI田IY = KJI叩 y

・klbn-ti > kleti > KJt只TH>K訊 TH > KJISICTH > KJl如 Tb= KJl如 Tb

・-kl in-a-ti >-KJI血 aTH >-KJIHHaTb=-KJIHHaTb 

1)本来の語根は J12r-(J11>r-)であって、派生動詞から作られる不完了体の語根 Jlblr-

や JIOJKb (嘘） <<・logb)と母音交替の関係にある。
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ヽ

完→
ヽ

不完 吐露するH3JIHTb H3JIHBaTb 

, 
完→

ヽ

不完 流れて来るIlPHJIHTb ap皿 HBaTb

ヽ

完→
， 

不完 注ぎ分けるpaaJIHTb pa3JIHBaTb 

完→
ヽ

不完 注ぎ集めるC』HTb CJIHBaTh 

C-CP 

完→
ヽ

不完 あふれる3aJlliTb saJIHBaTb 

， 
完→

ヽ

不完 注ぎ入れるHaJIHTb HaJIHBaTb 

06JlHヽTh 完→ o6JIHBaヽTb 不完 浴びせる
ヽ

完→
， 

不完 液体を加えるDO}lJIHTb 00.l[JIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 注ぎ足す}lOJIHTb }lOJIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 液体ををかけるIlOJIHTb DOJIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 間違ってこぽすIlPOJIHTb npoJIHBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 くみ出すOTJIHTh OTJIHBaTb 

16. Mepe咋 （人称語幹 M炉過去語幹 Mep-)1 l 不完 死ぬ

過去形詭P Mep』a MepJIO MePJIH 2 l 

接頭辞の付いた派生語：

CP安定
虜

完→
ヽ

不完 立ちすくむaaMepeTh 3aMHPaTb 

06MepeTh 完→ o6MHpaヽTb 不完 ぽう然となる
ヽ

完→
， 

不完 死ぬIlOMepeTb ITOMHpaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 枯れるOTMepeTh OTMHpaTb 

ヽ

完→
， 

不完 死ぬyMepeTb YMHPaTb 

例）虹ep
、、 ヽ

YMepJia YM0PJIO yMePJI!{ 

1)不定形及び過去形の語根は本来 ・merー であって、人称形態の本来の語根咤p-

(Mbp-)、派生動詞から作られる不完了体の語根皿pーと母音交替の関係にある。不

定形は ・mer-tiから母音重挿 (p.210参照）によって作られた。

2)BOCTOKOBはC型アクセントを記しているが、今では完全にA型化してしまった。

しかし C (P)型アクセントは接頭辞の付いた派生動詞に保存されている。



17 . nepeヽTb 

18. IlHTb 
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（人称語幹 n炉過去語幹 nep-)1> 不完 庄する

過去形 nep nepJia nepJio ne. pJiu 2 > 

接頭辞の付いた派生語：

CP安定
， 

完→ 不完 鍵をかけるaanepeTb 3anupaTb 

omepeTb 完→ omupaTb 不完 鍵を開ける

A 
ヽ

完→ 不完 のしかかるHanepeTb HanHpaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 支えるno叩 epeTb no爪mpaTb

ヽ

完~→ 
， 

不完 おしつけるcnepeTb cnupaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 はじけさせるpacnepeTh pacnupaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 つつかえ棒をするynepeTh YTIHPaTb 

（人称語幹 Ilb,:_過去語幹 DH-) 不完 飲む

過去形 nuJI nuJI a nHJI a 

接頭辞の付いた派生語：

C----CP 

ヽ

I1HJIH 

ヽ

3aTIHTb3 l完→

,'="  
瓜lilHTb 元→

3aTIHB<l.Tb 不完一緒に～を飲む、

痛飲し始める

}lOilHB<l.Tb 不完飲み干す

1) MBPSTb と同様に不定形及び過去形の語根は本来・perー であって、人称形態の

本来の語根 n~p-(nbp-) 、派生動詞から作られる不完了体の語根 IlHPー と母音交替

の関係にある。不定形は・per-tiから母音重挿 (p.210参照）によって作られた。

2)BoCTOKOBは nepe匹がC型アクセントを、派生語が全て CP型アクセントを持つ

としているが、以下に記したようにこの語についてCP型失効及びA型化の傾向は

実に顕著である。

3)この語についてはアクセント型が意味を弁別する役割を果たしておリ、 C型アク

セントを用いると「．．．といっしょに～を飲む」 (Hanp. 3ailHTb IlHJIIOJllO BOl{OU「水

といっしょに丸薬を飲む」）となり、 CP型を用いると「痛飲し始める」となる。
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IIOIIHTb 
-=::? 

少し飲むプ

nponHTh 完→ nponueaTb 不完 酒に金を費やす
ヽ

完→ 不完 皆で飲み干すpacnHTh pacnHBaTh 

ヽ

完→ 不完 一部飲むOIBHTb omusaTh 

19. nJibITb （人称語幹 IlJiblB:_過去語幹 IlJiblー） 1) 不完 泳ぐ、航行する

過去形 IlJlbLJI
ヽ ヽ

IlJibLJla IIJlbLJIO IlJlbLJIH 

接頭辞の付いた派生語： C 

20. np如 Tb

ヽ

完→ 不完 浮き上がるBCilJlblTh BCilJlbIBaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 ～まで泳くさ,ilOOJlblTb .llOilJiblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 寄港する3aIIJlblTb 3anJlb田aTb

ヽ

完→
ヽ

不完 航行中ぶつかるHailJlbITb HanJiblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 回りを泳ぐOilJlblTb ODJiblBaTb 

ヽ

完→ 不完 出航するOIBJlbITb 01TIJtblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 船で渡るnepenJibITh nepenJibIBaTb 

ヽ

完→ 不完 船で近寄るIlO}lIIJlbITb no血 JlbIBaTb

ヽ

完 泳ぎ始めるrIOrIJibITb 

ヽ

完→
ヽ

不完 船で到着するnpHllJlbITb IlPHIIJINBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 船で通過する□pO□JtblTb nponJiblBaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 流れ去るCilJibITb CllJlblBaTb 

完→
ヽ

不完 船で去るYilJlbITb YflJib田aTb

（人称語幹 IlPSl}lこ過去語幹 npH-)2> 不完紡＜ゞ

過去形 IlPSIJI IlPHJia ,..._,np如a npHJIO IlPHJIH 

両者のアクセント上の区別は YmaKOB に既に見られ、その後のほとんどの文献に於

いて為されているが、 AreeHKo,3apsaだけはこの区別をせず、 「全ての意味に於い

て」 C型アクセントが用いられると記している。

1)皿Tb と同様に本来の語幹 IlJlblB—の最後の子音 B は不定形と過去形で脱落した。

2)BeCTH 等と同様に語幹末の .lIは過去形で脱落し、不定形で異化する。



21. pBaTb 

接頭辞の付いた派生語： C---A 

CIIPHCTb 元、-

（人称語幹 PBこ過去語幹 psa-)1 > 

， ヽ ， 

不完

過去形 psaJI peaJia PBa.JIO paaJIH 

接頭辞の付いた派生語： C 
ヽ

完→
ヽ

不完ttapaaTb HapblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完nepepeaTh nepepbIBaTb 

“ 完 →
ヽ

不完npepaaTh npepblBaTb 

o6opBaヽTh '=" 元→; o6pblBaTb 不完
ヽ

完→ 不完Ha}lOpBaTb Ha,1lpblBaTh 

ヽ

完 →
ヽ

不完IlO[IOpBaTh IlO)lpblBaTb 

， 
完→

ヽ

不完pasopaaTb paapbIBaTb 

ヽ

完→
4 

不完B30pBaTb B3pbIBaTh 

, 
完→ 不完H30pBaTb H3pbIBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完nopsaTb nopbJBaTb 

， 
完 →

ヽ

不完npopsaTh npopblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完copaaTb cpNBaTb 

ヽ

完 →
ヽ

不完OTOpBaTb OTpblBaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完ypsaTh ypblBaTb 
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糸を紡ぐ

もぎ取る

イは農する

引き裂く

中断する

回りからもぎ取る

隅を破る

損ねる

引きちぎる

爆する

ずたずたに破る

関係を絶つ

穴を開ける

はぎ取る

むしり取る

奪い取る

22. po謡Tb （人称語幹 POllこ過去語幹 ponn-> 完 生む

過去形 po謡JI POllHJia po謡JIO PO,!lHJIH 2) 

接頭辞の付いた派生語： A型安定

1)本来の語根は P2B-(加e-) で、派生動詞から作られる不完了体の語根—PblBーとは

母音交替の関係にある。

2)po雌祁は完了体でも不完了体でもあるが、過去形は不完了体の時にはA型アクセ

ント、完了体の時にはC型アクセントとなる。そのほかの形態は両体に共通である。

接頭辞による派生語は全てA型アクセントになってしまう。
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23. CJlblTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 感情を植え付ける3aPOllUTb 3apOJK1IaTb 

完→
ヽ

不完 一新させるnepepOlJHTb nepepoJKl{aTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 復活させるB03PO,llHTb so3poxcnaTh 

ヽ

完→
ヽ

不完 引き起こす□OPOllHTb nopoJ1C.11aTb 

Y])01{0Tb 
に

作物を実らせるプ

し人称語幹 CJlbIBこ過去語幹 CJlblー）い 不完知られる

過去形 CJlblJI CJlblJicl CJlbLIIO CJlbLIIH 

接頭辞の付いた派生語： C 

DPOCJI印b 完→ IlPOCJlbIB如不完名を上げる

24. C03l{aTb (人称語幹 C03l{al{—過去語幹 C03l{a-) 完作る2)

25. cnaTh 

過去形 C031IaJ1 C03J1aJia 
ヽ

C03)laJIO 
ヽ

C03]laJlH (C型）

CO額 aJI C03ll狂 a co狐 aJio co3月aJin (C P型）

接頭辞の付いた派生語： C型

'=" BOCC03邸 Tb 元→ BOCC03llaBaTb 不完再現する

（人称語幹 enこ過去語幹 cnaー戸 不完眠る

過去形 cnaJI cnaJia cnaJio cnaJIH 
4) 

1)皿Th等と同様に語幹末の B が不定形と過去形で脱落する。

2)本来は古代ロシア語 3b}laTH の接頭辞による派生語であって、その動名詞 sna-

HHS が現代ロシア語に残っており、人称形態はその語根 3b}l-(3~}l-) が母音交替し

た3011ーを語根として 3HJC四等々と変化したが、現代ロシア語では }laTb の派生語

のように扱われ C03}laM, C03胆皿．．．と変化する。過去形はCP型アクセントを持

つのが規範的であるが、今ではC型も認められている。

3)本来の語根は c2n-(c1>n-) であって、母音交替により派生動詞の不完了体の語根

CblIIーを得る。

4)tte, HH を伴うと CP型あるいはC型アクセントが用いられる。



26. TKaTb 
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接頭辞の付いた派生語： C 
ヽ r:=, 

眠って忘れる3acnaTb プ

ヽ ヽ 眠りすぎるaepecaaTb プ

ヽ

完→
ヽ

不完 ～まで眠るllOCnaTb 几OCblllaTb

ヽ

完→
ヽ

不完 眠り足りないHel(ocnaTb H8ll0CblllaTb 

ヽ

完 少し眠るnocnaTb 

完→
ヽ

不完 寝坊するnpocnaTb IIPOCblilaTb 

（人称語幹 TKこ過去語幹 TKa-) 不完織る

過去形 TKaJI~TKaJia""'TK紅a TK紅o

接頭辞の付いた派生語： C-A 

3aTKaTb 完 模様を織る
ヽ

HaTKaTb 元ヽ

ヽ

BOTKaTb 元ヽ

ヽ

COTKaTb 元
ヽ

たくさん織る

織り込む

織る

ヽ

TKaJIH 

27. -qaTb (人称語幹咀:.過去語幹 qa-)い （不完始める）

接頭辞の付いた派生語：

C型安定 —qaJ1 —qana -qaJlO -qaJlH 

、 r.!:;?

3a'IaTb ヵ→
， 

3訊 HHaTb 不完はらむ

CP型安定こ'Ia.JI -qaJia :.qa.JIQ :.qaJIH 

、 とと

Ha'IaTb ヵ→
ヽ

Ha暉HaTb 不完始める

1)語根は ・kbn->咀H-('IbH-) (k(K) >も(q) は第 1パラタリゼーション）であって、

p.228に示したように前舌母音＋鼻音は母音が後続するとき保存されるが、母音以

外が後続すると鼻母音 e、ロシア語では q となった。現代ロシア語の正書法では

ー咽Tb ではなく—'IaTb と書かれる。接頭辞を付けて派生した完了体動詞から不完

了体動詞を作る際にはこの語根が母音交替して—暉Hー となる。なお同じ語根から

母音交替して.kon-bCb > KOHeu が出る。初めと終わりが同じ語根からできてい

るとは興味深い。
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28. -(H) 51Tb （過去語幹ー(H)か） 1) （不完 取る）

CP型安定
、、、、
ーHSlJI-HSlJia -HSlJIO -HSlJIH 

ヽ

完→ 不完 苦しめる.!IOH5'1Tb llOHHMaTb 

完→
ヽ

不完 占める3aH5ITb 3aH0MaTb 

ヽ

完→
， 

不完 雇うHaHflTb HatlUMaTb 

， 
完→

， 
不完 理解するOOH只Tb □OHUMaTb 

， 
完→

ヽ

不完 受け入れるnpHHSITb np血 HMaTb

ヽ

完→ 不完 把握するBOCIIP血 51Tb aocnpHHuMaTb 

ヽ

'=='元→ npe}lilp血皿a,Tb 不完 着手するnpe)lI]pHH汀fb

ヽ

完→
ヽ

不完 染み込むIlPOHSITb IlPOHHMaTb 

1)ここに属すのは B3flTb と、不定形が一HSITbに終わるものだけである。これらの

人称形態についてはp.160参照。 これらの形態は以下のように生成されると考えら

れる。本来の語根は "-bffi—であって子音以外に後続するときその前に一jーを加え

る。・ jbは i(u) に転じる。

• j-bm-ti >・jeti > 51TH ＞ はTb)

・j-bm-p ＞・ imp >H羽 ＞ (H町）

・V'bZ--bm-ti >・v1,zeti > B'b碑 TU > 8351Tb 

・vもz--bm-p ＞・V'bZbffiO ＞郎3b羽 > B03b籾

接頭辞 s(o)-, c(o)ーは元々末尾に n を持ち、それぞれ・咋n-, • S'bilー であっ

たから、 BH町 h, CH日Tbの不定形は上記の 83SITb と同様に導かれる：

・v1,n--bm-ti >・v1,neti >郎岡TH > BHSITb 

・s1>n--bm-ti >・Soneti > CbHSI四>CH只Tb

上記 2語のアナロジーで他の接頭辞を持つ派生語も末尾に加音 (epenthesis) の

nを挿入して不定形を構成するようになった。

・za--j-bm-ti >・zajeti > 3碑 TH >(3誼Tb)

・za-n-j-bm-ti>・zanjeti > 3狙 SITH > 3叩 flTb

・pod1,--j-bm-ti >・pod1,jeti> noJioSITH > (non揺Tb)

・pod1>-n-j-hm-ti >・pod1>njeti>no皿町"> IlOJlHH咋

弱母音に終わる接頭辞を持つ派生語は人称形態でも加音を用いるようになった：
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CP-C型
ヽ ヽ

-HSIJI -HSIJia -HSIJIO -HSIJIH 

、 、、、
-HHJI -HHJia -HHJIO -HSIJIU 

06曲Tb 完→ o6HHMaヽTb 不完 抱く

ヽ

完→
ヽ

不完 奪い取るOTiiHTb OTHHMaTb 

， 
完→

ヽ

不完 模倣するnepeH51Th nepeHHMaTb 

ヽ

完→ 不完 持ち上げるno皿SITb no皿HMaTb

ヽ

完→
ヽ

不完 少し持ち上げるnp血 O}lHSITb np皿 0血 HMaTb

C型安定
、、、、

-H只JI -HHJta -HHJIO -HHJIH 

ヽ

完→
ヽ

不完 傾聴するBH51Tb BHHMaTb 
， 

ヽ

完→ 不完 分けるpa3H汀fb pa3HHMaTb 

完→
ヽ

不完 取り外すCH51Tb CHHMaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 写真を取る3aCH只Tb 3aCHHMaTb 

ヽ

完→
ヽ

不完 写真を取り直すnepeCHSITh nepeCHHMaTb 

ヽ

完→ 不完 静めるYH51Tb 罪 HMaTb

c----c2 ヽ ヽ ヽ

-SIJI ー紅a ―5IJ10 ―HJIH 

ヽ ヽ ヽ ヽ

-SIJI -51J1a ―HJIO -51JIH 

ヽ - (6paヽTb 不完） 取る83SITb プ

・pod1,- -j-bm-o >・pod1>imo > no向 >no血

・pod1,-n-j-bm-p >・pod1>nimp > nollH皿 Y > IlOl{H皿i

その影響で CHSITb の人称形態も上記の例に倣い、新たに接尾辞ーjーを語根の前

に挿入して、 8351Tb のような出没母音を失ってしまった。

・c1,n--bm-p >・S'bilbffiO > COHb町 ><coHbMY)

・⇔ n-j-bm-p >・s1>nimp > c1>H皿 Y > CHH対

CH只Tb と同様の変化を辿ると想像される BHSITb は現在では人称変化を失ってし

まった。古い命令法 BOHMH (<・sottbMH) に昔の人称変化が残っている。

ただし 1>b 以外の完全母音に終わる接頭辞を持つ派生語は人称形態で加音 n を

用いずに今日に至っている。

・za-j-bm-p >・zaimp > 3a皿 y ＞ 
ヽ

3aUMY 

・pri-j-bm-p >・priimp > npu皿 y ＞ 
ヽ

IlPHMY 
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3. その他の形態

これまでに述べた動詞の人称形態と過去形のアクセント法を基礎にして、動詞の

その他の形態のアクセントを概略する。

3. 1 命令法

原則として命令法は周知のように人称形態の語幹から作られ、第 1変化語尾を取

る動詞には語幹末で人称形態 1人称単数で生じるのと同じ子音交替が生じるが、第

2変化語尾を持つ動詞では子音交替を行わない。命令法に於けるアクセントの位置

は人称形態 1人称単数のそれに等しい。人称形態がA型アクセントを持つ動詞は命

令法で常に語幹にアクセントを持ち、 B型あるいはC型アクセントを持つ動詞では

原則として語尾にアクセントを持つことになる。

この原則の最も大きな例外は、 1. 2. 2 に記した不定形が—asa咋に終わる動

詞、すなわち—,UaBaTb, -3HaBaTb, -cTaB<I.Tb 及びそれらの接頭辞による派生語で

あって、これらは命令法を構成する際に他の動詞のように人称形態の語幹を用いず

に、不定形（あるいは過去形）の語幹を用いて、—.uasa-R, -3Ha函—a, -cTa函—i と

する。命令法でのアクセントはもちろん不定形に同じである。

人称形態の語幹が b に終わる動詞、すなわち 6HTb(6b-), BHTb(Bb-), JIHTb 

(Jib-) , IlHTb (nb-) , 皿Tb(皿-)及びそれらの派生語では命令法の構成に際し語根で

出没母音 e を生じ、それぞれ 6eii, sea, Jieii, neii, men となる。

例外的に Jie'lb(JISir-) の命令法は揺r であって、軟子音に終わらない。

3. 2 形動詞（分詞）

わが国のロシア語学では、動詞から派生した一致定語、言い替えれば形容詞とい

う意味で形動詞と呼ばれるが、より一般的にはラテン文法からの用語である分詞と

いう呼称の方が適当かもしれない。筆者自身の好みから言うと、動詞から作った名

詞を「動名詞」と呼ぶならば、動詞から作った形容詞である形動詞あるいは分詞は

「動形容詞」と呼ばれるのが筋だと思っている。

ロシア語の形動詞（分詞）には能動と被動（受動）の 2種があり、それぞれ現在

と過去の 2つの形を持つので、結果的に以下の4つの形を持つ。
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3. 2. 1 能動形動詞現在

能動形動詞現在のアクセントは原則として人称形態3人称複数のそれに等しい。

この大きなルールでほとんど間に合うが、以下の例外がある。

人称形態がB型アクセントから C型アクセントに転じつつある動詞の能動形動詞

現在は、 B型アクセントを持つ人称形態3人称複数に等しいアクセントを持つ。言

い替えれば、人称形態はC型アクセント化しつつあっても、古いB型アクセントは

能動形動詞現在に保存されているとも言える。上記 1. 2. 3. 2. 4に記したB

型から C型に転じつつある動詞は全てこの説明に該当する。若干の例を記す。記す

順序は左から順に不定形、人称形態のアクセント型、人称形態3人称複数古形態、

同新形態、能動形動詞現在古形態、ー同新形態である。該当する形が存在しない、あ

るいは正当と認められていない場合には空欄とする。

ropo)ln祁 B-C ropo)l如,..,_,ropo邸 T ropo}l畑皿

KP四 Tb B-C KP四：aT ---KpyxaT KPYlCaJ血 H

COJIHTb B......, C co訊 T -.... CO訊 T COJI皿IHH

meaeJIHTb B ......, C meaeJI缶～皿eaeJI只T meaeJI畑皿

以下の 2つの動詞はB型を保持しながらも相当にC型化が進んでおり、能動形動

詞現在でも接尾辞アクセントと語根アクセントの両形が許容されるに至っている：

6eJiu祁 B-C 6eJI缶 -.... 6eJI51T 6eJI畑皿 ........ 6eJI皿皿

岬五Tb B ......, C J1PYlC紅 ～岬虹aT )Ip四徊8,.._, J1P虹皿皿

そして当該の動詞の人称形態が完全にC型化してしまうと、冒頭のルールに従っ

て能動形動詞も語根にアクセントを持つようになるが、この推移を全うしていない

と以下のような例外が生まれる：
ヽ

6eCHTb 

ヽ

BaJIHTb 

ヽ

aapHTb 

ヽ

raCHTb 

ヽ

,UaBHTb 

ヽ

几eJIHTb

.upaaHHTb C 
ヽ

KOilHTb 

c
c
c
c
c
c
 
c
 

ヽ

6ec汀r

ヽ

BaJIS'IT 

ヽ

sap汀r

ヽ

rac只T

ヽ

naBSIT 

ヽ

ixeJI汀r

ヽ

KOil51T 

ヽ

6ec珊lHH

ヽ

BaJI刃血H

ヽ

sap田血H

ヽ

rac氾血H

ヽ

邸 B刃皿H

ヽ

胆JI刃血H

ヽ

- 6ec氾血i

ヽ

- BaJim: 血H

ヽ

- aapm: 血H

ヽ

- rac刃血U

ヽ

- naam: 血H

ヽ

- neJI刃血H

11pa3HSIT 11pa3H刃血H,..,__, 11pa3H刃血H
、 、

KOII51皿 R ......., KOII51皿 U
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ヽ

C JJettHmuucs:i ,,..___, JJeH刃血UCHJieHHTbCSI JI8HS'ITCS'I 

C 
ヽ

cy彫 IヽID皿 ,.,__. CYヽ}lffillBH CY)lHTb CYtl5IT 

ヽ

C 
ヽ

TYJ1Caヽmw0 -----TYJKヽ amnu T四 Tb TYXaT 

ヽ

C 
， 

XBaJI刃’UIIH ,..__, XBaヽJISIIllHH xaaJJHTb XBaJISlT 

以下の動詞では能動形動詞現在に古いB型アクセントが保存されている。最も例

外的と呼べるのは以下の 5語である：

邸 PHTb • C 
ヽ

nap汀T
ヽ

nap51IDUH 

ヽ

C KPOIIlHTb 
ヽ

KpomaT 
ヽ

KPOWaI血H

ヽ

C Ma.HHTh 
， 

Ma.HflT 
ヽ

M狙刃血H

MO"lb C 
ヽ

MoryT 
ヽ

Marye血H

ヽ

C XOlllfTb 
ヽ

XO,llSIT 
ヽ

xon刃血U

但し最後の 2語については、これらが過去に人称形態に於いて B型アクセントを

持っていたことを示す資料を発見するには至っていない。

3. 2. 2 能動形動詞過去

能動形動詞過去は過去形の語幹から作られ、そのアクセントは不定形のそれに等

しい。これを一般則とするが、以下の 2つの例外が存在する。

1)過去形に於いて B型アクセントを持つ動詞の能動形動詞過去は語根にアク

セントを持つ。例えば HeCTH(語幹 Hee-) 、se3TH(語幹 ae3-) の能動形

動詞過去はそれぞれ Hec-m-00, se3-m-u0である。これは嘩皿の部分には

アクセントを置くことができないためで、一種の仮アクセントと言える。尚

過去形と同様に能動形動詞過去でも語幹が子音に終わる動詞は語根の e を

eに替えるのを常とするが、以下の 5語（及びその派生語）は能動形動詞過

去に於いて語根の eを保持する：

6peCTH ヽ 6pen- 6p紅 6peJia ヽ 6peヽ皿叫i

ヽ

B紅
ヽ

Beヽ皿IHHB8CTB sen- B8Jla 

ヽ

m一虹
ヽ

meヽro: 血 nU}lTU m~n- IIJJla 

o6pecrn ， o6peT- o6p虹 o6peJia ヽ o6pe， 皿rnu

UBeCTH UBeT- UB紅
， 

uae， T111HA uaeJia 
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2)過去形に於いて CP型アクセントを持つ動詞も能動形動詞過去に於いては

語根にアクセントを持つ (ttanp. noH51JI : noH佃mun, H紐aJI: Ha曲B皿0)が、

以下の 5語は能動形動詞過去に於いても接頭辞アクセントを保持する：

ヽ ヽ ヽ

3aヽMepmHR 3aMeヽpmHii 3aMepeTb 3aMep 3aMepJia 

o6MepeヽTb 06Mep o6MepJia ヽ o6Mepm皿 ~o6Mep皿IH

ヽ ヽ

O， TMep皿頂,__, OTMep皿 nOTMepeTb OTMep OTM8])Jla 

ヽ ヽ

3anep皿頂3anepeTb 3anep 3anepJia 

ヽ ヽ

oヽmepmHR omepeTb omep omepJia 

尚 yMepeTh, IlOMepe⑬ にも正当な形である YMep皿H, IlOMep皿n 以外に、

ヽ

yMep皿ii, n畑ep皿B が存在するが、後者は語謬とみなされる。

3. 2. 3 被動形動詞現在

被動形動詞現在のアクセントは人称形態1人称単数のそれに等しい。このルール

の例外は本書の記載範囲内では皿n/aTh 皿 CA (皿IlJIIO しかし 皿皿Jie庫 IH

p.157参照）の 1語のみであるが、以下の2点に注意を要する。

被動形動詞現在は人称語幹から作られるのを原則とするが、 -aBaTh に終わる不

定形を持つ動詞 (p.149参照）については例外的に不定形（あるいは過去形）の語

幹である—as缶に接尾辞—8Mーを加えて構成される。

被動形動詞現在の語幹を構成する接尾辞は第 1 変化の動詞については—8M、第 2

変化の動詞については—HM で、結果的にその語幹はアクセントを除いて人称形態

1人称複数に等しいが、以下に記す動詞は例外的に接尾辞ーOMーを用いる：

ヽ

人称語幹 aen- 1 BB Be}l-QヽM—暉88CTH 

BJl8'Ib 人称語幹 BJieK- 1'I BB BJieK-oヽM-bIH 

ヽ

人称語幹 UCK- 1皿 CA HCK-QヽM-b頂HCKaTb 

ヽ

人称語幹 Hee- 1 BB Hee-OヽM—暉HeCTH 

被動形動詞現在は希に短語尾を用いることがあるが、そのアクセント型は必ず語

幹にアクセントを有する A型である。
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3. 2. 4 被動形動詞過去

これら 4つの形動詞（分詞）中で、使用頻度が最も高く、事実上唯一短語尾の形

を持つのは被動形動詞過去のみである。

3. 2. 4. 1 被動形動詞過去長語尾

被動形動詞過去のマーカーはーH-H—あるいは—Tーであるが、絶対的多数の場合

に前者が用いられる反面、例外的に後者の接尾辞を用いるのは以下の動詞である：

① 不定形が渭Tb に終わる若干の動詞

6HTb: y6H叫， 6pHTb: o6pHTbIH, BHTb: saBH這，皿Tb: npo皿 Tb頂， JIHTb:

HaJIHTb頂， IIIHTb: IlPHIIIHThlH 

② 不定形が市YTb に終わる動詞

OTBeprffYTb : OTBepr田直， 』OCTHfHYTb(=』OCTH'lb) :』OCTHrHY呻，

3aBePHYTb: 3aBePHYT皿 H T • .!l, 

③ 不定形が母音重挿構造ーOJIOTb, -opo⑬,  -epeTb に終わる動詞

TepeTb: ttaTepnrn, nepeTb: sanepnrn, nopoTb: nponoponrn, KOJIOTb: npo-

KOJIOT暉

④ 不定形が一(H)只Tb に終わる動詞 (p.160,235参照）

B3fl鴻 ， H細 Tb囮， np呻譴， IlPHIIO醐鴻， CHf!TblH,H3訊鴻 H T, .!l, 

⑤ 不定形が—b!Tb に終わる動詞

6bITb: H36b!ThIH, -Kpb!Tb: OTKPbIThIH, o6Mb!Tb: 06血m姐， PbITb: 3apm皿

⑥ 不定形が—YTb に終わる動詞

llYTb: Ha四Th頂， o6yTb: o6yTbIH 

‘。⑦ その他 rpeTb: corpe1o頂，胆Tb: Ol{e呻， neTh: cne呻， JCaTb: HaJKaT皿，

KJI5ICTb: 3aKJI5ITbIH, M汀rb: pa3M5ITblH 

人称形態と過去形のアクセント型を基に、以下のような構成法とアクセント法の

ルールを立てることができる。一般的に言うと、被動形動詞過去に於いてアクセン

トは可能な限り語頭に向かって遡る。
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1) AA型あるいはCA型アクセントを有する動詞は被動形動詞過去に於いてア

クセントを語根に移動する。

不定形と過去形（しばしば人称形態でも）で用いられた語根と語尾とをつな

ぐ役割をする接尾辞は以下に記す場合を除いて被動形動詞過去に於いても保た

れるとみなしてよい。若干の例を記す。

3a6b1Tヽ b AA  3a-6丘—T—暉
ヽ

AA  npo-qnT-a-HH-b頂npoqHTaTb 

ヽ

AA  HC —nyr-a-lfrlー皿ucnyraTh 

ヽ ~AA pac-ce-H-HH濯 ipaccesi:Tb 

ヽ

AA  c-JIOヽM-a-HH-皿CJIOMaTh 

3aKa3aTb CA sa-Kaヽs-a-HH-皿

ヽ

CA Ha-nuヽc-a-HH-blii: HanHCaTb 

ヽ

CA o-CM()Tp-e-HH-b頂OCMOTP8Tb 

ヽ

CA nonnepxaTb non-nep窟ーa-HH-b頂

ヽ

CA npo-KoヽJI-o-T—暉IlPOKOJIOTb 

ヽ

CA pacゴ'ffi,1ヽ -y-T-blH pacT向 Tb

但し、不定形が屯Tbに終わる動詞では、過去形と不定形で用いられた接尾

辞ーHーを被動形動詞過去に於いては用いず、代わりに接尾辞—eーを用いる。

その際に 1. 1. 2 (p. 139)に記した子音交替が生ずる。例を記す：

6pOCHTb AA  6pom-e-HH—碑
ヽ

AA  a-cTaBJI-e-HH-blH BCTaBHTb 

ヽ

AA  BCTpeq-e-HH-暉BCTpeTHTb 

ヽ

CA Kynヽ JI-e-HH-皿ICYIIHTb 

ヽ

CA no-Jiy， q-e-HH—暉IlOJIYti:HTb 

ヽ

CA tta-yヽ'i-e-t田—b頂ttaytfHTb 

ヽ

CA rro-JtoヽJIC-e-HH-b頂IlOJlOJKHTb 

ヽ

CA i:to-aymヽ —e-HH-暉JlOIIYCTHTb 
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2) BA型あるいはBB型アクセントを持つ動詞は被動形動詞過去に於いて接尾

辞にアクセントを持つ。接尾辞には —e— が用いられ、アクセントを受けて

-e- となる。
ヽ

BA npo-rosop-e-HH-暉nporosopHTb 

ヽ

BA non-TBepJC町る一HH-blHIlO,!lTBep,!lHTb 

ヽ

BB npo-ae町 e-HH-暉nposecTH 

ヽ

BB Ha-Hec-e-HH-碑HaHeCTH 

IlPHBJtetfh BB npu-BJ1eq-e-HH-lffl 

虜

BB uc-aeq-~-HJ-1-1雌ucne'ib 

不定形が—HTb に終わる動詞の被動形動詞過去ではアクセントが 1) のよう

に語根に遡る場合と、アクセントが接尾辞—e—に留まり毛皿皿 となる場合

とがあって些か厄介である。当該の動詞がBA型アクセントを持っていれば、

被動形動詞過去に於いて接尾辞にアクセントが留まり毛皿皿となる。その一

方、当該の動詞がCA型アクセントを持っていれば、被動形動詞過去ではアク

セントは語根に移動する。問題はこの類の動詞にはBA型から CA型に転じつ

つある動詞が多数あることで、そのような動詞が完全にCA型化すれば被動形

動詞過去も語根アクセントを持つことになるのだが、推移の中間の段階にある

ときは両形が許容されるようになったり、アンバランスが生じたりする。この

事情は上記の能動形動詞現在の同様の場合と重なり合うので、ここでは網羅的

に記載することはせず、例をあげるに留めておく。

ゆれのある場合：

BCKOPMHTb BA,...._, C A ac-KOpMJI-e-HH碑,...._, ac-KOPMJI-e-HH碑

3arpy甜Tb BA,...._, CA 3a-rpyx-e-HH碑,...._, 3a-rpyx—e-HH碑

3anpa3HHTb BA,..._, CA 3a-npa3tt-e-HH叫,..._, 3a-npa3tt-e-HH碑

3aKp四 Tb B A,..._,C A 3a-Kp江 e-HH碑,..._, 3a-Kp虹—e-HH碑

アンバランスな場合：
ヽ

3aropOJlHTh B A,...,._, C A 
ヽ

sa-ropoJK-e-HH-皿

ヽ

OT6eJIUTb BA""'CA oT-6eJI-e-HH碑
ヽ

(oT-6eJI-e-HH—皿）

pacmeseJiu祁 BA........, C A pac-meseJI —e-lfl-1碑
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3)以下に記す動詞に音節を成す接頭辞を付けた派生動詞は、被動形動詞過去長

語尾に於いて接頭辞にアクセントを移動する。これらは過去形に於いてC型ア

クセント (Cp型を含む）を持つ動詞であって、 2. 2. 3に網羅的に記して

あるので、ここでは若干の例を記すに留める。過去形に於いてC型アクセント

を持つ動詞で、下記以外の動詞は被動形動詞過去長語尾に於いて語根にアクセ

ントを持つ、あるいは語根アクセントに転じつつある。

6paTb H36paTb:Ha6p狙呻IH,.Ha6paTb:Ha6paHH暉， y6paTb:y6paHH碑

epaTb HaepaTb:HaBpaHH皿， nepeepaTb:nepeepaHH皿，IlPHBpaTb:npHBPaHH暉

rHaTb HarttaTb:HarH祖田碑， nporHaTh:nporH狙田皿， corHaTh:corHaHHhlll 

naTb OT II a Tb: OTIIID田皿， nepenaTb:nepem田血rn:,nponaTb:npo胆m疇

しかし B03雌Tbは語根にアクセントを留める : B03llaHHb血

IIPaTb B30lIPaTb:B30lIPaHH匹， HanpaTb:HaIIpaHH匹， nponpaTh:nponpaHH碑

ヰ aTb nepex邸 Tb:nepeXIIID田皿， npoxl{aTb:npoxm出血頂

xpaTb 』oxpaTb項oxp狙血直， noヰ aTh:noxp狙譴， coxpaTb:coxp狙暉

aeaTb aaaeaTb:aa3B狙呻， Ha3BaTb:Ha3B狙呻， C03BaTb:C03B狙呻

JiraTb HaJiraTb:H狂 rru田皿， 060J1raTb:060J1r叫田碑， IlPHJiraTb:npHJiraJ田皿

nepeTb 3anepeTb: aanev呻， omepeTb:omev呻

peaTb B30PBaTb:B30PB叫田皿， H30pBaTb:H306p狙田碑， npepearb:npeperu田b直

cnaTb aacnaTb:aacna.HHbIH, HacnaTb:HacnaHHbIH, npocnaTb: npocnaHHbIH 

TKaTb BOTKaTb:BOTKaHH匹， 3aTKaTb:3aTKaHH匹， HaTKaTb:HaTKaHH皿

-qaTb Ha'faTb:Ha'faT碑 しかし aaqarb:aaqaTblH 

-(H滋Tb3呻 Tb:3呻碑， no醐 Tb:no岬這， IlPHH51Tb: IlPHH只呻

2つ以上の接頭辞を持つときには、アクセントは語根に最も近い接頭辞に落

ち、それ以上アクセントは語頭に向かって遡ることはない： nepe-u3-6p狙 HhlH,

pac-npo-lla.HHbIH, eoc-npu-ttm呻 HT,几．

過去形に於いてC (P)型アクセントを持つ動詞は、音節を成す接頭辞を持

つ場合に、かつて被動形動詞過去長語尾に於いて常に接頭辞にアクセントを持

ったと考えられるが、今日では他の動詞からのアナロジーであろうか、語根へ
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アクセントを移す場合が顕著であって、今日でも接頭辞アクセントが用いられ

るのは上記のものだけとなり、そのほかの動詞では語根アクセントが一般化し

た、あるいはその過程の途中である。次項3. 2. 4. 2を参照。

AB型アクセントを持つ動詞は本書の範囲では Jieqb とその派生語だけであり、

これらは被動形動詞過去を持たず、 CB型アクセントを持つ動詞は存在しない。以

下は人称形態と過去形のアクセントとは無関係のアクセント後退である：

4) 不定形が—OBaTb/-esaTb に終わる動詞はアクセント型にかかわらず被動形

動詞過去に於いてアクセントを 1音節前に移動する。

AA  
ヽ

HapHCOヽB血頂HaPHCOBaTb Hapucyio 

o6pa30B<1Tb AA  06pasy10 o6paa6a狙呻

ヽ

AA  
ヽ

oprattH30ヽBa.HHbIH opr狙 H30BaTb opr狙 H3匹

ヽ

AA  noueJioヽBaI-J回noueJioBaTb noueJIYJ゚
ヽ

AA  
ヽ

IlPOTa.HUOヽBaJ田皿npoT皿 eBaTb IlPOTaJ叩

ヽ

BA  BCOヽBal廿皿BCOBaTh 
BCYJ゚

ヽ

BA  
ヽ

3aKJiesaiサ皿3aKJieBaTb 3aKJIIOIO 

npo汲eBaTb BA  
ヽ

IlPOr/lO npo誌 BaHHbl8

ヽ

BA→ AA  
ヽ

OCHOヽBaHHbIH OCHOBaTb OCHOBYIO 

不定形に於いて上記接尾辞よりも前にアクセントを有する動詞は被動形動詞

過去に於いても不定形のアクセントを保持する。

ヽ

IlOTpe6osaTb AA  noTpe6os狙 Hb頂

ヽ

cipoTorpaipupoaaTb A A C$OTOrpa$HPOB呻頂

5)以下の動詞は音節を成す接頭辞を持つとき、例外的に接頭辞にアクセントを

移動する。語根にアクセント移動しようにも、語根が音節を成さないため、や

むなく接頭辞にアクセントを移動させたと解釈できる場合が多い。
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rHY咋 BA: 0s6-rn-y-T-b10, npH-rH-y-T-blH H T. ZI・

3H如 AA : np11ー3Ha-HH碑， yー3Ha-HH-暉 H T • .ll, 

-0TH BB : H缶匝e-HH濯 0,npo-0,ll-e-HH濯 :R H T, Jl. 

喝 KHYTbBA : sa-MK-H-y-T濯 H,co-MK-H-y-T湛 HH T. lI・

no皿aTb A A : no-0M-a-HH碑

CJiaTb BA : no-cJI-a-HH-bIH, npH-cJI-a-HH碑 H T. lI・

CTJiaTb CA  : no116-cTJI-a-HH碑， paso-CTJI-a-HH-blH H T. Jl• 

3. 2. 4. 2 被動形動詞過去短語尾

以下のルールがあり、以下に該当しない場合の被動形動詞過去短語尾は全て長語

尾のアクセント位置を保持するA型アクセントとなる。

1)被動形動詞過去長語尾が屯皿皿に終われば、その短語尾は最終音節にアク

セントを有する B型となる。

noroBopeHH皿： noroaopeH noroaopetta noroaopetto noroaopem1 

oTceq細呻 ： OTCe嗚 H OTCe'le砥 oTce'leHo oTceqe曲

IlO.llTBepxneHH皿： IlOllTBe])IlleH IlOllTBepxnetta IlOllTBBP夏lleHOIlO}lTB8])I}lBHbI 

npoaen紐呻 ： npoae胆H npoaene韮 npoaenetta npoaenem1 

2)過去形でC (P)型アクセントを持つ動詞のうち、上記の被動形動詞過去長

語尾に於いて接頭辞アクセントを持つ動詞は短語尾に於いてCP型アクセント

を持ち、長語尾で語根にアクセントを移してしまった動詞の短語尾はC型アク

セントを持つのを原則とする。但し、被動形動詞過去短語尾に於ける移動アク

セント（すなわち C型）は急速に衰退しており、移動アクセントがいまだ義務

的と思われるのは B03.l{a咋とー3BaTb だけであり、そのほかの動詞では女性

形でもアクセントを語尾に移動させずにそのほかの形態と同じアクセントを適

応することが非常に多い。尚、 2. 2. 3に記した動詞のうち被動形動詞過去

を持つのは以下の動詞だけである。
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ヽ

H36p呻皿

ヽ

即 6hlThlR
ヽ

Ha,llBHThlH 

ヽ

HaBpaI-田皿

， 
corttaHHblii 

ヽ

H3,llaHH皿

ヽ

Ha,llpam皿

ua6p狙 H36pa韮----u36p狙 a

即 6blT lI06bITa -llo6印a

HallBHT HallBHTa----HallBHTa 

HaBp狙 HaBp狙 a
、 、

corHatt corHaHa 

如邸H H3皿韮 ----03邸 Ha

、 、
Ha)lp狙 tta)lpatta

ヽ

胆 6p狙 0

ヽ

na6b1To 
， 

Ha)lBHTO 

ヽ

HaBp狙 0

ヽ

corHatto 

ヽ

H3ll狙 0

ヽ

Ha}lpaHO 

知6p狙 bl

no6如
ヽ

HallBHTbl 

ヽ

Hasp寧

， 
COrHaHbl 

ヽ

H3}la.Hhl 

, 
Ha}lpa.Hhl 

6paTb 

6blTb 

BHTb 

epaTb 

rttaTb 

,llaTb 

,llpaTb 

I}laTb 

:EHTb 

~aTb 

3BaTb 

ICJI只CTb

JiraTb 

npo置 a田皿； DPOJC}l狙 npox}latta npoxmサm npo夏貼暉

、、
npo皿呻 npo:imT npo:imTa-npoXHTa IlPOlDITO npo:ntThl 

ヽ ヽ ヽ

noxpai田皿 DO)IJ)狙 DO)IJ)狙 a---no)IJ)狙 a noIJ>狙 0 DOX))aHbl 

ヽ 、 、 ヽ ヽ

Ha3BaHHblH uaseau uaseaua Ha3BaHO Ha3Ba.Hbl 

ヽ ヽ ヽ ヽ

3aKJI只Thlii 3aKJISIT 3aKJISITa -3aKJIS1Ta 3aKJIHTO 3aKJISIThl 
、 、

060J1rai-田皿； o6oJir狙 060J1r狙 a 060J1r狙 o o6oJiraHbl 

ヽ

JIHTb : pa3JIH'呻 pa3JIHT pa3JIHTa---pa3JIHTa pa3JIHTO pa3JIH1N 

ヽ

nepeTb: 3anep-呻 aanevr aanevra----aanepTa aanevro aanepTbl 

ヽ

IIHTb : HCIIH呻 HCilHT HC皿Ta~uca缶a ucnHTO ucnum 

ヽ

pBaTb 

cnaTb 

TKaTb 

-qaTb 

npepeai田皿； npepe狙 npepa狙 a npepa狙 o npepaa.Hbl 

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

aacnaHHl>I8 aacmrn 3acnatta sacmrno aacnatlhl 

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

BOTKaHHl>I8 BOTKatt BOTKaHa BOTKaHO BOTKaHbl 

ヽ ヽ 、、 ヽ ヽ

Ha'laT皿 Ha'laT HaqaTa ----HaqaTa uaqaTo Ha'laTbl 

ヽ

-(H)SITb: npHHSI呻 IlPHHSIT IlPHHSITa ......... npHH汀ra IlPHHSITO npHHSIThl 

但し、被動形動詞過去短語尾に於、いて aa6bITb, .ll06bITb は常に語根に、 }laTb,

C.llaTb, nepec.lla.Tbは常に語尾にアクセントを持つ。
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3. 3 副動詞

-a/噴に終わる副動詞は人称語幹から作られ、人称形態 1人称単数のアクセント

を保持する。このルールには以下の 2種類の例外が存在する。

1) 不定形が—aBaTh に終わる動詞は不定形（あるいは過去形）の語幹から副

動詞を構成する： l{aBa51, IlPH3HaBa51, C03l{aBaSI H T. ll• 

2)その他： r Jlflll8Th-r諒n凡 CH加Th-CHllSI, cTOHTh-cToSI, cy曲Th-CY諒 ～

CYllfl, Jle置aTh-JieJCa

-B(JllH)/-JllH に終わる副動詞は、ゆれがある場合を含めて能動形動詞過去のアク

セント位置を保持すると考えて良し9。

3. 4 C只動詞

⑬ 動詞のアクセントはーCH を持たない動詞のアクセントに一致するのを原則と

する。しかし人称形態と過去形と能動形動詞現在に於いてこの原則に反する少数の

例外がある。 一般的に言えることは⑬ 動詞は—CH のない動詞よりも B型アクセ

ントを保持しやすい傾向があるということである。

3. 4. 1 人称形態

-JIOJIHTb と ca雌Tb は人称形態に於いてC型アクセントを持つが、それらから派

生した JIOJIHTbCSl及び ca雌Tb⑬ はB型アクセントとなる。

3. 4. 2 過去形

過去形に於いてA型アクセントを持つ動詞から派生した CH動詞はやはり A型ア

クセントを持つ。

過去形に於いて B型アクセントを持つ動詞に—CH を付加すると本来アクセント

は下記の(1)から (2)へと変化する：

(1) B紅 BeJia BeJIO Be謡 (B型）

(2) BeJicii Be点Ch BeJioch ee謡Ch (B型）

(3) B虹 C只 BeJlaCh B8JIOCh Be韮Ch (B型）
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(1)の男性形では語幹の仮アクセントが、 (2)では後接辞アクセントが実現されて

はいるが、最終音節に強勢を持つという点では両者を同一視することができる。条

件付きではあるが(2)もB型アクセントを持っていると考えられる。 しかし男性形

に於ける後接辞アクセントは急速に廃れつつあり、男性形でも (1)に倣った (3)が支

配的になっている。

C型アクセントを持つ動詞に—C51 を付加するとアクセントは本来ならば次の (1)

から (2)のように変化する：

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

6paJI 

6paJICH 

6paJIヽ C51 

6paヽ恥 q

6pa.Jia ヽ

6paJ1aヽcb 

6paJ1a.Cb 

6paJiaヽch 

6paJIO 

6paJIOヽCb 

6paJIOヽCb 

6pa.JIヽ OCb 

6paヽJIH 

6paJIHヽCb 

6paJ1HヽCb 

6pa， JIHCb 

(C型）

(B型）

(B型）

(C型）

これらの再帰動詞は本来(2)のアクセント型に属すのを正則とするが、 上記のB

型アクセントを持つ動詞についてと同様に男性形での後接辞アクセントが古めかし

くなっており、 (3) のように男性形で語幹に仮アクセントを有するパターンが伸長

している。しかしながら B型アクセントを持つ動詞から派生した再帰動詞では過去

男性形での後接辞アクセントがほとんど過去の遺物と化している一方で、 C型アク

セントを持つ動詞については後接辞アクセントが用いられる動詞がいまだひとにぎ

り残っている すかわち ‘ 。 ci. 3狙 SlTbCSl, H狙汀fbC糾 OTHSlTbCSl, IlOJIHSlT以~Sl, np血 SlTbCSl,

po血TbCSl, HatfaTbC51の7語である。 Haqa咋⑬ についてのみ(2)のアクセント型が

まだ義務的であるが、 それ以外の 6語については(3)のアクセント型も併用される

ようになっている。これら以外のC型アクセントを持つ動詞から派生した再帰動詞

は完全に(3)の型へと移行してしまった。 CP型アクセントを持つ動詞から作られ

た再帰動詞についても以上と同様であって、現在のところ再帰動詞での接頭辞アク

セントの適応は正当ではない。

現在では(3)のアクセント型から、女性形以外で語幹アクセントを実現する (4)の

アクセント型も伸長してきている。これは明らかに—⑬ を持たない動詞からのア

ナロジーによるものであろう。蛇足だが、 (4) も許容されるとはいうもののやはり

個人的には(3)の使用を勧めたい。
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3. 4. 3 能動形動詞現在

上記3. 2. 1 (参照）に記した能動形動詞現在に於いて語幹アクセントと接尾

辞アクセントとのゆれを持つ動詞から派生した⑬ 動詞は、一般的に接尾辞アクセ

ントを保持する傾向が強い。

ヽ

6eJIHTb 

ヽ

6eCHTb 

ヽ

BaJIHTb 

ヽ

aapUTb 

c
 

~
c
c
c
 

B
 

racHTb・C 

ヽ

邸.BHTb C 

ヽ

駆這HTb C 

ヽ

.npaaHHTb C 

ヽ

.llP四 Tb B-C  

ヽ

ICOilHTb C 

ヽ

JIYilHTb C 

ヽ

MQqHTb C 

ヽ

CY.llHTb C 

ヽ

Ta.IQHTb C 

ヽ

TY)[HTb C 
ヽ

XBaJIHTb c
 

、、
6eJI5IT 

ヽ

6ec汀r

ヽ

BaJlffT 

ヽ

saps:1T 

、、
6eJI珊IHA

、、
6ec畑lHA

、、
BaJI刃血R

、、
aap珊IHA

、、、
racHT~racH田Hii

、、、
naB汀r naB田血a

ヽ

n虹汀r neJI刃血a
、、

npasHHT npasH田血H

、、、、
npyxaT 』pyx礁叫i
、 、、

Kon只T KOO刃血a
、、

羽皿T JIYII輝叫i
, , 

MO'IaT MO'Ia皿 H

、、、
CYll汀r cy11m血H

、、
TamaT T孤 l礁皿

ヽ

nrxaT nrxa:i血H
ヽ

XBaJISIT XBaJIS111U{H 

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

しかし

， 
6eJI暉 lHHCfl

ヽ

6ec刃血HCfl

ヽ

BaJI刃血HCfl

ヽ

sap刃血HCSI

， 
rac氾血HCfl

ヽ

}laB氾血HCfl

， 
n紅刃血HCfl

ヽ

即 aaH刃血0c只

ヽ

JlPYia.I叫 HCfl

ヽ

KOil刃血HCfl

ヽ

JIYII刃血HCfl

ヽ

MOtia.I血HCfl

ヽ

CYJl田血HCSI

ヽ

Tama.I皿HCSI

” 
TYJCa.I皿HCfl

ヽ

XBaJISI皿 HCfl
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使用上の注意

索引は品詞別に作成した。第 1部は名詞、第 2部は形容詞、

第3部は動詞の索引となっている。

名詞、形容詞については本文掲載の語全てを収めたが、動詞

については原則として本源動詞のみをここに掲載した。接頭辞

を付けて派生する動詞、及び後者に接尾辞を付けてさらに派生

する動詞については本文の記事を参照のこと。本文に載せた全

ての動詞をここに掲載する紙面の余裕がなかったためである。

記載順序は以下の通りである。左側に当該の語の代表の形、

すなわち名詞単数主格（単数主格がないあるいは希用の場合に

は複数主格）、形容詞長語尾男性単数主格（長語尾がない場合

には短語尾男性単数）、動詞不定形を記す。次に変化形につい

ての諸注意（注意すべきことがない場合には空欄）、さらにそ

の後にアクセント型、本文掲載のページの順に掲載してある。

変化形についての注意はおのおのの部の冒頭に記す。
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第 1部 名詞 I 6aiヽ頂m 女 AA 45 

6era ヽ 複 0B 81 

6er加 男 BB 27 

単数主格（複数形のみの名詞につい 6ena ， 女 BA 49 

ては複数主格）、性、アクセント型、 6e阻151ヽK 男 BB 23 

記載ページの順に記す。複数形のみの 6enpo 中 BA 71 

名詞については性の代わりに「複」と 6e拉k 男 BB 26 

記す。若干の固有名詞には性の表示の 6eJibMO ヽ 中 BA 70 

前に「固」と記した。 スペースの関 6eper 男 AB 32 

係で変化形についての情報は出没母音 紐6JIHOT紐apb 男 AA 24 

のみに留めた。下線を付した母音 Q .e. 6HHT 男 BB 15 

を削除すれば直ちに斜格の語幹が得ら 6HPIOヽK 男 BB 19 

れる場合には変化形についての記載を 6Jiectta ヽ 女 BA 51 

省略し、綴りに変化がある場合のみに 6Jiuatteヽu 男 BB 25 

ついて単数生格の形あるいはその一部 6JI血 男 BB 15 

を記した。詳しくは本文の該当の箇所 6Jioxa 女 BA-BC 49, 53 

を参照のこと。 6JI血ue 中 AA 67 

606 男 BB 15 

【A】 606(,e)p 男 BB 19 
ヽ

男 AB 32 6or 男 AC 36 anpec 

as 男 BB 15 6oraTblJ)ヽ b 男 BB 23 

a.JlbT 男 BB 15 6oraヽq 男 BB 24 
ヽ

aHHa.Jlbl 複りA 78 60釦 —血a 男 BB 25 

ap6a 女 BA 49 608 男 AB 28 

60K 男 AB 31 

【E】 60JIT 男 BB 15 

6arむヽ 男 BB 23 6oJI枷 男 BB 27 

6arQP ヽ 男 BB 19 60JibmeBHヽK 男 BB 26 

6a}lbH 女 BB 47 60JiblllHHCTBO ヽ 中 BB 69 

6a3 男 AB 28 6oヽM6a 女 AA 45 

6aJI 男 AB 28 6op 男 AB 28 

6aJiblK ヽ 男 BB 19 6op即ヽ 男 BB 25 

6狙屈x 男 BB 23 6opona ヽ 女 cc 56 

6apaヽK 男 AA 24 6opo3店 女 BC,......,CC 53, 56 

6apcyヽK 男 BB 19 6opotta ヽ 女 cc 56 

6ac 男 AB 28 6oPT 男 AB 31 

6amMaK 男 BB 23 6opm 男 BB 15 
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6o"!aヽp 男 BB 24 
， 

複 0B 81 B8Cbl 

60¥fKa 女 AA 45 BeTBb 女 AC 61 

6peBHO ヽ 中 BA 71 
ヽ

男 AC,__,AA 37 BeTe,p 
6pe， 畑 中 AB 75 

ヽ

女 BA 51 BeTJia 

6pOBb 女 AC 61 BST'IHHa 女 BA 52 

6pIOKH 複りA 79 
， 

男 AB 33 seqep 

6y6eH即， 男 BB 25 Be皿 女 AC 61 

6yヽ6Hbl 複 0C 82 
ヽ

複 0A 79 BHJlbl 

6虹HH 複 0A 79 BHHa 女 BA 49 

6yep 男 AB 33 BHHO 中 BA 70 

6yu 男 AB 28 BHHT 男 BB 15 
6yヽKBa 女 AA 45 

ヽ

男 BB 26 BHCQK 

6yKB3.Pb 男 BB 24 
ヽ

男 BB 20 BllXQP 

6yJihB抑 男 AA 24 BJiaCTb 女 AC 61 

6ypaヽa 男 BB 20 aona 女 CA 57 

6YPlIIOヽK 男 BB 20 BO:lKl{b 男 BB 15 

6yヽcbl 複 0A 79 80濃xa 女 BC 53 

6灼ep 男 AB 33 803 男 AB 28 

6bIK 男 BB 15 BO即 aヽ 女 BA 49 

6b1CTP血a 女 BA 52 BOヽHCKO 中 AB 73 

BOJI 男 BB 15 

【B】 BOJIK 男 AC 36 

男 AB 28 
ヽ

女 BA""'BC 49 BaJI BOJIHa 
ヽ

女 BA 49 女 BC-BA 53 BJIOBa BOJIHa 
ヽ

男 BB 25 中 BA 72 B110B即 BOJIOICHO 
ヽ

女 AC 61 
ヽ

男 AC 37, 82 B8lIOMOCTb BOJIOC 

中 BA 71 
， 

女 AC 61 Bel{po BOJIOCTb 
ヽ

aeep 男 AB 33 BOJltfQK 男 BB 26 

BeK 男 AB 31 BOJime6CTBO ヽ 中 BB 69 

BeKC8Jlb 男 AB....._AA 33 BOP 男 AC 36 

sepeTeHo 中 BA 72 sopo6咄ヽ -6碑 男 BB 23 
ヽ

女 BA 49 
ヽ

複 0A 79 sepcTa BOPOTa 

男 AB 28, 31 
ヽ

男 BB 26 sepx BOPOTIIHK 
ヽ

男 BB 24 aeceJib'laK BOPOX 男 AB-----AA 33 
ヽ

中 BA 71 
ヽ

男 BB 27 BeCJIO BOP畑
ヽ

女 BA 51 aecHa BOIDb 女 cc 65 

BeCTb 女 AC 61 Bpar 男 BB 15 
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男 BB 15 
ヽ

男 BB 26 spaq rap田QK
ヽ

中 AB 75 
ヽ

男 AC---AA 38 BP8MH rocnnTaJJb 
ヽ

男 BB 27 
， 

男 AB 35 BPYH rocnoll血

複 0A 78 
ヽ

女 BB 47 BCXOl(bl rocnoxa 

Bblヽ60pbl 複 0A 78 rocTb 男 AC 36 
ヽ

中 AB 75 rpa6eJ1C 男 BB 25 BblMfl 
ヽ

男 BB 26 BhlIIYCKHHK rp祁JIH 複 0A 79 
ヽ

女 BB→BA 47, 52 
ヽ

男 AA 26 BblCOTa rpaJJ.YCHHK 
ヽ

女 BA 52 rpata ヽ 女 BB----BA 47 BblDI血 a

BbIOH 男 BB 27 rpa'I 男 BB 15 

rpex 男 BB 15 

【r】 rpH6 男 BB 15 
ヽ

男 BB 23 rpo6 男 AB 29 rapu 

rB03l{b 男 BC 40 
ヽ

女 BA 49 rpo3a 

rep6 男 BB 15 rp03}lb 女 AC-AA 61 
ヽ

女 BA 49 男 AC 36 rJiaBa rpoM 

rJias 男 AB 31 rpom 男 BB 15 

rJias郎（目） 男 BA 27, 39 rpy,llb 女 AC→cc 61, 65 

rJia3QK (覗き穴）男 BB 27, 39 rpy3)lb 男 BC 40 
ヽ

男 BB 26 男 BB 26 rJIOTQK rpy30BHK 

rJIY6HHa ヽ 女 BB→BA 47, 52 rpYHT 男 AB 29 

女 cc 65 
ヽ

女 BC-BA 53 rJiy皿 rpHaa 
ヽ

中 BA 70 
ヽ

複 0A 79 rtte3110 rpSI3H 
ヽ

男 BB 27 ry6a 女 BC 53 roBOPYH 

男 AB-AC 31, 36 
ヽ

男 AA-BB 24 ran ryJISIIII 

男 AB 28 
ヽ

中 BA 71 roJI ryMHO 

rruosa (指導者）女 BC 53, 56 rycb 男 AC,....,BC 36 

rOJIOBa (頭） 女 cc 53, 56 
ヽ

男 ABroJioc 33 【且】

roJiy6即ヽ 男 BB 25, 81 )lap 男 AB 29 

rOヽJIY6b 男 AC 37 .ilB9Pb 女 AC 62 
ヽ

男 BB 20, 24 roHlfap llBOP 男 BB 15 
ヽ

女 cc 54 
ヽ

男 BB 25 ropa JlBOP~ 
rop6 男 BB 15 胆 6aヽThl 複 0A 78 
， 

男 AB 33 胆ヽ6pH 複りA 79 ropo}l 
ヽ

複 0B 81 
ヽ

複 0A 79 ropOlIKH ,neB¥faTa 

ropCTb 女 AC 61 胆点6pb 男 BB 20 
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几eJio

岬 b
ヽ

lleHbrH 
ヽ

nepeBH5I 
ヽ

nepeso 
ヽ

nepesue 

nepesuo 
ヽ

ハecHa
ヽ

}l8TH 
ヽ

neTm皿H
ヽ

叩 rJIR 
ヽ

.llHPeKTOP 
ヽ

.llJIHHa 

.llJIHHHOTa 
ヽ

瓜-feBHHK

血 0
ヽ

lIO:lK.lleBHK 

.llOlC.llb 
ヽ

L{OKTOP 

LIOJI 

L{OJir 
， 

noJiroTa 
， 

}lOJllKHOCTb 
ヽ

.llOJIOTO 
ヽ

,llOJISI 

,llOM 

){OH 
ヽ

llOCKa 
ヽ

.uocnexu 
ヽ

noxa 

llOtfb 
ヽ

)1 pa畑

llP06b 
ヽ

lIPOBa 
ヽ

JlPOBHH 
ヽ

.llPOJK皿

.llP03.ll 

A

A

B

A

 

A
B
B
B
低

A
C
A
A
A
B
B
B
B
A
瓜

o
A
O
A
A
B
B
A
B
A
B
B
B
A
B
B
B
B
A
B
A
C
A
B
B
A
A
C
B
A
A
C
A
B
A
O
C
C
O
A
B
A
A
C
B
B
A
C
O
B
O
A
似

BB

中

男

複

女

中

中

中

女

男

複

複

男

女

女

男

中

男

男

男

男

男

女

女

中

女

男

男

女

複

女

女

男

女

複

複

複

男

固

73 

15 

82 

58 

68 

69, 74 

69, 74 

51 

41, 78 

79 

79 

35 

49 

52 

26 

71 

26 

16 

33 

36 

29 

52 

62 

72 

58 

31 

88 

55 

78 

49 

63 

27 

62 

81 

79 

82 

16 

ヽ

.llPOIPa 

.llPYr 

四 6

nyra 
ヽ

如 0
ヽ

几YXlf
ヽ

llY皿a

加M

Jlblpa 

B
A
A
B
A
B
B
A
B
A
O
B
C
A
A
B
B
A
 

女

男

男

女

中

複

女

男

女

49 

32 

29 

49 

71 

81 

57 

29 

49 

【E】
ヽ

e}lOK 
ヽ

€3}l0K 
ヽ

epernK 

eJK 

epm 

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
 

男

男

男

男

男

26 

26 

25 

16 

16 

【派】
ヽ

置a6pa
ヽ

xeJie3a 
ヽ

JKeJITQK 
ヽ

JKeMqyr 
ヽ

xeHa 
ヽ

JK8HHX 

:lK8P.llb 
ヽ

xepe6即
ヽ

JKepJIO 

x釦 06

x虹Y.llb

証 PHOB
ヽ

:lKHBOT 
、、

皿 JI糾 -JibUa

lKHP 
ヽ

DIYPKH 

:meu 

:lKHHBbe 

JKpeU 

A
A
B
C
B
B
A
B
B
A
B
B
A
C
B
B
B
A
A
B
A
C
A
B
B
B
B
B
A
B
O
A
B
B
B
A
B
B
 

女

女

男

男

女

男

女

男

中

男

男

男

男

男

男

複

男

中

男

4
5
5
3
2
6
3
3
4
9
2
0
6
2
2
5
7
0
3
3
3
7
3
3
2
0
2
5
2
9
7
9
2
5
7
1
1
6
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男 BB 16 
ヽ

女 B0 49 IYK HKpa 
ヽ

男 BB 20 凡JlbHヽ'l 男 BB 26 "K.YPaBJib 

HMfl 中 AB 75 

【3】 血 BeHTapb 男 BB 24 

男 AB 29 
ヽ

男 BB 20 3an 血瓜OK

複 0A 78 
ヽ

男 AB---AA 35 aaMopo3KH 血 cneKTop

男 AA 26 
ヽ

男 AB-AA 35 3aO'-IHHK 血 CTPYKTOP

3apSl 女 BA 51 
ヽ

女 CA 51 【K】3ap51 
ヽ

女 BA 49 Ka6狙ヽ 男 BB 20 3B03lla 
ヽ

中 BA 71 Ka6JIYヽK 男 BB 20 388HO 

3B9Pb 男 AC 36 Ka,Upbl 複 0A 78 
ヽ

男 BB 26 男 BB 20 3BOHO,K KallblK 
ヽ

女 CA 57 
ヽ

男 AA,...,_,BB 24 38MJIH KasaK 
ヽ

男 BB 23 
ヽ

男 BB 24 38MJISIK KaJiaq 
ヽ

中 AB 73 男 BB 24 aepKaJio KaJiettnapb 

＇ 中 BA 71 
ヽ

男 BB 20 30PHO ICaJIM郎
ヽ

女 CA 57 
ヽ

男 AC 37 3HMa KaM即 b
ヽ

女 BA 49 男 AA 27 3M8SI KaMe皿eK
ヽ

中 AA 68 
ヽ

男 BB 20 3HaMSI KaMbllll 
ヽ

男 BB 26 
ヽ

複 08 81 3HaTOK Ka.HllaJibl 

306 男 AB 29 
， 

複りA 80 k狙 HKYJlbl
ヽ

女 BA 49 
ヽ

男 AA 27 30Jia k呻

男 BB 16 
ヽ

女 AA 45 30HT K:ailJISI 

3y6 (物の歯） 男 AA 36 
ヽ

男 AA 24 KaparatJ 

3y6 (動物の歯） 男 AC 36 
ヽ

男 BB 20 Kapacb 

3y6郎（歯） 男 BA 27, 39 
ヽ

男 BB 20 KaPTY3 

sy6郎（機械の歯）男 BB 27, 39 
ヽ

男 AB 33 ICaTep 

3bl6b 女 AC 62 
ヽ

複 0A 79 KaqeJie 

3SITb 男 AB 32 KBac 男 AB 29 
ヽ

複 0B 81 ICBaCUbl 

【H】 KHH 男 BB 16 
ヽ

女 BA 51 
ヽ

男 BB 26 HrJia KHIIflTQIC 

女 BA 49 
ヽ

女 BA 51 Hrpa ICHpICa 
ヽ

男 BB 26 
ヽ

男 BB 20, 26 HfPOK KHPillfq 

H36a ヽ 女 BA,...,_,CA 49, 57 
ヽ

男 BB 20 KHCeJlb 
ヽ

女 BA 49 
ヽ

女 BA 52 HKpa KHCJIOTa 
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男 BB 16 
ヽ

中 BA 71 KHT KOJlbUO 
ヽ

男 AA 25 
， 

男 BB 20 KHTa即 —血a KOMap 

KUT8Jlb 男 AB--..AA 33 KOH 男 AB 29 
ヽ

女 BB 47 男 AB 35 KHIIIKa KOH四KTOP

KJiesep 男 AB 33 KOH即 男 BB 25 

KJieiiMO ヽ 中 BA 70 
， 

複 0A 78 KOHCepBbl 

KJI8Tb 女 AC 62 KOHb 男 BC 41 

男 BB 16 
ヽ

男 BB 23 KJ1em KOHb5iK 
ヽ

複りB 81 KJle皿 Koneヽ0Ka 女 AA 45 
ヽ

複瓜 82 
ヽ

複 0A 79 ICJie頂 KOilH 

KJI血 固男 A0 88 
ヽ

女 BC---BA 54 KOnHa 

KJIOK 男 BA....._,BB 16, 39 Kon四 男 BA-BB 20, 39 

KJIOil 男 BB 16 KOilbe 中 BA 72 
ヽ

男 AA 27 KOpaヽ6Jib 男 BB 20 KJIOYH 

KJ1y6 男 AA 29 
ヽ

男 AA 25 Kope~ 一血a

KJiy6 男 AB 29 
ヽ

男 AC 38 KOP朗 b

男 BB 16 
ヽ

複 0A 78 KJlblK KOP8HbSl 

KJIIO'I 男 BB 16 KOPM 男 AB 31 

叩 T 男 BB 16 Koヽpo6 男 AB 33 

男 AB 32 
ヽ

男 BB 20 KH只3b KOPOJib 

KOB却 男 BB 20 
ヽ

男 AA 33 Kopnyc 
， 

男 BB 20 男 AB 33 KOBbLJlb Kopnyc 

男 AC 38 
ヽ

男 AB-AA 35 KOr~Tb KoppeICTOP 
ヽ

男 BB 20 
ヽ

男 AA 27 KOr/X KOPIIIYH 
， 

女 BA 49 
ヽ

女 BA-----CA 49, 57 K03a KOCa 

K03釦 男 BB 20 KOCT却 男 BB 20 
ヽ

複りA 80 
ヽ

男 BB 20 K03Jlbl KOCTbLllb 
ヽ

男 AC 37 女 AC 62 K03岬 b KOCTb 

KOJI （杭） 男 BA 39 KOT 男 BB 16 

KOJI （不可） 男 BB 16, 39 KOT釦 男 BB 20 

KOJI6aca ヽ 女 BA 49 
ヽ

男 BB 20 KO'latt 
ヽ

複 0A 80 
ヽ

女 BB 47 KOJirOTKH xoqepra 
ヽ

中 BB 69 
ヽ

女 AA 45 KOJll!OBCTBO KOIIlICa 
ヽ

男 BB 27 
ヽ

男 AA 27 KOJI瓜fH Kpae田eK
ヽ

複 0A 80 男 AB 31 KOJIHKH Kpa0 
ヽ

男 AB 35 
ヽ

女 BA 52 KOJIOKOJI KpacoTa 
ヽ

男 BB 23 
ヽ

女 AA 45 KOJIIlaK KpeseTKa 
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Kpeヽ0cep 男 AB-AA 33 【JI】
ヽ

男 BB 21 
ヽ

男 AB 33 KPeM即 b Jiarepb 

KP8MJib 男 BB 16 Jlall 男 AB 29 

Kpettl{eJih 男 AC-----AB------AA JlaITO,Tb 男 AC 38 

33, 37 
ヽ

男 BB 27 JJryH 

KpeaoCTb 女 AC 62 Jie， 6e胚 男 AC 37 
ヽ

中 AA 67 男 BB 17 KP8CJIO JI.e,B JlbBa 

男 BB 16 
ヽ

男 AC 37 KpecT JieKapb 
ヽ

複 0A 78 
ヽ

男 AB 21 KPHBOTOJIKH JieMex 

KPHKYH 男 BB 27 JieMex 男 BB 21 

女 AC 62 
ヽ

男 BB 26 KPOBb JienecTQK 

KPOT 男 BB 16 Jiec 男 AB 31 

Kpyr 男 AB 29 Jieca 女 BA---AA 50 

中 AB 73 
ヽ

複 0B 81 K:pyxeao Jieca 
ヽ

男 BB 26 
ヽ

男 BB 26 KPY'XQK JieCHHK 
ヽ

女 BA 49 
ヽ

男 BB 27 Kpyna JieTYH 
ヽ

中 BA 71 男 BB 17 KPbLJIO Jiem 
ヽ

中 BC 76 男 BB 17 KPbLJlbUO JI釦I Jib几a

Kp皿 固男 A0 88 JI釦 JlbHa 男 BB 17 

KPIOK （鈎） 男 BA 16, 39 Jl:lKSU 男 BB 25 

KPIOK （掛け釘） 男 BB 16, 39 JIHHb 男 BB 17 

Ky6 男 AB 29 
ヽ

女 BA 50 JIHCa 
ヽ

複 0C 82・ 男 BA 39 KY.llPH JIHCT 
ヽ

男 BB 25 男 BB 17, 39 切 3H8U JIHCT 
ヽ

男 AB-AA 33 
ヽ

中 BA 70 K'/30B JI皿0
ヽ

女 AA 45 JIHIIlaヽH 男 BB 21 ICYKJia 

KYJiaK 男 BB 23 JIQ6 男 BB 17 

男 AB 32 
ヽ

男 BB 24 KYM JIOBICa'l.f 
ヽ

男 BB 25 
ヽ

女 AA 44 KYil即 JIO)Kl(a 
ヽ

男 AB 33 女 cc 65 KynOJI J(匹
ヽ

複 0A 78 
ヽ

女 BA 50 KYP狙 Thi Jioaa 
ヽ

男 BB 21 
ヽ

男 AC 38 灼 P瓜OK JIOKQ.Tb 

窃 C,QK 男 BB 26 JIOM 男 AB-AC 31, 37 

男 BB 17 
ヽ

男 AC 21 窃 CT JIOMQTb 
ヽ

男 AB 33 
ヽ

男 BB 21 KY'i8P JIOMQTb 
ヽ

女 AC-AA 62 JlOilaCTb 
ヽ

男 BB 21 Jionyx 
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ヽ

男 BB,..._,BA 21, 39 （世界） 男 AB 29 JIOCKYT MHP 

男 AC---AA 37 
ヽ

男 BB,.._,AA 23 JIOCb MHP誼

複 !ZIA 78 
ヽ

複 0A 80 JIOXMOTbSl MHpHa血
ヽ

女 AC 62 J1omanb M03r 男 AB 29 

Jiyr 男 AB 31 MOJIO圏 男 AA 25 

及BA-BC 50 
， 

男 BB 25 JlyKa MOJIO岬
ヽ

女 BA 50 
ヽ

男 BB 23 JI罪 a MOHaCT岬 b

男 BB 17 
， 

男 BB 23 JIYHb MOHTll 

男 BB 17 
ヽ

中 AB 73 JIY"I Mope 

JlbCTeu 男 BB 25 MOPX 男 BB 17 

JIIO必Bb 女 cc 65 
ヽ

男 BB 24 MOPSlK 
ヽ

男 0C 41 
ヽ

男 BB 26 JIIOllH MOCKBH'I 
， 

JIIOCTpa 女 AA 45 MOCT 男 BB-AB 17, 29 
ヽ

複りB 81 MOCTKH 

【M】
ヽ

男 BB 21 MOThLJlb 
ヽ

男 BB 21, 24 男 BB,.._,AA 14, 17 Ma.JISIP M.QX ......, MOX 
ヽ

男 AA 24 
， 

複 0C 82 Ma.HbffK MOIIlH 
ヽ

中 AB 74 
ヽ

男 BB 25 MaCJIO MYllPSU 
ヽ

MaCTep 男 AB 33 MYlC 男 AB 32 

中 BB 69 
ヽ

男 BB 21 MaCT8PCTBO 畑 }l]llTYK

女 AC 62 町paa,e.ヽR 
ヽ

男 BB 23 MaCTb -Bbfl 
ヽ

男 BB 25 
ヽ

中 AB 73 MaTepHK 匹 0

MaTb 女 AC 63 Mb! 直b 女 AC 62 
ヽ

女 BC 53 
ヽ

男 BB 26 Mexa MSICHHK 
ヽ

女 AC 62 
ヽ

男 BB 21 MeJIO'lb MSITe:lK 
ヽ

男 BB 26 MeHbmeBHK M只q 男 BB 17 

MBHbIDHHCTBO 中 BA 72 
ヽ

女 BA 52 【H】M8P3JIOTa 
ヽ

男 BB 25 M8PTB8U tteヽ6o 中 AB 74 
ヽ

MeCTO 中 AB 73 H0BO)l 男 AB 33 
ヽ

女 BA 51 
ヽ

複 0A 80 MeTJia Henpa 

（毛皮） 男 AB 31 
ヽ

複 08 81 Mex ueJia}lbl 

Mex （ふいご） 男 AB 32 HU3 男 AB 29 

男 BB 17 
ヽ

男 BB 26 Meq HOBH'IQK 

M紐 男 AB 29 HOBOCTb 女 AC 62 
ヽ

男 BB 21 
ヽ

女 cc 55 M血 }la.llb Hora 

（平和） 男 AA 29 
ヽ

複りB 81 MUp HOrOTKH 
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ヽ

男 AC 38 
ヽ

中 BA 72 HOr.QTb 。KHO
男 BB 17 

ヽ

中 AC 76 HOll OKO 

複 0A 80 
ヽ

男 AB 35 HO≫IHUbl OKOPOK 
ヽ

複りA 80 
ヽ

男 AB 33 HOnlbl OKpyr 
ヽ

複 0B 81 OKT煩ヽ ipb 男 BB 21 HO:lIHbl 

H03llP只 女 BC 53 OKYHb 男 AC 37 

男 BB 17 
ヽ

女 BA 50 HOJib 。JibXa
ヽ

男 AB 33 男 AC 37 HOMep OMYJib 
ヽ

女 BA-CA 50 
ヽ

男 AB.......,AA 33 Hopa OMYT 
ヽ

女 AA 45 
ヽ

複 0A 80 HOpMa OilHJIKH 

男 AB 29 
ヽ

女 BA 50 HOC opJla 
ヽ

複 9JA 80 
ヽ

（僧団等）男 AA 34 HOCHJIKH op,ueH 
ヽ

男 BB 26 
ヽ

（勲章） 男 AB 34 HOCQK OP.ll8H 

女 AC 62 
ヽ

男 AB 34 HO'ib op)lep 

HOSlヽ6Pb 男 BB 21 
ヽ

男 AA 27 ope田eK
ヽ

女 BA 50 op釦 男 BB 21 HYilla 

男 BB 17 
ヽ

女 BA 50 HYJib oca 

QC釦 男 BB 21 

【O】 ocerp 男 BB 21 

66JiaKo 中 AB 73 OCTa.HKH 複 0A 78 

oヽ6JlaCTb 女 AC 62 
ヽ

男 AB 34 OCTPOB 

060ヽH 複 0A 78 OCb 女 AC-CC 62, 65 

oヽ6pas （姿） 男 AA 33 
ヽ

男 BB 25 OT即

oヽ6paa （イコン）男 AB 33 
ヽ

男 AB 34 OTIIYCK 

oヽ6pyq 男 AC 37 
ヽ

男BB 21 oqar 

o6yx 男 AA 21 
ヽ

複0A 78 oqucTKH 

06奴 男 BB 21 
ヽ

複りB 81 Qt{KH 

o6IlLJlaヽr 男 BB 21 
ヽ

中 BB 69 O'IKO 

061>eヽ}lKH 複 0A 78 

OB~C 男 BB 21 【I1】
ヽ

男 AB,..._,AA 33 
ヽ

男 BB 21 080,ll nanex 
ヽ

OBO皿 男 AC 37, 82 na郎 -iiKa 男 BB 26 
ヽ

oeua 女 BA 51 na3 男 AB 29 

or朗 b 男 BB 21 nau 男 AB 29 
ヽ

男 BB 25 
ヽ

女 AA 45 oryp皿 naJibMa 
ヽ

oaepo 中 AA 68 Ila.H 男 AB 29 
ヽ

男 BB 26 男 AB 29 030PHHK nap 
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ヽ

napaJiuq 
ヽ

nap即 b
ヽ

napyc 
ヽ

nacnopT 
ヽ

nacTepttaK 
ヽ

nacTHJJa 
， 

nac-ryx 
ヽ

naTPYJlb 
ヽ

nayK 
ヽ

na'IKYH 
ヽ

nee即
ヽ

neBYH 
ヽ

neKapb 

neperoaopbl 
ヽ

nepeneJI 

nep紐
ヽ

nepecy血
ヽ

nepHJia 
ヽ

nepo 
ヽ

nep'iaTKa 

necg,K 
ヽ

neTYx 

ne'lb 

nee 
ヽ

IlH皿aK
ヽ

llHKH 
， 

IlHJla 

IlHP 

nHpor 
ヽ

IlHCbMSHa 
ヽ

IlHCbMO 

IlHTbe 
ヽ

nJiaMSI 

nJiaTeJK 
ヽ

皿 aT,QIC
ヽ

IlJlaTtOPMa 

ruam 

A

A

C

C

 

B
B
A
C
A
B
A
B
A
A
B
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
孤

A
B
A
B
糾

孤

B
A
A
A
B
B
B
B
A
C
B
B
B
B
伽

B
A
A
B
B
B
廊

B
A
B
B
A
B
B
B
B
B
A
A
B
B

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

複

男

男

複

複

中

女

男

男

女

男

男

複

女

男

男

複

中

中

中

男

男

女

男

2
6
3
7
3
4
3
4
2
4
5
0
2
1
2
1
2
1
2
7
2
5
2
7
3
4
7
8
3
5
3
4
7
8
8
0
7
0
4
5
2
6
2
1
6
2
1
7
2
4
8
0
5
0
2
9
2
1
8
1
7
1
6
9
7
5
2
5
2
6
4
5
1
7
 

4
―
 

2
 

rne畑中 AB

IlJleM畑 I 男 BB

IlJieT即 b 男 BB

IlJl8Tb 女 AC

IlJle'IO 中 BC

IlJIHTa 女 BA

m叩男 BB

IlJIOCKory6邪I 複 0A

皿 OCKOCTb(平凡）女 AA

IlJIOCKOCTb(平面）女 AC

IlJIOT 男.BB 

IlJIO頂al{b 女 AC

rnyr 男 AB

IlJIYT 男 BB

m血I 男 BB

no6oH 複りA

Il0B8CTb 女 AC
noaop 

ヽ

norpe6 

IlOl{ 
ヽ

OO}laTb 
ヽ

DO)lMOCTKH 
ヽ

nonJieu 
ヽ

noe3ll 
， 

IIODITKH 
ヽ

IlOHCKH 

IlOJI (床）

noJI (sex) 
ヽ

IlOJia 
ヽ

IlOJie 

IlOJIK 
ヽ

IlOJIOCa 
ヽ

noJIOCTb 
ヽ

IlOJIOTeHUe 
ヽ

IlOJIOTHO 
ヽ

Il0JI51K 
ヽ

llOMO"lfH 

A

A

C

C

 

～

～

 

A
B
A
B
A
B
A
C
O
A
B
B
A
B
O
A
O
A
A
B
A
C
B
A
A
B
B
B
B
C
A
C
A
A
B
A
A
A
瓜

男

男

男

女

複

男

男

複

複

男

男

女

中

男

女

女

中

中

男

複

7
5
2
4
2
2
6
2
7
6
5
0
1
7
7
8
6
2
6
2
1
7
6
2
2
9
1
7
1
7
7
8
6
2
3
4
3
4
2
9
6
2
7
8
2
5
3
4
7
8
7
8
3
7
3
7
5
0
7
3
1
7
5
6
6
2
6
8
7
2
2
4
8
2
 

9

9

3

 

2

2

5
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non 
ヽ

nopa 
ヽ

aopox 
ヽ

nopomo.K 

nopT 
ヽ

nocwi 

IlOCT 

IlOT 
ヽ

noxopoHbl 
ヽ

OO'IBa 
ヽ

nosic 
， 

npaao 
ヽ

npeHHH 
ヽ

npecr畑 HK

IIPH3 
ヽ

IlPHCT狙 b
ヽ

IlPOBO}l 
ヽ

IlPOBO皿HK
ヽ

npoao胆

男 BB

女 cc
男 AB

男 BB

男 AC-AB

男 BB

男 BB

男 AB

複低

女 AA

男 AB

中 AB

複 0A

男 AA

男 AB

女 AC-AA

男 AB

男 BB

複 0A

nponae即 男 BB

npoJKeKTop 男 AB-AA

IlPOHCKH 複りA

nponacTb 女 AC

np如YCK(通過等）男 AA

np如YCK(通行証）男 AB

IlPOCTblHH 女 BC

npoteccop 男 AB

IlPYll 男 BB

IlPYT (鞭）男 BA

IlPYT (軸）男 BB
ヽ

IlpblrYH 

IlPbllll 
ヽ

ncaJIQM 

DYll 
ヽ

IlYll8Jlb 
ヽ

rrya岬 b

IIYK 

男 BB

男 BB

男 BB

男 AB

男 AB-AA

男 BB

男 AB

1
7
5
5
3
4
2
6
3
7
2
2
1
7
2
9
8
2
4
5
3
4
7
3
8
0
2
6
3
0
6
2
3
4
2
6
7
9
2
5
3
5
7
9
6
2
3
4
3
4
5
4
3
5
1
7
3
9
3
9
2
7
1
8
2
2
3
0
3
4
2
2
3
0
 

ヽ

nyCTOTa 
ヽ

nyCTblPb 

IlYTb 
ヽ

ny皿 a
ヽ

nqeJia 

llfl}lh 

llflJlhllbl 
ヽ

IlSITa 
ヽ

Il51TaK 
ヽ

Il5ITIIO 

【P】

pa6 

paa 
ヽ

pa3B0血
ヽ

pe6po 
ヽ

pe6HTa 
ヽ

pe6只THDIKH
ヽ

peseHb 
ヽ

pel(aKTOP 
ヽ

peKa 
ヽ

peM~b 
ヽ

peMeCJIO 
ヽ

pen~ii penbH 

pe'lb 
ヽ

pemeTo 

PQB 

par 

pan: (一族）

P叩 (gender)
ヽ

PO血 HK
ヽ

PO血

女 BA

男 BB

男 BB

女 AA

女 BA

女 AC......,AA

複りA

女 BC

男 BB

中 BA

男 BB

男 AB

複 0A

中 BA

複りA

複 0A

男 BB

男 AB'7'-'AA

女 BA-CA

男 BB

中 BA

男 BB

女 AC

中 BA

男 BB

男 AB

男 AB

男 AC

男 BB

複りA
ヽ

poxnecTBo 中 BB
ヽ

PO四 （ホルン）男 BB
ヽ

POJKQK (つの） 男 BA

P叩女cc
poR 男 AB

52 

22 

18 

45 

50 

62 

80 

54 

24 

71 

1
8
3
0
7
9
7
1
8
0
8
0
2
2
3
5
5
7
2
2
7
2
2
2
6
2
7
2
1
8
3
1
3
0
3
0
2
6
7
9
6
9
3
9
3
9
6
5
3
0
 

0

7

7
 

5

2

2
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POJlb 

P~T 
ヽ

py6eJK 

py6Jlb 

pyne 

C8Jlbllb 
ヽ

ceM皿 ap
ヽ

C8Mb5I 
ヽ

ceMSI 

ヽ

pyKa 

ヽ

ceHH 
ヽ

cettrn6pb 
ヽ

pyKaB 

PYJib 

ヽ

cep瓜ue

cepn 
ヽ

PYM叩 a
ヽ

cepbra 
ヽ

P罪 0
、、

pyqe_u PY%SI 
ヽ

Pb16aK 
ヽ

P皿 apb
ヽ

pbl'lar 
ヽ

PIOK3aK 
ヽ

PIOMKa 

PSIJI 

【C】

can 
ヽ

cueHb 
ヽ

ca瓦eHb
ヽ

caM即
ヽ

Ca.HU 
， 

CaHKU 
， 

canor 
， 

canoJKQK 
， 

caTatta 
ヽ

caepJio 
ヽ

cae'la 

CBeKJia 
ヽ

CBHHbSI 
ヽ

cen血 a
， 

ce凡JIO
ヽ

ceKpeTapb 
ヽ

ceKTOP 
ヽ

ceJio 

A
C
B
B
B
B
B
B
B
A
C
C
B
B
B
B
O
A
B
A
B
B
B
B
A
A
B
B
B
B
A
A
A
B
 

女

男

男

男

中

女

男

男

複

中

男

男

男

男

男

女

男

AA ～
 

A
B
A
A
A
C
B
B
O
C
O
A
B
B
B
A
B
B
B
A
B
C
A
A
B
A
B
A
B
A
B
B
A
B
B
A
 

男

女

女

男

複

複

男

男

男

中

女

女

女

女

中

男

男

中

63 

18 

22 

18 

71 

55 

22 

18 

80 

70 

22 

24 

24 

22 

24 

45 

30 

3
0
6
3
6
3
2
5
8
2
8
0
2
2
3
9
4
7
7
0
5
4
4
5
5
2
5
2
7
1
2
4
3
4
7
0
 

ヽ

cecTpa 

ceTb 
ヽ

CH6HPHK 
ヽ

CHJiaq 
ヽ

CHHHK 
ヽ

CHPOTa 
ヽ

cxasxa 
ヽ

cKaJia 
ヽ

CKaMbfl 
ヽ

CKaTeJ)Tb 
ヽ

CICatIQIC 
ヽ

CKB03HS'IK 
ヽ

cxepna 
ヽ

cxo6a 
ヽ

CICOBOPOlla 

CICOp6b 
ヽ

CKOpJiyna 
ヽ

CKOPOCTiiHK 
ヽ

CKOPOCTb 

CKOT 
ヽ

CICYJia 
ヽ

CKYTeP 

CJiaCTb 

CJie)l 
ヽ

CJI83a 
ヽ

cJien即 b
ヽ

cJiecapb 
ヽ

CJIHBKH 

B

A

B

A

B

A

A

A
 

A
C
A
A
B
A
A
B
O
C
B
B
A
B
B
B
B
C
B
A
A
C
B
B
B
B
B
B
B
A
A
A
B
A
B
B
A
C
B
B
B
B
B
C
B
C
B
C
A
C
B
A
B
B
A
C
B
B
B
A
A
B
A
C
A
B
B
C
B
B
A
B
O
A
 

女

男

女

中

複

男

中

男

女

女

女

男

男

男

女

女

女

女

女

男

男

女

女

女

女

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

男

複

6
3
2
4
5
2
7
5
8
2
2
2
7
4
1
8
5
4
5
2
6
3
2
4
2
4
2
4
5
2
4
5
5
0
4
7
6
3
2
6
2
4
5
4
5
4
5
4
6
3
5
0
2
6
6
3
1
8
5
0
3
4
6
3
3
0
5
4
2
2
3
4
8
0
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CJI060』a 女 BC 54 CnyTHHK 男 AA 26 
ヽ

男 AA 24 
ヽ

（環境） 女 BA 50, 56 CJIOBaK cpena 
ヽ

男 BB 24 
ヽ

（水曜日）女 CC---CA 50, 56 CJIOBapb cpena 
ヽ

中 AB 73 
ヽ

中 AB 73 CJIOBO CTa}lO 

CJIOr （文体） 男 AA 37 
ヽ

CTap~ 男 AA 25 

c .. 10r （音節） 男 AC 37 
ヽ

CTapHK 男 BB 25 

CJIOli 男 AB 30 
ヽ

CTapmHHa 女 BA 52 

CJIOH 男 BB 18 CTaTbSI 女 BB 47 
， 

女 BA 50 男 BB 18 cJiyra CTBOJI 
ヽ

女 BA 50 CTeヽ6eJih 男 AC----AA 37 CJIIOlla 
ヽ

複りC 82 
ヽ

中 BA 72 CJIIOHH CT8KJIO 
ヽ

男 BB 24 
ヽ

女 CA----CC 57 CMeJlbttaK CTeHa 

女 AC 63 
ヽ

女 AC 63 CMeJ)Tb CT8IT8Hb 
ヽ

女 BA 50 女 AC,,.._,CC 63, 65 CMOJia CT8Ilb 

CMOTP 男 AB 30 
ヽ

CT8PJI51}lb 女 AC 63 

CHaCTh 女 AC 63 CTHX 男 BB 18 

cHer 男 AB 31 CTOr 男 AB 31 

CHernpb 男 BB 22 CTOJI 男 BB 18 

CHOil 男 BB 18 CTOJI6 男 BB 18 

女 BA 50 
ヽ

男 BB 22, 24 CHOXa CTOJIS'IP 

coヽ6oJib 男 AB,..._,AC 34 
ヽ

（山） 女 BA 47, 50 cTona 
ヽ

女 BA 50 
ヽ

(foot) 女 BB 47, 50 COBa cTona 

COJIOBe,ヽH 
ヽ

男 BB 23 
ヽ

男 AB 34 -Bb5I CTOPOJK 

女 AC 63 
， 

女 cc 56 COJlb CTOPOHa 

男 BB 18 
ヽ

女 BA 50 COM cTpana 

C.Q.H 男 BB 18 CTP狙 a 女 BA 50 
ヽ

中 BA 71 女 AC 63 COilJIO CTpaCTb 
ヽ

女 BC 54 
ヽ

女 BA 51 COilJl51 CTPeK03a 

男 AB 31 
ヽ

女 BA 51 COJ)T cTpeJia 
ヽ

女 AA 45 CTP8Jlb6a ヽ 女 BA 52 COC~CKa 
ヽ

女 BA 52 
ヽ

中 AB 75 COCHa CTpeMSI 
ヽ

複 0A 79 COTbl CTP皿 男 BB 18 

co蒻 女 BA 50 CTPOH （体制） 男 AA 30 
ヽ

女 BA 50 （隊列） 男 AB 30 coxa CTPOH 
ヽ

女 AA 45 
ヽ

女 BA---...,BC 51, 54 cnaJibH只 CTPOKa 
ヽ

女 CA 57 CTPO$a ヽ 女 BA......,BC 51, 54 cnHHa 

男 AB 30 
ヽ

女 BA 51 CilHJ)T CTPYHa 



272 

女 BA 51 
ヽ

中 AB 73 CTPYSl TeJIO 

CTYTie皿（階段） 女 AA 63 
ヽ

中 AB 75 T8MSI 

C可 ne郎（段階） 女 AC 63 
ヽ

男 AB 34 T8HOP 

CTbl,ll 男 BB 18 TeHb 女 AC 63 
男 BB 18 

， 
男 AB 35 cy』 TeTepes 

ヽ

（おまる）中 AA 68, 74 CY)lHO TUCKU 複 0B 81 ， 
（船） 中 ABCYllHO 68, 74 TKa'I 男 BB 18 

CYJlb6a ヽ 女 BB→BA 47, 52 TOIC(流れ） 男 AA 31, 37 
CY.Lib只 女 BA 52 TOK(鳥0)発清場所）男 AB 31, 37 
CYK 男 BB,..._,BA 18, 39 TOK(脱穀場） 男 AB-AC 31, 37 

中 BA 72 
ヽ

男 AB-AA 24, 34 cy回 0 TOKapb 
ヽ

複 0A 80 複 0A 79 CYM0PKH TOJIKH 

CYHflYK 男 BB 22 ToJina 女 BA 51 
cyn 男 AB 30 TOM 男 AB 31 

ヽ

男 BB 22 （音調） 男 AA-----AC 31, 37 cypryH TOH 
ヽ

複 0A 80 CYTKH TOH （色調） 男 AB 37 
男 BB 22 

ヽ

男 AB 34 cyxapb TOllOJlb 
C'IeT 男 AB 31 Tonop 男 BB 22 
C'leTbI 複りA 79 Topram 男 BB 24 
CblH 男 AB 32 TOP瓦eCTBOヽ 中 BB 69 
Chip 男 AB 30 TOPM03 (障害） 男 AA 34 
CIOPTYK 男 BB 22 TOヽPM03(7 ャ [/ーキ） 男 AB 34 

ヽ

女 AA 45 TOqKa 

【T】 ヽ

女 BA 52 TOillHOTa 
Ta6aヽK 男 BB 24 

ヽ

女 BA 51 Tpasa 
Taヽ6eJib 男 AB........ AA 34 TpaKTOP 男 AB,..,_,AA 34 
Ta6阻， 男 BB 27 TpeTb 女 AC 63 

ヽ

中 BC 76 Tpeヽtbl 複 0A 80 Taapo 

Ta3 男 AB 30 TPH6罪ヽ 男 AA 27 
Ta血 HヽK 男 BB 26 

ヽ

女 BA-----BC 51 Tpona 
Taff$罪ヽ 男 AA 27 TPOCTb 女 AC 63 
TaMana 女 BB 47 Tpy6a 女 BA 51 

ヽ

男 AA 25 男 BB 18 T狙即 TPYLI 
ヽ

女 AA 45 
ヽ

複 0B 81 rapeJIKa TPYCbl 
ヽ

男 BB 25 男 BB 18 TBOP即 TY3 
ヽ

男 AA 22 
ヽ

男 BB 25 TBOpor 呻即
ヽ

男 BB 22 
ヽ

男 BB 25 TBOpor 加 HK
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ThIKBa 女 AA 45 tpOHaヽpb 男 BB 24 
匹 男 AB 30 topT 男 AB 30 
TIOK 男 BB 18 釘POHT 男 AB 31 

ヽ

女 BA 52 TIOpbMa 

【X】

【Y】 XBaCTYH 男 BB 27 
yrQJI 男 BB 19 XBOCT 男 BB 18 

ヽ

男 BB 26 
ヽ

男 BB 25 yroJIQK XUTpeu 
ヽ

（石炭） 男 BC,...._,,BA,...._,,AA X.11e6 （パン） 男 AA 31 yr,QJib 

38, 41 XJie6 （穀物） 男 AB 31 
ヽ

（木炭） 男 AC----AA 38, 41 男 AB 31 
yr,QJib XJieB 
ヽ

男 BB 19 yrilJ)b XJIOilOThI 複 0A 80 
ヽ

男 BB 25 
ヽ

複 0A 79 YllaJI即 -JibUa XJIOilbfl 

YlC 男 BB 18 XO月 男 AB-AC 30, 37 
ヽ

女 BA 51 男 BB 19 yaaa XOJIM 
ヽ

男 BB 19 
ヽ

男 AB 35 Y3即 XOJIO』

男 BB 18 
， 

男 BB 24 YM XOJIOCT5IK 
ye 男 AB 30 XOJICT 男 BB 19 

ヽ

男 BB 24 男 AB 30 
ycaq xop 

ヽ

複 0B 81 YCTa xop,eIC -pbKa 男 BB 26 
男 BB 22 

ヽ

複 0A 79 YTIOr XOPhl 
ヽ

女 BB 47 
ヽ

男 BB 22 
yxa xox印
ヽ

中 AC 76 男 BB 27 
yxo XOXOTYH 

ヽ

男 BB 26 ytJeHHK xpa6peヽu 男 BB 25 
男 AB 35 

ヽ

男 BB 22 Y'iHTBJlb XPYCTa.Jih 
ヽ

（耳） 中 BA 69 
ヽ

男 AB 35 
y田KO X'JTOP 
四 0 （同上） 中 AA 69 

ヽ

（めど） 中 BB 69 【U】亨 0

UB8T 男 AB 32 
【O】 ヽ

男 BB 26 UB8TIIHIC 
~espaヽJib 男 BB 22 UBeTQK 男 BB 26 
$eヽJib皿ep 男 AB 34 

ヽ

女 CA 57 ueHa 
¢血狙ヽChi 複 0A 79 uenh 女 AC 63 
仰THヽJlb 男 BB 22 

ヽ

女 AC 64 uepKQBh 
りJIHヽreJib 男 AB 34 uex （ギルド） 男 AA 32 
~JIOT 男 AC-AB 37 uex （作業場） 男 AB-AA 32 
4>JIIOヽrep 男 AB-----AA 34 
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じi】 maヽ$ep 男 AB 35 

qaa 男 AB 30 
ヽ

複 0A 80 maxMaTbI 

男 AB 30 
ヽ

複 0A 80 'taH ma皿Kl-l

qac 男 AB 30 
ヽ

男 BB 23 filamJibllC 
轟

女 BA 52 女 AC 63 qacToTa mepCTb 

'!:aCTb 女 AC 63 mecT 男 BB 19 
ヽ

複りB 81 男 AB 32 qacbI m匂 K
ヽ

中 BA 70 
ヽ

女 BA 52 qeJIO 皿poTa
ヽ

複瓜 82 
ヽ

女 BA 51 qepBH 皿ana

qepBb 男 BC 41 血cat 男 AB 30 
ヽ

男 BB 24 男 BB 19 qepBSIK IIIM8Jlb 
ヽ

男 AB 35 qepen lllHYP 男 BB 19 
ヽ

複 0A 80 
ヽ

男 BB 26 qepHHJia 皿-IYP.QIC

qevrex 男 BB 25 町）HtT 男 AB 30 
ヽ

男 BB 26 IIlTa6 男 AB,.....,AA 31 qecHOK 
ヽ

男 BB 22 qeraepr IIIT祁eJib 男 AB-AA 35 
ヽ

女 AC 63 
ヽ

複りB 81 'leTBe町b lll'Ta.Hbl 
ヽ

男 BB 22 
ヽ

男 AB 35 qex.QJI nrreMIIeJih 

痣 PT 男 AC 37 nrrenceJlh 男 AB 35 

tfH窟 男 BB 19 lilT鴎T 男 BB 19 

'IHH 男 AB 30 IIlTPHX 男 BB 19 
ヽ

中 BA 72 男 BB 19 tJHCJIO 田ThlK

l.!Teu 男 BB 25 myT 男 BB 19 

qy6 男 AB 30 
ヽ

男 BB 26 田YIBHK
qy6yヽK 男 BB 23 

qyaam 男 AA-BB 24 【III】
男 BB 27 

ヽ

男 BB 23 qyr四 merQJI 
ヽ

男 BB 24 
ヽ

女 BC,...,_,CC 54, 56 tt-y,UaK 皿eKa
ヽ

中 AB 74 女 AC 63 tfYllO Ille.Jib 
ヽ

男 BB 26 
， 

男 BB 26 qyJlQK 皿eH郎
ヽ

男 BA 40 meHQK 

【rn】 ヽ

女 BC 54 頂ena

mar 男 AB 30 皿虹O'lb 女 AC 63 

男 BB 24 
畠

複 0B 81 fila.Jla.DI 皿
ヽ

男 BB 27 
ヽ

複りB 81 maJI罪 皿n皿

田ap 男 AB 30 皿T 男 BB 19 

maT却 男 BB 23 
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【3】
ヽ

男 BB3Tll 23 

【只】
， 

中 BA5IJlPO 72 
ヽ

男 BB513bllC 23 
， 

男 BB 26 SIS卵 WC

雌uo 中 BA 71 
ヽ

男 ABSiKOPb 35 
ヽ

男 BB 23 叩 aapb
ヽ

男 BB 24 叩 Tapb
ヽ

男 AA 25 叩 OH即
ヽ

男 BB 23 SIPJlhlK 
ヽ

中 BAHPMO 71 

HcTpe6 男 AB 35 
ヽ

男 BB 23 fl'IMeHb 
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第 2部 形容詞 aeヽpHbIR 
ヽ

ACl ,...._,AC3 122 Bep即

sec虹bli-1
ヽ

AC1---...,AC3 122 aece,JI 

BeヽTXHR ACl----AA 119 

原則として長語尾男性単数主格の形 Be})TK皿 BepTQK ACl-AA 119 

のみを示すが、長語尾の形がない場合 B3POヽCJlblH -c(~)JI ACl----AA 119 

には短語尾男性単数を見出しとする。 BU}lHblH 1 B血即 ACl......,AA 119 

変化形についての情報は原則として BH、血皿 2BH、岬 AC1-AC3 122 

短語尾男性単数に現れる出没母音のみ BKYヽCHbIH 
ヽ

AC1-AC3 122 BKYC即

とする。但し短語尾でアクセントの位 BJlaJKHhlH ヽ
ヽ

AC1-AC3----AA 126 BJllle,H 

置が変化するものについては、スペー BJI如THbIHBJlclCT即 ACl---AA 119 

スの許す限り記載した。その他の諸注
ヽ

0B 128 BOJieH 

意については本文の該当の箇所をを参 BOヽJlbH皿
ヽ

ACl""AC3 122 BOJle,Ii 

照のこと。 BP紐呻
ヽ

ACl----AC.3 122 ape岬

BblCOヽKHH AB---、ACl 117 

【A】 I Bflヽ3KH0 ヽ

ACl......,AA 119 BSl3QIC 

紅皿 ACl,..__,AA 119 

【r】

【E】 raヽnKHii 
ヽ

ACl,..,_,AA 119 ra瓜;}K

6紐呻 6eヽ}]邸 AC1-AC3 122 rHヽ6KH0 四 ヽ6QK AC1-AC3-AA 126 
6eヽJI皿 AB-ACl 117 rJiaヽJlKHH 

ヽ

ACl-AA 119 rJia四
6Jiaroヽu BCl 127 rJiy6oヽKHH AB-ACl 117 

6Jieヽ皿 m 6Jieヽ岬 AC1-AC3 122 rJI四ヽ AC1----AC3 122 

6JIHヽ3KHH 6JIHヽ3QK AC1-AC3 122 rJiyxoヽii BC1----BC3 127 

60ヽ.up皿 AC1---AC3 122 rHeヽBH皿
ヽ

ACl ......... AA 119 rHeB即
60ヽ印CHH 6o~K ACl -----AC3 122 rHHJIOヽH BC1.......,BC3 127 

60JibHOヽH 60JIヽ 即 BB 127 rHYヽCHb頂
ヽ

AC1-AC3-AA 126 rHYC即
6ocoヽ0 BCl 127 roヽ瓜 皿

ヽ

AC1-AC3-AA 126 ro岬
6yヽ亨 6注H ACl---AA 119 roJio、血碑 ro、Jio岬 AC1-AC3 122 
6yヽp呻 6yヽp即 ACl-..;AA 119 fOヽJibIH AC1-AC3 . 122 
6yヽp皿 ACl ......... AA 119 roヽp岬 AClへ、AC3 122 

函CTPbIH AC1-AC3-AA 125 ropbKHH 
ヽ

ACl ,..._,AC3 122 rop~K 
ropHヽ暉 H AB 116 

【B】 rpemett 0B 128 

BllHbヽ IH ヽ

AClへ、AC3 122 rpeヽ皿皿
ヽ

AC1-AC3 122 BaJKe.)i rpe田e,J-1

Ba.JIヽ KHH ACl---AA 119 rpoヽ3呻 ヽ

ACl -----AC3-----AA 126 BaJI,QK rpos即
ヽ

0B 128 rpOヽMKHH 
ヽ

ACl-AA 119 B8JllfK rpOMQIC 

B8JIHヽKHH ACl---、AA 119 rp姉皿 AC1,..,_,AC3 122 
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ヽ
AC1------AC3 122 lKll, llKll ll . 

ヽ
AC1-...,AC3-...,AA 126 rpy3Hb1H rpy3即 皿ぬk

rpy、cTHblRrpy、cT即 AC1---AC3 122 ヰヽ PHblii 
ヽ

AC1-----AC3 123 皿p~

rp釈ヽ3Hb1H AC1---AC3 123 巧ヽ TKHU 
ヽ

ACl----AA 119 rpSI3,efi 'K.'/T.O,K 
ryヽJIKH0 ヽ

ACl ,..__AA 119 ryJIC,K 

rycTOヽH BC1-BC3 128 【3】

3BO, HKUU - ヽ
AC1----AC3----AA 126 3BOHQK 

【且】 3BYヽ屯皿
ヽ

AC1,..._,AC3,.._,AA 126 3BY'I朗

naJieICu0 AB,,...__,ACl 117 紐 OPOヽS皿 1 AA 116 

胆ヽ P3KHH 
ヽ

AC1.......,AC3 ,llep3QK 123 3JlOPOヽB暉 2 AB 116 

.llem細碑 }lemea AC 118 3eJie呻
ヽ

AC1.......,AC3 123 38JI8H 
皿ヽ B疇 ヽ

ACl-AA 119 BB 127 JlHBW{ 3JIOH 3Q.ll 
皿ヽ KHU AC1-AC3 123 3HaヽT呻 3HaT即 AC1-AC3-AA 126 
邸 HHHヽ 皿

ヽ
AB 117 30ヽPKHH 

ヽ
ACl-AA 119 llJI血即 30PWC 

}lJIHIヽ田皿 .llJIHH,eH AC1.......,AC3 123 speヽJI皿 ACl---AA 119 

.lI06p皿 ACl ,..._AC3 123 3b1ヽ6KHH 3bl， 6.QIC ACl...._.AA 119 
瓜O，Jlf皿 llOJIQr AClへ~AC3 123 

,[loporoヽu ヽ
BCl 127 【K】)lopor 

llOヽXJlbIH ACl,..._,AA 119 KHヽCJI碑
ヽ

AC1--AC3 123 KHC即
即 0ヽ6ぽ直 岬 0ヽ6朗 ACl,...,.,AA 119 KJieヽHKHH 

ヽ
ACl ...... 、AA 119 KJiee,K 

JlPY)ヽ亨 ヽ
AC1-AC3 123 KOヽBKHH 

ヽ
ACl....._,AA 120 llPYI,e.H KOBQK 

岬 Hヽ6JI皿 ACl-AA 119 KOヽJIKHH 
ヽ

ACl ......... AA 120 KOJID,K 

JlP呻 OヽH 
ヽ

BC1-BC3 .llP叩即 128 KOPOTK皿 1KOPOTQK AB 117 
瓜rpHOヽH 瓜ヽ rp~ BC1.......,BC3 128 KOPOTKH02 KOPOTO,K AC1,..._AC3 123 

的
ヽ

AC1-AC3 mrme.tt 123 KOCO， H BC1,.,_,BC3 128 
皿ヽH AC1---AC3 123 Kpaヽc呻 ヽ

ACl~、AC3 123 KpaC~ 
KpaヽTKHH 

ヽ
ACl----AA 120 KpaT,QK 

【E】 KpeヽnKHH 
ヽ

ACl--、AC3 123 KpenQK 
eヽ,UKHH ヽ

AC1-AC3-AA 126 e迅lK ICpHBOヽH BC1-BC3 128 

KPOヽTKHH 
ヽ

ACl----AA 120 KPOTQK 
【}K】 KpyヽrJib頂 AC1'"'--AC3 123 

:JKa皿碑
ヽ

AC1-AC3 123 KPYTIHヽ 皿
ヽ

AClへ~AC3 123 Ia岬 ICPYile.I-I 
:liaヽJIKHH lCaJIO,K ACl -AC3-AA 126 KPYT0ヽ0 BC1-BC3 128 
xaヽpKUH ヽ

AC1-AC3 123 :lKapQK 

xecTOヽKHH ACl.......,AA 119 【JI】

x紅呻 AC1-AC3 123 Jlaヽ/]Hbrn ヽ
ACl,.....,AA 120 Jia岬

ICeCTKHH 誌 CTQK AC1-AC3 ......... AA 126 JierKHH Jtero.K AB,..,_,AC2 117 
DIBOヽH BCl 127 JlHIIヽKHH 

ヽ
AClヘ-AA 120 JI血 QK
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JIHXOヽH BC1-----BC3 128 HOヽCKUR 
ヽ

ACl---AA 120 HOCQK 

JIO， BKHA ACl ----AC3 123 紺皿皿
ヽ

AC1---AC3 124 JIOBQK HY岬

JIOヽMKUH 
， 

ACl---AA 120 HY)IHbヽ ill 
ヽ

AC1.......,AC3 124 JIOMQK ~ 

Jlb． lC皿 AC 118 
JIIO， }ll皿 JIIO岬 ACl-AA 120 【0】

JllOTbヽ IH AC 118 oヽ6UIHR 1 AB 117 

0ヽ6皿0 2 AC 118 

【M】 OCTP碑 1OCT細 AB 116 

MaJI 0B 128 OCTP皿 2OCT(~)p AC 116 

MaヽPKHH Map,QK ACl,..._;AA 120 

MeJI， KHH M0JIQK AC1---AC3 123 【rr】

Meヽp3KHH 
ヽ

ACl-AA 120 necTp皿 AClへJAC3 124 Mep3QK 

MeヽTKHR AC1-AC3-AA 126 DJiaヽBKHH 
ヽ

ACl-AA 120 MeTQK nJiaac.K 

派~})TB皿 1 AB 117 IlJlaヽBH皿
ヽ

ACl-AA 120 OJiaB~ 

MepTB皿 2 AC1,..,_,AC3 123 llJIOヽCKH0 
ヽ

ACl~、AA 120 IlJIOCQK 

MUヽJI皿 AC1........,AC3 123 DJIOTI皿
ヽ

AClへ、AC3 124 IlJtOT即

MllヽP呻 MUP朗 ACl,-,,.;AA 120 IlJIOXO, H - BC1----BC3 128 

MJia}loヽR BCl 127 IlO， )lJI皿 AC 118 

MOヽl{l-皿
ヽ

ACl-AA 120 IlOJI呻 1n如伽 AB 117 MO岬

MOヽKP叫 AC1,...._,AC3 123 IlO、JI呻 2IlOJI、QH AC1-----AC3 124 

MOJIOllOヽH 
ヽ

BC1,..._,BC3 128 DOヽCTH皿 AC 118 MOJIOll OOCT,e,H 

MOヽ皿皿
ヽ

AC1,.....,AC3 123 MO皿即 non皿 DOT即 ACl .......... AA 120 

Mpaヽ屯皿 MPa'I即 AC1,..._,AC3 123 noヽm.n暉 ACl-AA 120 

羽ヽIIP皿 AC1,..._,AC3 123 npaヽa皿 AC1-AC3 124 

町ヽn皿
ヽ

AC1----AC3 123 npeヽc呻
ヽ

AC1-AC3.-....AA 126 町 T,e.H npecw-i 

匹ヽKHH 
ヽ

ACl"-'AA 匹 WC 120 IlPOCT0ヽ0 BC1.......,BC3 128 

MHヽrKHH 
ヽ

AC1---AC3 123 npoヽ呻 m ヽ

AC1----AC3 124 M51r.Q.K npo'I即

ITPbITヽ KHH 
ヽ

ACl ...... 、AC3---AA126 IlPblTQK 

【H】 IlPHMOヽH BC1-BC3 128 

HaヽrJI碑 ACl-AA 120 ITYCTO, H BC1-BC3 128 

HaroヽR BCl 127 IIYヽXJibIH ACl---AA 120 

HeヽlKHb頂
ヽ

ACl""AC3 124 IlhUIヽ KUH 
ヽ

AClへ、AA 120 HeJK,eH IIbLJI.QK 

HBM0ヽ8 BCl 127 IlbLJlヽ bH皿
ヽ

AClへ、AA 120 四即

Heヽpa田雌
ヽ

ACl-AA 120 一ヽヽ

ACl-、AC3 124 Hepa即 IIblllW:I 

HHヽ3KHH 
ヽ

AC1---AC3 124 Ilbffiヽ皿 AC1-AC3 124 HH3,QK 

HHIヽ皿n AC 118 

HOヽB皿 AC1-AC3 124 
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【P】 cJienoヽu BCl~BC3 128 

paヽBHblH 
ヽ

AB 116 CJIOヽJK郎 IH
ヽ

AClへ~AC3 124 paB即 CJIOlC即

pa3BHT BCl 127 CJlb， 皿郎Iii CJlbfil囲 ACl---..、AC3 124 

pa3BHTOヽH BCl 127 CM8ヽJlb1H AC1-AC3 124 
peヽ)lKHH 

ヽ

AC1,.....,AC3,.....,AA 126 CMe皿-mヽu BB 127 pe)lQK 

peヽ3Bbl0 AC1----AC3 124 
ヽ

BB 127 cMemoH 

P8， 3KUH 
ヽ

AC1----AC3 124 CMHヽP呻
ヽ

AC1,,..__,AC3 124 pe3QK CMHP即
po， 6K皿 poヽ6QK AC1,___,AC3 124 c町ヽrJI皿 AC1-----AC3 124 
POヽB田姐

ヽ

AC1---..,AC3 124 c町ヽT皿 ACl,...._,AA 121 POB朗 C籾 T即
P印ヽ KHA ACl-AA 120 COJieHI雌

ヽ

AC1,.....,AC3 124 COJIQ,H 
PblXJIヽ 暉 ACl ....... 、AA 120 COヽtffi暉 coq即 AC1---AC3 124 
p弱OヽH BC1---..,BC3 128 cneヽJI碑 AC1-AC3 125 

cnoヽpb頂 AC 118 

【C】 CTaヽp碑 ACl ,..._,AC3 125 

CBeヽDH AB,...._,AC2 117 CTaヽTI皿
ヽ

ACl-AA 121 CTaT朗

CBeTヽ JI碑
ヽ

AB 117 CTO， HKHH ACl -----AA 121 cseTe,JI CTO~K 
CBSITOヽU BCl 127 CTPaHHb、 IHCTP狙，朗 ACl,...__,AA 121 

叫 oヽ6HbIH C}l0ヽ6朗 ACl,..._,AA 120 CTpaヽCTHbIH -T即 ACl~、AA 121 

cenoヽu BC1-BC3 128 CTPamHb、 IHCTPaI、岬 AC1,..,_,AC3 125 

ceヽp皿 AC 118 cTpo， r皿 AC1-AC3 125 

CHヽBblH ACl.......,AA 120 cTpo‘m皿 CTPO’朗 ACl .......,AC3 125 

CHヽS皿 ACl-AA 120 CTbヽI皿 m
ヽ

AC 118 CTbl岬

CHヽJibHblH CWlヽ .e,H ．． AC1---AC3 124 cyxoヽil BCl -----BC3 128 

c皿ヽHR AC 118 cxo、瓜血0l cx、o巫出 ACl----AA 121 

CHI1ヽ JI碑 ACl-AA 120 cxo、皿川 2CX、O/l即 AA 121 

CKBe、p田雌 CKBe、p即 AC1___,AC3 124 CbIJ)OヽH BCl 127 

cKJia、n四 CKJia、岬 ACl,..._,AA 121 Cばヽ n皿 ヽ

AC ll8 CblTeI-:1 

CICJIO』田皿 CICJIO、H朗 ACl ,.._,ACS,..__、AA126 CbヽITb頂 AC 118 

CKOヽJlb3KHH -3QK ACl-AA 121 

CKOヽPb頂 AC 118 【T】

CKPO、呻頂 CKPO、M朗 AC1-AC3 124 TBep胆 H ACl~、AC3 125 

CKYヽ,llHbrn 
ヽ

AC1-----AC3 124 TeヽpnKHH 
ヽ

ACl----AA 121 CKY岬 Tepng,K 

C如 O，H BC1-BC3 128 T8CHb頂 1T8C即 AB 117 

Clcyヽ屯 ヽ

AC1,__,AC3 CKY'I即 124 Te、CHb頂 2Te、e~ AC1-AC3 125 

CJia， 6碑 AC1---AC3 124 TeMJ皿 T細即 AB 117 

CJiaヽBHb頂
ヽ

ACl.....,AA 121 TenJI皿 Ten~ AB 117 CJiaB即

CJiaヽ)lKHH 
ヽ

ACl,_,AA 121 THヽXHH AC1,...__,AC3 125 CJia四
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TOヽJICTbIH AC1,...,_,AC3 125 x匝6p皿 ACl -AC3----AA 126 

TOヽMHblH TOM即 AClへ、AA 121 XPHrIヽ JlbIH ACl-----AA 121 

TOヽHK0H 
ヽ

AC1-AC3 125 XPOMOヽH BCl 127 TOHUK 

TOヽilKHH 
ヽ

ACl-AA 121 XPYil， KHH 
ヽ ACl~AA 121 TOilO,K XPYTIQK 

TOヽ'IH皿
， 

AClヘ-AC3TO'le,1-1 125 羽 }lOヽII BC1-----BC3 128 

TOヽIIIHbIH 
， 

AC 118 TOW即

TOヽIIlHli AC 118 【且】

Tpeヽ3BbIH AC1-AC3-AA 126 ueヽJI皿 AC 118 

TPYヽ岬 n AC1-AC3 125 ueヽJih呻
ヽ

ACl,...._,AA 121 TPY岬 ueJie,tt 

TpflヽCKHH ACl,.....,AA 121 ueヽm皿
ヽ

ACl----AA 121 TPHCQIC uett即

TYrOヽH BC1""-BC3 128 ueヽnKH0 
ヽ

ACl----AA 121 uenwc 

加 0ヽ0 BC1-BC3 128 

TYヽCICJlbIH: AC1......,AC3......,AA 126 【可】

TYヽXJI皿 AC 118 'IaヽCTbIH ACl-AA 121 

可ヽ呻川
ヽ

ACl---、AC3 125 qeヽcT呻 ヽ

ACl ----AC3 125 TY'll即 qecT即

TSDKE紐皿 AB 116 qepHb頂 qep朗 AB 117 

TSllCKヽ HH 
ヽ

AC1--..,AC3 匹 k 125 痣PCTB皿 AC1.......,AC3 125 

'leTKlf0 屯うTQK ACl.......,AA 121 

【Y】 '-IHHH皿 'iHHWi ACl-AA 121 

YllaJioヽ0 BC1-BC3 128 'IHヽC碑 AC1-AC3 125 

Ylla.JIヽ 皿 AC1.......,AC3 125 W血 0ヽ0 Tヽ幽 BB 127 

Yヽ3KUH 1 Yヽ3QK AB 117 血血 AClへ、AC3 125 

Yヽ3KH8 2 Yヽ3QK AC1.......,AC3 125 'iYヽTKH8 
ヽ

AC1----AC3----AA 126 tIYTQK 
YヽMlilffl YM伽 AB-ACl 117 

【Ill】

【X】 maヽTICRH 
ヽ

ACl---...AA 121 maTQK 

XBaヽTKHH 
ヽ

ACl""'AA 121 XBaTQ.K 皿ヽ6KHH 皿ヽ60,K AC 118 

XBOヽP暉 ACl-AA 121 lllHPOヽKHH 1 AB 116 

Xl-lヽJlbIH ACl,..._,AA 121 皿 POヽK皿 2 AB,....,ACl 117 

XHヽTPbIH XHTfil) AB---ACl 117 IlIYヽMl皿
ヽ

AC1,...._,AC3 125 lllYM即

X.JleCTKHH XJieCTO,K ACl-----、AA 121 町 fヽCTP碑 町 CT却 ACl ,...__,AC3 125 

XMeJibH0、0XMe、JI~ BB 127 

X町ヽp皿 ACl-AA 121 【III】
XOヽllKHH XOぬk ACl,..__,AA 121 meヽ几P皿 AC1---AC3 125 

XOJIO、用血HXO、JIO岬 AC1,...,_,AC3 125 加ヽJI碑 ACl,,..._,AA 121 

XOJlOCTO、HXO、JlOCT BCl 127 

XOPOヽDIHH AB 116 
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【!O】
mヽ皿 ACl-AA 122 

IOヽPKHH 
ヽ

IOPUK ACl""-'AA 122 

【只】

51ヽPKHH 51PQK ACl -----AC3-AA 126 

51ヽCl-lb!H 
ヽ

ACl'"'""AC3 125 5IC~ 
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第 3部 動詞

本文に記載した動詞は基本的な本源

動詞の他にそれに接頭辞が付いて派生

する完了体動詞とそこから接尾辞を変

えることによって 2次的に派生する不

完了体動詞とがあり、合計すると相当

な数に上るが、スペース削減のため原

則として本源動詞のみを記載する方針

を取った。しかし加える接頭辞によっ

て活用及びアクセント法を変えてしま

うー(H)S1Tb などはやむなく全ての接

頭派生語を記した。接頭辞が付くと形

やアクセント型が変わってしまう動詞

については見出し語を 2つ載せた。

記載するのは動詞の不定形、人称形

態の語幹、人称変化語尾のタイプ、人

称形態で生じる子音交替、アクセント

型、本文掲載ページである。人称形態

の語幹が不定形の一部である場合には

不定形の中にスラッシュを挿入し、そ

の左が人称語幹を表すことにした。過

去語幹は原則として不定形から Tbを

取り去った部分に等しいので記載を省

略したが、必要と思われる箇所には人

称語幹の次に過去語幹も併記した場合

がある。過去形の語幹末での子音の脱

落や形動詞、副動詞、命令法など変化

形についての詳しい情報は削除せざる

を得なかったので該当の箇所を参照さ

れたい。

【E】

6eJI/妬b

6ep紐b

6ec/HTb 
ヽ

6JieBaTb 

紅ecT/e'tb

6JIHCT/a.Tb 

6JIHCTa/Tb 

6JIY1I/HTb 

6JIIOCTH 6JII01I-

6op/oTb 

6opMOT/aTb 

6paTb 6ep-

6pecTH 6pe11-

6po11/u咋

6y11/HTb 

6bITb 

【B】

eaJI/HTb 

aap/nTb 

B細 /TH
ヽ

B8CT0 
ヽ

B3f!Tb 

BHHT/H咋

BHTb 

6eper-

6JIIOー

eei:1-

B03bM— 

Bb-

BJie"lb 
ヽ

BHSITb 
ヽ

BHSITb 
ヽ

BO}l/HTb 

B03/HTb 

BOJI0'-1/H咋
ヽ

BOJIO"lb 

6yn-

BJieK-

BOJIOK-

田

I

l

l

I

l

l

X

q

瓦

X

2

1

2

1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

 

2

2

1

1

1

 

q

x

x

"

曇

2

1

1

1

1

2

2

2

1

 

CA......,BA 

BB 

CA 

BA 

BA 

CA 

AA 

CA 

BB 

CA 

CA 

BC 

BB 

CA 

CA 

AC 

192 

210 

163 

149 

150 

150 

150 

163 

199 

159 

150 

220 

200 

163 

163 

221 

CA 

CA 
163164200201237192222210237161164165166211 

2

,

6

 

B

C

6

2

B

A

1

6

 

～ー～

B
B
B
B
B
C
e
A
B
C
B
B
仮

郎

c
A
C
A
C
A
B
B
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BOPOT/HTb 2'I CA 166 

BOCilPHH51Tb [E】

aocnp皿— 1 CCP 161,236 eCTb en- BA 145 

sp/aTh 1 BC 223 

B祁 /a.Tb 1 JC CA 150 

【沢】

JK)l/aTb 1 BC 226 

【r】 JKeBaTb 窟y- 1 BA 149 

rac/H咋 2 m CA 166 xeH/HTb 2 CA 168 

rJio叫clTb 1 l[ CA 151 ICe'Ib 瓦 r- 1 BB 211 

rHaTb rott- 2 cc 190,223 lllBOilHCaTb 

r皿 /Tb 1 BC 224 皿 BOilHcyヽ-1 AA 154 

roroT/a咋 1 q CA 151 DITb DB- 1 BC 227 

ropo.a/nTb 2 llC CA-BA 192 xp/aTb 1 BC 227 
ヽ

rpecTH rpe6- 1 BB 202 

rpOXOT/aTb 1 q CA 151 

rpys/u咋 2 JC CA,..._,BA 192 【3】

ry6/0咋 2 6JI CA 166 
ヽ 3aAM— 1 BCP 161,236 3aHHTb 

3aCH只Tb 3aCHHM- 1 cc 160,237 
ヽ

1 BC 235 saqaTb 3a叩—

【且】 3BaTb 30B- 1 BC 228 

項 a/Ba.Tb 1 BA 149 ー3Ha/BaTb 1 BA 149 

nae/nTb 2 BJI CA 167 3y6p/0咋 2 CA-BA 193 

.uap/HTb 2 CA 167 

}laTb 取tll― BC-BC2 

145,224 【H】

-naTb -』a}l― BC(P) 224 皿/Tu 過匹』ー 1 BB 202 

neJI/u⑬ 2 CA 167 H3も只Tb H3bIM― 1 CA 161 

胆 pi::/aTb 2 CA 190 HCK/cl.Tb 1 Ill CA 151 

.uo/HTh 2 CA-BA 193 
ヽ

1 BCP 161,236 llOHHTb llOHM— 

岬 a3H/H咋 2 CA 168 【月】

llPaTb nep- 1 BC 226 -RTH 人項n- 1 BB 202 

.lIPeM/aTb 1四 CA 151 過ー匹ハー

llP'/'6.IHTb 2 CA,..._,BA 193 

昭ml妬b 2 CA 168 

皿 /a.Tb 2 CA 190 
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【K】 JllfTb Jib- 1 BC 229 

JCa3/aTb 1)I( CA 151 JIOB/HTb 2 B』 CA 173 

KaT/HTb 2 q CA 168 -JioJIC/妬b 2 CA 173 

KBOXT/aTb 1 t{ CA 152 
ヽ

2 BA 173 JIO裏lffbCSI
ヽ

1 BA 149 JIOM/HTb 2 M:JJ CA 174 KJieBaTb KJIIOー

KJIBBBT/aTb 1皿 CA 152 JIOilOT/aTb 1 I.{ CA 152 

KJien/aTb 1 IlJI CA 152 JIYJ1/U咋 2 :;( CA----BA 193 

KJiena/Tb 1 AA 152 Jlyn/H咋 2 nJI CA 174 

KJIOKOT/3.Tb 1'I CA 152 -Jiy'l/HTb 2 BA 177 

KJIOH/HTb 2 CA 169 JII06/UTb 2 6JI CA 174 

ICJIOXT/aTb 1 q CA 152 

ICJIS'ICTb KJiffif- 1 BC 228 
ヽ

1 BA 149 【M】KOBaTb Ky-

KOJI/OTb 1 CA 159 M狙 /UTb 2 CA 175 

ICOJIOT/HTb 2 ¥{ CA 169 Max/aTb 1 m CA 152 

KOn/n咋 2 IlJI CA 169 Maxa/Tb 1 AA 152 

KOpM/如b 2 MJI CA 169 渭 ett/H咋 2 CA 175 

KOC/H咋 2 m CA 170 
ヽ

人 Mp- 1 BA 230 MepeTb 

KpecT/n咋 2 m CA 170 過 Mep-

Kpom/H咋 2 CA 170 渭 epeTb人喝p- 1 BC 230 

Kpyx/HTb 2 CA-BA 193 過ーMep-

KPYT/HTb 2 q CA 170 MSC/H咋 2 m CA 175 

KYIIIH咋 2 IlJI CA 171 
ヽ

1 BB 203 MeCTH MeT-

灼 p/HTb 2 CA 171 MeT/aTb 1 t{ CA 153 

一灼c/HTh 2 m CA 171 MeTa/Tb 1 AA 153 

灼T/HTb 2 q CA 172 M血/yTb 1 AA 158 

皿 H灼Tb 1 CA 158 

MOJI/妬b 2 CA 176 

【JI】 MOJI/OTb 1 CA 159 

Jir/aTb 1 BC 229 MOJIOT/HTb 2 q CA 176 

JieH/HTh/c51 2 CA 172 MOtf/H咋 2 CA 176 

Jien/HTb 2 nJI CA 172 MO'ib Mor- 1 I CB 162,212 

JleneT/aTb 1'I CA 152 MYT/HTb 2 q CA-BA 193 

Jie'I/HTb 2 CA 172 

Jie% 人 JIHr- 1 AB 212 

過 Jier-

JI胆 /aTb 1 I CA 152 
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【H】 皿JI/如b 2 CA 177 
ヽ

HaHM— 1 BCP 161,236 HaHSITb □uc/aTb 1 m CA 153 
Ha"!aTb Ha~H- 1 BCP 235 □HTb nb- 1 BC 231 
He6p紐b He6per- 1 BB 213 IlJiaT/妬b 2'I CA 177 
ttec/TH 1 BB 204 

ヽ

1 BA 149 □JieBaTb IlJIIO一

暉 3/aTb 1 lK CA 153 fIJ18CK/aTb 1 m CA 154 
HOC/HTb 2 m CA 176 IIJiec点/Tb 1 AA 154 
-(H)s:ITb -(H)HM- 1 CC(P) 160 

ヽ
CTJJeCTH IlJieT- 1 BB 205 

-0M-/-hM-1 BC(P) 236 IlJibITb IlJlb田一 1 BC 232 

n訊 c/a.Tb 1 m CA 154 
【0】 ao/H咋 2 CA"'BA 194 

o6Jie'lb o6Jieic- 1 BB 213 no6y):l/UTb 2 BA 163 
o6JioKoT/HTb/cH 2'I CA----BA 193 IlOBTOp/HTb 2 CA-BA 193 
06M狙 /yTb 1 CA 158 norJioT/UTb 2皿 CA-BA 194 
06H汀ヽfb 06HHM— 1 CC-CCP IlOl[HHTb IIO血 HM- 1 CC,,._..,CCP 

160, 237 160, 237 
o6opoT/H⑬ 2 q CA 177 noJI/ a咋 1 CA 159 
o6ocHOBaヽTh IlOJI3/TH 1 BB 205 

o6oc町— 1 BA---+AA 149 IlOJIOCK/a咋 1 AA 154 
o6peCTH ヽ o6pe-r- 1 BB 204 IlOJIOCK/a咋 1 Ill CA 154 
06邸 /a.Tb 1 l( CA 153 IlOJI四 /0咋 2 CA 177 

ヽ

1 CC,......,CCP IlOM叩 /yTb 1 CA 158 OTII只Tb 01HHM— 

160, 237 
ヽ

IlOHM— 1 BCP 162,236 IlOHSITh 

o-qyT/H昨 /CH 2'I CA 177 nap/a咋 1 CA 160 

nopy~/0⑬ 2 CA 178 
【TI】 ヽ

ape瓜]p血 SITb

nae/TH 1 BB 204 npe皿pBM-1 CCP 161,236 
nax/aTb 1 m CA 153 

ヽ

1 CCP 161,236 np血汀rb IlPHM-

1 BC---BCP 
ヽ

1 CCP-CC nepeHSITb nepeiiM- np血 0血只Tb

161, 237 np肛IO胆り町 160, 237 
ヽ

npo6yn/HTh nepeCH51Tb 2)[ BA----CA 163 
nepecH皿—1 cc 160, 237 aporJioT/H咋 2 q CA 178 

ヽ
人 np- 1 BA 231 

ヽ

1 BCP 162,236 nepeTh IlPOH汀Tb npo0M-

過 nep- npoc/HTb 2 m CA 178 
-nepeTb 人—np- 1 BC 231 np四 /HTb 2 JI CA,..__,,BA 194 

過—nep- IlPSICTb IlPHll- 1 BC 232 
neqb neK- 1 BB 213 -□pfl'Ib -npSir- 1 BB 214 
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nycT/HTb 2皿 CA 178 
ヽ

1 BA 149 I CHOBaTb CHY-
ヽ

1 cc 160,237 CH51Tb CHHM— 
， 

1 BA 149 COBaTb cy-

【P】
ヽ

BC 234 C03llaTb cosnan-

pa3H汀Tb pa3HHM— 1 cc 160,237 COJI/0咋 2 CA----BA 194 
ヽ

cn/aTb paccsecTH 2 IlJI BC 234 

paCCBeT-1 BB 206 ccyn/H咋 2 lK CA 181 
ヽ

人 pacT- 1 BB paCTH 206 -cTa/BaTb 1 BA 149 

過 pocT- -cT狙 oa/u咋 2 BJI CA 181 

pa/aTb 1 BC 233 CTeJI/妬b 1 CA 155 

1 BB 214 
ヽ

1 l( BB 215 -petfh -peK- cTepe'-lb cTeper-

POll/HTh 2 X BC 233 -cTnrH/yTb(=cTH'lh)l AA 217 

-pott/u咋 2 CA 185 -cTH'Ih(=ーCT紅HYTb)l AA 217 

ponT/a咋 1 III CA 154 -cTpeJI/H咋 2 CA 181 

py6/HTb 2 6JI CA 179 CTJiaTb CTeJI- 1 CA 155 

-py'I/UTb 2 BA 178 CTOPOH/H咋 /cSI 2 CA 181 

P皿/H咋 2 lK CA 179 CTpeKOT/aTb 1 q CA 156 

CTPU'ib cTpur- l瓦 BA 216 

CTPO'I/H咋 2 CA.......,BA 195 

【C】 C巧叫HTb 2夏 CA 181 

can/0咋 2 2K CA 180 C叩 /HTb 2 rn CA 182 

can/0四 /c5-1 2 J[ BA 180 cyn/11Tb 2置 CA 182 

caeT/H咋 2 q CA 180 cy'I/HTb 2 CA-BA 195 

CBHCT/a咋 1 m CA 155 cym/HTh 2 CA 182 

CBHCT/8Tb 2 m BA 155 

ceJI瓜Tb 2 CA-BA 194 

ce四In咋 2 X CA 180 【T】

ce'Ib ceK- 1 BB 214 T皿/HTb 2 CA 183 

CKaK/aTb 1 q CA 155 TBOp/0咋 2 BA 183 

CK06JI/H咋 2 CAへ、BA 194 -TBOPHTb 2 CA 183 

-cKo'i/n咋 2 CA 180 Tepn/e咋 2 IIJI CA 191 

CKpelCeT/a咋 1皿 CA 155 Tee/a咋 1 m CA 156 
， 

CKpe6- 1 BB 207 1 q BB 215 CICP0CTH Te% TSK-

-cJioH/H咋 2 CA-BA 194 TK/aTb 1 BC 235 

CJiyx/HTb 2 CA 181 
ヽ

1 q BB 216 TOJIO'lh TOJIOK-

CJlbITb CJlblBー 1 BC 234 TOH/y咋 1 CA 158 

CMOTp/e咋 2 CA 191 TOil/HTb 2 m CA 183 
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TOilT/a咋 1 q CA 156 

Topon/HTb 2 IlJI CA 184 【q】

TO'I/HTb 2 CA 184 -qaTb ー叩— 1 BC(P) 235 

TpaB/HTb 2 BJI CA 184 'iepT/HTb 2'I CA 188 

Tpen/a咋 1 IIJI CA 156 'lee/a.Th 1 m CA 157 

TpeneT/a咋 1 Ill CA 156 ¥18CTb 'I.e,T- 1 BB 217 

TPYll/U昨 /est 2 x CA 185 暉 H/HTb 2 CA 189 

TP加 /TH 1 BB 207 

TYJ(/HTb 2 CA 185 【III】

加 I妬b 2 IIJI CA 185 meseJI/切b 2 CA,..._,BA 195 

W田/HTh 2 CA 185 meaT/a咋 1 q CA 157 

TI1H/y匹 1 CA 158 町T/HTh 2'I{ CA 189 

【Ill】

【Y】 田e6eT/a.Tb 1 q CA 157 

Yll/HTb 2 JK CA 185 頂eKOT/a咋 1 q CA 157 
ヽ

y皿— 1 YHHTb BC 162, 237 men/a匹 1 IlJl CA 157 

yq/H咋 2 CA 185 mena/Tb 1 AA 157 

皿m/a.Th 1 IlJI CA 157 

皿ma/Tb 1 AA 157 

【X】

xsaJI/H咋 2 CA 186 【bl】

xeaT/n咋 2 q CA 186 -blCK/3.Tb l皿 CA 151 

XJl8CT/a.Tb 1皿 CA 156 

XJIOilOT/clTb 1'I CA 156 【只】

XJiblCT I aTb l皿 CA 156 畑／妬b 2 BJI CA 189 

xon/u祁 2累 CA 187 

XOPOH/HTb 2 CA 188 

XOT/eTb 1/2 q CIBA 145 

XOXOT/a咋 1 q CA 157 

【U】
ヽ

1 BB 208 UB€CTH UBeT-

uen/nTb 2 x CA 188 

uett/HTb 2 CA 188 

-uen/H咋 2 IlJI CA 188 
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